
備 考

新 設 学 部 等 の 目 的

・平成29年4月　学部の設置

　　教育学部教育学科　（平成28年3月認可申請）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実習 計

国際教養学部国際教養学科 １１４科目 ６２科目 １１科目 １８７科目 １２６単位

・平成29年4月学校法人開智学園と合併予定

　　　    中等教育専攻　（24）

　　　    初等教育専攻　（48）

同 一 設 置 者 内 に お け る
変 更 状 況
(定員の移行，名称の変更等)

・リベラルアーツ学部（廃止）

　　総合経営学科　        （△65）

　　　（3年次編入学定員） （△ 3）

    ※平成29年4月学生募集停止

　　　（3年次編入学定員は平成31年4月学生募集停止）

    ※平成29年4月学生募集停止

　　　（3年次編入学定員は平成31年4月学生募集停止）

　　人間心理学科　        （△40）

　　　（3年次編入学定員） （△ 1）

    ※平成29年4月学生募集停止

　　　（3年次編入学定員は平成31年4月学生募集停止）

　　総合文化学科　        （△45）

　　　（3年次編入学定員） （△ 1）

年 人 年次
人

人

大 学 の 目 的
　本大学は、総合的創造的な学術技術を研究教授して、社会においてこれを躬行実
践、気品知徳の模範として指導的役割を果たす人材を育成するとともに、広く国際
社会全体の平和と文化の発展に寄与することを目的とする。

　日本を学び、異文化を学び、グローバル社会に対応できる英語を学び、それらを
基盤として社会に貢献できる能力を持つ人材の養成を主たる目的とする。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

計 78 ― 312

計 画 の 区 分 学部の設置

フ リ ガ ナ ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾆﾎﾝﾊﾞｼｼﾞｮｶﾞｯｶﾝ

設 置 者 学校法人　日本橋女学館

別記様式第２号（その１の１）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ｶｲﾁｺｸｻｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称

学士
(国際教養学)

平成29年4月
第1年次

千葉県柏市柏1225番6

　Liberal Arts）

　Liberal Arts）

国際教養学部
（Faculty of  International

　国際教養学科
（Department of International

4 78 ― 312

開智国際大学　（Kaichi International University）

大 学 本 部 の 位 置 千葉県柏市柏１２２５番６

　　年　月
第　年次

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地
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設置認可申請中

大学全体

借用面積：17,146㎡

借用期間：平成26年7月
30日から30年

　

大学全体

大学全体

大学全体で40室

学部単位での特定不能な
ため、大学全体の数

２０

大学全体

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

1,319 ㎡ 該当なし

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

1,105 ㎡ 142 席 109,150 冊

―

(108,136〔13,689〕) (  610〔 121〕) （    1〔  0〕） （2,461） （6,841） （ ― ）
計

111,533〔13,689〕     613〔 122〕       1〔   0〕 2,461 7,679

7,679 ―

(108,136〔13,689〕) (  610〔 121〕) （    1〔  0〕） （2,461） （6,841） （ ― ）

点 点冊 種 〔うち外国書〕 点図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料

国際教養学部国際教養学科
111,533〔13,689〕     613〔 122〕       1〔   0〕 2,461

機械・器具 標本
〔うち外国書〕

1 室

（補助職員 0 人） （補助職員 0 人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

国際教養学部国際教養学科 14 室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

12 室 6 室 10 室
4 室

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

合 計 25,783 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 25,783 ㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0 ㎡ 4,076 ㎡

8,079 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 8,079 ㎡

（       8,079 ㎡）（           0 ㎡）（           0 ㎡）（       8,079 ㎡）

9,283 ㎡

運 動 場 用 地 12,424 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 12,424 ㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 9,283 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡

小 計 21,707 ㎡ 0 ㎡ 0 ㎡ 21,707 ㎡

そ の 他 4,076 ㎡ 0 ㎡

計 １１ １４ ２５

（１１） （１４） （２５）

そ の 他 の 職 員 ０ ０ ０

（０） （０） （０）

図 書 館 専 門 職 員 １ ４ ５

（１） （４） （５）

技 術 職 員 ０ ０ ０

（０） （０） （０）

１０ １０ ２０

（１０） （１０） （２０）

（―）

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員

人 人 人

（１９） （９） （４） （０） （３２） （０）

合　　　　計

教

員

組

織

の

概

要

― ― ― ―

２０ ９ ５ ０ ３４ ０ ―

（―） （―） （―）

教育学部教育学科

―

（―） （―） （―） （―） （―） （―） （―）

― ― ― ― ― ―

９ ５ ０ ３４

（１９） （９） （４） （０）

０

既

設

分

該当なし

計

（―） （―） （―） （―）

― ― ―

―計

（―）（０）（３２）

（０） （２５）

人 人 人

１２ ５ ３ ０ ２０ ０ ３９

人 人 人 人

（１１） （５） （２） （０）

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新

設

分

国際教養学部国際教養学科

人 人 人 人 人 人 人

８ ４ ２ ０ １４ ０ ３７

（８） （４） （２） （０） （１４） （０） （２６）

（１８）
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附属施設の概要 　該当なし

(総合文化学)

学士 0.42

(人間心理学)

0.51

0.62

3年次

　　　　総合文化学科 4 45 1 182

3年次

　　　　総合経営学科 4 65 3

学士

266 学士 0.49

(総合経営学)

3年次

　　　　人間心理学科 4 40 1 162

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称  開智国際大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

リベラルアーツ学部 平成
21年度

千葉県柏市柏
1225番6

　―　千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金、寄付金収入、手数料収入等をもって維持する。

―　千円 ―　千円

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

1,230千円

―　千円

920千円 920千円 ―　千円 ―　千円

設 備 購 入 費 6,684千円 0千円 0千円 0千円 0千円

第６年次

教員１人当り研究費等 200千円 200千円 200千円 200千円 ―　千円 ―　千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 0千円 920千円 920千円

共 同 研 究 費 等 500千円 500千円

980千円 980千円

第３年次

500千円

980千円

第４年次

500千円

　―　千円

第５年次

―　千円
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

英語ＡⅠ 1 前 1 ○ 1 兼3

英語ＡⅡ 1 後 1 ○ 1 兼3

英語ＢⅠ 1 前 1 ○ 1 兼3

英語ＢⅡ 1 後 1 ○ 1 兼3

英語ＣⅠ 1 前 1 ○ 1 兼3

英語ＣⅡ 1 後 1 ○ 1 兼3

英語ＤⅠ 1 前 1 ○ 1 兼3

英語ＤⅡ 1 後 1 ○ 1 兼3

英語ＥⅠ 2 前 1 ○ 1 兼3

英語ＥⅡ 2 後 1 ○ 1 兼3

英語ＦⅠ 2･3･4 前 1 ○ 1

英語ＦⅡ 2･3･4 後 1 ○ 1

英語ＧⅠ 2･3･4 前 1 ○ 1

英語ＧⅡ 2･3･4 後 1 ○ 1

小計（14科目） － 10 4 0 0 1 0 0 0 兼5 －

論理的思考法 1 前 2 ○ 1

論理的表現法 1 後 2 ○ 1

プレゼンテーションＡ（日本語） 1 後 2 ○ 兼1

プレゼンテーションＢ（English） 2･3･4 前 2 ○ 兼1

小計（4科目） － 0 8 0 0 0 1 0 0 兼1 －

哲学 1･2･3･4 前 2 ○ 1

倫理学 1･2･3･4 前 2 ○ 1

宗教学 1･2･3･4 後 2 ○ 1

心理学概論 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

芸術学 1･2･3･4 前 2 ○ 1

日本文学史 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

史学概論 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

小計（7科目） － 0 14 0 1 0 1 0 0 兼3 －

憲法 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

法学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

政治学 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

経済学 1･2･3･4 前 2 ○ 1

経営学 1･2･3･4 後 2 ○ 1

社会学 1･2･3･4 後 2 ○ 1

小計（6科目） － 0 12 0 2 0 1 0 0 兼2 －

生物学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

人間工学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

物理学 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

地球科学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

数学 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

小計（5科目） － 0 10 0 0 0 0 0 0 兼3 －

ドイツ語Ⅰ 1･2 前 1 ○ 1

ドイツ語Ⅱ 1･2 後 1 ○ 1

フランス語Ⅰ 1･2 前 1 ○ 兼1

フランス語Ⅱ 1･2 後 1 ○ 兼1

中国語Ⅰ 1･2 前 1 ○ 兼1

中国語Ⅱ 1･2 後 1 ○ 兼1

日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 1 ○ 1 兼1 留学生用

日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 1 ○ 1 兼1 留学生用

小計（8科目） － 0 8 0 2 0 0 0 0 兼3 －

グローバル社会を生きるＡ 1 前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

グローバル社会を生きるＢ 1 後 2 ○ 兼1

小計（2科目） － 2 2 0 1 0 0 0 0 兼2 －

別記様式第２号（その２の１）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際教養学部国際教養学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

英
語

－
論
理
的
思
考
／
表
現 －

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

－

社
会
科
学

－

自
然
科
学

－

外
国
語

－

総
合

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

キャリアデザインⅠ 1 前 2 ○ 1

キャリアデザインⅡ 2 前 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

キャリアデザインⅢ 2 後 2 ○ 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

キャリアデザインⅣ 3 後 2 ○ 兼1

インターンシップ 3･4 通 2 ○ 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（5科目） － 0 10 0 2 0 0 0 0 兼1 －

スポーツ実技Ⅰ 1 前 1 ○ 兼1

スポーツ実技Ⅱ 1 後 1 ○ 兼1

健康づくり運動論 2･3･4 前 2 ○ 兼1

小計（3科目） － 0 4 0 0 0 0 0 0 兼1 －

情報機器の操作Ⅰ 1 前 2 ○ 1 兼1

情報機器の操作Ⅱ 1 後 2 ○ 1 兼1

情報処理概論 1 前 2 ○ 1

小計（3科目） － 0 6 0 1 0 0 0 0 兼1 －

Human Studies 特論 1 前 2 ○ 2 1 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

Social Studies 特論 1 後 2 ○ 2 1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

Local & Regional Studies 特論 2 前 2 ○ 1 兼2
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・
共同(一部)

Global Studies 特論 2 後 2 ○ 2 2 兼1 ｵﾑﾆﾊﾞｽ

小計（4科目） － 8 0 0 4 2 1 0 0 兼3 －

Human Studies 演習 3･4 後 2 ○ 1

Social Studies 演習 3･4 前 2 ○ 1

Local & Regional Studies 演習 3･4 後 2 ○ 1

Global Studies 演習 3･4 前 2 ○ 1

国際社会貢献研究 3･4 後 2 ○ 1

地域社会貢献研究 3･4 前 2 ○ 1

小計（6科目） － 0 12 0 2 2 1 0 0 兼0

宗教人類学 2･3･4 前 2 ○ 1

死生学 2･3･4 後 2 ○ 1

心理学研究法Ａ 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

心理学研究法Ｂ 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

神経心理学 2･3･4 前 2 ○ 1

知覚心理学 2･3･4 前 2 ○ 1

認知心理学 2･3･4 後 2 ○ 1

心理統計学基礎 2･3･4 前 4 ○ 兼1

心理学基礎実験 2･3･4 後 3 ○ 1

教育心理学 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

発達心理学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

青年心理学 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

心身の発達と学習過程 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

臨床心理学 2･3･4 前 2 ○ 兼1

パーソナリティ心理学 2･3･4 前 2 ○ 1

障がい児・者の心理学 2･3･4 前 2 ○ 兼1

心理アセスメント演習Ａ 2･3･4 前 2 ○ 兼1

心理アセスメント演習Ｂ 2･3･4 後 2 ○ 1

臨床心理実務倫理 2･3･4 後 2 ○ 1

医学概論 2･3･4 後 2 ○ 兼1

精神医学 2･3･4 後 2 ○ 兼1

認知行動療法 2･3･4 後 2 ○ 兼1

精神分析学 2･3･4 前 2 ○ 1

心理面接基礎演習Ａ 2･3･4 通 4 ○ 兼1

心理面接基礎演習Ｂ 2･3･4 通 4 ○ 1

臨床心理実地実習 3･4 通 5 ○ 兼2
ｵﾑﾆﾊﾞｽ・
共同(一部)

小計（26科目） － 0 62 0 0 1 2 0 0 兼4 －

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

キ
ャ

リ
ア

－
ス
ポ
ー

ツ
／
健
康 －

情
報

－

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

国
際
教
養

総
合
講
座

－

総
合
演
習

－

人
間
理
解

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

家族心理学 2･3･4 後 2 ○ 兼1

学校心理学 2･3･4 前 2 ○ 兼1

社会心理学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

コミュニティ心理学 2･3･4 後 2 ○ 兼1

健康心理学 2･3･4 後 2 ○ 兼1

犯罪非行心理学 2･3･4 前 2 ○ 兼1

産業・組織心理学 2･3･4 後 2 ○ 1

発達支援論 2･3･4 前 2 ○ 兼1

地域経済 3･4 前 2 ○ 1

アジア経済とビジネス 3･4 前 2 ○ 1

ヨーロッパ経済論 3･4 後 2 ○ 1

日本経済と社会 3･4 前 2 ○ 1

経済学Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

経済学Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

経済学史 3･4 後 2 ○ 1

経営学概論 2･3･4 前 2 ○ 1

経営管理論 2･3･4 後 2 ○ 1

人的資源管理論 2･3･4 後 2 ○ 1

経営組織論 2･3･4 前 2 ○ 1

会計学 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

簿記 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

マーケティング論 2･3･4 後 2 ○ 兼1

コーポレート・ファイナンス 3･4 後 2 ○ 1

企業の社会的責任 3･4 前 2 ○ 1

ビジネスと法 3･4 後 2 ○ 兼1

プロジェクト演習 2･3･4 通 4 ○ 兼1

ビジネス・プレゼンテーション 2･3･4 後 2 ○ 兼1

小計（27科目） － 0 56 0 3 0 0 0 0 兼9 －

日本史通論 2･3･4 前 2 ○ 兼1

日本文化史 2･3･4 前 2 ○ 兼1

日本政治史 2･3･4 後 2 ○ 兼1

東アジア交渉史 2･3･4 後 2 ○ 兼1

現代日本の生活と文化 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

日本人論 2･3･4 前 2 ○ 兼1

日本のサブ・カルチャー 2･3･4 後 2 ○ 兼1

世界近現代史 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

歴史社会学 2･3･4 後 2 ○ 兼1

イギリスの生活と文化 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

アメリカの生活と文化 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

ドイツの生活と文化 1･2･3･4 後 2 ○ 1

フランスの生活と文化 1･2･3･4 前 2 ○ 兼1

ロシアの生活と文化 1･2･3･4 前 2 ○ 1

インドの生活と文化 1･2･3･4 後 2 ○ 1

中国の生活と文化 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

比較芸術論 1･2･3･4 後 2 ○ 1

ドイツ語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 ○ 1

ドイツ語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 ○ 1

フランス語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 ○ 兼1

フランス語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 ○ 兼1

中国語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 ○ 兼1

中国語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 ○ 兼1

異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 ○ 1

Career English 2･3･4 後 1 ○ 1

Practical Reading in English 2･3･4 前 1 ○ 兼1

Practical English Listening 2･3･4 前 1 ○ 1

Ｍedia English 2･3･4 後 1 ○ 兼1

Interactive English Ⅰ 2･3･4 前 1 ○ 1

Interactive English Ⅱ 2･3･4 後 1 ○ 1

Assertion Training 2･3･4 後 1 ○ 1

English through Content 2･3･4 後 1 ○ 1

English and Culture 2･3･4 後 1 ○ 1

Debates in English 2･3･4 後 1 ○ 1

小計（34科目） － 0 52 0 3 2 1 0 0 兼9 －

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

地
域
・
経
済

－

文
化
・
言
語

－
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

国際社会論 3･4 前 2 ○ 兼1

マスコミ論 2･3･4 後 2 ○ 兼1

グローバル化と日本社会 2･3･4 前 2 ○ 兼1

国際関係論 2･3･4 前 2 ○ 兼1

国際経済学 3･4 前 2 ○ 1

国際金融論 3･4 後 2 ○ 1

国際政治経済学 3･4 前 2 ○ 1

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

国際ビジネス・リテラシー 2･3･4 前 2 ○ 兼1

アントルプレナー論 3･4 後 2 ○ 兼1

イベント・プロデュースＡ 2･3･4 前 2 ○ 兼1

イベント・プロデュースＢ 2･3･4 後 2 ○ 1

海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 4 ○ 2 1 兼1 集中・共同

海外研修ＡⅡ 1･2･3･4 通 4 ○ 2 1 兼1 集中・共同

海外研修ＢⅠ 3･4 通 4 ○ 2 1 兼1 集中・共同

海外研修ＢⅡ 3･4 通 4 ○ 2 1 兼1 集中・共同

海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 4 ○ 2 1 兼1 集中・共同

海外研修ＣⅡ 1･2･3･4 通 4 ○ 2 1 兼1 集中・共同

ビジネス統計 1･2･3･4 後 2 ○ 兼1

情報管理 1･2･3･4 後 2 ○ 1

情報管理演習Ⅰ 2･3･4 前 2 ○ 1

情報管理演習Ⅱ 2･3･4 後 2 ○ 1

情報システム論 3･4 前 2 ○ 1

情報処理演習Ⅰ 3･4 前 2 ○ 兼1

情報処理演習Ⅱ 3･4 後 2 ○ 兼1

マルチメディア演習 2･3･4 後 2 ○ 1

ネットワーク論 2･3･4 前 2 ○ 兼1

情報イノベーション 2･3･4 後 2 ○ 兼1

小計（29科目） － 0 70 0 4 1 1 0 0 兼6 －

ゼミナールⅠ 1 前 2 ○ 4 1 2

ゼミナールⅡ 1 後 2 ○ 4 1 2

ゼミナールⅢ 3 通 4 ○ 7 2 2

ゼミナールⅣ 4 通 4 ○ 7 2 2

小計（4科目） － 12 0 0 7 2 2 0 0 兼0 －

32 330 0 8 4 2 0 0 兼37 －

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

国
際
社
会

－

ゼ
ミ
ナ
ー

ル
－

－ －

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位
以上修得すること。ただし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、
これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文
化」「アメリカの生活と文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文
化」「ロシアの生活と文化」「インドの生活と文化」「中国の生活と文化」の８
科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

（履修科目の登録の上限：１～３年次４２単位、４年次５０単位（年間））

１学年の学期区分 ２学期

１学期の授業期間 １５週

１時限の授業時間 ９０分

学位又は称号 学士（国際教養学） 学位又は学科の分野 文学関係

合計（187科目）
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別記様式第２号（その３の１）

（国際教養学部 国際教養学科）

共
通
科
目

英語ＡⅠ

英語の4技能（リスニング・スピーキング・リーディ
ング・ライティング）のうち、特にリスニング能力の向
上をはかることを目的とする。多様な内容に関する英語
の対話や文章を聞き、その内容に関してディクテーショ
ンやＱ＆Ａ、意見交換などを行う。同時に、音声学の知
識を活用しながら英語の発音の特徴を理解し、発生練習
を繰り返すことで英語を正しく発音できるようにする。
こうすることで、リスニング能力を高めながら、自然な
英語でコミュニケーションをはかる能力を涵養する。英
語による授業。

共
通
科
目

英語ＡⅡ

「英語ＡＩ」で培われたリスニング能力の更なる向上
を目的とする。テレビや映画、ニュースで取り上げられ
る種々の社会問題や国際問題など、学生たちが関心を持
つ多様な内容の英語を取り上げ、ディクテーションやＱ
＆Ａ、意見交換などを行う。この授業を通して、語られ
る英語を積極的に理解し、自らも発信しようとする姿勢
を養うと同時に、より多様な分野にわたる英語の語彙や
表現を修得することで、自然で積極的な英語でのコミュ
ニケーションをはかる能力を涵養する。英語による授
業。

共
通
科
目

英語ＢⅠ

英語の4技能（リスニング・スピーキング・リーディ
ング・ライティング）のうち、特にスピーキング能力の
向上をはかる。教員とのやり取りの中で、あるいはペア
を組んでロールプレイを行いながら、家庭や大学、旅先
など、様々なシチュエーションで交わされる日常的な対
話の実践的な練習を行う。この練習を通して、日常生活
を送る上で必要となる様々な英語表現を修得する。ま
た、小グループをつくり、ひとつのテーマに関して英語
で意見を交換し合う機会も設けることで、学生が積極的
に自分の意見を発信する姿勢を養う。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＢⅡ

「英語ＢI」で培われたスピーキング能力を更に向上
させ、日常会話に留まらない、ビジネスや社会情勢をは
じめとする様々な話題について自身の意見を英語でまと
め、それを発信する能力を育成することを目的とする。
授業では、英語の新聞や雑誌の記事、あるいは教員や学
生が関心を持っている事柄など、多様な内容を題材とし
て取り上げ、扱う内容や分野に関連する語彙や表現の確
認をし、それらを使えるようにした上で、Ｑ＆Ａや意見
交換を行う。また、各学生が自身のアイデアをまとめ、
英語でプレゼンテーションを行う。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＣⅠ

英語の4技能（リスニング・スピーキング・リーディ
ング・ライティング）のうち、特にリーディング能力の
向上をはかる。多読教材（新聞・雑誌記事等）を含め、
学生の関心と英語力に見合ったテキストを使用し、語彙
や文法事項、内容理解に関する確認を行いながら、より
多くの英文に触れるようにする。英英辞典を使用し、英
語を英語で理解することができるようにする。また、授
業で読んだ内容に関して自由な意見交換を英語で行う。
英語による授業。

授　業　科　目　の　概　要

科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

英語ＣⅡ

「英語ＣＩ」で培われたリーディング能力を更に向上
させることを目的とする。「英語ＣＩ」と同様に、「英
語ＣⅠ」より高度な多読教材（新聞・雑誌記事等）を含
め、学生の関心と英語力に見合ったテキストを使用し、
語彙や文法事項、内容理解に関する確認を行いながら、
より多くの英文に触れるようにする。英英辞典を使用
し、英語を英語で理解することができるようにする。ま
た、授業で読んだ内容に関して、英語で意見交換を行う
だけではなく、英語でのプレゼンテーションも行う。英
語による授業。

共
通
科
目

英語ＤⅠ

英語の4技能（リスニング・スピーキング・リーディ
ング・ライティング）のうち、特にライティングの能力
の向上をはかる。家族、大学、クラブ活動、趣味、アル
バイト、旅行など、年間を通じて日常的に体験する身近
な事柄について英語で表現する。学生に自由に英語で意
見を書くことを促しながら、同時に、日常的な事柄に関
する基本的な語彙や表現を教授し、反復練習をさせるこ
とを通して、文法的に正しい英語表現を修得させ、常に
自分の考えを正確な英語で表現することが出来るように
する。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＤⅡ

「英語ＤＩ」で培われたライティング能力を更に向上
させることを目的とする。政治、経済、文化など、多様
なトピックを題材として取り上げ、それらを自分の意見
としてまとめて英語で表現する。また、様々なトピック
に関して学生に自由に英語で意見を書くことを促しなが
ら、同時に、様々な分野で使用される語彙や表現を教授
し、反復練習させることにより、文法的に正しい英語表
現を自分のものとさせ、常に自分の考えを正確な英語で
表現することが出来るようにする。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＥⅠ

1年次の「英語」4科目（「英語Ａ～Ｄ」）で修得した
英語の4技能を総合的に向上させることを目的とする。
学生は、与えられたテーマに関する英語を読み、その英
語に関する意見交換を行う。扱うテーマとしては、新聞
や雑誌、インターネット上の記事、文学作品、エッセ
イ、映像資料など、多様な分野の中から選び、学生が前
もって発言のための準備をしておくことができるように
する。教員は、扱うテーマや学生の発言に関するコメン
トを述べながら、学生間の議論がスムースに進むように
導く。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＥⅡ

「英語ＥⅠ」に引き続き、英語の4技能を更に向上さ
せることを目的とする。学生による英語でのプレゼン
テーションおよび議論を中心として進める。学生は、授
業の前に、与えられたテーマについて調べ、関連する文
献を読み、それらをまとめてプレゼンテーションができ
るように準備しておく。テーマは、新聞や雑誌、イン
ターネット上の記事など、多様な題材の中から選ぶ。教
員は、扱うテーマや学生のプレゼンテーションに関する
コメントを述べながら、学生間の議論がスムースに進む
ように導く。英語による授業。

英
語

英
語

英
語

英
語

英
語
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

英語ＦⅠ

英語でのコミュニケーション能力の向上を目的とす
る。学生が関心を持つ多様なトピックを選び、そのト
ピックに関する英語の文章を読み、教員と学生の間でＱ
＆Ａを行いながら、必要な語彙や表現、文法事項を確認
する。その上で、そのトピックに関する議論を学生間で
行う。また、議論したテーマに関して英語でレポートを
書く。この授業を通して、英語の4技能（リスニング・
スピーキング・リーディング・ライティング）の総合的
な向上をはかり、自然な英語でのコミュニケーションを
可能にする。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＦⅡ

　「英語ＦＩ」で磨いた英語でのコミュニケーション能
力の更なる向上を目的とする。学生が関心を持つ多様な
トピックを選び、そのトピックに関する英語の文章を読
み、教員と学生の間でＱ＆Ａを行いながら、必要な語彙
や表現、文法事項を確認する。その上で、そのトピック
に関する議論を学生間で行う。また、議論したテーマに
関して英語でレポートを書く。この授業を通して、英語
の4技能（リスニング・スピーキング・リーディング・
ライティング）の総合的な向上をはかり、自然な英語で
のコミュニケーションを可能にする。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＧⅠ

英語を通して様々な知識を得ながら、英語の4技能
（リスニング・スピーキング・リーディング・ライティ
ング）の総合的な向上をはかることを目的とする。歴史
や文化、経済、社会など、多様なトピックに関する英語
文献を読み、その内容を理解し、知識の幅を広げなが
ら、様々な分野で使われる語彙や表現を修得すると同時
に、扱うトピックに関する議論を行う。更には、指示さ
れたトピックに関して学生が独自に調査を行い、英語で
プレゼンテーションを行う。英語による授業。

共
通
科
目

英語ＧⅡ

「英語ＧＩ」と同様に、英語を通して様々な知識を得
ながら、英語の4技能（リスニング・スピーキング・
リーディング・ライティング）の総合的な向上をはかる
ことを目的とする。「英語ＧＩ」で行った授業内容と異
なるトピックを扱いながら繰り返すことで、知識の幅を
更に広げながら、様々な分野の英語の語彙や表現を修得
する。また、英語での議論やプレゼンテーションを行う
ことにより、様々な事柄に関して自分で考え、意見をま
とめ、それを英語で積極的に発信して行く能力を身につ
ける。英語による授業。

共
通
科
目

論理的思考法

筋道を立てて論理的な思考を行うための方法を学び、
様々な個人ワークやグループワークを通してそれらを用
いるための訓練を行う。まず、日常生活の中で出会うよ
うな具体的な出来事や問題を題材として、問題の構造を
理解するための着眼点を養い、情報を客観的に分析・評
価するための知識を身につける。また、様々な調査や科
学的発見などに基づく資料を用いた練習問題に繰り返し
取り組むことで、より抽象度の高い論理展開についても
批判的な検討を行うことができる汎用的な技術を身につ
ける。

英
語

英
語

英
語

英
語

論
理
的
思
考
／
表
現
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

論理的表現法

筋道を立てて論理的な表現を行うための基礎として、
論理の構成や言語化の方法について学び、様々なワーク
を通してそれらを用いるための訓練を行う。まず日常生
活の中で出会うような具体的な出来事や問題を題材とし
て、主張の明確化やその根拠の整理といった論理構成の
要領について学び、それを適切に表現するための文章の
構成方法や表現方法について学ぶ。また、統計資料を要
約した文章やグラフなどの事実を根拠として主張を行う
ための練習問題に繰り返し取り組み、より説得力のある
論理展開を行うための技術を身につける。

共
通
科
目

プレゼンテーションＡ（日本語）

プレゼンテーションの意義、目的、内容と構成、口
頭・身体表現の効果、パワーポイントなどの効果的なプ
レゼンテーションのためのツールの活用、配布資料作成
など、プレゼンテーションの基本知識について学び、発
表する。後半は、学んだ知識を活用して、あるテーマに
ついて説得型のプレゼンテーションを企画し資料を作成
し、グループ内で発表する。評価項目ごとに自己評価と
相互評価を行う。評価に基づき、より良いプレゼンテー
ションを再構築し、資料を作成し、クラス内で発表し、
自己評価と相互評価を行う。

共
通
科
目

プレゼンテーションＢ（English）

「プレゼンテーションＡ」の内容を、英語で行う授業
である。英語の言語的特徴を把握したうえで、プレゼン
テーションの意義、目的、内容と構成、口頭・身体表現
の効果、パワーポイントなどの効果的なプレゼンテー
ションのためのツールの活用、配布資料作成など、プレ
ゼンテーションの基本知識について学ぶ。後半は、学ん
だ知識を活用して、あるテーマについて説得型のプレゼ
ンテーションを企画し資料を作成し、グループ内で発表
する。評価項目ごとに自己評価と相互評価を行う。評価
に基づき、より良いプレゼンテーションを再構築し、資
料を作成し、クラス内で発表し、自己評価と相互評価を
行う。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

哲学

仏教は、その誕生の地であるインドはもちろん、伝播
を通して日本を含めたアジア各地の思想・文化の形成に
大きな役割を果たしてきた。また、仏教の哲学体系は、
西洋哲学に匹敵するアジアの知的成果と言えるものであ
る。本授業では、質疑応答とディスカッションを交えな
がら、インドをはじめアジア各地で展開された仏教哲学
を学ぶことにより、仏教哲学について論じることができ
るようになることを目標とする。これにより、アジアの
思想・文化を研究していくための基礎を修得すると同時
に、西洋哲学とは異なる観点から哲学的思索を行う素地
を養うことになる。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

倫理学

今日、医療技術の発展と人々の価値観の多様化にとも
ない、人の命をどのようにとらえるかという議論が錯綜
している。本講義は、多岐にわたる倫理学の諸分野のう
ち、生命倫理学に焦点を当てる。現代の生命倫理学と医
療の現場において重要な人格論（パーソン論）と功利主
義を中心に、他の諸学説・見解に触れながら、生命倫理
学の重要な諸問題を、質疑応答とディスカッションを交
えながら検討していく。これにより、生命にまつわる現
代的諸問題について、単に感情に訴えるだけではなく、
論理的に思考していくことができるようになる。

論
理
的
思
考
／
表
現

論
理
的
思
考
／
表
現

論
理
的
思
考
／
表
現
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

宗教学

人類史において宗教は重要な役割を果たし、現在も宗
教が盛んな地域は世界に多くある。グローバル化が進む
今、私たちは世界の様々な宗教と何らかの形で接触する
機会が増えている。現代は、世界の諸宗教の知識と理解
が必要とされている時代と言えよう。本授業では、日本
を含む世界の様々な宗教について、質疑応答とディス
カッションを交えながら、学んでいく。これにより、異
文化理解の進展の一助とすると同時に、世界の様々な宗
教について冷静かつ適切に論じることができるようにな
る。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

心理学概論

心理学という学問は、裾野の非常に広い学問である。
よって本授業では、いくつかの領域に絞って紹介するこ
とにする。具体的には「研究法」「発達」「学習」「感
情と欲求」「性格」「知覚」「認知」「健康」「臨床」
「社会」「環境」「歴史」である。授業展開にあたって
は、理論の紹介に留まらず、できるだけ実際の研究例を
示しながら進めていく。但し、この授業内容を心理学の
全てとして捉えるのではなく、心理学がどのように学問
展開をしようとしているのか、こういうことも心理学の
対象となるのか、人間を理解するのにこういう切り口も
あるのかという視点から、心理学についてのイメージを
作ってもらう。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

芸術学

古代から現代にいたる西洋音楽史を概観する。その
際、名作を多数鑑賞するよりは、各時代の音楽家たちが
何を目指したのかを理解することに主眼を置く。具体的
には、個々の作品やジャンルに対する各時代・地域の要
請や、音楽芸術の位置づけ、作曲に対する考え方（音楽
思想）や基本的な技法などを踏まえ、作曲家や作品につ
いての知識を得るとともにその作品を鑑賞する。音楽作
品は耳で聞いただけでは記憶に残すのが難しいので、専
門的にならない範囲で楽譜を使った図式的分析を行い、
各時代の作品について総合的な説明ができるようにす
る。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

日本文学史

時代を通貫するテーマや素材、あるいはジャンルを選
び、その普遍性や変容を時代性や社会性と関連付けて辿
る。お伽噺など、リアクションをしやすく、また、文化
全般に接続させやすい素材を用いた作品を扱う。文化史
に接続させた文学史の要素を入れる。海外文学、美術、
演劇、歴史、宗教等の人文科学諸領域との関連にも配慮
し、日本文学を中心に据えつつも他領域へ履修者の視野
が広がるようにする。履修者が文化と歴史への視覚的拡
大に気付き、人間や社会を考える視点の一つを獲得する
ことを目標にする。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

史学概論

歴史学とは何か、歴史的事実とは何か、史実を確定す
るための史料とは何か、歴史認識とは何かといった根源
的な問をはじめ、日本史の理解をめぐる分析方法がどの
ように構築されてきたのか、基本的かつ現代的な問題を
考える。永原慶二著『20世紀の歴史学』を手がかりに、
明治以降、戦前・戦後の近現代歴史学の展開を史学史的
にたどる。近現代歴史学のアウトラインを把握し、その
上で歴史学を学ぶことの現代においてもつ意味について
考える。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

社
会
科
学

憲法

本講義の目標は、最も重要な実定法である日本国憲法
について理解を深めることにある。それゆえ本講義では
憲法そのものの歴史や存在意義についてもしっかり解説
する。革新にせよ保守にせよ、受講生が主権者として決
断し、自らの時代を築くためには、日本国憲法の基本原
理を学ぶだけでは、甚だ不十分に思われるからである。
本講義では、原則テキストに添った講述方式を採るが、
主体的に思考し、意見形成できるよう、講義中の対話や
小テスト等を実施して高次の双方向性を確保し、受講生
諸君の「生の声」を講義内容に盛り込んでいきたい。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

社
会
科
学

法学

法は、一方で我々を効率よく支配する利器となり、他
方で我々を権力の横暴から守る盾ともなる。そして法
は、我々が好むと好まざるとにかかわらず、生活のあら
ゆる面に関係する。法治国家で個人が主体的に活動して
いくための基礎知識として、法の一般理論や体系、歴史
などについて学んでもらう。本講義では、通常の講述方
式を採りつつ、講義中の対話や小テスト等を積極的に実
施することで高次の双方向性を確保したい。そして講義
を通して、法が抱えている諸問題と受講生諸君が主体性
をもって対峙できるようになることを期待したい。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

社
会
科
学

政治学

本講義では、一般的な政治学に多い制度や機構の解説
は控え目とし、人類の歴史、社会の発展と共に紡がれて
きた政治理論の代表格を、その時代背景と共にダイナ
ミックに解説する。既成の画一的な知識を丸暗記するの
ではなく、時代のダイナミズムと共に政治の役割や仕組
みを理解し、答えが一つではない課題につき、主体的に
思考し、各人が各人なりに自発的かつ能動的に政治と向
き合っていくためのリベラルアーツを修得してもらいた
いからである。時事問題も積極的にとりあげ、双方向性
を重視し、対話形式で講義を進めていきたい。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

社
会
科
学

経済学

本講義は、経済学を初めて学ぶ学生のための入門編と
して位置づけられる。本講義では、ミクロ経済学からマ
クロ経済学までを幅広くカバーし、さまざまな経済現象
を分析するための基礎的な経済理論を理解する。講師に
よる解説、事例や時事問題を題材にしたクラス討議・グ
ループ討議を通じて、本講義の履修後には、①経済学的
な物の見方・考え方ができるようになること、②経済事
象について自分なりの意見が言えるようになること、③
日本経済新聞の記事に出てくる基本的な経済用語や内容
が理解できるようになることを目指す。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

社
会
科
学

経営学

経営学を初めて学ぶ学生のための入門編として、経営
の基礎知識を修得する。企業の動きや経営行動の基本的
な問題に関して、現在の企業が置かれた状況を踏まえて
理解していく。ヒト・モノ・カネ・情報という経営資源
をどのように獲得し、活用して企業経営が行われるの
か、それぞれの経営資源に着目し、財務管理、生産管
理、マーケティング、人的資源管理の側面から経営の基
本的テーマを理解する。最新の企業経営に関する新聞・
雑誌の記事を使用しながら、日本企業を取り巻く環境変
化と対応について、クラス討議を中心にリアルタイムに
理解できるように進めていく。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

社
会
科
学

社会学

本講義の目的は、社会学の視点から、激変する現代社
会を分析するための基礎的な知識とセンスを養うことで
ある。まず前半部の授業では、ウェーバー、デュルケー
ムといった社会学史上の基本的な古典的著作を紹介して
いくことで、「社会とは何か」「社会学的に考えるとは
どういうことか」といった、社会学の基礎となる考え方
を学ぶ。後半部の授業では、身の回りの具体的な事象に
も目を向け、それらを社会学的な切り口から考察するこ
とで、現代社会を「分析」する際の洞察力を鍛えること
を目指す。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

自
然
科
学

生物学

生物学の基礎的な概念と知識を分子のレベルから修得
することを目的とする。私たちヒトの体は、約60兆個の
細胞から成り立っている。細胞は生命体としての最小単
位てあ゙り、それぞれの細胞の中てば、いろいろな化学反
応に基つぐ生命活動が行なわれている。本講義てば、生
命を分子のレヘル゙て捉゙え、細胞や個体における生命活動
を、遺伝子とその情報に基つき合成されるタンハク゚質の
働きの点から理解てぎるよう、生物学の身近なテーマを
話題にしながら講義する。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

自
然
科
学

人間工学

人間工学は、エルゴノミクス(Ergonomics)やヒューマ
ンファクター(Human Factors)とも呼ばれており、働き
やすい職場や生活しやすい環境を実現し、安全で使いや
すい道具や機械をつくることに役立つ実践的な科学技術
である。人間工学の起源は、1850年代のヨーロッパと言
われている。今では、世界の大陸各地で人間工学は、活
用されている。国際人間工学連合(IEA)では人間工学を"
システムにおける人間と他の要素との相互作用を科学的
に理解する専門分野"と定義している。本講義では、人
間工学の様々な起源や考え方を紹介するとともに、現代
の課題について議論する。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

自
然
科
学

物理学

物理学は、自然現象とその性質を、物質とその間に働
く相互作用とによって理解する事(力学的理解)及び、物
質をより基本的な要素に還元し理解する事(原子論的理
解)を目的とする学問だと言う。19世紀及び20世紀初頭
迄の時期に研究されたいわゆる古典的研究分野は、物体
の運動、光と色彩、音響、電気と磁気、熱、波動、天体
の諸現象等であった。実験室での観測と、宇宙で起こる
現象が共通の法則に従うという信念のもとに万有引力の
法則も発見された。20世紀以降、相対性理論及び量子力
学が導入された。21世紀の科学を議論する。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

自
然
科
学

地球科学

地球科学とは、地球を研究対象とした自然科学の一分
野で、近年では太陽系に関する研究も含め地球惑星科学
と言う。地球科学は地球の外周から地球内部の核に至る
迄地球に関するあらゆる学問の総称であり、地球の構
造、環境、歴史等多岐に亘る。従来、石炭、石油等化石
燃料の開発等実用目的の研究から、地層の層序や堆積構
造等を解明する地質学が発達したが、20世紀にプレート
テクトニクスが発見され、飛躍を見せた。しかし、地球
に関する研究は未だ本格的な研究が始まったばかりと言
える。本講義では地球環境の人工的変化も踏まえ議論す
る。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

自
然
科
学

数学

数学は、あらゆる分野で基礎として用いられる必須の
事項である。特に，その中心となる論理的な推論の仕方
や、前提から帰結に至る命題の構成および命題の真偽を
考察する上で有力な道具である。この授業では、高校ま
での数学を復習することにより、数学の基礎を確立し、
複雑な現代社会に対応できる数学的素養をみがく。その
上で、代数学・解析学・幾何学などの修得をもとに、人
文科学および社会科学との関連を知り、それらへの活用
の基礎となるようにする。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語の発音を覚え、語形変化を暗記し、ドイツ語
でごく基礎的な文型の文を作れるようにする。だが、外
国語の勉強の目的は、外国語の修得にばかりあるのでは
なく、自分の頭の中にある未知の思考回路を開拓し、こ
れまで培ってきた日本語を豊かにすることを通して、柔
軟な思考力を得ることにもある。ドイツ語という初修の
外国語の運用法を多くの練習を通して、内なる未知の世
界に乗り出すことを目指す。文法項目としては、動詞の
現在人称変化、冠詞（類）と形容詞の格変化、前置詞の
理解と修得が中心である。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

ドイツ語Ⅱ

ドイツ語Ⅰで得た知識を基礎にしてさらなるドイツ語
の初級知識を会得する。本講座では、不規則変化動詞の
活用、動詞の三基本形、過去時制、現在完了時制、助動
詞をよく理解したうえで、さまざまな文を作り、また暗
記する。ここで暗記すべき語形変化は終わる。このあ
と、受動文、比較構文、関係代名詞等、英語でもなじみ
の文法が出てくるので、ゲルマン系の姉妹言語である両
者の比較をして、両言語の特徴を知る楽しみも出てく
る。もちろん、日本語や言語一般についての理解度も上
がる。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

フランス語Ⅰ

フランス語の未習者を対象とし、入門段階から「聞
く・話す・読む・書く」という４つの能力をバランスよ
く伸ばしていくことを目的とする。学習者が、コミュニ
ケーションの手段としてフランス語を捉え、理解できる
ようになるために、口頭表現に関する練習を積極的に取
り入れ、実際の日常生活のさまざまな状況と関連づけて
言語を教える。また学習者各自が無理なく自立して修得
を続行できるために、基本的な文法の仕組みとその考え
方を教え、学習の基礎を作る。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

フランス語Ⅱ

「フランス語 I」をすでに学習したものを対象とし、
引き続き「聞く・話す・読む・書く」という４つの能力
をバランスよく伸ばしていくことを目的とする。引き続
き口頭表現に関する練習を積極的に取り入れ、実際の日
常生活のさまざまな状況と関連づけて言語を教えること
で、学習者のコミュニケーションの手段としてのフラン
ス語理解を養い、基本的な文法の仕組みとその考え方を
教えることによって、各自が自立して修得を続行できる
学習の基礎を作るが、よりよい言語の理解と応用力の育
成のために、既習の事項を整理できるような活動や応用
練習を併せて取り入れる。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

中国語Ⅰ

「中国語Ⅰ」は中国語を初めて学ぶ学生を対象とし、
中国語の基礎力を養成することを目標とした授業であ
る。発音・文法・会話からなる授業で、中国語学習の根
幹を成す授業である。本授業ではまず発音（四声・ピン
イン）を学び、次に文法を学ぶ。中国語は日本語と同じ
漢字を用いているが文法が異なることから、初心者は文
法にて躓きやすい。よって文法の理解度を向上すること
を目標としつつ文章の読解や作文を行う。中国語学習段
階の「読む」「書く」を集中的に行う授業である。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

中国語Ⅱ

「中国語Ⅱ」は「中国語Ⅰ」にて中国語の発音及び文
法の基礎を既習した学生を対象とした授業である。「中
国語Ⅰ」に引き続き、中国語の基礎力を養成することを
目標とし、発音・文法・会話からなる授業内容である。
様々な文法や語彙を学び、それを応用させ、次第に自分
自身が言いたいことを少しずつ表現できるように導いて
いく。理解度を高めるために学生同士にて簡単な会話練
習を行う。中国語学習段階の「読む」「書く」力の構築
につなげていくことを目指していく。

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

日本語能力試験対策Ⅰ

本授業は、日本語能力試験N2 (JLPT N2)の資格を目指
す留学生向けの試験対策総合講座である。文法、聴解、
読解、漢字語彙の練習を総合的に行うことで、実用的な
スキルを身に付け、試験合格を目指す。文法、漢字と語
彙に重点を置く。宿題として毎回日本語能力試験N2過去
問題を配布する。なお、日本語に関心のある日本人学生
も履修生として歓迎する。

留学生用

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

外
国
語

日本語能力試験対策Ⅱ

本授業は、日本語能力試験N1 (JLPT N1)の資格を目指
す留学生向けの試験対策総合講座である。文法、聴解、
読解、漢字と語彙の練習を総合的に行うことで、実用的
なスキルを身に付け、試験合格を目指す。読解と聴解に
重点を置く。宿題として毎回日本語能力試験N1過去問題
を配布する。なお、日本語に関心のある日本人学生も履
修生として歓迎する。

留学生用
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

総
合

グローバル社会を生きるＡ

（概要）本講座は、「グローバル社会とは何か」につい
て、今地球上で起きている様々な現象を横断的にかつ多
角的に学んだ後、日本人の思考・表現方法などに焦点を
当てて各自の課題を把握したうえで、実践的な対話を通
して、論理的かつ探究的な思考・態度を修得し、グロー
バル社会を生き抜く視点を養う。これから始まる大学で
の学びの端緒としたい。
　(オムにパス方式／全15回)

（北垣　日出子／8回）
言語、宗教、文化などの観点から、世界各国や地域そ

してそこに住む人々について、報道番組や新聞・雑誌・
書籍などから情報を収集し、「グローバル社会とは何
か」について客観的に理解する。その過程で、地球市民
としてあるべき姿を見つけ出し、それに対して各自が何
をすべきか、どのような姿勢で臨むべきか、ディスカッ
ションを通してそれぞれの課題を明確にしていく。

（土屋　陽介／7回）
グローバル社会で良好な人間関係を構築するために、

私の授業では、日常生活の中に隠れている哲学的な問い
を巡って、学生同士の対話を通して、ゆっくり・じっく
り考えを深めていくとともに、物事をより深く思考し探
究する上で必要な基本的な態度や心構えを身につけ、グ
ローバル社会を生き抜く対話力を修得する。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

共
通
科
目

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

総
合

グローバル社会を生きるＢ

現在のまさに国境を越えたグローバル社会を特定の学
問の範囲に限定することなく、国際社会の様々な構成要
素をその歴史的・文化的背景などを含めた分野からも掘
り起こし、地球共同体の本質を研究・理解することに
よって、将来国際人として活躍するための基礎を養う。
さらにはグローバル社会で生きる際に必然的に要求され
る個人レベルでの資質を、色々な角度から分析、個人の
集合体である国家との対比を図り、グローバル社会の根
本原理を紐解く。授業は講義だけではなく、国連等での
実例をも採り上げ、全員参加のディスカッションやケー
ススタディー形式を可能な限り登用していく。

共
通
科
目

キャリアデザインⅠ

自分の将来の生き方を考え、どのような可能性がある
のかを探し、これからの大学生活を通して目指す方向に
近づいていくために必要な考え方とスキルを学ぶ。大学
で有意義な時間を過ごすためには、いろいろなことが
「わかる」ことが大切である。自分自身のこと、他の人
のこと、科目内容や大学のこと、社会のしくみなどにつ
いて、様々な角度から「わかる」ことにより、課題解決
に役立て、人に伝えていけるようにする。本授業は個人
ワーク、グループワーク、外部の社会人とのディスカッ
ション、グループ発表など、体験し、考え、学ぶことを
重視した構成となっている。

キ
ャ

リ
ア
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

キャリアデザインⅡ

（概要）自分は、何を通して他人の役に立てるのか。自
分の住む町や地域にはどのような課題があるのか。その
課題や課題に取組む人たちの志や活動を知り、自分に何
ができるのかを考えてみる。小さなことから、各自が
「お役立ち」の経験を通して自分の強みややりがいを発
見し、自己の存在意義と向き合う機会を通して、将来の
方向性や生き方を考える。授業は、講義、ワークショッ
プ形式の演習、地域活動団体の活動への参加、および振
り返りと発表で構成され、受講生の積極参加により、体
験を通して学んでいく。（オムニバス方式／全15回）

（宮入　小夜子／10回）
地域研究（柏市）を基に、地域の課題を認識し、地域

貢献について考える。グループ活動の目標設定と計画を
立て、実践と振り返りを通して、自己課題を発見する。

（柳瀬　昌孝／5回）
地域の貢献活動に参加するための基本的な実践スキル

とグループワークを通したチーム活動を行う。市民活動
フェスタへの参加指導および振り返りの発表を行う。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

共
通
科
目

キャリアデザインⅢ

（概要）社会や組織では、グループメンバーが相互に理
解を深め、話し合いで何かを計画し、合意を形成して実
際に実行していく場面が多い。話し合いを通して企画を
まとめあげ、対外的に交渉し、実行までの計画をたてて
成果を出す一連のプロセスを経験する。地域活動団体の
活動内容を大学祭で紹介するために、企画から当日の運
営までを主体的に行い、PDCAサイクルを回すことで、
チームワーク、リーダーシップの発揮、企画力、交渉
力、コミュニケーション力等を実践を通して高め、自分
のキャリアにつなげていく。（オムニバス方式／全15
回）

（宮入　小夜子／7回）
地域活動団体の活動を大学祭で紹介するための企画

と、団体および実行委員会との折衝を通して、協働によ
る成果をあげ、一連の体験から学ぶ。

（柳瀬　昌孝／8回）
実践を通して、地域活動団体との折衝スキルを身につ

ける。チーム内の相互学習および大学祭にて支援した活
動団体のフィードバックから自己課題を設定する。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

共
通
科
目

キャリアデザインⅣ

就職活動を始めるための準備として、自己分析、自分
の適性の再確認を通して、就職活動の具体的準備と実践
スキルを身につける。また、業界・企業研究や仕事・職
種研究などを行い、企業選択の視野を養うとともに、就
職活動に必須の書類作成とグループ討議、面接の実践的
な方法を修得する。面接の形式や、面接官の視点などを
知った上で、自己PRを作成し、模擬面接を行い、改善点
の洗い出しを行う。クラス内ではロールプレイングを中
心に、学生同士が相互に客観的評価を行い、スキルアッ
プを図り、自信をつけていく。

キ
ャ

リ
ア

キ
ャ

リ
ア

キ
ャ

リ
ア
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

インターンシップ

（概要）企業や官公庁での就業体験を通じて、社会の実
情を知り、働くことに対する関心を高め、また勉学の意
味を問い直して学習意欲の向上に結びつける。自らの適
性や適職を知る機会として、職業観を広げ、働くことの
意味を理解し、自分の能力や資質がどんな仕事に向いて
いるかを学ぶ。実習にあたって必要な知識やマナーを身
に付けるために、実習先の選定過程において少人数グ
ループ学習方式で業界・企業研究を行い、自己PRや実習
先との面接を通してプレゼンテーションや交渉のスキル
を身につけていく。また、実習前後に具体的な課題につ
いて意見交換し、振り返りにより内省することで、今後
の各自のキャリアについて自己課題を設定する。また、
実習体験の発表を通じて同級生や後輩に情報提供し、さ
らに、学んだことを自分たちの進路や就職活動の実践に
結び付けていく。

（宮入　小夜子／14回）
インターンシップの実習に必要な基本マナーと実践ス

キルを身につける。実習の準備と終了後の振り返りを通
して、経験から学んだことをまとめて発表する。

（林　リレイ／8回）
インターンシップの実習先選定のための企業研究、エ

ントリーシートの作成とマッチングを行ない、実習のた
めに必要な書類作成の指導、スケジュール管理を行う。

（柳瀬　昌孝／8回）
夏の就業体験を振り返り、自己課題を設定するととも

に、秋から冬にかけての短期インターンシップ体験を実
際の就職活動に向けて活用する。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

共
通
科
目

スポーツ実技Ⅰ

身体活動能力は、30歳代から低下し始める。この身体
活動能力低下は、将来疾病や障害につながる危険性が高
い。従って代謝活性の高い10～20歳代のうちに基礎体力
を高め、スポーツに親しむ習慣を身につけておくことが
大切である。スポーツ実技Ⅰでは、中学・高校で経験し
たスポーツと近年急激に普及しつつあるニュースポーツ
を交互に取り上げる。多彩なスポーツを経験することに
より身体の多機能を鍛え、生涯にわたってスポーツに親
しむ習慣を身につけることを目標とする。

共
通
科
目

スポーツ実技Ⅱ

身体活動能力は、30歳代から低下し始める。この身体
活動能力低下は、将来疾病や障害につながる危険性が高
い。従って代謝活性の高い10～20歳代のうちに基礎体力
を高め、スポーツに親しむ習慣を身につけておくことが
大切である。スポーツ実技Ⅱでは、中学・高校で経験し
たスポーツとニュースポーツを交互に取り上げ、身体の
多機能を鍛える。また、生涯様々な状況に応じてスポー
ツを継続する能力を身につけるために、道具を不要とす
る自体重負荷によるエクササイズを修得する。

キ
ャ

リ
ア

ス
ポ
ー

ツ
／
健
康

ス
ポ
ー

ツ
／
健
康
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

共
通
科
目

健康づくり運動論

本講義は、年齢に応じた健康づくりについての知識を
修得し、日常生活において実践的に役立てられるように
することを目的とする。具体的には、まず健康の概念を
理解し，現在の健康状態をチェックし、健康に影響を及
ぼす生活要因を同定する。その上で、健康を阻害する疾
病の予防、生活習慣病に陥らないための運動療法、健康
づくりに関する組織的な保健活動やヘルスプロモーショ
ンに対する理解を深める。加えて、健康づくりのための
トレーニングの原則、運動プログラムの作成の基礎、有
酸素性運動とその効果、レジスタンス運動とその効果に
ついても、健康づくりの基礎的事項として学習する。

共
通
科
目

情報機器の操作Ⅰ

グローバル社会で必要となる、情報機器の操作を修得
し、情報処理能力を身につける。そのためにパソコンの
操作に習熟し、ネットワーク環境を正しく使用できるよ
うにすることが「情報機器の操作Ⅰ」の目的である。ま
ず、図書館やメティアセンターシステムの利用方法や
ネットワーク上でのエチケット、情報倫理とセキュリ
ティについて学習する。次に、インターネットを利用し
ての情報の検索・収集・発信・加工の方法を、電子メー
ル等によるデジタルコミュニケーション能力の向上とと
もに、修得する。

共
通
科
目

情報機器の操作Ⅱ

グローバル社会で必要となる、情報機器の操作を修得
し、情報処理能力を身につける。「情報機器の操作Ⅰ」
での学習事項を発展させ、いかにして信頼性のある情報
を収集するかについて学習する。そして「情報機器の操
作Ⅰ」での学習を基にして、ワープロや表計算、プレゼ
ンテーション・ツールなどを用いて、情報をまとめ、効
果的に発信する能力を育成する。それぞれのソフトウェ
アの連携について学び、問題提起から、解決の方法を模
索し、解決に導くまでのプロセスを体験的に学習する。

共
通
科
目

情報処理概論

ＩＴ（情報技術）の普及により、経営や行政の組織経
営における情報活用が飛躍的に増大し、現代における組
織経営では、ＩＴが極めて重要な要素となっている。本
講義では、この情報技術における基礎的な事項（ハード
ウェア、ソフトウェア、ネットワーク）について学習す
る。学習目標を明確にするために，国家資格である「Ｉ
Ｔパスポート試験」に合格できるだけの知識習得を目指
す。それによって、職業人に共通に求められる、ＩＴに
関する基礎的知識が得られる。

情
報

情
報

ス
ポ
ー

ツ
／
健
康

情
報

- 13 - 



専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
講
座

Human Studies 特論

（概要）本講義は、現代社会に生きる人間の価値観や
考え方、および人間関係や問題行動の特徴を、文学や
サブカルチャー作品を通して、深く追究することを目
的とする。現代ならではの、あるいは、時代や地域を
問わず繰り返される私たちの人間の悩み・葛藤を想像
豊かに捉える視点を養う。
（オムニバス方式／全15回）

（阿部　雄一／4回）
喜怒哀楽のうちに生きている私たちは、何を拠り所

にし、自らをどのように捉えればよいのか。答えはひ
とつではない。その手がかりをドイツ文学の中に探
る。

（安田　比呂志／4回）
シェイクスピアの作品を取り上げ、映像も活用しな

がら、他者との関係性の中に描き出される多様な人間
の感情や葛藤、理想、現実、そして真実について考察
する。

（小池　裕子／3回)
文学やサブカルチャー作品の登場人物を取り上げ、

人間の価値観や考え方、人間関係の構築の仕方や組織
との関わり方について経営学の視点から検討を加え
る。

（鳥越　淳一／4回)
ジグムント・フロイトの精神分析理論を土台に、現

代社会で生きる私たちの葛藤を文学作品やサブカル
チャー作品の登場人物を題材に検討し、人の苦悩を考
える視点を培う。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
講
座

Social Studies 特論

（概要）本講義は、複雑化する現代社会の問題を多角
的に探索することを目的とする。社会的な問題に対す
る様々な学問領域からのアプローチを知り、それらの
接点について考えることで、社会問題に対する意識を
高め、複数の視点から分析できる力を養う。
（オムニバス方式／全15回）

（菊島　正浩／5回)
特定の集団に対して偏見やステレオタイプが形成さ

れ、維持されるメカニズムについて心理学の視点から
検討することにより、差別の問題について考える。

（飯森　豊水／5回)
今日でも再演される18世紀の歌劇の台本に認められ

る差別的表現が、現代の演出ではどのように扱われる
かを検証し、意識の変化と問題の根深さを考察する。

（小池　裕子／5回)
人種や性別など特定の集団に対する差別の問題を経

済学の視点・企業倫理の視点から検討し、積極的差別
是正措置の是非について考える。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
講
座

Local & Regional Studies 特論

（概要）本講義は、世界の国や地域を横断的に比較検
討することによって、日本の経済、教育、医療、保
健、福祉、言語、文化などをメタな視点で捉え直すこ
とを目的とする。私たちが生活する日本という国がど
のような特徴を有しているかを理解し、日本の魅力や
問題を客観的に分析する力を養う。
（オムニバス方式／全15回）

（寺本　妙子／4回）
教育、医療、保健、福祉に関して、米国の社会文化

システム（子どもとその家族に関する領域を中心とす
る）を紹介する。これらの領域における日本のシステ
ムを理解し、日本の現状について問題解決的な態度・
思考力の修得を目指す。

（林　リレイ／4回）
国が異なると民族性や生活慣習も異なってくる。授

業では、まず、日本の経済や経営システムについて説
明しながら、それらについて、隣国の中国・台湾と比
較することにより、各国間の類似性および相違性、相
違性の発生要因やそれぞれのシステムの魅力、問題点
についても探究する。

（原田　操／4回）
言語・文化の観点から、フランスを中心とするヨー

ロッパの社会および市民生活を時には歴史的側面にふ
れながら考察する。自国の状況を相対的に眺めること
のできる比較文化的感性および考え方の、受講者にお
ける陶冶を目指す。

（寺本　妙子・林　リレイ・原田　操／3回）（共同）
包括的オリエンテーション、集団討議および総合考

察を行う。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・
共同(一部)
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
演
習

Human Studies 演習

本講義は、現代人の行動・動機・感情・思考・価値
観などがいかに言葉（e.g. 母語、第二言語、方言、新
語、流行語）や文化（e.g. 小説、映画、漫画などのサ
ブカルチャー）に影響を受けているのか、また、いか
に言葉や文化を作り出しているのかをフィールドワー
クやインタビュー、文献研究などを通して探索的に理
解することを目的としている。授業では少人数のグ
ループを形成し、各グループの興味関心を土台に研究
プロジェクトを立ち上げ、「人」「言語」「文化」を
どのように複眼的に捉え、包括的に調査・研究が可能
かを体験的に修得していく。

（概要）本講義は、世界の様々な戦争や紛争、経済格
差や貧困、人口や移民などにまつわる問題を概観し、
現代グローバル社会が抱える問題の構造を分析するこ
とを目的とする。受講生は最終的にそうしたグローバ
ルな問題にどのように取り組むことができるのか、妥
当で有効と思われる解決案を呈示することが求められ
る。
（オムニバス方式／全15回）

（原田　操／3回）
文学は政治・経済・社会構造と密接な関わりを持

ち、これらを鏡のように映し出す。担当部分ではこの
ような視点から、フランスを中心としたヨーロッパに
おけるグローバル社会で提起される論点（例えば紛
争・格差・移民など）にアプローチし、受講者の問題
観取・解決能力を陶冶する。

（林　リレイ／3回）
グローバル企業の増加により労働手段の海外移転が

起こっている。このような実態を明らかにし、人的資
源面から見た経営特性形成の背景・要因や問題点を分
析しながら、これからのどのように変化していくかを
予測し解決案を模索する。

（Victor Gorshkov／3回）
①人口・移民、②経済（社会）格差と貧困、③戦争

と平和及び国際紛争といったグローバル問題に焦点を
当て、その本質を深く考えるために、経済学、国際関
係論、国際政治経済学及び国際開発論の論争と一般的
な分析方法を紹介する。また、様々な国においてこの3
つの問題がどのように展開したのか概観する。

（阿部　雄一／3回）
世界を取り巻く諸問題（戦争、移民、貧困など）を

私たちはいかに理解し、どう取り組むべきなのか。そ
の方法を、ドイツ文学を例に考えてみたい。

（鳥越　淳一／3回)
戦争や紛争をはじめ、世界で生じている様々な問題

には、渦中の民族のアイデンティティが大きく関与し
ている。アイデンティティをめぐる闘争という観点か
らグローバル問題をどのように理解しうるか探索す
る。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
講
座

Global Studies 特論
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
演
習

Social Studies 演習

本授業では、日本の芸術文化振興のあり方について
考察する。毎回の授業は学生による発表と出席者によ
るディスカッションを中心に進める。始めに日本の伝
統的な芸術文化活動を概観し、明治政府や第二次大戦
後の社会と芸術文化の変化を概観する。その上で、現
代における行政と民間（企業系と非企業系）による芸
術文化振興活動から代表的な数例を選んで、その意
図、内容、手法、意義、問題点を調査し考察する。そ
れらについての発表や意見交換を通して、各学生は現
代日本の芸術文化振興のあり方について考えをまと
め、レポートを作成する。

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
演
習

Local & Regional Studies 演習

文化人類学や社会学の重要な手法である「フィール
ドワーク」について学ぶ。フィールドワークとは、イ
ベントや私的団体・社会団体などの現場を対象とする
調査のことであり、現場への参与観察や現場の人々へ
のインタヴューなど、様々な調査手法を組み合わせて
行われる。本授業では、まずグループに分かれ、教室
においてフィールドワークの手法と報告書の実例の学
びから始めて、調査対象を定めて実際にフィールド
ワークを複数回行い、報告書としてまとめ、プレゼン
テーション・提出を行う。これにより、履修学生は
フィールドワークの手法を習得することができると同
時に、現場を重視するまなざしと姿勢も身に付けるこ
とができる。

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
演
習

Global Studies 演習

今日のグローバル社会は国内外を問わずあらゆる分
野において出現している様々な問題を抱えている。
Global Studies演習では、平和・安全保障、国際開
発、経済発展と貧困、環境、人権、人口、文化・教育
問題などといったグローバル・イシューを取り上げ、
受講学生とのディスカッションを通じて社会科学・人
文科学の角度からそれらの本質を検討する。本授業の
学びを通じて受講学生が、①グローバル社会の最近の
動向や実態などを把握すること、②多様化している価
値観が複合的に包含されているグローバル社会を多面
的に捉えること、③現代社会で必要とされる専門知識
を獲得すること、④グローバルな視点と総合的な理解
力を身につけること、ができるようなる。

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
演
習

国際社会貢献研究

日本を含めた国際社会における貢献活動を行ってい
る団体とその活動を通して、世界各地で起きている問
題状況や課題の解決にどのように取り組んでいるのか
について理解を深める。具体的方法として、国際貢献
活動の各代表の志や動機、活動の現状などについて、
チームに分かれてリサーチおよびインタビューを行
い、クラス内にて課題認識を共有する。また、各団体
の事務局にボランティアとして参加し、フィールド
ワーク等PBL形式の授業を通して、体験から学んだこと
を報告書にまとめ、発表する。

専
門
科
目

国
際
教
養

総
合
演
習

地域社会貢献研究

本授業では、学生が文化活動による地域貢献を体験
する。その際、行政が文化活動を行う根拠となる法律
や計画、実際の活動内容を概観し、さらに地域の民間
文化活動を理解したうえでみずから参画する企画を選
択する。活動の場は、柏市主催の展覧会、史料編纂等
の補助、民間のＪＯＢＡＮアートラインかしわの運営
あるいは企画参加等が予想される。参加後には自分自
身の参加内容を批判的に振り返るとともに、参加した
組織の長所と問題点を指摘し、改善の方法を提案す
る。提案と質疑応答を通して、個別の体験を全員で共
有するようにする。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

宗教人類学

6世紀頃のインドに登場した密教（大乗仏教の一形
態）の諸伝統は、東インド・ネパール・チベット・
ブータン地域の人々の生活の枠組みの形成に重要な役
割を果たしてきた。本授業では、それらの地域におけ
る過去と現在の密教について、重要な論点（自己と世
界、イニシエーションと象徴、聖地、心身、飲食、共
同体の形成、生と死の問題等）に焦点を当て、質疑応
答を通して理解を深めながら、学んでいく。これによ
り、宗教伝統が地域社会の形成に果たす文化的意義に
ついて研究するための視点を修得することができるよ
うになる。

専
門
科
目

死生学

死生学とは、死生にまつわる様々な考え方や実践を
題材にしながら死生について理解を深めることによ
り、自分なりの死生観を構築したり、死生に関する提
言を人々に向けて行ったりできるようになることを目
標とする、実践的学問分野である。本授業は、世界の
様々な宗教的伝統における死生観と、医療技術の進展
する中での死生観の現代的展開について、質疑応答と
ディスカッションを通して理解を深めながら、検討し
ていく。これにより、上述の死生学の目標への到達を
実現する。

専
門
科
目

心理学研究法Ａ

心理学は科学である。よって科学的要件を満たすべ
く、さまざまな方法で研究がなされている。実際に研
究を行なう場合には、このような方法論に習熟してお
く必要があるし、また、研究論文を読む場合や研究結
果に接する場合には、どのようにそのようなデータが
得られたかについて敏感になっておく必要がある。心
理学研究法Ａでは、主要な研究法のうち、「観察法」
と「実験法」について、演習を交えながら理解するこ
とを目指す。「観察法」については映像観察を、「実
験法」については特定のテーマについての実験をデザ
インしてみる。その一方で、他者を対象とすることの
面白さに加えて、研究倫理の問題についても触れるこ
とにする。

専
門
科
目

心理学研究法Ｂ

心理学研究法の概要を理解し、質問紙調査法と調査
的面接法の基本的な知識と技術を修得することを目的
とする。質問紙調査法に関しては、その特徴、実施方
法、結果の処理（データ整備・統計的分析）等の手続
きを理解したうえで、実際に調査を計画・実施し、結
果を処理・分析してレポートにまとめる。調査的面接
法に関しても同様に、概要を理解したうえで、グルー
プ・インタビューを計画・実施し、結果を質的に分析
してレポートにまとめる。このような能動的学修を通
じて、両研究法の基本的知識と技術を修得する。

専
門
科
目

神経心理学

記憶や言語、注意や感情といったこころの働きの背
景にある、脳をはじめとする神経系の活動に関する知
識を身につけながら、脳の損傷によって生じる様々な
高次脳機能障害について学び、それらの障害と脳の損
傷部位との関連についての理解を得ることを目標とす
る。まず、脳や視覚・聴覚・味覚・嗅覚・体性感覚と
いった様々な感覚に関わる器官の構造と機能について
知り、感覚や認知、言語などに関する高次脳機能障害
の様相やそのアセスメントの方法について学びなが
ら、損傷部位との関係から高次機能の神経機構につい
ての理解を目指す。

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

知覚心理学

視覚、聴覚、味覚、嗅覚、体性感覚や内臓感覚と
いった様々な感覚に関わる器官や、脳をはじめとする
神経系の構造や機能に関する知識を身につけながら、
我々が経験する世界がどのように成立しているのかに
ついての理解を得ることを目標とする。まず、外部刺
激のエネルギーを神経系の信号に変換する感覚器の生
理学的・神経学的基盤について学び、色や形、音やメ
ロディーなどが知覚される基礎的なメカニズムの理解
を目指す。また、錯視などの知覚の錯誤に関する現象
を通して、我々が対象を知覚する仕組みについて考え
る。

専
門
科
目

認知心理学

環境から情報を取り入れながら、自分自身を取り巻
く世界について理解したり、様々な意思決定を行った
りする人間の情報処理について理解を得ることを目標
とする。まず、膨大な情報の中から必要なものが取捨
選択される仕組みや、選択された情報が記憶として貯
蔵されるメカニズムについて学ぶ。また、記憶として
貯蔵された知識や概念が、どのようにその後の情報処
理に利用されるのかについて学び、注意や判断のよう
な情報処理過程に情動や気分などの内的状態が及ぼす
影響についても身近な事例を通して考える。

専
門
科
目

心理統計学基礎

心理統計学とは、何らかの目的意識に従って得られ
た数量的データを、確率論に基づき評価するための手
続きである。しかし、文系の学生にとっては、統計学
そのものを学ぶことを目的としていないと思われる。
よって本授業では、コンピューター(「ＳＰＳＳ」とい
う統計解析ソフト)の力を借りつつ、データを用いて、
統計解析を研究ツールとして使えるようにすることを
目的とする。卒業論文の作成等に充分に活かせるはず
である。具体的な手法として、「ｔ検定」「χ２検
定」「無相関の検定」「分散分析(１～３元配置)」を
使えるようにする。加えて、「因子分析」「重回帰分
析」といった多変量解析についても簡単に紹介する。

専
門
科
目

心理学基礎実験

心理学における様々な実験パラダイムに取り組みな
がら、心理学実験の論理や技法について学ぶ。定めら
れた方法で実験を実施し、得られたデータを分析して
レポートを作成する過程を通して、データの整理や統
計的検定を適切に行い、適切な様式で図表や文献リス
トを作成し、一般的な作法に従った方法で報告を行う
ための技術を身につける。また、そうした訓練を通じ
て、研究者や実験者として身につけるべき態度や、卒
業研究等で自ら設定した問題に取り組むためのより汎
用的な論理的思考能力を養うことも目標とする。

専
門
科
目

教育心理学

教育心理学は心理学の視点から学びを理解し支援す
る領域であるが、本授業ではその役割として、学びの
支援（学びの場、学びの意欲、学びのしくみ、学びの
諸相、教育の方法等）と適応の理解と支援（不適応、
対人関係、発達障害への支援等）に着目し、基本的な
知識と問題解決的な態度・思考力を修得することを目
的とする。特定のテーマに関する集団討議や、模擬授
業の計画・発表・学生による相互評価等の能動的学修
を通じて、多様な見解を検討し、包括的に問題解決に
取り組める態度と思考力を修得する。

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

発達心理学

「人間は生涯を通じて発達する存在である」という
視点から、受精から死に至るまでの人間の発達につい
て考えられるようにする。授業は、「発達研究の方
法」「心身」「言語」「認知」「対人関係」「社会
性」「アイデンティティ」「老年期」といったトピッ
クスから構成される。しかし、それぞれの領域を関連
づけて理解できるように展開したい。この授業を通し
て、受講生自身が育ってきた道のりを振り返り、現在
の自分を見つめ直し、さらには将来の自分に思いを馳
せてもらいたい。キャリア教育の一環としての意味合
いを意識して、授業は展開される。そのために、質疑
応答が繰り返されながら、授業が進行していく。

専
門
科
目

青年心理学

青年心理学とは、青年期の心理と行動の記述、説
明、予測をめざす領域である。青年期の問題の理解と
対処・解決に資することを目的のひとつとし、青年期
真っただ中にある受講生自身の問題としても捉えられ
るようにする。トピックスとしては、青年期の自我と
自己、自尊感情、時間的展望、キャリア発達、親準備
性、親子関係、世代間関係等を扱う。講義に加えて、
グループ・ディスカッション等の能動的学修を積極的
に採り入れ、青年期の問題について主体的に取り組
み、これらの問題に対する総合的理解と問題解決的な
態度・思考力の修得を目的とする。

専
門
科
目

心身の発達と学習過程

まず、青年期までの一般的な心身の発達の諸相につ
いて解説する。次に学習のメカニズムについて、行動
主義的学習観、認知心理学的学習観、状況的学習観、
それぞれの立場から論ずる。その一方で人間には発達
段階というものがあり、発達段階に見合った学習が必
要である。とりわけ認知発達の段階について解説を加
える。それらを踏まえた上で、効果的な学習を実践す
るには、どのような学習法が適切であるかを考えられ
るようにする。また、個人に内在する特性と学習法と
のマッチングの問題（ATI）や、特別支援教育について
も言及する。教授・学習の過程には、絶対無二の最良
の方法がある訳ではなく、学習者がどういう状態であ
るかに大きく依存することを基本的事項とともに理解
する。

専
門
科
目

臨床心理学

臨床心理学は、個人、集団、地域（学校・企業をな
どコミュニティ）に対する心理的援助の実践に基づい
た応用心理学である。本講義では、臨床心理学の理論
的背景、及び、心理臨床の実践における臨床心理面
接、臨床心理査定、臨床心理的地域援助、臨床心理的
研究調査という4つの柱の理論と実践を紹介する。講義
に加え、質疑応答、ディスカッション、演習を交えな
がらこれらを体験的に身につけ、臨床心理学の各種基
礎事項を説明できることを目的とする。

専
門
科
目

パーソナリティ心理学

パーソナリティはさまざまな領域で研究されている
構成概念であるが、本講義では医療や教育などの心理
臨床領域を前提としている。パーソナリティ心理学の
基礎理論を学び、パーソナリティの病理や機能につい
て、発達的、社会環境的、神経生物学的、および精神
力動的観点から多角的に理解することを目指す。授業
ではディスカッションを通して、パーソナリティが、
いかに個人の生き方やアイデンティティと、また文化
や社会と関連が深く、対人関係の中でどのように機能
しているかを考察できるようになることを目指す。

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解

人
間
理
解
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

障がい児・者の心理学

障がいのメカニズムとその支援に関する知識、及び
障がいに関する問題解決的な態度・思考力の修得を目
的とする。障がいと共に生きる当事者とその家族の抱
える問題や特別支援教育についての理解を深め、様々
なニーズ（教育、医療、生活、就労等）に対する必要
な支援の明確化や、具体的で実施可能な支援の考案に
主体的に取り組む。特定のトピックに関する集団討
議・調査・発表、支援プログラムの計画・発表・学生
による相互評価等の能動的学修を通じて、障がいへの
包括的理解に基づいた問題解決的な態度と思考力を修
得する。

専
門
科
目

心理アセスメント演習Ａ

本講義は、心的状態・症状のアセスメント、人格の
アセスメント、知的・発達のアセスメントに関する各
種心理検査のうち、医療や教育でよく活用される質問
紙法、作業検査法、知能検査、発達検査を取り上げ
る。心理検査法総論及び各種検査の理論的背景を学
び、検査道具の使い方を体験的に学修することを目的
とする。また受講生は各々が検査者及び被検者の両方
を体験し、心理検査に関する倫理、結果のまとめ方、
フィードバックの仕方などを演習を通して身につけ
る。

専
門
科
目

心理アセスメント演習Ｂ

本講義は、SCT、P-F Study、HTP、バウムテストなど
の投影法による心理検査の考え方と使い方を学び、
パーソナリティがどのように投影されうるのかを体験
的に学修することを目的とする。また、投影法は以前
より信頼性や妥当性の問題が指摘されてきた検査法で
もある。授業ではこうした問題を考えながら、投影法
の使用の限界と可能性も探索する。受講生は各々が検
査者と被検者の両方を体験し、心理検査に関する倫
理、結果のまとめ方、フィードバックの仕方などを学
ぶ。

専
門
科
目

臨床心理実務倫理

本講義は、心理臨床活動の中で生じる臨床的問題と
倫理的問題を識別し、倫理的問題によって引き起こさ
れる結果を予測し、予防する力や観点を培うことを目
的としている。事例を通して、倫理的問題によってク
ライエントが傷つくとはどういうことか、どのような
姿勢で望むと倫理的問題を回避できるのか、倫理的問
題が生じるとき、クライエントとセラピストの間では
何が起きているのかなどを議論し、心理臨床における
職業倫理の感覚を身につける。

専
門
科
目

医学概論

本講義では様々な疾病を持った人や虚弱者・高齢者
を支援する際に必要な保健・医療の知識を学び、心身
機能と身体構造および様々な疾病や障害の概要につい
て、人の成長や発達、日常生活との関係を踏まえて理
解することを目的とする。また、そうした知識を適切
に活用し、医療・福祉の場面において現実に即した問
題解決を目指した思考・判断ができるようになること
を目指す。

人
間
理
解

人
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人
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人
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

精神医学

近年、児童・青年期から老年期に至るまでのライフ
ステージにおける心理的危機に対して医療に求められ
る役割はますます増大している。本講義では、精神医
学の歴史と意義、さまざまな症状とそれらの診断プロ
セスを、神経生物学的観点、心理社会的観点、心理発
達的観点、精神力動的観点から理解することを目的と
する。精神医療では、精神病や発達障がい、パーソナ
リティ障がいなど、生き方や個性に根ざした問題も多
く存在する。そうした問題に対する精神医学の限界と
可能性を探索する。

専
門
科
目

認知行動療法

近年、特に欧米を中心として新しく展開した分野で
ある、認知行動アプローチを紹介する。認知行動アプ
ローチは、実証的で科学的なアプローチであり、これ
まで日本の臨床心理学ではあまり触れられなかった治
療評価、科学的研究を重視する。本講義では、認知行
動療法における基礎理論、及び不安・抑うつなど日常
生活や臨床場面でよくみられる問題の認知理論と、そ
の認知行動療法的治療技法について演習を交えながら
体験的に学ぶ。それにより、個人及び学校や企業など
地域における精神的健康の向上に関わる技術を習得す
る。

専
門
科
目

精神分析学

本講義は、無意識という観点から人を、また心の構
造やメカニズムをどのように理解できるかを学修・探
索することを目的とする。フロイトをはじめ、さまざ
まな精神分析家の著作を基に無意識、精神性発達、倒
錯、夢・空想、欲動、対象関係、防衛機制といった精
神分析学における基本概念を学び、それらが精神分析
療法においてどのように理解され活用されうるのか、
また、精神分析における事例研究や実証研究とはどの
ようなものなのかを学ぶ。

専
門
科
目

心理面接基礎演習Ａ

臨床心理学的な自己理解・他者理解の方法につい
て、言語を介したカウンセリング・ロールプレイ、身
体・行動を介した心理療法的ワーク、対人援助的グ
ループワーク、人格検査や知能検査など各種心理アセ
スメントなどの基礎理論の理解及び実習を通して、実
際に体験しながら学ぶ。それにより、心理臨床に関わ
る際に必要となる倫理、視点、態度を身につけ、心理
臨床的援助施設における実習など臨床的実践にも対応
できることを目的とする。

専
門
科
目

心理面接基礎演習Ｂ

本講義は、心理面接における面接者の心的態度につ
いて考え、傾聴する姿勢とスキルを身につけることを
目的とする。前期は主に、相談者が話をすることの意
味について考え、相談の際に生じる緊張、不安、期
待、喜び、羞恥心や罪悪感といった心の動きに焦点を
当てる。後期は主に、試行カウンセリングを通して、
傾聴することの難しさについて体験的に学修する。受
講生は聞き手と話し手の両方を経験しながら、カウン
セリングに必要な心構えや態度を身に付ける。

人
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人
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人
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人
間
理
解

人
間
理
解

- 22 - 



科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

臨床心理実地実習

（概要）心理臨床の現場における心理臨床活動の実践
的知識と基本的技術の修得を目的とする。学内で事前
指導（講義と演習）を行った後、心理臨床施設におけ
る実地実習に参加する。事後指導として、実習報告と
ふり返り作業（グループ・スーパーヴィジョン）をお
こなう。
（オムニバス方式／全20回）（実地実習／全10回）

（佐久間　祐子／7回）
地域における精神障害者の支援に関する領域を担当

する。事前指導として、メンタルヘルス領域の実務、
精神障害者支援の基礎知識・技術に関する講義及び演
習を行う。この領域の実習施設での巡回指導及び実習
後の事後指導を行う。

（寺本　妙子／7回）
乳幼児期の親子支援（子育て支援）に関する領域を

担当する。事前指導として、この領域の基本的知識・
技術に関する講義及び演習をおこなう。実習施設での
巡回指導ならびに学内での事後指導を実施する。

（佐久間　祐子・寺本　妙子／6回）（共同）
総括的オリエンテーション、実地実習に向けた総合

指導、実習終了後の総合考察をおこなう。

ｵﾑﾆﾊﾞｽ・
共同(一部)

専
門
科
目

家族心理学

家族は最も身近な集団であり、人間の生涯発達に多
大な影響を及ぼす。この観点から、家族の構造、機
能、発達についての理解を深め、パートナーとの関係
性、親子の関係性、きょうだいとの関係性、祖父母世
代との関係性等について、生涯発達の各ステージに関
連付けて理解し、家族機能の問題に対する問題解決的
な態度・思考力を修得することを目的とする。特定の
テーマに関する集団討議や調査・発表等の能動的学修
を通じて、家族の様相を複眼的・総合的に理解し、家
族機能の問題に対して問題解決的に取り組める態度と
思考力を修得する。

専
門
科
目

学校心理学

学校心理学は、「学校教育において一人ひとりの子
どもが学習面、心理・社会面、進路面、健康面におけ
る課題への取り組みの過程で出会う問題状況の解決を
援助し、子どもが成長することを促進する『心理教育
的援助サービス』の理論と実践を支える学問体系」と
定義される。本講義では、学校心理学とそれを支える
心理学的基盤、心理教育的援助サービスの方法、学校
心理学的援助の実際という３つの柱を、事例や演習を
交えながら体験的に学び、実践に対応できることを目
指す。

専
門
科
目

社会心理学

人間が「社会的存在」であることを意識して、人間
を研究する学問が社会心理学である。その対象は広範
に及ぶが、この授業では、「社会的認知」「社会的影
響」「対人行動」「個人と集団」「マス・コミュニ
ケーション」「社会的ネットワーク」といったカテゴ
リーを設定し、具体的な研究例の紹介を中心に、理論
について学んでいく。社会生活を送る学生にとってい
ちばん身近な領域であり、日常的な場面において、演
繹的推論のしやすい学問領域である。よって、社会心
理学における理論が、どのように日常生活に深く関
わっているのかを考えられるようにする。そのための
にグループディスカッションが頻繁に実施され、持ち
帰り課題も毎授業ごとに用意されている。

人
間
理
解
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

コミュニティ心理学

個人や家族は、コミュニティという環境の中に位置
付けられ、その影響を受けている。この観点から、コ
ミュニティ心理学の基本的知識（人と環境との適合、
ソーシャル・サポート、実践的問題解決のためのプロ
グラム評価等）を修得し、コミュニティに関するテー
マ（子育て支援、高齢者支援、異文化適応の支援等）
に対する問題解決的な態度・思考力を修得することを
目的とする。特定のテーマに関する集団討議や調査・
発表等の能動的学修を通じて、複眼的に問題を分析
し、問題に対する具体的で実現可能な解決策を提案す
る力を修得する。

専
門
科
目

健康心理学

健康心理学は、人間の精神と身体の結びつきを重視
した健康に関する多面的で複合的な学問であり、その
範囲は狭義の心理学にとどまらず、医学、保健学な
ど、他の健康領域の学問にも関連する。この講義を通
して、健康問題へのアプローチの方法を、心理学的手
法を中心に他の健康関連領域を含めて広く学ぶ。特
に、ストレスとストレス対処や健康に関連する各種要
因など、現代社会に生きる人々の心身の健康の維持・
向上に重要となる知識・対処法を演習を交えて体験的
に学び、健康問題をミクロからマクロまで広い視点で
理解できることを目指す。

専
門
科
目

犯罪非行心理学

犯罪の加害者・被害者・その周辺にいる家族なとの゙
関係者がどのような状態になるか学修するとともに、
再犯予防や社会復帰に関する一連の流れを知ることを
目標とする。犯罪や非行の歴史を通して、社会的逸脱
行動とはとゔいうことなのか、また一般社会の中て生゙
活していた個人か犯゙罪者になることて、゙被害者・家
族・社会なとに゙との゙ように影響を与えるのかについて
検討する。新聞やテレヒの゙ニュースなとで見゙聞きす
る、自分からは遠く離れた事象と捉えられ易い犯罪
を、毎日必すどごかて 起゙きている社会事象として考え
ることを学ぶ。

専
門
科
目

産業・組織心理学

職場や組織における人間行動に焦点を当て、モチ
ベーション、リーダーシップ、キャリア発達、ワーク
ライフバランス、ストレスなどのトピックスを中心に
学び、学生自身や身近な組織に個人ワークやグループ
討議を通して当てはめて考えていく。さらに、組織や
集団の中で、どのような相互作用によって個人が判断
し、行動するのかについて、主に集団・組織において
起きる現象が、近年の職場での諸問題にどのように関
連しているのかについてグループ討議やゲームなどの
体験を通して理解できるようにする。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

発達支援論

人間の生涯発達を意識した発達的観点（生物・心
理・社会的側面からなる生活文脈を見据える、時間
的・発生的過程から人間の心的機構の解明を行う、イ
ンクルージョンの視点を持つ）から心理的・教育的支
援をおこなう臨床発達心理学について理解し、発達の
問題に対する問題解決的な態度・思考力を修得するこ
とを目的とする。発達の各領域における問題と支援、
倫理的配慮等をテーマに取り上げ、集団討議や調査・
発表等の能動的学修を通じて、発達の問題を包括的に
捉え、具体的な支援の方向性を見出し、支援の方法を
考案する力を修得する。

専
門
科
目

地域経済

本講義では、地域経済循環の仕組みと多様な地域経
済発展のあり方を学ぶ。地域経済は活動の基軸となる
企業・産業の構造によって固有の特性をもっている。
少子高齢化や「ひと」「もの」「かね」「ちえ」のグ
ローバル化が進むもとで、ローカルな地域経済がどの
ように変貌していくのか、地方における地域経済の発
展方向はどのようなものなのか。人口減少、財政状況
の逼迫化、基幹産業の変化など、地域を巡る環境が厳
しさを増すと言われる現状を具体的な事例を通じて明
らかにし、解決策を模索していく。

専
門
科
目

アジア経済とビジネス

アジア新興市場の台頭やサービス産業の国際展開な
どにより、２１世紀のグローバルビジネスは新しい成
長の機会になっている。景気低迷下の日本の国内市場
は縮小を続けており、日本の主要企業は国外、特に近
隣のアジア市場より大きな収益を上げることが緊急の
課題となっている。企業のアジア諸国を中心とした国
際展開のケースを通じて、国際経営戦略理論と現実で
は何が異なり、その理由は何なのかについて考察す
る。これからの国際経営戦略を立案する上で、必要な
基礎知識を習得し、今後のグローバルビジネスにふさ
わしいありかたについて探求する。

専
門
科
目

ヨーロッパ経済論

「経済学」の応用編として、本講義では、①ヨー
ロッパの地域経済統合の枠組み、②EU域内の各国経済
事情、③EU域内のマクロ経済政策、社会保障政策、雇
用政策、移民政策等について理解する。講師による解
説、事例や時事問題に関するクラス討議・グループ討
議、受講生による研究・発表を通じて、本講義の履修
後には、①関連する時事問題や経済誌の記事が理解で
き、それらについて自分なりの意見が言えるようにな
ること、②EUの動向や諸政策が国際社会や日本に及ぼ
す影響について考えることができるようになることを
目指す。

専
門
科
目

日本経済と社会

「経済学」の応用編として、本講義では、①バブル
崩壊から現在に至るまでの日本経済の状況、②日本の
マクロ経済政策、③社会保障政策、雇用政策、規制改
革をはじめとする成長戦略等について概観し、日本経
済の直面する諸課題について理解する。講師による解
説、事例や時事問題に関するクラス討議・グループ討
議、受講生による研究・発表を通じて、日本で行われ
ている諸政策の意味を理解し、自分たちに及ぼす影響
について考える。到達目標として、①日本経済新聞の
関連記事を読みこなせるようになること、②現実に行
われている諸政策について一定の評価ができ、それら
について自分なりの意見が言えるようになることを目
指す。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

経済学Ⅰ

本講義は「経済学」の応用編として位置づけられ
る。本講義では、主としてミクロ経済学に焦点を当
て、個人・企業・政府などの各経済主体が、社会の資
源配分をめぐり、市場の価格メカニズムを通じてどの
ような選択を行うかを考える。講師による解説のみな
らず、事例や時事問題に関するクラス討議・グループ
討議、受講生による研究・発表を通じて、受講生の当
事者意識を高めるとともに、ミクロ経済学から派生し
た経営学の諸領域（マーケティング、経営戦略、ファ
イナンス等）への橋渡しを行う。到達目標として、経
済学的な物の見方・考え方ができ、それらを日常生活
でも応用できるようになることを目指す。

専
門
科
目

経済学Ⅱ

本講義は「経済学」の応用編として位置づけられ
る。本講義では、主としてマクロ経済学に焦点を当
て、GDP成長率、失業率、物価水準など一国全体の集計
量によって経済全体の動きを概観し、経済成長、雇
用、物価の安定をめぐる政府の経済政策のあり方を考
える。講師による解説、時事問題を題材にしたクラス
討議・グループ討議や受講生による研究・発表を通じ
て、本講義の履修後には、①関連する時事問題や経済
誌の記事が理解でき、それらについて自分なりの意見
が言えるようになること、②主要国・地域で行われて
いる諸政策について理解でき、日本や世界に及ぼす影
響について考えることができるようになることを目指
す。

専
門
科
目

経済学史

本講義は「経済学」の応用編として位置づけられ
る。本講義では、経済学の草創期から、古典派経済
学、マルクス経済学を経て、ケインズ経済学の登場、
そして、マネタリストによる古典派経済学への揺り戻
し、さらにニュー・ケインジアンの登場といった主要
な経済思想の変遷をとりあげる。講師による解説、ク
ラス討議・グループ討議や受講生による研究・発表を
通じて、①各々の学説の成立や展開の経緯、学説間の
つながりや対立点等を理解できるようになること、②
経済学の歴史を俯瞰し、当時と現代の類似点・相違点
について自分なりの意見が言えるようになることを目
指す。

専
門
科
目

経営学概論

経営学の対象としての企業および企業の形態につい
て理解するために、具体的な経営管理論や経営学説の
特徴を紹介する。学生は、これらの理論が生起した背
景や内容などについて調べ、クラス内でプレゼンテー
ションし、現代の企業経営に与えた影響について討議
する。経営管理では、管理思考の歴史的な流れを中心
に整理し、経営学の基礎概念や術語の理解をもとに、
計画、組織、調整などの管理職能について、最近の研
究成果や事例をグループで分析する。クラスでの発表
と討議を通して、経営学の全体像と意義を理解してい
く。

専
門
科
目

経営管理論

経営管理論は、組織・団体（主に企業）の管理を経
営者、管理者の視点から組織の目的を達成するために
どのような経営、管理を行えばよいかを実践的な技法
の確立を目指す学問である。企業経営の仕組み、運営
を管理システム、とくにトップ・マネジメントの経営
管理活動として、どのようになっているかを理論だけ
でなく実例を交えて講義する。過去の経営管理が取り
扱ってきた諸問題、そして、経営管理の新潮流まで講
義する。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

人的資源管理論

労務管理、人事管理という用語が人的資源管理
（Human Resource Management、 HRM）という表現に変
わっている。このことは、経営資源のうち、「ヒト」
についての考え方や管理の方法に大きな変化が生じて
いることを意味する。企業が採用から退社まで組織成
員（ヒト）をどのようにシステム化するかが、人的資
源管理の研究対象となる。企業競争に勝つために人材
面から見た企業行動においては、HRMのあり方、経営シ
ステムを取り囲む要因の多様な変化にどうHRMが即応す
るかなど経営における「ヒト」の問題を学習する。

専
門
科
目

経営組織論

経営組織論の対象は企業組織である。限られた経営
資源を効率的かつ有効に活用し、目的や目標を達成す
るための組織の構造と運営システムについて、実際の
企業の事例をもとに分析する。経営組織の機能と有効
性を高めるためには、組織構造だけではなく、組織を
動かす見えない部分に着目する必要がある。組織の目
標を達成して成果をあげるための運営システムと、経
営環境の変化に対応するための組織の変革について、
具体的な企業の変革事例をケーススタディで分析し、
クラス討議で認識を深め、現実の企業で起きている問
題を理解する。

専
門
科
目

会計学

広義の会計学は、投資家など外部利害関係者に向け
た会計を議論する「財務会計論」（狭義の会計学）、
経営者など内部管理者に向けた会計を議論する「管理
会計論」等に分類される。このうち、本講義では、入
門的な商業簿記の知識を基礎とした「財務会計論」を
題材とし、特に資産・負債の処理を中心に学習する。
財務諸表の作成ルールとともに、事例を用いたクラス
討議を通じて、利用者の立場に立った財務諸表の見方
にも触れていく。到達目標として、企業の財務諸表が
読めるレベルになっていることを目指す。

専
門
科
目

簿記

簿記を初めて学ぶ学生を対象として、商業簿記の基
礎知識を習得する。まず、簿記の意義と目的を学習し
た上で、貸借対照表と損益計算書、その構成要素であ
る資産・負債・純資産、収益・費用について理解す
る。勘定科目の記帳処理方法など実践的な部分につい
ては、スライドを利用した解説やプリントによる演
習、クラス討議やグループ討議などを通して、理解を
深めていく。到達目標として、日商簿記３級程度の力
をつけることを目指す。

専
門
科
目

マーケティング論

本講義では、商行為のみならず非営利行為において
も必須であるマーケティング活動の基礎理論を理解
し、マーケティング的な物の見方・考え方を身につけ
る。講義の中では、伝統的な消費財マーケティングだ
けでなく、サービスマーケティングなどの新領域にお
ける事例もとりあげながら、クラス討議を中心に展開
していく。到達目標として、受講生各自が関心を持つ
業界の主要企業のマーケティング活動が理解でき、そ
れらについて評価ができるようになることを目指す。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

コーポレート・ファイナンス

本講義では、まず、コーポレート・ファイナンスの
基礎理論や企業価値の評価方法について理解する。次
に、投資決定、資本構成、配当政策の３つの意思決定
領域において企業はどのような行動をとるべきかにつ
いて考える。講師による解説に加えて、事例や演習問
題を題材にしたクラス討議・グループ討議、受講生に
よる研究・発表を通じて、企業価値を高める戦略的財
務のあり方について議論することで、履修後には、①
ファイナンス的な物の見方・考え方ができるようにな
ること、②受講生各自が関心を持つ企業の財務活動が
理解でき、それらについて自分なりの意見が言えるよ
うになることを目指す。

専
門
科
目

企業の社会的責任

本講義では、まず、社会と企業の関係を概観し、な
ぜ企業に社会的責任が求められるのかを考える。次
に、企業の社会的責任をめぐる考え方の変遷や世界的
な潮流を理解し、持続可能な社会の構築のために２１
世紀の企業や組織が果たすべき役割について議論す
る。講師による解説、事例（ISO26000、ワーク・ライ
フ・バランスやダイバーシティの推進、CSV経営など）
に基づくクラス討議・グループ討議や受講生による研
究・発表を通じて、履修後には、２１世紀の企業や組
織が果たすべき社会的責任やそれらに所属する個人の
責任とは何かについて自分なりの意見が言えるように
なることを目指す。

専
門
科
目

ビジネスと法

昨今、compliance（法令遵守）という言葉が巷間で
盛んに叫ばれているように、世界中の法治国家でビジ
ネスをおこなう上で、法律に関する基礎知識の修得は
必須の項目といえる。本講義では、ビジネスに必要な
民法や商法、労働法の基礎知識にとどまらず、消費者
基本法や製造物責任法、個人情報保護法・情報公開法
など、可能な限り最新の「ビジネスと法」に関する知
識の修得を目指したい。

専
門
科
目

プロジェクト演習

本講義は、学生と地域スポーツ愛好者が共にスポー
ツを楽しむ場所の土台づくりを目的としている。学生
と近隣のスポーツ愛好者が１つの種目を一緒に楽しむ
環境を整備し、地域連携・地域貢献につなげる。ま
た、学生のクラブ活動を活性化し意欲向上につなげ
る。講義では人間の発育・発達、加齢による変化、健
康スポーツサービス等の基礎知識を身につけたうえ
で、学生が主体となり、スポーツイベントを企画し運
営するまでを目標とする。

専
門
科
目

ビジネス・プレゼンテーション

ビジネス現場では、プレゼンテーションの成否が仕
事の成否につながる。聞き手にメリットがあると感じ
てもらった時、すなわち聞き手が知りたいと思ってい
ることを伝えられた時、魅力的なプレゼンテーション
となり成功につながる。本講義では、効果的なプレゼ
ンテーションをするために、聞き手の関心事や知識レ
ベルなど聞き手把握技術、論理的・立体的説明技術、
話し方・伝え方の技術、質疑応答の技術などを実践的
に学び、さまざまなビジネスシーンを事例として、各
自がプレゼンテーションをグループ内・クラス内で行
い、相互評価し、ビジネスプレゼンテーションの実践
力を育成する。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

日本史通論

日本の古代・中世・近世の流れについて、高校にお
ける学習のレベルから大学レベルの橋渡しをすること
を目標とする。そのためにはまず、高校の教科書の内
容を深く理解しておくことが絶対条件である。現行の
高校の歴史・日本史教科書を利用して、古代から近世
における各時代の経済・文化・政治の特徴を紹介し、
ことがらの内容を掘り下げて講義する。その際に、資
料・史料を用いて、ことがらの具体的なようすを講義
する。歴史叙述が資料・史料によっていることを理解
する。

専
門
科
目

日本文化史

多彩な日本列島の文化のうち、列島古来の神への信
仰や仏教・道教等の大陸由来の思想・宗教、それらに
伴って生み出された文字史料や造形作品の表現や素
材・技法など、古代から近世に至る日本列島の思想・
宗教、文字、造形の特質を学び、併せて外国との交流
を通じて、日本文化がいかに変容し、形成されたかも
把握する。そして、それにより日本に生まれた人やそ
こで暮らす人のアイデンティティーの一部を理解する
と共に、グローバル時代における国際教養としての日
本文化理解をも目指す。

専
門
科
目

日本政治史

本講義は、幕末から明治、大正、昭和、そして平成
にいたるまでの日本の政治史を、網羅的に解説する
オーソドックスなスタイルを基調とする。そして、各
時代を特徴付けた事件や運動等を取り巻く、国内的要
素（法や制度、政治、経済、思想、文化、世論など）
と、国際的条件（条約、外交、各国の動向や思惑、国
際世論など）との因果関係をしっかりと解説した上
で、折に触れ、「皆さんならどう決断するか」とい
う、いわばキーパーソンの視点に立って歴史上の重要
テーマにつき、主体的に考える楽しみも提供しつつ、
講義を進めていきたい。

専
門
科
目

東アジア交渉史

日本列島を取りまく海は、人と人を隔てる場合もあ
るが、人と人を結びつける交通路の役割を果たしてき
た。交通路としての「海」の機能に光を当てたとき、
日本は孤立した「島国」といった見方は誤りといえ
る。東アジアは、中国を中心とした地域で、文化的に
は儒教・仏教・漢字文化圏である。古代～近世に至る
東アジア国際関係を歴史的事実を通して、近年の研究
動向に十分注意しながら考えていきたい。

専
門
科
目

現代日本の生活と文化

例えば携帯電話がなかった頃と今とでは、生活スタ
イルはかなりの程度異なる。そしてスマートフォンが
急激に普及している今、我々の生活スタイルはさらに
変容を遂げようとしている。もちろんこのような変容
は、科学技術だけではなく、国家間の関係や価値観、
与えられている状況によっても影響を受けている。そ
のような観点から、戦後の日本における生活スタイル
の変化を多角的に紐解くとともに、相対的に普遍に流
れる日本という文化が、その変容をどのように促進・
抑制してきたかを考察する。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

日本人論

「日本という国土」とそこに暮らす「日本人」への
関心が庶民レベルにおいても高まった幕末・維新期以
降、それらについての言説の中には既に近代の古典と
いえるものも少なくない。その中には海外からの眼差
しによる言説も含まれている。履修者は先ずは自分な
りの答えを出したのち、日本人について様々な視点か
ら論じられた言説を調べること、読むこと、考えるこ
とを行い、プレゼンテーションとディスカッションを
重ねて、各自が自画像としての「日本人とは何か」を
より深く問うて自分の答えを完成させていく場とす
る。

専
門
科
目

日本のサブ・カルチャー

”サブカルチャー”とは”サブカル”ともいわれて
おり、世間における伝統的な文化に対して、特定集団
（たとえば若者や大衆の文化）のみによるオリジナル
な文化全般をさすものである。この講義では、その内
容や歴史的変遷、さらにはわが国におけるサブカル
チャーの位置付け、についてわかりやすく説明しなが
ら、受講者とともに考えていくものである。題材とし
てはメディアを中心としたマンガ、少年・少女雑誌、
映画、アイドル、ファッション、ポップミュージック
にいたるまで幅広く取り上げながら、今後受講学生と
ともに、サブカルチャーとどう関わっていくべきかに
ついて真剣に考え、検討していくことを目標とする。

専
門
科
目

世界近現代史

近現代史を中心とする世界の歴史を、わが国の歴史
と関連づけながら理解する。産業革命・フランス革
命・アメリカ合衆国の独立、拡大する貿易活動を通
じ、西ヨーロッパとアメリカに産業社会が成立し、同
時に市民社会・国民国家の形成が進行した。20世紀に
おける2度の世界大戦を概観し、新しい大衆社会の出現
と帝国主義時代の世界の一体化と社会の変容を理解す
る。第2次大戦後の米ソの対立、民族運動の展開、さら
に冷戦終結後の世界を理解する。

専
門
科
目

歴史社会学

歴史的な分析手法を用いた社会学的研究の意義と面
白さを学ぶ入門的講義である。まず前半部では、社会
学における歴史的手法の意義について論じた後、
ウェーバー、アリエス、エリアスなどによる、古典
的・代表的な歴史社会学的著作のエッセンスを紹介す
る。後半部では、ジェンダーとセクシュアリティ、都
市文化、ナショナリズムなど、具体的なトピックを
扱った歴史社会学研究に照準を絞って紹介していくこ
とで、自分たちにとっての「あたりまえ」を一歩立ち
止まって疑問に付し、新たな視点から捉えるという作
業の重要性と面白さを学ぶ。

専
門
科
目

イギリスの生活と文化

日本と同じ島国であり、身近に感じられるイギリス
ではあるが、その生活様式や文化には独特のものがあ
り、それらの知識なしには円滑なコミュニケーション
がはかれない場合もある。本講座では、英語で書かれ
たテキストを使用しながら、イギリスの地勢や民族、
階級、政治、宗教、経済、教育、飲食物、文学、芸
術、スポーツ、娯楽など、イギリスの生活と文化に関
する様々なトピックについて講義する。これらの講義
を通して、イギリスの独特な魅力の様相を明らかにし
て行く。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

アメリカの生活と文化

アメリカの文化､情報があふれる現代の日本｡しかし
日本では見えにくいアメリカの光と影の部分に目を向
けなければ､アメリカに対する正しい理解を得ることは
できない｡本講義では､日米文化比較により客観的でグ
ローバルな視点を養うと同時に､イメージや固定観念に
とらわれずに｢アメリカ｣を見ることで異文化への理解
を深め､アメリカそして日本の現在と未来を考える｡歴
史を踏まえながら､私達に身近なテーマを取り上げて議
論する｡

専
門
科
目

ドイツの生活と文化

本講座では、20世紀のドイツ史、および戦争責任や
環境破壊などの問題に関するドイツの取り組み方を中
心に据える。現在のわれわれに直接的に関わる重要課
題の由来を知り、われわれが何をどのように考えて行
くべきなのか、受講者がその一端を見出し、考察する
ことを目的とする。また、なじみの薄いドイツ文学の
作品をいくつか実際に味読して、作者の意図を読み取
るために話し合いたい。そうすることによって、ドイ
ツ人の思考法や生活感情を探る。

専
門
科
目

フランスの生活と文化

フランスの生活や習慣およびその根底に横たわる文
化や精神について、各自があらかじめ持っている既成
の「フランス」像、「フランス人」像を検証できるこ
と、自国とフランスとの差異・共通点について考えら
れるようになることを目標とし、時事的な事象にも注
意をはらいながら必要な基礎的事項を学ぶ。

日常生活から政治制度に至る社会や市民生活、およ
び言語・文化・芸術に関わる様々な事象を、歴史的変
遷を踏まえながら広く扱い、時には比較文化的視点も
交えながら考察する。

専
門
科
目

ロシアの生活と文化

ソ連崩壊から20年以上が経ち、ロシア人の生活様式
はどうのように変わったのだろうか？グローバル化の
中で各国の生活様式は接近しているが、生活はその国
の価値観や習慣の影響を深く受けることで個性的に見
える。本講義では、ロシアの社会の成り立ちや経済の
仕組み、生活のあり様などを学び、ロシア文化の独自
性を理解できるようにする。さらに、日本とロシアに
おける互いの文化の受容を確認し、日ロ交流史を簡単
に概観する。

専
門
科
目

インドの生活と文化

グローバル化が進む現代、IT技術や経済成長の進む
インドは、国際的に重要な存在になってきている。同
時に、民族・宗教紛争や女性の地位や貧困問題など、
負の側面においても多くの人々の関心を惹きつけてき
ている。本講義は、とりわけ宗教的思想・実践を主題
材に、インドをはじめとする南アジア地域における信
仰と世界観、男女観、結婚観、死生観、共同体観、文
化遺産論を、質疑応答とディスカッションを通して理
解を深めながら検討していく。これにより、インドに
おける人々の生活と文化について見識を深めつつ、論
じることができるようになる。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

中国の生活と文化

近頃ニュースなど報道番組にて中国の事が取り上げ
られることが多い。残念なことにその話題は暗いもの
が大半である。中国は海を隔てた隣国であり、日本と
は長きにわたり交流がある国である。その中国を私た
ちはどの程度知っているのだろうか。中国とは一体ど
ういう国なのだろうか。この授業では中国の歴史や古
代思想などの中国文化や、現在の中国の抱える社会問
題や人々の日常の生活など幅広く取り上げ、中国を知
ることを目指す。そして先入観を取り払い多方面から
中国を捉えることを通し、これから中国とどのように
向き合うべきか考えたい。

専
門
科
目

比較芸術論

西洋芸術音楽の「西欧」から「非西欧」への導入を
テーマに数例を比較する。ヨーロッパの芸術音楽は、
中世以降「西欧」諸国を中心に発展したが、「非西
欧」諸国への導入は、時代により、地域により相違し
ていた。18世紀における「非西欧」諸国の音楽家の活
動、19世紀における民族主義、20世紀における民族音
楽的要素との融合、さらに明治維新後の日本などを例
にしながら社会背景と西洋音楽導入手法の相関関係を
検討する。学生は各例における社会状況を把握した上
で授業に臨むものとし、音楽家たちの活動の必然性を
説明できるようにする。

専
門
科
目

ドイツ語会話Ⅰ

ドイツ語Ⅰ・Ⅱで学んだ知識を実践的に応用して、
「読む・書く・聞く・話す」練習を行う。しかしなが
ら、週１回の授業でたくさんの量をこなすことはでき
ない。時候の挨拶から始まって、自己紹介、近況報
告、道の尋ね方と答え方等を練習したり、辞書を引き
ながら読める短い文章で読み方のこつを学んだり、基
礎を固めるために易しい文章をドイツ語で書いたりす
る練習を少しずつ行う。また、学び終えていない初級
文法の知識の習得も目指す。

専
門
科
目

ドイツ語会話Ⅱ

このドイツ語の最後の講座では、「ドイツ語会話
Ⅰ」のあとを継いで、趣味を尋ね合ったり、店やレス
トランでの客と店員のやりとりなど、易しい会話の練
習をする。また、初級文法を最後まで習得し、辞書を
引きながら少しまとまった物語を読んでみたい。読め
るのはグリム童話などを易しくリライトしたものや、
ラジオで放送された子供向けの物語のようなものにな
るだろう。それでも、自力で何とか読み続けることは
得難い経験になる。

専
門
科
目

フランス語会話Ⅰ

初級段階以上の学習者を対象とし、聞く・話す・読
む・書くという四つのうち、聞く・話すという口頭で
のコミュニケーション能力を醸成することを目的とす
る。授業は目標言語であるフランス語で行い、補足的
に日本語を用いる。受講者は、聴き取った内容の口語
理解力と自ら発信するための口語表現力という意思疎
通のための二つの側面をバランス良く発達させるた
め、またフランスの文化的背景、特に人々の習慣や社
会への理解を深めるために、さまざまな日常的状況に
おける具体的練習を通して会話能力の基礎を固める。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

フランス語会話Ⅱ

「フランス語会話I」に引き続き、初級段階以上の学
習者を対象とし、聞く・話す・読む・書くという四つ
のうち、聞く・話すという口頭でのコミュニケーショ
ン能力を醸成することを目的とする。授業は引き続き
補足的に日本語を用いながら目標言語であるフランス
語で行う。受講者は、聴き取った内容の口語理解力と
自ら発信するための口語表現力をさらに高め、またフ
ランスの文化的背景、特に人々の習慣や社会への理解
をさらに深めるために、さまざまな日常的状況におけ
る具体的練習を通して会話における応用力を身につけ
る。

専
門
科
目

中国語会話Ⅰ

中国語を用いてコミュニケーションができるように
なることを目標としている。初学者でも理解しやす
く、使用頻度の高い会話文を練習することにより実践
力を養っていく。はじめに中国語の基礎的な発音を学
ぶ。次に中国語の発音に慣れるために単語や会話文を
繰り返し声に出し練習する。同時に中国語と日本語の
文法や使用している漢字の違いを把握するために、会
話文を日本語に翻訳する。中国語を「話し聞く」こと
を集中的に行うことにより、相手に伝わり、相手が何
を言っているのかがわかるようになることを目指す。

専
門
科
目

中国語会話Ⅱ

「中国語会話Ⅰ」と同様に中国語を用いてコミュニ
ケーションができるようになることを目標とした授業
である。「中国語会話Ⅰ」に続き、使用頻度の高い会
話文を練習することにより実践力を養っていく。本授
業では、中国語の発音に慣れるために単語や会話文を
繰り返し声に出し練習する。同時に中国語と日本語の
文法や使用している漢字の違いを把握するために、会
話文を日本語に翻訳する。中国語を「話し聞く」こと
を集中的に行うことにより、相手に伝わり、相手が何
を言っているのかがわかるようになることを目指す。

専
門
科
目

異文化コミュニケーション

政治、経済、文化のグローバル化が急速に進展する
現在、文化背景を異にするさまざまな人々とのコミュ
ニケーションは避けられない。本講義では、コミュニ
ケーションについて基礎知識を学んだ後、ステレオタ
イプ・偏見・差別、カルチャーショック、自文化中心
主義、コンテクストとコミュニケーションなど、異文
化コミュニケーションで生じる問題点を、事例を用い
て多角的に学び、効果的なコミュニケーション能力を
修得する。新聞・雑誌などで報道されているホットな
話題を事例に取り上げ、ディスカッションによる参画
型の授業にしていく。

専
門
科
目

Career English 

グローバル化の中で国内外の組織で英語を上手く使
いこなせることが今まで以上重要な課題となってい
る。本授業は、ビジネス文書の書き方、電話での交
渉、契約書の作成、欧米のビジネス・マナーなどあら
ゆるビジネス場面に属した英語の学習を目指す。ま
た、就職活動の手助けになる英語での履歴書の書き方
や英語での面接のシミュレーションを行う予定であ
る。この授業の履修後には、受講生がビジネスの世界
で活躍するために即戦力につながるような実践的な英
語力を身に付けるようになる。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

Practical Reading in English

本授業は、様々なスタイルと分野の英文書を教材と
して扱い、英語の読解力を高めることで、英語で情報
を分析的・批判的に理解する力の育成を目指す。授業
の1回目から7回目までは読解のスタイル（scanning、
skimming 、 detailed reading) と SQ3R （ Survey 、
Question、 Read、 Recall、 Review)読解テクニック
を学ぶ。さらに、Words and Vocabularyに重点を置
き、英語の単語力と表現能力の向上を図る。授業の8回
目から15回目までTOEIC、 TOEFL、 IELTSなどの読解過
去試験問題を教材として扱う。

専
門
科
目

Practical English Listening

本授業は、TOEIC、 TOEFL、 IELTSなどの聴解過去試
験問題を教材として扱い、英語のListening能力を高め
ることで、英語で情報を分析的・批判的に理解する力
の育成を目指す。そのために、listening for a
specific idea（具体的なアイディアをつかむための練
習方法）と fast reading to obtain selective
ideas（特定のアイディアを素早く読み記憶する方法）
などの様々な聴解テクニックを修得する。

専
門
科
目

Ｍedia English

本授業は、英語圏のマスメディアの新聞・インター
ネット記事、ラジオ番組及びニュースを教材として扱
いながら、実際に起きている出来事について学び、情
報のマルティメディアを通じて英語力の向上を図るこ
とを目指す。イギリスをはじめとする世界各国の文
化・社会・経済及び政治事情についての知識も深めて
いく。毎回Warming-up activityとして履修生により関
心のあるニュースについて発表会を行う。さらに、日
本ニュースが外国メディアでどのように取り上げられ
ているか研究する。

専
門
科
目

Interactive English Ⅰ

本授業は、 Speaking 、 Listening 、 Reading 、
Writing複数の技能に重きを置き、発展的な英語の運用
能力とコミュニケーション能力を高めることを目的と
している。様々なトピックについて質問をし答えるこ
と、また英語で説明をしたり自分の考えを伝えること
を練習する。本授業は、基本的にテキストに沿って進
めていくが、必要に応じて文法事項の確認も行う。

専
門
科
目

Interactive English Ⅱ

本授業は、Interactive English Ⅰを発展させて、
複数の技能に重きを置き、履修生の自然な英語コミュ
ニケーション能力を総合的に向上させることを目指
す。本授業は、基本的にテキストに沿って進めていく
が、英語をコミュニケーション・ツールとして使いな
がら、学生が関心を持つトピックについてディスカッ
ション・プレゼンテーション・課題発表なども行う。
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

Assertion Training

アサーションは、自分を大切にすることと関連して
おり、コミュニケーションの重要な技法である。ア
サーティブなコミュニケーションをする人は、自分の
心の中を開示することを恐れず、他人に影響を及ぼそ
うとしない。他人の「個人の境界」を尊重し、攻撃的
な侵入から自分を守ろうとする。本授業は、「アサー
ション」の考え方やスキルについて学習し、グループ
討論・ロールプレイなどを通して、自分のあり方を振
り返り、体験的に「アサーション・トレーニング」理
論を深めていくことを目的としている。

専
門
科
目

English through Content

本授業では、社会科学分野の英語教材を扱うことに
より、グローバル問題に関する受講生の関心を高め
る。受講生は具体的に、経済と貧困、持続可能な発
展、グローバル・エコノミーの善と負、戦争と平和、
教育とジェンダーなどといったグローバル問題に関す
る理解を深めると同時に、そういった問題に関する英
語で自由に意見を述べられるようになる。本授業は、
外国語科目であるため、日本語で補足的な説明を入れ
ながらも、基本的に英語で進めていく予定。

専
門
科
目

English and Culture

現代の状況につながる芸術音楽市場の大衆化、国際
化がいち早く実現したのはロンドンにおいてであっ
た。当地では１８世紀初頭からドイツ出身のヘンデル
がオラトリオで成功を収め、J.C.バッハ、C.W.グルッ
クらが続いたが、そのあとのJ.ハイドンの成功は空前
のものだった。聴衆の熱狂は、新聞による情報戦、地
元音楽家との軋轢も生んだが、彼は比類なき名声を勝
ち得た。ハイドンにとっては当地のための音楽は大衆
的な要素を持った新しいスタイルをもたらし、その成
功は祖国での評価も著しく高めることになった。授業
ではこうした流れを当時の資料や作品の鑑賞を通して
把握していきたい。

専
門
科
目

Debates in English

本授業は、「英語」による「ディベート」の実践的
能力を身につけることを目指す。その際、ポイントは
ふたつあり、ひとつはディベートの形式に沿った立
論、質疑、反駁ができるように、論題に関して論理的
一貫性のある考えをまとめ、対立する立場の弱点を明
確にすべく批判的思考をおこなうことにある。もうひ
とつはディベートの技術的用語および論題に関わる
キーワードの英語の語彙を適切な用法とともに習得す
ることである。授業ではこのうちディベートの内容を
特に重視し、英語はあくまで伝達の手段という位置づ
けで実施したい。

専
門
科
目

国際社会論

近代におけるグローバルな人・モノ・情報の移動の
激化と、それに伴う国際社会の変容を扱う講義であ
る。最初の数回の授業では、近代における国民国家・
国際秩序の成立およびグローバル化の歴史を概観し、
それに伴って人間社会が経験することになった新しい
状況や問題を確認する。その後の授業では、冷戦下の
世界秩序とポスト冷戦、植民地主義とポストコロニア
リズム、20世紀における「移民」の増加と国際社会、
ヨーロッパの地域統合などを主なトピックとして、豊
富な事例を交えながら扱うことで、多角的な視点から
国際社会を検討する。

文
化
・
言
語

文
化
・
言
語

文
化
・
言
語

文
化
・
言
語

国
際
社
会

- 35 - 



科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

マスコミ論

高度情報通信化社会といわれる現代、情報の重要性
に異議を唱える者はおるまい。本講義では、その中核
をなすマス・コミュニケーション理論の基礎を中心
に、時事問題も扱いつつ、現実のマス・メディアとこ
れをとりまく環境について解説する。講義は講述主体
であるが、対話等双方向性も重視する。本講義の目的
は、皆さんがマス・コミュニケーションとは何かを理
解した上で、情報の質を主体的に読み解く能力（media
literacy）を身に付け、受け手としても、送り手とし
てもマス・メディアを十分に利用できるようになるこ
とである。

専
門
科
目

グローバル化と日本社会

21世紀に入って、日本社会は現在、前代未聞の危機
にさらされつつある。「失われた20年」、経済的な衰
退、高齢化と少子化による人口の急激的な減少、ネッ
ト自殺、引きこもり、振り込み詐欺などといった問題
は日本社会が「健全ではない」ことを物語っている。
本講義では、日本人から見た日本社会と外国人から見
た日本、二つの視点から日本の社会・経済・政治的問
題とそういった問題への政府の政策を考察する。さら
に、グローバル化が日本社会にもたらす問題を取り上
げ、それについて議論をする。本講義では、履修生が
改めて日本人としてのアイデンティティについて再考
する手助けになることを目標としている。

専
門
科
目

国際関係論

国際関係論は、その名が示すように極めて広汎、か
つ多様な分析対象をもつ学問である。その主体は国家
や組織のみならず、個人を想定することもできるし、
その作用も政治や外交にとどまらず、経済や文化、そ
れこそ社会のありとあらゆる活動にまで及ぶ。むろん
時間軸も過去から現在、未来へと自在に設定できる。
本講義では、皆さんとの対話を重視し、時事問題も積
極的に盛り込みつつ、国家を主体とした国際関係がい
かに変容し、グローバリゼーションが進展する現代社
会へと推移していったかについて、歴史的な文脈から
理解を深めていきたい。

専
門
科
目

国際経済学

経済のボーダレス化が今日のグローバル社会に大き
な影響を与えている。国際経済学は経済のボーダレス
化がもたらす影響を理解する分野であり、大きく分け
て4つの側面（国際貿易、国際生産、国際金融、国際開
発）を扱っている。本講義では、主に国際貿易と国際
生産に焦点を当て、受講生が国際経済学の基本的な概
念とその応用について理解し、国際経済関係の構造及
び国際的な経済政策に関する考え方と分析ツールを修
得できるようになる。

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

国際金融論

本講義は、経済学の応用科目として位置づけられ
る。講義の中では、まず、国民所得勘定及び国際収支
などの国際経済の基礎的な概念と理論を学び、それら
を前提として、国際金融システム（外国為替市場、国
際通貨制度、国際資本市場）の仕組みについて理解す
る。到達目標として、①日本経済新聞で用いられてい
る専門的な経済用語や高度な内容が理解できるように
なること、②世界の外国為替市場で何が起こっている
かを把握できるようになることを目指す。

専
門
科
目

国際政治経済学

国 際 政 治 経 済 学 は、 英語 では International
Political Economy (IPE）と言い、グローバリゼー
ションを巡る論争を研究対象としている。この分野は
単に国際関係を分析しているのではなく、政治経済現
象と関連付けて、政治学、経済学、歴史学、文化研究
などといった社会科学の分野の観点から多面的な分析
方法を目指している。本講義では、現代国際社会の政
治経済システムについて論じた後、グローバル問題を
取り上げ、IPEの観点からそれらの本質を検討する。本
授業の履修後には、受講生が政治と経済の相互作用を
見極める分析能力を身に付けるようになる。

専
門
科
目

グローバル・ビジネス論Ⅰ

グローバル社会の進展に伴い世界は一体化しつつあ
る。激動している現在の世界の動きに注目し、グロー
バル経済の動向を規定している要因を分析するツール
の使い方を習得することを目的とする。グローバル社
会での経営活動を理解するために、モノやカネ、ヒト
の世界的な流れの原因とその影響を分析する。そして
地域ごとの制度や人々の生活状況などの企業環境を把
握し、ビジネスのグローバル化に対応できる判断力・
実行できる能力を修得する。

専
門
科
目

グローバル・ビジネス論Ⅱ

グローバル・ビジネス論Ⅰで得た知識を基にし、グ
ローバル企業の実務的な問題を論じる。内容として
は、グローバル経営における参入の形態および戦略、
海外市場での販売戦略といったマーケティング問題、
海外直接投資の実務研究、グローバル統合の形態とそ
れぞれの特徴などを考察した後、今日、日本の貿易の
主流になりつつある企業内貿易、企業内国際分業の実
態を捉え、それによって、グローバル経営の今後の動
向に対する洞察力を養いたい。それと同時に貿易およ
び国際ビジネスにたずさわるために必要な知識を修得
する。

専
門
科
目

国際ビジネス・リテラシー

社会人として最低限身につけておきたい国際ビジネ
スの基本となる知識を、講義に加えて、演習や事例研
究を通して具体的に学ぶ。前半は、日本のビジネスマ
ナーについて、言葉遣い、電話応対、来客応対、ビジ
ネス文書、慶弔の知識を理解したうえで、演習や実習
を交えながら修得する。後半は、英語による電話応
対、英文レター、国際プロトコルなど、国際ビジネス
の場で求められる基本的な知識を、演習や実習を交え
ながら学ぶ。文化による時間や空間の使い方のちがい
など、具体的な事例を取り上げながら、国際ビジネス
に対する理解を深めていきたい。

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

- 37 - 



科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

アントルプレナー論

本講義では、個別企業のみならず、広く社会や経済
の発展に影響を与えている起業家精神について学ぶ。
講義の中では、まず、ベンチャー起業の事例を交えて
起業家の使命を認識し、起業人材に求められる資質を
体系的に理解した上で、受講生自らの資質と課題につ
いて具体的に考えていく。また同時にベンチャー企業
の創業時や成長時における成功要因・失敗要因につい
ても考察していく。最終回では、グループごとにビジ
ネスプランを発表・評価し合うことで、ベンチャー事
業構想活動の意義や方法論についての理解も深める。

専
門
科
目

イベント・プロデュースＡ

イベントの定義、歴史、種類を学び、種類ごとの企
画書を作成する。学生一人一人が作成した企画書をも
とに授業の中で提案を行う。実現可能と判断した企画
についてチームを結成し、総合企画演出責任者を決定
し、その責任者を中心に再度、チームとしてテーマ、
目的、日時、当日及び当日までのタイムテーブル、事
後処理案を検討する。次に予算案を作成し観客（参加
者）動員のための宣伝告知方法の検討を行い、予定動
員数を出す。それらを含めた企画書をもとにスポン
サーを探し、スポンサーが決定したら、出演者交渉に
入る。関係官庁への諸届けを行う。当日の運営も授業
の一環として行う。事後処理を行う。

専
門
科
目

イベント・プロデュースＢ

本授業ではコンサートホールにおけるイベント制作
の理論と実践を習得・疑似体験することを目指す。理
論では、アーツ・マネジメントの概念、文化政策や指
定管理者制度等を通してコンサートホール運営の実際
を理解する。他方、実践では、企画制作に関しては企
画立案、予算作成、出演者との交渉から企画内容の具
体化、リハーサル、本番にいたる制作の流れを理解す
る。また運営に関しては広報、チケット販売、来客対
応の考え方と実際を概観する。これらの流れを総合的
に理解し、イベント制作の流れを説明できるようにす
る。

専
門
科
目

海外研修ＡⅠ

本学が提携を結ぶ海外大学等の機関への3週間程度の
語学研修（合計100時間程度）に参加する。研修先では
レベル別に分かれて学ぶことになる。履修者は、事前
に外国語そのものあるいは研修先の国の文化に関する
調査とプレゼンテーションを行うことにより研修旅行
の準備を進め、研修旅行を行い、帰国後に研修内容に
関するレポートを提出することにより、単位認定とな
る。これにより、外国語でのコミュニケーション能力
の向上をはかるとともに、国際的な相互理解と文化交
流の態度を養うことを目指す。

集中・共同

専
門
科
目

海外研修ＡⅡ

本学が提携を結ぶ海外大学等の機関への3週間程度の
語学研修（合計100時間程度）に参加する。「海外研修
ＡⅠ」を修了した者が、より難易度の高いレベルのク
ラスに属して学ぶことを目指している。履修者は、事
前に外国語そのものあるいは研修先の国の文化に関す
る調査とプレゼンテーションを行うことにより研修旅
行の準備を進め、研修旅行を行い、帰国後に研修内容
に関するレポートを提出することにより、単位認定と
なる。これにより、外国語でのコミュニケーション能
力の向上をはかるとともに、国際的な相互理解と文化
交流の態度をさらに高いレベルにまで養うことを目指
す。

集中・共同

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

海外研修ＢⅠ

本授業は本学が提携を結ぶ大学の各種プログラムを
通じて、海外で活躍することを目指す学生を支援し、
海外研修への参加の成果を単位認定する科目である。
海外企業や国際機関、国際NGOなど、国際活動を積極的
に行っている組織におけるインターンシップやボラン
ティア活動等を通じて、異文化と多様化している価値
観への総合理解を深めると同時に、これらの体験を通
じて自分のキャリア意識等を高めることを目的として
いる。海外研修を実施する前に、積極的に事前学習を
行い、プログラムの仕組みと自分のキャリア形成への
意義、受け入れ先に関する情報収集、必要な書類作成
などの準備をする。研修に参加し、海外研修成果報告
書を作成して、受け入れ先の機関のフィードバックと
合わせて総合評価をし、単位認定を行う。

集中・共同

専
門
科
目

海外研修ＢⅡ

本授業は本学が提携を結ぶ大学の各種プログラムを
通じて、海外で活躍することを目指す学生を支援し、
海外研修への参加の成果を単位認定する科目である。
海外企業や国際機関、国際NGOなど、国際活動を積極的
に行っている組織におけるインターンシップやボラン
ティア活動等を通じて、異文化と多様化している価値
観への総合理解を深めると同時に、これらの体験を通
じて自分のキャリア意識を高めることを目的としてい
る。海外研修ＢⅡでは、海外研修ＢⅠの経験を踏ま
え、研修前の事前学習はもちろんのこと、研修後の
フォローアップ活動を重視する。海外インターンシッ
プで学習したことを自分の専門性や課題研究、キャリ
ア・ビジョンなどにどのように活かすかを考え、海外
研修成果報告書を作成し、発表を行う。最終的に、受
け入れ先の機関のフィードバックと合わせて総合評価
をし、単位認定を行う。

集中・共同

専
門
科
目

海外研修ＣⅠ

本授業は本学が提携を結ぶ海外の教育・研究機関な
どが開講している授業科目を履修することによって受
講生の専門性を高めることを目的としている。海外研
修ＣⅠに参加する受講生は、研修を通じて得られる専
門的な知識を自身の専門性や課題研究などにどのよう
に活かすかという明確なビジョンを持たなければなら
ない。海外研修を実施する前に、本授業の担当教員と
相談の上、受け入れ先の機関でどのような受講科目を
履修するかを決め、研修に当たっての事前準備を行
う。帰国後、海外研修の成果を体験レポートにまとめ
ること、成果報告会に参加することを履修条件とす
る。成績評価は、受け入れ先の機関の評価とフィード
バックなどを合わせて総合評価をし、単位認定を行
う。

集中・共同

専
門
科
目

海外研修ＣⅡ

本授業は本学が提携を結ぶ海外の教育・研究機関な
どが主催しているワークショップや短期研修プログラ
ム、フィールドワーク、学習セミナ－、プロジェクト
演習などへの参加を通じて、海外の教育研究環境を体
験すること、体験を通じて専門的な知識や能力を修得
することを目的としている。海外研修ＣⅡに参加する
受講生は、研修を通じて得られる専門的な知識やスキ
ルなどを自身の学習過程にどのように活かすかという
明確なビジョンを持たなければならない。海外研修へ
の参加成果を体験レポートにまとめ、成果報告会に参
加することを履修条件とする。成績評価は、受け入れ
先の機関の評価とフィードバックなどを合わせて総合
評価をし、単位認定を行う。

集中・共同

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

ビジネス統計

統計は、単に計算の技術というものではなく、日常
生活の中で広く使われており、なくてはならないもの
である。本講義では、統計的な分析手法の基礎的な知
識を得ることを目的とする。さらに、統計的データや
統計的知識が社会のなかでどのように利用されている
かにも触れ、社会の中で統計の結果が何をあらわして
いるのかを理解できるようにする。また、統計を恣意
的に用いた場合の危うさについて理解し、社会におい
て統計が適正になされているかが判断できるようにす
る。

専
門
科
目

情報管理

情報管理と情報システムの原理と実態について、基
礎的な理解を進める。はじめに、今日の社会のしくみ
を規定している概念として「情報」を理解し、情報を
管理する原理と情報システムの機能の特徴をとらえ
る。その上で、ＩＴ（情報技術）を介して行われる企
業の情報管理の特質ならびに労働の特徴について理解
する。

また、本講の学習目標 として現代の「情報」の概念
と性格を把握したうえで、情報処理や情報技術（IT）
を介した企業管理と組織原理ならびに労働の特質につ
いて理解する。現代人が情報に振り回されるのでな
く、現代の情報化の動きを見通せる人材となるべく学
習する。

専
門
科
目

情報管理演習Ⅰ

インターネットに代表される情報技術（IT）の急速
な発達と普及は私達の日常を大きく変えている。企業
のあり方や社会の仕組みもこうした動きをうけて変化
している。現在ではビジネスの実行自体が情報処理と
一体不可分な状況となり、ビジネスのあらゆる場面で
情報の適切な処理が必要不可欠になっている。本講で
は このような現実をふまえ、現代のビジネスの現場で
必要となる情報処理の実践的方法について、その入門
的内容を身につけることを目標としている。本講はそ
の内容から、グループワークが中心となり、場合に
よってはパソコン等の情報機器を利用することにな
る。

専
門
科
目

情報管理演習Ⅱ

課題を解決するには、事実の把握、問題点の発見、
導かれた仮説の検証、事実だけに基づいた最適な解決
策の立案、計画的に実行できる能力が必要である。本
講では、問題解決能力に必要な手法・スキルを、講義
とケーススタディによるグループ演習を通して実践的
に学ぶ。本講の学習目標は、①問題解決の基本プロセ
スを理解する。②問題解決に必要な情報収集能力を身
につける。③論理的に思考を進めるための手法・ツー
ルの使い方を身につける。④得られたデータ、導かれ
た仮説の検証ができる。⑤問題解決策の立案・実行計
画が建てられる。⑥グループでのコミュニケーション
を取りながら、問題解決のプロセスを円滑に行うこと
ができる。

専
門
科
目

情報システム論

情報システムとは、情報を適切に保存・管理・流通
するための仕組みであり、通常はコンピュータとネッ
トワーク、およびそれを制御するソフトウェア、その
運用体制までを含んだものを指すことになる。

本講義では、この情報システムを履修するのに、情
報システムの国家試験である、「コンピュータ科学基
礎・コンピュータシステム・システムの開発と運用・
ネットワーク技術・データベース技術・セキュリティ
と標準化・情報化と経営」を出題範囲とする基礎情報
処理技術者試験の試験内容に従って講義を進めて行
く。よって、本講義の目標は、履修により国家試験合
格を目指して行く。

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

情報処理演習Ⅰ

インターネットの普及により、さまざまな情報は、
ホームページをはじめとする多様なメディアを通して
伝達することが可能となり、より解りやすく、より利
便性の高いものになっている。ここでは､インターネッ
トを利用したマルチメディアにおける情報処理を学ぶ｡
具体的には、HTML5を利用して、ホームページを作成す
る｡まずホームページの作成方法について学習する。次
に、HTML5による動的ページの作成技法を学ぶ。学習目
標は、マルチメディアとネットワークについて理解
し、修得した知識を活用してビジネスに貢献できるよ
うにすることである。

専
門
科
目

情報処理演習Ⅱ

本講の学習目標は、マルチメディアとネットワーク
について理解し、修得した知識を活用してビジネスに
貢献できるようにすることである。

インターネットのビジネス等での利用は、ビジネス
形態を変革するほどの勢いで進展し、多くのビジネス
モデルが考案されてきている。そのための基礎技術と
して、ビジネスで利用されるホームページの作成方法
を学び、CGIを利用して､ビジネスに即応したホーム
ページを作成する。そのために、まずCGIを利用したビ
ジネスモデルについて、次にPerl言語について学修
し、プログラムの作成、改良を通して、CGIコンテンツ
を作成する。

専
門
科
目

マルチメディア演習

本講の学習目標は、マルチメディアについて理解
し、映像処理をはじめとする各種マルティメディアに
よりビジネスに貢献できるようにすることである。

マルチメディア情報処理技術の基礎として、静止
画・動画と音声ファイルの扱い、信号処理技術を独自
の教材を通して学修する。音声は、WAVファイルへの
キャプチャやキャプチャ後のオフラインでの信号の各
種演算処理、トーン信号発生、などを学び、さらに
MIDIのソフトウェアを操作してMIDIの基礎についても
学ぶ。映像は静止画のBMPファイルへのキャプチャや
キャプチャ後のオフラインでの信号の各種演算処理、
図形発生を学び、動画に関しては簡単な音声付アニ
メーションの演習を行う。

専
門
科
目

ネットワーク論

今日では、インターネットは最も重要なインフラで
あり、コミュニケーションの手段でもある。そのイン
ターネットに代表される通信・ネットワーク技術につ
いて学ぶ。具体的には、インターネットの基礎技術で
あるTCP/IPをはじめとする各種通信プロトコルについ
て理解し、さらに、セキュリティや認証などの技術に
ついて学修する。ネットワークの基本的な仕組みと技
術を知ることで、これからの高度情報化社会のあるべ
き姿を求め、構築していく。

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会

国
際
社
会
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科目
区分

授業科目の名称 講義等の内容 備考

専
門
科
目

情報イノベーション

インターネットやスマートフォンの普及は、情報通
信市場に革命をもたらし、ユビキタス社会を実現し
た。新しい技術の登場はIT（情報技術）革命を促し、
社会や経済の構造を根本から変えつつある。本講義で
は、IT革命を促した様々な技術がいかに発展してきた
のか、またどんな課題があるのか、過去の事例を通し
て、情報通信分野におけるイノベーションについて学
修する。今後さらに発展するであろう、クラウドコン
ピューティングやＩｏＴ、ウエアラブル端末などにつ
いても考察する。

専
門
科
目

ゼミナールⅠ

本授業は、初年次教育とグローバル社会に対する問
題意識の育成を目的とする。受講生は、前期では主に
大学環境に慣れるとともに、大学における授業の取り
組み方や学修／研究の意義、またそれに際した大学の
活用法を学ぶ。後期からは実際に時事問題や社会問題
を扱い、問題を自由な発想で発見し、多角的に分析・
考察するためにはどのような資料やデータが必要で、
それらをどのように集めることができるのかなど、研
究視点の育成を少数のグループに分かれて行う。

専
門
科
目

ゼミナールⅡ

本授業では、ゼミIを引き継ぎ、グローバル社会に対
する問題意識と研究視点を培い、研究文献の読解や情
報を収集するための論理的思考力の育成を目指す。具
体的には、受講生は複数の少数グループに分かれ、グ
ローバル社会で生じている多種多様な時事問題や社会
問題を題材に、問題の核心の探究、分析や考察に必要
な情報の選別、レポートの作成やプレゼンテーション
を通して、より専門性の高い研究を行うゼミⅢの導入
として機能させる。

専
門
科
目

ゼミナールⅢ

学生自身の興味・関心・将来的展望に従って、当該
学部所属の教員の１人を選択し、その教員の専門領域
や周辺領域について、より深く探求していくことを目
的とする。教員数と学生数との割合を鑑みるに、少人
数の集団が想定されるため、教員と学生との密な研究
的関わりが想定できる。授業の展開方法は各教員に一
任されることとなるが、典型的なアクティブ・ラーニ
ングが実践される。加えて、従来からもそうであった
が、教員にとっては、ゼミナールⅢに所属している学
生に対しては、少なからず将来設計を一緒に考えてい
く場でもある。

専
門
科
目

ゼミナールⅣ

ゼミナールⅢでの学習経験を生かし、卒業研究に向
けて研究テーマを設定し、研究を実践し、論文や実践
(アクション・リサーチ)報告に向けて、研鑽を積む。
この授業の位置づけとして学生に期待されているの
は、自身の卒業研究の経過報告を基にした具体的な議
論とゼミナールⅢを受講する学生に対するスチューデ
ント・アシスタント的な役割である。他者に伝えるこ
とや他者から指摘されることによるメタ認知の活性化
に期待したい。

最終的には、卒業研究として目に見える形で成果を
出し、発表を行う。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

国
際
社
会

ゼ
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ル
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平成28年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員 平成29年度

入学
定員

編入学
定員

収容
定員 変更の事由

開智国際大学 開智国際大学

　リベラルアーツ学部

3年次 3年次

　　総合経営学科 65 3 266 → 0 0 0

3年次 3年次

　　人間心理学科 40 1 162 0 0 0

3年次 3年次

　　総合文化学科 45 1 182 0 0 0

計 150 5 610

　国際教養学部

　　国際教養学科 78 ― 312 学部の設置（届出）

　教育学部

　　教育学科 学部の設置（認可申請）

　　　初等教育専攻 48 ― 192

　　　中等教育専攻 24 ― 96

計 150 ― 600

平成29年4月（編入学生は平成
31年4月）学生募集停止

学校法人　日本橋女学館　　　　設置認可等に関わる組織の移行表

平成29年4月（編入学生は平成
31年4月）学生募集停止

平成29年4月（編入学生は平成
31年4月）学生募集停止
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開智国際大学 千葉県内におけるキャンパス位置 

開智国際大学 

柏市 
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最寄駅からのアクセス方法

JR 常磐線・東武アーバンパークライン　柏駅　中央改札を出て東口より

・阪東バス「戸張」行　乗車約 10 分、「柏学園前」下車、徒歩約 3分

・徒歩　約 20 分

柏学園前

日本橋学館大学
開智国際大学

セブンイレブン

マクドナルド

柏市立第五小学校

東台本町
交差点 戸張入口

交差点

シミズメガネ

柏学園前

日本橋学館大学学
開智国際大学

セブンイレブンセ

マクドナルドド

柏市立第五小学校五小学校

東台本町
交差点 戸張入口

交差点

シミズメガネネミ メガネシ
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敷地面積：25,783㎡(校地面積21,707㎡、その他面積4,076㎡)
校舎面積：   8,079㎡

校地面積不算入

国際教養学部使用棟

校舎配置図

記念碑

図書館

（自転車）

駐輪場

守衛室(12㎡)

正門

運動場

体育館

2号館(1,903㎡)

１号館(4,159㎡)

図書館(2,005㎡)

駐車場

-
3
-
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開 智 国 際 大 学 学 則（案） 

 

   第１章 総  則 

 

 （目  的） 

第１条 開智国際大学（以下「本学」という。）は、総合的創造的な学術技術を研究教授し

て、社会においてこれを躬行実践、気品知徳の模範として指導的役割を果たす人材を育

成するとともに、広く国際社会全体の平和と文化の発展に寄与することを目的とする。 

 （自己点検・評価） 

第２条 本学は、その教育研究の向上を図り、前条の目的を達成するため、教育研究活動 

 等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

 

 

   第２章  組  織 

 

 （学部・学科及び人材の養成に関する教育上の目的） 

第３条 本学に次の学部・学科を置き、入学定員及び収容定員は次のとおりとする。 

学部・学科 入学定員 収容定員 

国際教養学部 

国際教養学科 
７８名 ３１２名 

 

２ 人材の養成に関する教育上の目的は、次に掲げるとおりとする。 

・国際教養学部国際教養学科  

日本を学び、異文化を学び、グローバル社会に対応できる英語を学び、それらを基盤

として社会に貢献できる能力を持つ人材の養成を主たる目的とする。  

 （附属図書館） 

第４条  本学に、附属図書館を置く。 

 

 

   第３章 教職員組織 

 

 （教職員） 

第５条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員及びその 

 他必要な職員を置く。 

 （事務局） 

第６条 本学に、事務局を置く。 

 

 

   第４章 教授会 

 

 （教授会） 

第７条 本学に、教育研究に関する重要事項等を審議するため教授会を置く。 

 （教授会の構成） 

第８条  教授会は、学長、教授をもって構成する。 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、教授会に准教授その他の 

 教職員を加えることができる。 
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 （その他） 

第９条  この章に定めるもののほか、教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   第５章  学年、学期及び休業日 

 

 （学 年） 

第10条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 （学 期） 

第11条  学年を次の２学期に分ける。 

    前期  ４月１日から９月３０日まで 

    後期   １０月１日から翌年３月３１日まで 

 （休業日） 

第12条  休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律に定める日 

 (3) 創立記念日 

(4) 夏期休業 ７月２１日から９月２０日まで 

(5) 冬期休業 １２月２１日から翌年１月１０日まで 

(6) 春期休業 ３月１６日から３月３１日まで  

２ 必要がある場合は、学長は、前項の休業日を変更し、又は臨時の休業日を定めること 

 ができる。 

３ 学長は、特に必要があると認めるときは、休業日においても臨時の授業日を設ける 

 ことができる。 

 

 

   第６章  修業年限及び在学年限 

 

 （修業年限） 

第13条 学部の修業年限は、４年とする。 

 （最長在学年限） 

第14条 学生は８年を超えて在学することができない。ただし、転入学及び再入学した学

生は、その者の在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

 

 

   第７章 入 学 

 

 （入学の時期） 

第15条 入学の時期は、学年の始めとする。ただし、転入学及び再入学については、学期 

 の始めとすることができる。 

 （入学の資格） 

第16条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

 (1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

 (2) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ 

  に相当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (3) 外国において、学校教育における 12 年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で

文部科学大臣の指定した者  

 (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育 
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  施設の当該課程を修了した者 

 (5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め 

  る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定 

  める日以後に修了した者 

 (6) 文部科学大臣の指定した者 

 (7) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1 号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

 (8) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学 

    力があると認めた者で、１８歳に達した者 

 （入学の出願） 

第17条 本学への入学を志願する者は、入学願書に所定の検定料及び別に定める書類を 

 添えて願い出なければならない。 

 （入学者の選考） 

第18条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

 （入学手続き及び入学許可） 

第19条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、 

 誓約書、身元保証書その他所定の書類を提出するとともに、所定の入学金等を納付 

 しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 （転入学・再入学） 

第20条 次の各号のいずれかに該当する者で、本学への入学を志願する者があるときは、 

 選考のうえ、相当年次に入学を許可することができる。 

 (1) 大学を卒業した者又は退学した者 

 (2) 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業 

した者 

 (3) 学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 92 条の 3 に定める従前の規程

による高等学校、専門学校又は教員養成諸学校等の課程を修了し、又は卒業した者 

２ 前項の規程により入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取り 

 扱い、並びに在学すべき年数については、学長が決定する。 

 

 

   第８章 教育課程及び履修方法等 

 

 （授業科目） 

第21条 授業科目を分けて、共通科目、専門科目とする。 

２ 前項の授業科目の種類・単位数等は、別表第１のとおりとする。 

第22条 （削除） 

 

 （単位計算方法） 

第23条 授業科目の単位計算方法は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする 

 内容をもって構成することとし、授業の方法に応じ次の基準によるものとする。 

(1) 講義、演習については、１５時間から３０時間の講義、演習をもって１単位と 

する。 

(2) 実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間の実験、実習又は実技を 

もって１単位とする。 

 （単位の授与） 

第24条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

 （他大学等における授業科目の履修等） 
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第25条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、学生に 

 当該他大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。 

２ 前項の規程により修得した単位については、６０単位を限度として卒業要件単位とし 

て認めることができる。 

 （大学以外の教育施設等における学修） 

第26条 教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修 

 その他文部科学大臣が別に定める学修を本学における授業科目の履修とみなし、単位を 

 与えることができる。 

２ 前項により与えることができる単位数は、前条により本学において修得したものと 

 みなす単位数と合わせて６０単位を超えないものとする。 

 （入学前の既修得単位等の認定） 

第27条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学に 

 おいて履修した授業科目について修得した単位（科目等履修により修得した単位を 

 含む。）を本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する 

 学修を本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、転入学等の

場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、合わせて６０単位を超

えないものとする。 

 （本学以外での履修の許可） 

第28条 本学学生として、第 25 条及び第 26 条に定める大学等で授業科目の履修を希望す

る者は、学長の許可を得なければならない。 

 

 （成 績） 

第29条 授業科目の試験等の成績は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５種の評語をもって表わし、

Ｃ以上を合格とする。 

 

 

   第９章 休学・転学部・留学及び退学 

 

 （休 学） 

第30条 疾病その他特別の理由により３カ月以上修学することができない者は、学長の 

 許可を得て休学することができる。なお、休学手続きの方法は別に定める。 

２ 疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ず 

 ることができる。 

 （休学期間） 

第31条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度と 

 して休学期間の延長を認めることができる。 

２ 休学期間の始期は月初とし、終期は学期末又は学年末とする。 

３ 休学期間は、通算して４年を超えることができない。 

４ 休学期間は、第 14 条の在学年限に算入しない。 

５ 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

 （転学部） 

第32条 他学部への転学部を希望する者がある時は、所定の審議を経て、学長が決定する。 

 （留 学） 

第33条 外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、学長の許可を得なけれ 

 ばならない。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第 37 条に定める在学期間に含めることができる。 
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３ 第 25 条の規定は、外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

 （退 学） 

第34条 退学しようとする者は、学長の許可を受けなければならない。 

 （除 籍） 

第35条 次の各号のいずれかに該当する者は、学長が除籍する。 

 (1) 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

 (2) 第 14 条に定める在学年限を超えた者 

 (3) 第 31 条第 3 項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

 (4) 長期間にわたり行方不明の者 

 

 

   第１０章 進級、卒業及び学位 

 

 （進 級） 

第36条  上級学年への進級に関し必要な事項は、別に定める。 

 （卒 業） 

第37条 本学に４年以上在学し、次の各号に定める単位を含め、１２６単位以上を修得し

た者については、教授会の議を経て、学長が卒業を認定する（詳細は別に定める）。 

２ 学長は、卒業を認定した者に対して、卒業証書を授与する。 

 （卒業延期制度） 

第37条の 2 卒業を認定された者が、卒業の延期を希望する場合は、学長の許可を得なけ 

ればならない。 

２ 卒業延期に関し必要な事項は、別に定める。 

 （学 位） 

第38条 卒業した者には、次の区分に従い、学士の学位を授与する。 

国際教養学部国際教養学科 学士(国際教養学) 

 

 

   第１１章 賞 罰 

 

 （表 彰） 

第39条 学生として表彰に値する行為があった者は、学長が表彰する。 

 （懲 戒） 

第40条 次の各号のいずれかに該当する者に対しては、教授会の意見を聴いて、学長が懲

戒する。 

 (1)  性行不良で改善の見込みがない者 

 (2)  学内の秩序を乱した者 

 (3)  本学の体面をけがした者 

 (4)  その他学生としての本分に著しく反した者 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学、受験停止及び訓告とする。 

 

 

   第１２章 科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生 

 

第41条 （削除） 

 （科目等履修生） 

第42条 本学の学生以外の者で、本学の一又は複数の授業科目の履修を志願する者がある 
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 ときは、教育に支障のない場合に限り、選考のうえ科目等履修生として履修を許可する 

 ことがある。 

 （特別聴講学生） 

第43条 他の大学又は短期大学の学生で、本学において授業科目の履修を志願する者が 

 あるときは、当該他大学又は短期大学との協議に基づき、特別聴講学生として履修を 

 許可することがある。 

 （外国人留学生） 

第44条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願 

 する者があるときは、選考のうえ、外国人留学生として入学を許可することがある。 

 （その他） 

第45条 科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

   第１３章 検定料、入学金及び授業料等 

 

 （検定料等の金額） 

第46条 検定料、入学金及び授業料等の金額は、別表第２のとおりとする。なお、免除、

減免等については、別に定める。 

 （授業料等の納期） 

第47条 授業料等は毎年前期分を４月１日までに、後期分を１０月１日までに納入する 

 ものとする。 

 （退学及び停学の場合の授業料等） 

第48条 学期の中途で退学し又は除籍された者の当該期分の授業料等は徴収する。 

２ 停学期間中の授業料等は徴収する。 

 （休学の場合の授業料） 

第49条 休学を許可され又は命ぜられた者については、休学期間の授業料を免除する。 

 （復学等の場合の授業料） 

第50条 学期の中途において、復学又は入学した者は、復学又は入学した月から当該期末 

 までの授業料を復学又は入学した月に納付しなければならない。                  

 （学年の中途で卒業する場合の授業料等）                                         

第51条 学年の中途で卒業する見込みの者は、卒業する見込みの月までの授業料等を納付 

 するものとする。                                                              

 （納付した授業料等） 

第52条 納付した検定料、入学金及び授業料等は原則として返付しない。 

 

 

   第１４章 公開講座 

 

 （公開講座） 

第53条 社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座を開設すること 

 ができる。 

 

 

   附 則 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 平成１２年度から平成１４年度までの収容定員は、第３条第２項の規定にかかわらず 

 次のとおりとする。 
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学部・学科 年  度 収 容 定 員 

人文経営学部 

人文経営学科 

平成１２年度 ２５０名 

平成１３年度 ５００名 

平成１４年度 
７７０名 

（編入学定員３年次２０名含む） 

 

   附 則 

１ この学則は、平成１６年４月１日から施行する。ただし、施行前に入学した者及び 

 平成１７年度までに編入学した者に対する第３条、第２１条、第３７条、第３８条の 

 規定の適用については、なお従前の例による。 

２ 平成１６年度から平成１８年度までの収容定員は、第３条第２項の規定にかかわらず 

 次のとおりとする。 

 

年  度 学部・学科 収 容 定 員 

平成１６年度 

人文経営学部 

 人間関係学科 

 国際経営学科 

 文化芸術学科 

 

１２５名 

１００名 

３２名 

平成１７年度 

人文経営学部 

 人間関係学科 

 国際経営学科 

 文化芸術学科 

 

２５０名 

２００名 

６４名 

平成１８年度 

人文経営学部 

 人間関係学科 

 

 国際経営学科 

 

 文化芸術学科 

 

３７７名 

（編入学定員３年次２名含む） 

３０２名 

（編入学定員３年次２名含む） 

９８名 

（編入学定員３年次２名含む） 

    

附 則 

 この学則は、平成１７年４月１日から施行する。ただし、平成１５年度までに入学 

した者及び平成１７年度までに編入学した者に対する第３条、第２１条、第３７条、 

第３８条の規定の適用については、なお従前の例による。 

 

   附 則 

 この学則は、平成１９年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

１ この学則は、平成２１年４月１日から施行する。ただし、施行前に入学した者及び 

 平成２２年度までに編入学した者に対する第３条、第２１条、第２２条、第２４条、第

２９条、第３２条、第３７条、第３８条の規定の適用については、なお従前の例による。 

２ 施行前に入学した者及び平成２２年度までに編入学した者のうち、学芸員の資格を取

得しようとする者は、前項にかかわらず第２１条に定める授業科目のうち学芸員課程履

修に必要な授業科目を履修できるものとし、第２４条第３項に従い、必要な単位を修得

しなければならない。 

３ 平成２１年度から平成２３年度までの収容定員は、第３条第２項の規定にかかわらず 

 次のとおりとする。 

 

年  度 学部・学科 収 容 定 員 
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平成２１年度 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科             ９５名 

人間心理学科             ４０名 

総合文化学科             ９０名 

平成２２年度 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科            １９０名 

人間心理学科             ８０名 

総合文化学科            １８０名 

平成２３年度 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科            ２９０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

人間心理学科            １２５名 

（編入学定員３年次５名含む） 

総合文化学科            ２７５名 

（編入学定員３年次５名含む） 

 

   附 則 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。 

２ 平成２３年度から平成２５年度までの収容定員は、第３条第２項の規定にかかわらず

次のとおりとする。 

 

年  度 学部・学科 収 容 定 員 

 

 

平成２３年度 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科            ２６０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

人間心理学科            １２５名 

（編入学定員３年次５名含む） 

 
総合文化学科            ２３０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

平成２４年度 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科            ３３０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

人間心理学科            １７０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

総合文化学科            ２８０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

平成２５年度 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科            ３００名 

（編入学定員３年次５名含む） 

人間心理学科            １７０名 

（編入学定員３年次５名含む） 

総合文化学科            ２３５名 

（編入学定員３年次５名含む） 

 

   附 則 

１ この学則は、平成２３年３月２５日から施行する。ただし、平成２０年度までに入学 

 した者及び平成２２年度までに編入学した者に対する第３条、第２１条、第２２条、第

２４条、第２９条、第３２条、第３７条、第３８条の規定の適用については、なお従前

の例による。 

２ 平成２０年度までに入学した者及び平成２２年度までに編入学した者のうち、学芸員

の資格を取得しようとする者は、前項にかかわらず第２１条に定める授業科目のうち学

芸員課程履修に必要な授業科目を履修できるものとし、第２４条第３項に従い、必要な

単位を修得しなければならない。 
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   附 則 

１ この学則は、平成２３年４月１日から施行する。ただし、平成２０年度までに入学し

た者及び平成２２年度までに編入学した者に対する第３条、第２１条、第２２条、第２

４条、第２９条、第３２条、第３７条、第３８条の規定の適用については、なお従前の

例による。 

２ 平成２０年度までに入学した者及び平成２２年度までに編入学した者のうち、学芸員

の資格を取得しようとする者は、前項にかかわらず第２１条に定める授業科目のうち学

芸員課程履修に必要な授業科目を履修できるものとし、第２４条第３項に従い、必要な

単位を修得しなければならない。 

 

   附 則 

１ この学則は、平成２４年４月１日から施行する。ただし、施行前までに入学した者及

び平成２５年度までに編入学した者に対する第２１条第２項の規定の適用については、

なお従前の例による。 

２ 平成２０年度までに入学した者及び平成２２年度までに編入学した者のうち、学芸員

の資格を取得しようとする者は、前項にかかわらず第２１条に定める授業科目のうち学

芸員課程履修に必要な授業科目を履修できるものとする。  

 

   附 則 

 この学則は、平成２５年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２５年度までに入学 

した者及び平成２７年度までに編入学した者に対する第２１条、第３７条の規定の適用に

ついては、なお従前の例による。 

 

   附 則 

 この学則は、平成２６年４月１日から施行する。ただし、平成２５年度までに入学 

した者及び平成２７年度までに編入学した者に対する第２１条の規定の適用については、

なお従前の例による。 

 

   附 則 

 この学則は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この学則は、平成２７年４月１日から施行する。ただし、平成２５年度までに入学 

した者及び平成２７年度までに編入学した者に対する第２１条の規定の適用については、

なお従前の例による。 

 

   附 則 

１ この学則は、平成２８年４月１日から施行する。 

２ 平成２８年度の収容定員は、第３条の規定にかかわらず次のとおりとする。 

 

年  度 学部・学科 収 容 定 員 

 

リベラルアーツ学部  

総合経営学科            ２６８名 

（編入学定員３年次３名含む） 

平成２８年度 人間心理学科            １６６名 
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 （編入学定員３年次１名含む） 

 
総合文化学科            １８６名 

（編入学定員３年次１名含む） 

 

附 則 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、施行前に入学した者及び 

 平成３０年度までに編入学した者に対する第３条、第１４条、第２０条、第２１条、第

２４条、第２７条第３項、第３２条、第３７条、第３８条、第４６条別表第２の規定の

適用については、なお従前の例による。 

２ 平成２９年度から平成３１年度までの収容定員は、第３条第２項の規定にかかわらず 

 次のとおりとする。 

 

年  度 学部・学科 収 容 定 員 

平成２９年度 国際教養学部国際教養学科 ７８名 

平成３０年度 国際教養学部国際教養学科 １５６名 

平成３１年度 国際教養学部国際教養学科 ２３４名 

 



必　修 選　択

英語ＡⅠ 1

英語ＡⅡ 1

英語ＢⅠ 1

英語ＢⅡ 1

英語ＣⅠ 1

英語ＣⅡ 1

英語ＤⅠ 1

英語ＤⅡ 1

英語ＥⅠ 1

英語ＥⅡ 1

英語ＦⅠ 1

英語ＦⅡ 1

英語ＧⅠ 1

英語ＧⅡ 1

論理的思考法 2

論理的表現法 2

プレゼンテーションＡ（日本語） 2

プレゼンテーションＢ（English） 2

哲学 2

倫理学 2

宗教学 2

心理学概論 2

芸術学 2

日本文学史 2

史学概論 2

憲法 2

法学 2

政治学 2

経済学 2

経営学 2

社会学 2

生物学 2

人間工学 2

物理学 2

地球科学 2

数学 2

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

フランス語Ⅰ 1

フランス語Ⅱ 1

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

日本語能力試験対策Ⅰ 1 留学生用

日本語能力試験対策Ⅱ 1 留学生用

グローバル社会を生きるＡ 2

グローバル社会を生きるＢ 2

自
然
科
学

外
国
語

（国際教養学部国際教養学科）

科目
区分

授業科目の名称

別表第１

総
合

備考

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

英
語

論
理
的
思
考
／
表
現

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人
文
科
学

社
会
科
学

単位数
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必　修 選　択

科目
区分

授業科目の名称 備考
単位数

キャリアデザインⅠ 2

キャリアデザインⅡ 2

キャリアデザインⅢ 2

キャリアデザインⅣ 2

インターンシップ 2

スポーツ実技Ⅰ 1

スポーツ実技Ⅱ 1

健康づくり運動論 2

情報機器の操作Ⅰ 2

情報機器の操作Ⅱ 2

情報処理概論 2

Human Studies 特論 2

Social Studies 特論 2

Local & Regional Studies 特論 2

Global Studies 特論 2

Human Studies 演習 2

Social Studies 演習 2

Local & Regional Studies 演習 2

Global Studies 演習 2

国際社会貢献研究 2

地域社会貢献研究 2

宗教人類学 2

死生学 2

心理学研究法Ａ 2

心理学研究法Ｂ 2

神経心理学 2

知覚心理学 2

認知心理学 2

心理統計学基礎 4

心理学基礎実験 3

教育心理学 2

発達心理学 2

青年心理学 2

心身の発達と学習過程 2

臨床心理学 2

パーソナリティ心理学 2

障がい児・者の心理学 2

心理アセスメント演習Ａ 2

心理アセスメント演習Ｂ 2

臨床心理実務倫理 2

医学概論 2

精神医学 2

認知行動療法 2

精神分析学 2

心理面接基礎演習Ａ 4

心理面接基礎演習Ｂ 4

臨床心理実地実習 5

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

キ
ャ

リ
ア

ス

ポ
ー

ツ

／

健

康

情
報

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

国
際
教
養

総
合
講
座

総
合
演
習

人
間
理
解
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必　修 選　択

科目
区分

授業科目の名称 備考
単位数

家族心理学 2

学校心理学 2

社会心理学 2

コミュニティ心理学 2

健康心理学 2

犯罪非行心理学 2

産業・組織心理学 2

発達支援論 2

地域経済 2

アジア経済とビジネス 2

ヨーロッパ経済論 2

日本経済と社会 2

経済学Ⅰ 2

経済学Ⅱ 2

経済学史 2

経営学概論 2

経営管理論 2

人的資源管理論 2

経営組織論 2

会計学 2

簿記 2

マーケティング論 2

コーポレート・ファイナンス 2

企業の社会的責任 2

ビジネスと法 2

プロジェクト演習 4

ビジネス・プレゼンテーション 2

日本史通論 2

日本文化史 2

日本政治史 2

東アジア交渉史 2

現代日本の生活と文化 2

日本人論 2

日本のサブ・カルチャー 2

世界近現代史 2

歴史社会学 2

イギリスの生活と文化 2

アメリカの生活と文化 2

ドイツの生活と文化 2

フランスの生活と文化 2

ロシアの生活と文化 2

インドの生活と文化 2

中国の生活と文化 2

比較芸術論 2

ドイツ語会話Ⅰ 1

ドイツ語会話Ⅱ 1

フランス語会話Ⅰ 1

フランス語会話Ⅱ 1

中国語会話Ⅰ 1

中国語会話Ⅱ 1

異文化コミュニケーション 2

Career English 1

Practical Reading in English 1

地
域
・
経
済

文
化
・
言
語

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目
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必　修 選　択

科目
区分

授業科目の名称 備考
単位数

Practical English Listening 1

Ｍedia English 1

Interactive English Ⅰ 1

Interactive English Ⅱ 1

Assertion Training 1

English through Content 1

English and Culture 1

Debates in English 1

国際社会論 2

マスコミ論 2

グローバル化と日本社会 2

国際関係論 2

国際経済学 2

国際金融論 2

国際政治経済学 2

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2

国際ビジネス・リテラシー 2

アントルプレナー論 2

イベント・プロデュースＡ 2

イベント・プロデュースＢ 2

海外研修ＡⅠ 4

海外研修ＡⅡ 4

海外研修ＢⅠ 4

海外研修ＢⅡ 4

海外研修ＣⅠ 4

海外研修ＣⅡ 4

ビジネス統計 2

情報管理 2

情報管理演習Ⅰ 2

情報管理演習Ⅱ 2

情報システム論 2

情報処理演習Ⅰ 2

情報処理演習Ⅱ 2

マルチメディア演習 2

ネットワーク論 2

情報イノベーション 2

ゼミナールⅠ 2

ゼミナールⅡ 2

ゼミナールⅢ 4

ゼミナールⅣ 4

卒業要件：必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位
以上修得すること。ただし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、
これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文
化」「アメリカの生活と文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文
化」「ロシアの生活と文化」「インドの生活と文化」「中国の生活と文化」の８
科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

国
際
社
会

ゼ
ミ
ナ
ー

ル

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

文
化
・
言
語
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別表第２ 

検 定 料        ２０,０００円 

入 学 金       ２５０,０００円      

授 業 料       ９００,０００円     

 （前期：４５０,０００円 後期４５０,０００円）

施設設備資金        ８０,０００円     

 （前期：４０,０００円 後期：４０,０００円） 
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変更事項を記載した書類及び変更部分の新旧対照表 
 

１．変更の事由及び変更点 

変更の事由は、リベラルアーツ学部を廃止して国際教養学部を設置することに伴い、教育課程及び履修方

法に係る条項等を新たに整備する必要があるためである。 

また、平成 29（2018）年度から学校法人開智学園と合併（申請準備中・本年５月申請書類提出予定）を

予定しているため、目的について「学校法人日本橋女学館」に関する表記を削除する（別途、目的の変更に

ついて届出予定）。 

主な変更点は、①目的の変更、②学部・学科及び人材の養成に関する教育上の目的の変更、③授業科目（別

表第１関係）の変更、④卒業要件、学位の変更、⑤授業料等（別表第２関係）の変更である。 

 

２．変更部分の新旧対照表 
 

新 旧 

 

開 智 国 際 大 学 学 則（案） 

 

   第１章 総  則 

 

 （目  的） 

第１条 開智国際大学（以下「本学」という。）は、総合的創造的な

学術技術を研究教授して、社会においてこれを躬行実践、気品知徳

の模範として指導的役割を果たす人材を育成するとともに、広く国

際社会全体の平和と文化の発展に寄与することを目的とする。 

 

 

（略） 

 

   第２章  組  織 

 

 （学部・学科及び人材の養成に関する教育上の目的） 

第３条 本学に次の学部・学科を置き、入学定員及び収容定員は次の

とおりとする。 

学部・学科 入学定員 収容定員 

国際教養学部 

国際教養学科 
７８名 ３１２名 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 人材の養成に関する教育上の目的は、次の各号に掲げるとおりと

する。 

  ・国際教養学部国際教養学科 
   日本を学び、異文化を学び、グローバル社会に対応できる英語

を学び、それらを基盤として社会に貢献できる能力を持つ人材の

養成を主たる目的とする。 

 

 

 

 

 

（略） 

 

第６章 修業年限及び在学年限 

    

（略） 

（最長在学年限） 

第 14 条 学生は８年を超えて在学することができない。ただし、転

 

開 智 国 際 大 学 学 則 

 

   第１章 総  則 

 

 （目  的） 

第１条 開智国際大学（以下「本学」という。）は、学校法人日本橋

女学館草創の精神に則り、質実穏健の人格を育成し、総合的創造的

な学術技術を研究教授して、社会においてこれを躬行実践、気品知

徳の模範として指導的役割を果たす人材を育成するとともに、広く

国際社会全体の平和と文化の発展に寄与することを目的とする。 

 

（略） 

 

   第２章  組  織 

 

 （学部・学科及び人材の養成に関する教育上の目的） 

第３条 本学に次の学部・学科を置き、入学定員及び収容定員は次の

とおりとする。 

学部・学科 入学定員 
編入学定員 

(３年次) 
収容定員

リベラルアーツ学部    

総合経営学科 ６５名 ５名 ２７０名

人間心理学科 ４０名 ５名 １７０名

総合文化学科 ４５名 ５名 １９０名

 １５０名 １５名 ６３０名

 
２ 人材の養成に関する教育上の目的は、次の各号に掲げるとおりと

する。 

 (1) 総合経営学科 

  実学と教養を身につけ社会に貢献できる職業人の養成 

(2) 人間心理学科 

  科学的思考法を身につけ客観性と公正さを持つ人間性豊かな人

材の養成 

(3) 総合文化学科 

  人間の文化全般にわたる教養にうらうちされた豊かで柔軟な精

神を持った人材の養成 

 

（略） 

 

   第６章 修業年限及び在学年限 

 

（略） 

 （最長在学年限） 

第 14 条 学生は８年を超えて在学することができない。ただし、編
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入学及び再入学した学生は、その者の在学すべき年数の２倍に相当

する年数を超えて在学することができない。 

 

 

第７章 入 学 

（略） 

 （転入学・再入学） 

第 20 条 次の各号のいずれかに該当する者で、本学への入学を志願

する者があるときは、選考のうえ、相当年次に入学を許可すること

ができる。 

 (1)             （略）  

 (2)             （略）  

 (3)             （略）  

２ 前項の規程により入学を許可された者の既に履修した授業科目

及び単位数の取り扱い、並びに在学すべき年数については、学長が

決定する。 

 

 

 

   第８章 教育課程及び履修方法等 

 

 （授業科目） 

第 21 条 授業科目を分けて、共通科目、専門科目とする。 

 

 

 

（略） 

 （単位の授与） 

第 24 条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単

位を与える。 

２               削除 

 

３               削除 

 

 

 
 

（他大学等における授業科目の履修等） 

第 25 条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協

議に基づき、学生に当該他大学又は短期大学の授業科目を履修させ

ることができる。 

２ 前項の規程により修得した単位については、６０単位を限度とし

て卒業要件単位として認めることができる。 

 

（略） 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第 27 条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大

学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位

（科目等履修により修得した単位を含む。）を本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２              （略） 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単

位数は、転入学等の場合を除き、本学において修得した単位以外の

ものについては、合わせて６０単位を超えないものとする。 

  

（本学以外での履修の許可） 

第 28 条 本学学生として、第 25 条及び第 26 条に定める大学等で授

業科目の履修を希望する者は、学長の許可を得なければならない。

 

（略） 

 

 （転学部） 

第32条 他学部への転学部を希望する者がある時は、所定の審議を経

て、学長が決定する。 

（略） 

 （除 籍） 

第 35 条 次の各号のいずれかに該当する者は、学長が除籍する。 

  

（略） 

 

 

入学、転入学及び再入学した学生は、その者の在学すべき年数の２

倍に相当する年数を超えて在学することができない。 

 

    

第７章 入 学 

（略） 

 （編入・転入学・再入学） 

第 20 条 次の各号のいずれかに該当する者で、本学への入学を志願

する者があるときは、選考のうえ、相当年次に入学を許可すること

ができる。 

 (1)             （略）  

 (2)             （略）  

 (3)             （略）  

２ 前項の規程により入学を許可された者の既に履修した授業科目

及び単位数の取り扱い、並びに在学すべき年数については、教授会

の議を経て、学長が決定する。 

 

 

 

   第８章 教育課程及び履修方法等 

 

 （授業科目） 

第 21 条 授業科目を分けて、共通科目（英語、論理的日本語表現、

プレゼンテーション、アクティブワーク、リベラルアーツ基礎、キ

ャリア、スポーツ･健康、情報）、専門科目、教職に関する科目とす

る。 

（略） 

 （単位の授与） 

第 24 条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単

位を与える。 

２  教員免許状を得ようとする者は、別に定める「教職課程履修規程」

に従い、必要な授業科目の単位を修得しなければならない。 

３ 学芸員の資格を取得しようとする者は、別に定める「学芸員課程

履修規程」に従い、必要な授業科目の単位を修得しなければならな

い。 

  
 

（他大学等における授業科目の履修等） 

第 25 条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協

議に基づき、学生に当該他大学又は短期大学の授業科目を履修させ

ることができる。 

２ 前項の規程により修得した単位については、教授会の議に基づ

き、６０単位を限度として卒業要件単位として認めることができ

る。 

（略） 

（入学前の既修得単位の認定） 

第 27 条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大

学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位

（科目等履修により修得した単位を含む。）を本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２              （略） 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単

位数は、編入学、転入学等の場合を除き、本学において修得した単

位以外のものについては、合わせて６０単位を超えないものとす

る。 

 （本学以外での履修の許可） 

第 28 条 本学学生として、第 25 条及び第 26 条に定める大学等で授

業科目の履修を希望する者は、教授会の議を経て、学長の許可を得

なければならない。 

（略） 

 

 （転 科） 

第32条 他学科への転科を希望する者がある時は、教授会の議を経

て、学長が決定する。 

（略） 

 （除 籍） 

第 35 条 次の各号のいずれかに該当する者は、教授会の議を経て、

学長が除籍する。 

（略） 
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   第１０章 進級、卒業及び学位 

 

（略） 

 （卒 業） 

第 37 条 本学に４年以上在学し、次の各号に定める単位を含め、１

２６単位以上を修得した者については、教授会の議を経て、学長が

卒業を認定する（詳細は別に定める）。 

 

 

 

 

 

（略） 

 （学 位） 

第 38 条 卒業した者には、次の区分に従い、学士の学位を授与する。

 

国際教養学部国際教養学科 学士(国際教養学) 

 

 

 

 

 

   第１１章 賞 罰 

 

 （表 彰） 

第 39 条 学生として表彰に値する行為があった者は、学長が表彰す

る。 

（懲 戒） 

第 40 条 次の各号のいずれかに該当する者に対しては、教授会の意

見を聴いて、学長が懲戒する。 

  

（略） 

 

 

   附 則 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 平成１２年度から平成１４年度までの収容定員は、第３条第２項

の規定にかかわらず次のとおりとする。 

 

学部・学科 年  度 収 容 定 員 

人文経営学部 

人文経営学科 

平成１２年度 ２５０名 

平成１３年度 ５００名 

平成１４年度
７７０名 

（編入学定員３年次２０名含む）

 

（略） 

 

附 則 

１ この学則は、平成２９年４月１日から施行する。ただし、施行前

に入学した者及び平成３１年度までに編入学した者に対する第３

条、第１４条、第２０条、第２１条、第２４条、第２７条第３項、

第３２条、第３７条、第３８条、第４６条別表２の規定の適用につ

いては、なお従前の例による。 

２ 平成２９年度から平成３１年度までの収容定員は、第３条第２項

の規定にかかわらず次のとおりとする。 

 
年 度 学部・学科 収 容 定 員 

平成２９年度 国際教養学部国際教養学科 ７８名 

平成３０年度 国際教養学部国際教養学科 １５６名 

平成３１年度 国際教養学部国際教養学科 ２３４名 

 

   第１０章 進級、卒業及び学位 

 

（略） 

 （卒 業） 

第 37 条 本学に４年以上在学し、次の各号に定める単位を含め、１

２６単位以上を修得した者については、教授会の議を経て、学長が

卒業を認定する。 

 (1)  共通科目  ２８単位以上 

       （うち、英語１０単位、リベラルアーツ基礎１２単位、

キャリア２単位、スポーツ･健康２単位、情報２単

位） 

 (2)  専門科目  ６４単位以上 

（略） 

 （学 位） 

第 38 条 卒業した者には、次の区分に従い、学士の学位を授与する。

 

 
総合経営

学科 

人間心理

学科 

総合文化

学科 

リベラルアーツ学部 
学士(総合

経営学) 

学士(人間

心理学) 

学士(総合

文化学)

    

 

   第１１章 賞 罰 

 

 （表 彰） 

第 39 条 学生として表彰に値する行為があった者は、教授会の議を

経て、学長が表彰する。 

 （懲 戒） 

第 40 条 次の各号のいずれかに該当する者に対しては、教授会の議

を経て、学長が懲戒する。 

  

（略） 

 

 

   附 則 

１ この学則は、平成１２年４月１日から施行する。 

２ 平成１２年度から平成１４年度までの収容定員は、第３条第２項

の規定にかかわらず次のとおりとする。 

 

学部・学科 年  度 収 容 定 員 

人文経営学部 

人文経営学科

平成１２年度 ２５０名 

平成１３年度 ５００名 

平成１４年度 
７７０名 

（編入学定員３年次２０名含む）

 

（略） 

 



必　修 選　択

英語ＡⅠ 1

英語ＡⅡ 1

英語ＢⅠ 1

英語ＢⅡ 1

英語ＣⅠ 1

英語ＣⅡ 1

英語ＤⅠ 1

英語ＤⅡ 1

英語ＥⅠ 1

英語ＥⅡ 1

英語ＦⅠ 1

英語ＦⅡ 1

英語ＧⅠ 1

英語ＧⅡ 1

論理的思考法 2

論理的表現法 2

プレゼンテーションＡ（日本語） 2

プレゼンテーションＢ（English） 2

哲学 2

倫理学 2

宗教学 2

心理学概論 2

芸術学 2

日本文学史 2

史学概論 2

憲法 2

法学 2

政治学 2

経済学 2

経営学 2

社会学 2

生物学 2

人間工学 2

物理学 2

地球科学 2

数学 2

ドイツ語Ⅰ 1

ドイツ語Ⅱ 1

フランス語Ⅰ 1

フランス語Ⅱ 1

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

日本語能力試験対策Ⅰ 1 留学生用

日本語能力試験対策Ⅱ 1 留学生用

グローバル社会を生きるＡ 2

グローバル社会を生きるＢ 2

キャリアデザインⅠ 2

キャリアデザインⅡ 2

キャリアデザインⅢ 2

キャリアデザインⅣ 2

インターンシップ 2

スポーツ実技Ⅰ 1

スポーツ実技Ⅱ 1

健康づくり運動論 2

情報機器の操作Ⅰ 2

情報機器の操作Ⅱ 2

情報処理概論 2

Human Studies 特論 2

Social Studies 特論 2

Local & Regional Studies 特論 2

Global Studies 特論 2

Human Studies 演習 2

Social Studies 演習 2

Local & Regional Studies 演習 2

Global Studies 演習 2

国際社会貢献研究 2

地域社会貢献研究 2

宗教人類学 2

死生学 2

心理学研究法Ａ 2

心理学研究法Ｂ 2

神経心理学 2

知覚心理学 2

認知心理学 2

心理統計学基礎 4

心理学基礎実験 3

共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

総
合
講
座

総
合
演
習

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
基
礎

外
国
語

総
合

キ
ャ

リ
ア

ス

ポ
ー

ツ

／

健

康

情
報

国
際
教
養

英
語

（新設）

論
理
的
思
考
／
表
現

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

（新設）

人
間
理
解

新 旧

別表第１
（国際教養学部国際教養学科）

科目
区分

授業科目の名称

単位数

備考
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必　修 選　択

教育心理学 2

発達心理学 2

青年心理学 2

心身の発達と学習過程 2

臨床心理学 2

パーソナリティ心理学 2

障がい児・者の心理学 2

心理アセスメント演習Ａ 2

心理アセスメント演習Ｂ 2

臨床心理実務倫理 2

医学概論 2

精神医学 2

認知行動療法 2

精神分析学 2

心理面接基礎演習Ａ 4

心理面接基礎演習Ｂ 4

臨床心理実地実習 5

家族心理学 2

学校心理学 2

社会心理学 2

コミュニティ心理学 2

健康心理学 2

犯罪非行心理学 2

産業・組織心理学 2

発達支援論 2

地域経済 2

アジア経済とビジネス 2

ヨーロッパ経済論 2

日本経済と社会 2

経済学Ⅰ 2

経済学Ⅱ 2

経済学史 2

経営学概論 2

経営管理論 2

人的資源管理論 2

経営組織論 2

会計学 2

簿記 2

マーケティング論 2

コーポレート・ファイナンス 2

企業の社会的責任 2

ビジネスと法 2

プロジェクト演習 4

ビジネス・プレゼンテーション 2

日本史通論 2

日本文化史 2

日本政治史 2

東アジア交渉史 2

現代日本の生活と文化 2

日本人論 2

日本のサブ・カルチャー 2

世界近現代史 2

歴史社会学 2

イギリスの生活と文化 2

アメリカの生活と文化 2

ドイツの生活と文化 2

フランスの生活と文化 2

ロシアの生活と文化 2

インドの生活と文化 2

中国の生活と文化 2

比較芸術論 2

ドイツ語会話Ⅰ 1

ドイツ語会話Ⅱ 1

フランス語会話Ⅰ 1

フランス語会話Ⅱ 1

中国語会話Ⅰ 1

中国語会話Ⅱ 1

異文化コミュニケーション 2

Career English 1

Practical Reading in English 1

Practical English Listening 1

Ｍedia English 1

Interactive English Ⅰ 1

Interactive English Ⅱ 1

Assertion Training 1

English through Content 1

English and Culture 1

Debates in English 1

人
間
理
解

文
化
・
言
語

（新設）

地
域
・
経
済

科目
区分

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

授業科目の名称

単位数

備考
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必　修 選　択

国際社会論 2

マスコミ論 2

グローバル化と日本社会 2

国際関係論 2

国際経済学 2

国際金融論 2

国際政治経済学 2

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2

国際ビジネス・リテラシー 2

アントルプレナー論 2

イベント・プロデュースＡ 2

イベント・プロデュースＢ 2

海外研修ＡⅠ 4

海外研修ＡⅡ 4

海外研修ＢⅠ 4

海外研修ＢⅡ 4

海外研修ＣⅠ 4

海外研修ＣⅡ 4

ビジネス統計 2

情報管理 2

情報管理演習Ⅰ 2

情報管理演習Ⅱ 2

情報システム論 2

情報処理演習Ⅰ 2

情報処理演習Ⅱ 2

マルチメディア演習 2

ネットワーク論 2

情報イノベーション 2

ゼミナールⅠ 2

ゼミナールⅡ 2

ゼミナールⅢ 4

ゼミナールⅣ 4

卒業要件： 必修科目として３２単位、選択科目として共通科目・専門科目の中から９４単位以上修得する
こと。ただし、選択科目には、次の①～④のとおり単位を修得し、これに含ませること。
①共通科目『リベラルアーツ基礎』の５分野の中から３分野以上１０単位修得。
②専門科目『国際教養／総合演習』の中から４単位修得。
③専門科目『文化・言語』の「現代日本の生活と文化」「イギリスの生活と文化」「アメリカ
の生活と文化」「ドイツの生活と文化」「フランスの生活と文化」「ロシアの生活と文化」
「インドの生活と文化」「中国の生活と文化」の８科目の中から４単位修得。
④専門科目の中から５０単位以上修得。

科目
区分

専
　
　
門
　
　
科
　
　
目

授業科目の名称

単位数

備考

ゼ
ミ
ナ
ー
ル

国
際
社
会

（新設）
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別表第２ 別表第２

（大学入試センター試験利用入試受験者は１０,０００円）

(前期：40,000円　後期：40,000円)

(前期：180,000円　後期：180,000円)

施設設備資金 ３６０,０００円

旧新

(前期：450,000円　後期：450,000円)

(前期：345,000円　後期：345,000円)

施設設備資金 ８０,０００円

入　 学　 金 ３５０,０００円

授　 業　 料 ９００,０００円

授　 業　 料 ６９０,０００円

検　 定　 料 　２０,０００円 種　　　　別 リベラルアーツ学部

入　 学　 金 ２５０,０００円 検　 定　 料 　３５,０００円
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○開智国際大学教授会規程 
 

(平成 11 年 9 月 29 日制定) 

 

第１条  開智国際大学学則第９条により、この規程を定める。 

 

第２条  教授会は、学長、教授をもって構成する。 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、教授会に准教授その他の教職員を加えるこ

とができる。 

 

第３条  教授会は、次の事項について審議し、意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学、卒業に関すること。 

（２）学位の授与に関すること。 

（３）その他教育研究に関する重要事項で、教授会の意見を聴くものとして学長が定めるもの。 

２ 教授会は、次の事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができるものとす

る。 

（１）教育課程に関すること。 

（２）学生の試験に関すること。 

（３）学生の団体及び学生生活に関すること。 

（４）学生の賞罰に関すること。 

（５）学則及び教育・研究に係わる規則の制定に関すること。 

（６）教員の人事に関すること（人事配置は除く）。 

（７）その他、学長が必要と認める事項 

 

第４条  教授会は、学長が招集し、その議長となる 

２  学長に事故があるとき、又は学長が欠けたときは、教授会が選出した教授がその議長となる。 

３  学長が退任する時期が近いとき、円滑な業務引き継ぎを行うため、次期学長予定者がその議長を務

めることができる。 

 

第５条  教授会は、構成員の 3分の 2以上の出席で成立し、議決には出席者過半数の賛成を必要とする。 

 

第６条  各種運営を円滑にするため、教授会の下部組織として次の委員会を置く。 

（１）人事委員会 

（２）アドミッション委員会 

（３）教務委員会 

（４）学生委員会 

（５）キャリア委員会 

（６）研究・図書・紀要委員会 

（７）自己評価委員会 

（８）国際交流委員会 

２  前項の委員会に必要な事項は、開智国際大学組織及び運営に関する規程において定める。 

 

 

 

附 則 

 この規程は、平成 12 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 19 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 20 年 4 月 1日から施行する。 
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附 則 

 この規程は、平成 21 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 23 年 7 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 23 年 12 月 21 日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 24 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 25 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 27 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 29 年 4 月 1日から施行する。 
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学部等の設置の趣旨等を記載した書類 

 
沿革 

明治 38（1905）年 5 月 日本橋女学館設立（現在、開智日本橋学園中学校、日本橋女学

館高等学校） 

昭和 62（1987）年 4月 日本橋女学館短期大学設立 

平成 12（2000）年 4月 短期大学を全面改組し「日本橋学館大学」を開校、 

平成 21（2009）年 4月 「人文経営学部」を改組して、「リベラルアーツ学部」を新設 

 

開智国際大学の将来構想と改革への取り組み 

学校法人日本橋女学館は平成 26（2014）年 4月 10 日に学校法人開智学園と「法人合併を

前提にした提携」および「学校の教育改革」等を行う基本合意を行った。この基本合意に

は開智学園が示した改革の方向性をもとに、日本橋女学館中学・高等学校及び日本橋学館

大学を改革していく合意がなされている。 

そして、日本橋学館大学は平成 27 年４月より「開智国際大学」と名称変更した。大学の

名称に冠した「開智」という名称は、学校法人開智学園の名誉学園長で、昨年度のノーベ

ル生理学・医学賞を受賞した大村智博士の命名によるものである。 

名称変更に伴い、「国際化への対応」と「探究型教育」の二本柱を教学の柱に据えて、定

員 150 名のリベラルアーツ学部を改組し、「国際教養学部」（１学年定員 78 名、事前相談の

結果、届出による設置が可とされている）と「教育学部」（１学年定員 72 名、設置認可申

請中）の 2 学部制にし、それによって学びの領域を拡げ、受験生の興味を喚起し、受験生

を増やすことによって、学生の質の向上を行い、あわせて大幅定員未充足の解消を図りた

いと考えている。 

平成 29（2017）年 4 月より、学校法人日本橋女学館と学校法人開智学園は法人合併し、

学校法人開智学園として新しい歩みを始めることが、両法人の理事会・評議員会で承認さ

れている。両法人の合併により、学校法人開智学園は、小学校から大学までの一貫教育の

学園として新たにスタートすることになる。教育・研究機関として本学は、新たな使命を

果たすべく、教育・研究の更なる質の向上を目指すとともに、学園内への情報の発信にも

努めなければならない。 

国際教養学部国際教養学科は「英語をはじめとする確かな語学力、対人関係能力、問題

解決能力に優れ、多様性を認めながら自由な発想ができる国際社会に貢献できる人材の育

成」、教育学部教育学科は「教育を通して社会に貢献する使命感を持ち、教育に対する深い

理解と専門的な知識並びに実践的指導力を有し、新しい教育的な課題に対応できる教育者

の養成」という教育目標を掲げ、幅広い職業人の養成を行う大学として社会に貢献してい

くことを目指している。 
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① 設置の趣旨及び必要性 

本学は、「英語をはじめとする確かな語学力、対人関係能力、問題解決能力に優れ、多

様性を認めながら自由な発想ができる国際社会に貢献できる人材の育成」を主たる目的

として、平成 29（2017）年 4 月を期して、千葉県柏市にある現在のキャンパスに、国際

教養学部国際教養学科を届出により設置するために申請するものである。 

 

ア 設置の趣旨 

 

１ 国際教養学部の設置に至る社会的背景 

IT の劇的な進化、経済のボーダレス化は、21 世紀を迎えて、一気に加速度的にグ

ローバル化をもたらした。一国の政治・経済における意思決定が瞬時に他国の政治

経済に深刻な影響を与えるなど、現在はまさに、地球社会全体が複雑かつ不透明に

変化する真っただ中にある。このように産業や経済のグローバル化が進展していく

中で、英語をはじめとする語学力とコミュニケーション力をもち、異文化を受容し、

国際的に活躍できるグローバル人材の育成が急務であることは広く認識されている。 

教育再生実行会議の答申をはじめ文部科学省の各種審議会答申でも、教育に関す

る国際的な動向を常に見極め、日本の教育の国際化の必要性が謳われており、グロ

ーバル人材の育成を目指した教育体系の確立は、現在日本が直面している大きな課

題であると述べられている。日本に外国人留学生・研究者を積極的に招く一方で、

日本人学生にも海外で学ぶ魅力を発信し、教育分野においても研究分野においても、

国際交流が進められている。 

文部科学省は、平成 20（2008）年 7月に「留学生 30 万人計画」を発足させた。そ

の趣旨として、「日本を世界により開かれた国とし、アジア、世界の間のヒト・モノ・

カネ、情報の流れを拡大する『グローバル戦略』を展開する一環として、2020 年を

目途に 30 万人の留学生受入れを目指す。」と明記されている。既に多数の留学生が

日本で学ぶ機会を得ている。 

文部科学省は、平成 27（2015）年より、留学促進キャンペーン「トビタテ！留学

JAPAN」を開始した。「意欲と能力ある全ての日本の若者が、海外留学をはじめとし

て新しいチャレンジに自ら一歩を踏み出す気運を醸成する」ことを目的とし、2020

年までに大学生の海外留学 12 万人（現状 6万人）、高校生の海外留学 6万人（現状 3

万人）への倍増を目指している。 

さらに「我が国の高等教育の国際競争力の強化及び留学生等に魅力的な水準の教

育等を提供するとともに、留学生と切磋琢磨する環境の中で国際的に活躍できる人

材の養成を図る」目的で、特に優れた取組を支援する「国際化拠点整備事業（グロ

ーバル 30）」を実施している。 

ここ 10 年間で、優秀な外国人留学生の受け入れ並びに日本人学生の海外大学への
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派遣が、国家主導で、非常に活発に行われている。 

      一方、大学卒業生を受け入れる企業での取組について、一般社団法人日本経済団

体連合会による「グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取り組みに関す

るアンケート」（平成 27（2015）年 3 月 17 日）によると、グローバルに活動できる

人材不足が大きな経営課題として挙げられ、グロ―バル人材に求められる知識・能

力としてとりわけ、「海外との社会・文化、価値観の差に興味・関心を持ち、柔軟に

対応する姿勢」、「既成概念にとらわれず、チャレンジ精神を持ち続ける」こと、「英

語をはじめ、外国語によるコミュニケーション能力を有する」ことが指摘されてい

る。同アンケート調査からは、主体性、コミュニケーション能力、実行力，チーム

ワーク・協調性などが、産業界が卒業時に大学生が身につけていることを期待する

素質・能力・知識として重視されていることが明らかとなった。産業界が大学に教

育方法やカリキュラム改革を求め、その中で AL や教養教育の拡充が重要視されてい

ることがわかる。 

本学が立地する千葉県柏市は千葉県北西部にあたる東葛地区の中心として発展し

てきた街である。現在、東葛地区は千葉県内において外国人人口最大の地区であり、

さまざまな国籍の人と触れ合う機会が多い。「グローバル時代における地域連携のあ

り方」と題するシンポジウム（平成 26 年 10 月 4 日 麗澤大学にて開催）では、柏市

はグローバル化とローカル化が同時進行していると指摘されており、この地におけ

る国際化対応に対するニーズは高い。 

グローバル人材の育成が喫緊の課題であることが、これらの取り組みから見えて

くる。 

    

２ 国際教養学部の設置に至る経緯と必要性 

本学は、平成 12（2000）年 4 月に、女子短期大学を全面改組し、男女共学の 4 年

制大学として開学した。開学時には、「実学と教養の統合」を教育目標に掲げ、「人文

経営学部人文経営学科」の 1学部 1学科のもとに 6専修を置いていたが、その後、カ

リキュラムの見直し・再構築を経て、平成 21（2009）年 4 月に、開学時の「実学と

教養の統合」を継承・発展させ、学部名を「リベラルアーツ学部」とし、「総合経営

学科、人間心理学科、総合文化学科」の 1学部 3学科に改組した。 

しかしながら、「リベラルアーツ学部」は、当時の高校生にとっては魅力ある学部

とは映らず、むしろ資格志向の強い高校生や保護者、高等学校の進路指導の先生方に

は、メリットのない大学と捉えられたようであった。このような経緯から、リベラル

アーツ学部を発展的に継承する学部・学科への改組を検討することとなった。 

時を同じくして、学校法人開智学園と「法人合併を前提にした提携」および「学校

の教育改革」等を行う基本合意が行われ、それに基づいて、大学改革の一つとして、

教育学部設置について検討を始めることになった。その結果、リベラルアーツ学部の
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定員を分割して、リベラルアーツ学部を継承・発展させる学部と教育学部を設置し、

2学部体制にすることが決定した。 

本学では、グローバル社会を生き抜くためには、英語は必要不可欠と考えており、

英語教育には特に力を入れている。平成 26（2014）年度より、実践的な英語力の修

得のために、1年次に週 4コマを、習熟度別に分けられた少人数クラスで、Reading、

Writing, Listening、Speaking を、ネイティブ教員が英語で授業を行っている。ま

た、どの授業も、一方通行型の講義形式ではなくプロジェクト・ベイズド・ラーニン

グ（PBL）型、双方向型のアクティブラーニング（以降、AL とする）式で行うことが

推進されている。平成 26（2014）年度には、AL 用の机と椅子を設置した AL 教室を 5

室（翌年にもう 1 室追加）設けている。AL 教室以外の教室の机と椅子も移動しやす

いものに新調され、どの教員も工夫しながら AL 式授業に取り組んでいる。 

英語はもちろんのこと、AL に力を入れることによって、受け身の姿勢ではなく自

ら発言するなど積極的な学びを通して、グローバル時代に必要な人材に成長していく

と考えているからである。 

現在のリベラルアーツ学部は、総合経営学科、人間心理学科、総合文化学科の１学

部 3学科であるが、これらを集約して国際教養学部国際教養学科の 1学部 1学科でス

タートする計画で進めている。 

本学が国際教養学部を設置することは、現行のリベラルアーツ学部を継承・発展

させるという流れの中にあり、また、国家はもとより産業界をはじめ、地域社会が

求める人材の育成にも叶うものである。 

 

イ 養成する人材像及び教育研究上の目的 

国際教養学部で養成する人材は、「英語をはじめとする確かな語学力をもち、対人関

係能力、問題解決能力に優れ、多様性を認めながら自由な発想ができ、国際社会に貢

献できる人材」である。グローバル企業もしくはグローバル展開を図ろうとする日系・

外資系企業、国際交流等を行う公的機関、NPO・NGO といった民間の非営利団体、国内

にある外資系の民間企業、観光・レジャー・通訳など英語運用能力を活かせる企業、

国際機関、政府機関や地方公共団体、病院、介護施設などで、中核的かつ専門的な役

割を果たす人材を育成していきたい。 

日本が置かれている現状、また、地域のグローバル化における課題を十分に認識し

た上で、具体的には、以下のような人材の育成を目指している。 

1.  国際人としてのアイデンティティを確立し、異文化に柔軟に対応するグローバ

ルリテラシーを有する人材 

2. さまざまな専門領域を横断する知識と多角的視点を有する教養豊かな人材 

3. 高い対人関係能力・コミュニケーション能力を有する人材 

4. 常に社会に関心を持ち、高い職業意識と自己管理能力を有する人材 
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5. 自由な発想で問題発見・問題解決能力を有し、時代の変化に適応できる人材 

6. 上記の能力を発揮して、ミクロには地域社会、マクロにはグローバル社会に貢
献できる人材  

このような人材を育成するために、学生には以下の能力を習得させる。 

 
1. 英語をはじめとする外国語能力、異文化を理解し、受容する力 

2. コミュニケーション能力、共創・協働する力 

3. 相手の話に耳を傾け、共感する力 

4. 情報を収集し、分析・判断できる能力、論理的に思考を構築し、発信できる力 

5. 問題解決に向けて自ら行動する力 

6. 自己啓発を心がけ、周りの出来事に関心を持ち、前向きに挑戦する力 

本学部・学科の学生の卒業後の進路は、海外での事業を展開している商社、メーカー、

金融機関、外資系企業、ホテルをはじめとする観光・サービス企業、国際機関、行政機

関、地方公共団体、NPO・NGO 法人、病院、介護施設等での就職、国内外の大学院進学、

海外留学等である。 

 

ウ 組織として研究対象とする中心的な分野 

国際教養学部国際教養学科の専任教員は、既設のリベラルアーツ学部からの転籍者

から成る。各教員の研究対象分野は、文学、心理学、経営学、経済学、芸術学、社会

学、情報学、国際コミュニケーション学など多岐にわたるが、中心的な学問分野は、「文

学」である。 

しかし、上述したような人材を育成するに当たっては、これまでの既成の枠にとら

われない柔軟な学修をサポートする必要がある。そのため、新設学部では「文学」を

主な研究対象としているが、縦割り的に科目を設けるのではなく、複数にまたがる形

で科目を学生に呈示し、新たな視座の構築を目指す。 
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② 学部・学科等の特色 

本学では、「国際化への対応」と「探求型教育」の二本の柱を教学の柱に据えて、定員

150 名のリベラルアーツ学部を改組し、平成 29（2017）年 4 月に、「国際教養学部」（１

学年定員 78 名、事前相談の結果、届出による設置が可とされている）と「教育学部」（１

学年定員 72 名、設置認可申請中）の 2学部制でスタートする予定である。 

国際教養学部国際教養学科は、中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（平

成 17 年 1 月）の提言する「高等教育の多様な機能と個性・特色の明確化」に示された 7

項目のうち、主として「3. 幅広い職業人養成」「4. 総合的教養教育」の機能を併有する

学部・学科である。 

 

ア 国際教養学部国際教養学科の特色 

本学部・学科では、以下に重点を置いて、特色を出している。 

１ グローバル人材に求められる土台となる科目の充実 

グローバル化・ICT 化が進展し、地球規模で動く 21 世紀のグローバル社会では、

多様性を受容し、さまざまな問題に迅速に対応できる柔軟な思考力、情報収集力そ

して問題解決力が必要とされる。また、大学卒業までに学んだ知識を使いながら生

涯にわたって働き続けるのではなく、常に社会のニーズに応じて学び続ける姿勢が

求められている。 

「英語、論理的思考／表現、リベラルアーツ基礎、キャリア、スポーツ／健康、

情報」などの共通科目で身につけた幅広い基礎力は、大学での学びの土台となるだ

けではなく、グローバル社会に飛び立つ第一歩として重要な学びの機会となる。 

特に「英語」は、グローバル人材養成の第一歩であり、重要な柱である。1年次に、

少人数クラスで、週 4 回、ネイティブスピーカー教員の指導による実践的英語力育

成の授業を行っている。4年間に分散するのではなく、1年次に集中的に学ぶことに

意味がある。グローバル・コミュニケーションを可能にする必要最低条件であると

考えている。 

日本語を母語とする日本人は、情緒的表現に長けるといわれる日本語の特質ゆえ、

論理的思考や論理的表現が必ずしも得意ではない。グローバル社会で成果を上げる

ためには、説得性のある議論ができる能力や発表力を培うことが必須となる。「論理

的思考／表現」の授業では、論理的思考の基本を理解し、実践力を育成し、グロー

バル社会で必要なネゴシエーション力を身につける。 

 

２ 多角的視点による幅広い国際教養教育の実践 

経済団体連合会の「グローバル人材の育成に向けた提言」（平成 23 年 6 月）によ

ると、「グローバル人材育成や、世界トップレベルの研究者・教育者の育成に重点を

置く大学に求める取り組み」の一つとして、「グローバルに活躍する日本人人材は、
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異なる文化や価値観への関心を持つとともに、日本の文化や歴史、哲学などの学習

を通じて、物事を考察する際の基礎となる思考力を身につけることが求められる。

大学におけるリベラルアーツ教育の拡充を通じて、文科系、理科系の専門科目に捉

われず、幅広い視野や、基礎的思考力を身につけさせることが重要である。」と述べ

ている。本学は、開学時から教養教育に重きを置き、平成 21（2009）年の改組では、

「リベラルアーツ学部」を設け、グローバル社会に求められる人材の育成を実践し

てきた実績がある。 

国際教養学部国際教養学科では、専門科目に以下のようなクラスター（科目群）

を設け、学修の領域を明確にしている。 

a) 人間理解科目群：人間の心理や行動を理解するため科目群（科目例：発達心理学、

認知心理学、パーソナリティ心理学、精神分析学、宗教人類学、文化人類学、死

生学など） 

多種多様な文化や価値観を作り出す私たちとはどのような存在なのか。グロー

バル社会に生きる私たちは何を喜びとし、何に怒りや悲しみを覚え、何に悩むの

か。他者を共感的に理解することは社会のソフト面を理解することである。あら

ゆるタイプの人と協調・共生していく姿勢を身につけた人材の育成は、さまざま

な領域で人間関係を円滑にし、社会全体を柔軟で潤いのあるものにしていくのに

必要不可欠である。 

b) 地域・経済科目群：地域社会に根差した共生を理解するための科目群（科目例：

コミュニティ心理学、家族心理学、発達支援論、地域経済、経営学、日本経済と

社会など） 

国際社会の中で、協調・共生には、言語や価値観や行動パターンの相違、独特

なビジネスの運び、商業倫理観、等々、相手との文化の違いを心得ている必要が

ある。他国の地域・文化の理解は国際ビジネスの土台であり、また IT 化が一層進

展する高度情報化社会では、情報リテラシーはビジネスに必須の技能である。国

際ビジネス社会で通用するための知識・技術・精神、つまり真に国際的な実学を

身につけた人材の育成は極めて重要な課題となっている。 

c) 文化・言語科目群：文化・言語の多様性を理解するための科目群（科目例：現代

日本の生活と文化、アメリカの生活と文化、日本人論、世界近現代史、比較芸術

学、異文化コミュニケーションなど） 

多種多様な価値観に特徴づけられるグローバル時代には、「己を知る」すなわち

アイデンティティを明確にすることが、今まで以上に求められている。日本の歴

史・文化を理解し外国の人々に伝えられる正しい知識を持ち、日本人であること

を自覚することによってはじめて、他国の言語の修得はもとより、他文化を受容

し、多様な価値を認め合える揺るぎない自己を確立することが可能になる。海に
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囲まれた日本にとって、新たな大きな挑戦であり、向き合わなければならない課

題でもある。 

d) 国際社会科目群：国際社会の動向を理解するための科目群（科目例：グローバル

化と日本社会、国際社会論、国際関係論、国際政治経済学、情報イノベーション、

グローバル・ビジネス論など） 

人々が国境を越えて政治活動、経済活動、情報活動を自由に行う国際社会では、

さまざまな価値観が交錯する。そのような状況の下では、知識や経験からでは判

断できない、予測のつかない問題が発生しうるが、それがどのような問題であっ

ても、事の本質を捉え、積極的に取り組み、自ら考え判断し、解決していくこと

ができる能力をもつ人材の育成は、重要かつ急務である。国際社会の諸問題を多

角的に学ぶことは、国際教養人としての礎を築くことでもある。 

 

さらに、国際教養学部国際教養学科の専門科目を構成する「文化・言語」「国際社

会」「地域・経済」「人間理解」の 4 つのクラスターは、図②－1 のように、クラスタ

ーを組み合わせることによって、相互補完的に機能し、より複合的・巨視的観点か

ら研究を進められることも、本学部・学科の特色である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Human Studies 

（人間理解 ＋ 文化・言語）

Social Studies 

（地域・経済 ＋ 国際社会）

Local & Regional Studies 

（人間理解 ＋ 地域・経済） 

Global Studies 

（文化・言語 ＋ 国際社会）

図②－1 国際教養学部 
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３ 少人数教育と AL 

本学部・学科は、入学定員 78 名、完成時の専任教員数は 14 名を予定しており、

入学定員で考えると、教員一人あたりの学生数は 5.6 人である。1 年次及び 3・4 年

次に設置されているゼミナールを活用し、サポートアワー制度と連動しながら、学

習面をはじめ学生生活全般について、総合的なきめ細かな指導が可能である。 

また、本学の学びの特長である AL 式授業は、人との対話を通して問題を解決する

能力の涵養につながっている。現在、教員は授業テーマのさらなる探究を促す質問

（トリガー・クエスチョン）を随時投げかけるようにしており、学生はそれらの問

いに答えるべく、各自が有する知識と情報を土台にクラスメイトとディスカッショ

ンを行いながら問題に取り組んだりしている。この学修形式は、卒業後のさまざま

な場面で未知の問題に遭遇することがあっても、人の話に耳を傾け、積極的に問題

解決に取り組む姿勢を培っており、新学部設立後は FD 推進センターを中心により一

層この授業形態を推進していく予定である。 

 

４ 社会貢献意識を有する職業人の育成 

本学部・学科では、共通科目及びその他の専門科目の学修を通して、国際教養人

として常に社会の動きに関心を持ち、社会の一員としての自覚のもとに、時代のニ

ーズを見極めた行動がとれる人材の育成を目指している。 

共通科目の「キャリア」科目は、1年次より、社会人との学びの機会を設け、学年

を経るごとに、地域の NPO 法人や各種団体との協働によるさまざまな企画を運営し

ていく実践的な学修を経験する。関係者へ連絡を取り、相談しながら、各グループ

の目的を達成するための協働の意義は、計り知れなく大きく、実際に体験すること

により得られたものは、地に着いた知識として、生涯役立つものである。 

地域の人々や団体との協働の成果は、一人一人の学生の自信につながり、就職活

動の援けになるだけではなく、卒業後も社会に関心を持ち、貢献意欲を持ち続ける

ことになると考えている。また、このような学修を通して、地域の人々に本学を知

ってもらい、公開講座への参加を促し、地域の生涯学習の場の提供にもつながって

いくと期待している。 
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③ 学部・学科等の名称及び学位の名称 

本学部・学科は「英語をはじめとする確かな語学力、対人関係能力、問題解決能力に

優れ、多様性を認めながら自由な発想ができる国際社会に貢献できる人材の育成」を主

たる目的とすることから、学部・学科の名称を以下のとおりとする。 

 

学部の名称： 「国際教養学部」（Faculty of International Liberal Arts） 

   学科の名称： 「国際教養学科」（Department of International Liberal Arts） 

 

本学部・学科の名称を、「国際教養学部国際教養学科」とする理由： 

「英語」「論理的思考法」「論理的表現法」をはじめリベラルアーツの基礎科目群の中

から、幅広い教養科目を学ぶことができ、また、本学部・学科の専門科目を構成する「文

化・言語」「国際社会」「地域・経済」「人間理解」の 4つのクラスターは、クラスターを

組み合わせることによって、相互補完的に機能し、より複合的・巨視的観点から研究を

進められる。このような教育課程の特色を端的に表すにふさわしい名称として、「国際教

養学部国際教養学科」とする。 

 

取得学位の名称と学位記に付記する専攻分野は、以下のとおりとする。 

学位の名称： 「学士（国際教養学）」（Bachelor of International Liberal Arts） 
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④ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

ア 科目区分の設定・科目構成およびその理由 

国際教養学部のディプロマ・ポリシーとして、以下のような人材が所定の単位を取

得した場合に、学士（国際教養学）の学位を与える。 

 

1. 国際人としてのアイデンティティを確立し、異文化に柔軟に対応するグローバ

ルリテラシーを有する人材 

2. さまざまな専門領域を横断する知識と多角的視点を有する教養豊かな人材 

3. 高い対人関係能力・コミュニケーション能力を有する人材 

4. 常に社会に関心をもち、高い職業意識と自己管理能力を有する人材 

5. 自由な発想で問題発見・問題解決能力を有し、時代の変化に適応できる人材 

6. 上記の能力を発揮して、グローバル社会に貢献できる人材 

 

本学の教育課程は、①で述べた教育研究上の目的や、②の学部・学科等の機能を実

現すべく、国際教育学部と教育学部の 2 学部 2 学科に共通する「共通科目」と各学部

の特色を反映した「専門科目」を設置する。「専門科目」は各学部で期待される、より

専門性の高い内容を修得するために設置し、「共通科目」は各々の専門性を社会で応用

していくための基礎力の向上を目指して設置する。 

国際教養学部国際教養学科はその名称どおり、グローバル社会に適応する、あるい

は新たな地平を開いていくための教養や専門性、国際感覚を身につけることを目的と

している。本学部の教育課程は、グローバル社会を人間というミクロの視点から、文

化や言語といった文化・社会的な営み、家族や学校や企業といった地域社会の発展、

そして地域や国を越えて行われる国際活動へと、マクロ視点への推移が理解しやすい

ように編成されている。そのために、文化・社会・心理・経営・経済といった学問領

域をベースにした科目が用意されている。 

上記のような理念を具現化するためには、高校を卒業したばかりの学生には滑走路

が必要である。そのために本学ではゼミナールⅠ・Ⅱを設け、大学生活への心理的・

学力的適応を図り、共通科目において教養を育むとともに、大学での専門的学習が円

滑に進むように配慮している。 

教育課程の概略は、表④－1（次頁）に示す。 
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表④－1 国際教養学部の教育課程の概要 

科目区分 国際教養学部 備考 

共
通
科
目 

英語 14 単位 そのうち必修 10 単位 

論理的思考／表現 8 単位  

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ 

基
礎 

人文科学 14 単位 

3 領域以上にわたって、必修 2 単

位を除く 10 単位が必修 

社会科学 12 単位 

自然科学 10 単位 

外国語 8 単位 

総合 4 単位（必修 2 単位） 

キャリア 10 単位  

スポーツ／健康 4 単位  

情報 6 単位  

専
門
科
目 

国際教養
総合講座 8 単位（必修 8 単位） 総合演習は 6 科目（12 単位）の中

から 2科目（4 単位）が必修 総合演習 12 単位 

人間理解 62 単位  

地域・経済 56 単位  

文化・言語 52 単位 

「○○の生活と文化」8科目（16

単位）の中から 2科目（4単位）

が必修 

国際社会 70 単位  

ゼミナール 12 単位（必修 12 単位）  

 

１ 共通科目 

共通科目は、専門教育を受ける前提として、また社会の要請に応える基礎的能力

を養う科目群であると共に、本学の教育方針の 1 つであるリベラルアーツ教育を実

現する重要な役割を果たす課程である。これらの科目群は、本学が目指す総合的教

養教育、あるいは汎用力のある職業人養成の実現において重要な役割を果たす。基

礎教育という性格上、多くの科目は 1年次から開講される。 

共通科目は、「英語」、「論理的思考／表現」、「リベラルアーツ基礎」、「キャリア」、

「スポーツ／健康」、「情報」の 6 区分で構成されている。さらに「リベラルアーツ

基礎」は、「人文科学」「社会科学」「自然科学」「外国語」「総合」からなる。 

 

a) 「英語」 

英語教育は、本学の教育の根幹である「国際人の養成」を具体化するための柱

の一つである。従って、1 年次に必修として「英語 AⅠ・Ⅱ」～「英語 DⅠ・Ⅱ」

の 8 科目を履修する。それにより、これからの社会で求められる英語力を涵養す
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る。さらに、2年次以降で履修する必修科目を 2科目、さらにその発展として選択

科目を 4科目置く。 

 

b) 「論理的思考／表現」 

「論理的思考／表現」は、英語教育と並ぶ、本学の教育の基幹部分をなす科目群

である。論理的に思考するとはどういうことか、どういう思考をすれば論理的なの

かを、グループ・ワークやグーループ・ディスカッションを通して徹底的に訓練す

る。さらに、それをどのように表現すべきなのか、科学的研究論文の研究を通して

訓練する。また、発表のスキルというよりは、論点を整理し的確に伝える力の育成

として「プレゼンテーション」科目が設けられている。 

 

c) 「リベラルアーツ基礎」 

「リベラルアーツ基礎」は、幅広い教養を培うためにも、共通科目の中でも重視

される区分である。これをさらに「人文科学」、「社会科学」、「自然科学」、「外国語」、

「総合」の 5つの分野に区切り、5分野の選択科目うち、3分野以上から 10 単位以

上を修得することが卒業の要件となっている。「総合」はややユニークな科目であ

るが、「グローバル」という漫然と使われる言葉に立ち返り、グローバル社会を生

きるということはどういうことかを、本学で学ぶ学生に明瞭に意識してもらうこと

を目的としている。初年次教育としても、この種の導入は重要であると考え、2単

位分（「グローバル社会を生きる A」）は必修としている。 

 

d) 「キャリア」 

進路の選択、及び社会人としての自覚を養うための科目として、1 年次から 3 年

次にかけて「キャリアデザインＩ」、「キャリアデザインⅡ」、「キャリアデザインⅢ」、

「キャリアデザインⅣ」と段階的に設け、3・4 年次に履修可能となる「インター

ンシップ」を設ける。これらの科目群は、学生たちが偏った学生集団や教室内に留

まることなく、社会人とのワークショップや地域貢献活動、職場体験等を通して、

社会とのつながりをもつ端緒となるものである。それによって、学生が自身の卒業

後の姿を具体的に描き、社会の一員となるモチベーションにつながることが期待さ

れている。 

 

e) 「スポーツ／健康」 

「スポーツ実技Ⅰ・Ⅱ」の他、健康づくりのための講義科目を設置する。さまざ

まな競技に接することで身体機能を鍛えるとともに、団体競技を通してチームワー

クやリーダーシップについて体験的に学ぶ。また、身体的健康の維持・増進のため

の健康管理の方法やその実践方法について学ぶ。 



14 
 

f) 「情報」 

大学生活を円滑に送る上での必要なスキルとして、また社会人基礎力の一部とし

て、あるいはこれからの時代の生活上の必須ツールとして、「情報機器の操作Ⅰ・

Ⅱ」「情報処理概論」の 3 科目を設置し、情報検索、情報収集、情報処理に関する

スキルを養う。ただし、高等学校卒業までの情報スキルの個人差が大きいため、大

学教育に充分なスキルを有していると判断される学生については、ステューデン

ト・アシスタントとしての的確な授業補助をもって単位認定を行う。特定のスキル

に秀でた者が他者を援助するという経験とそこから得られる有能感や自尊感情は、

共生社会における重要な要素である。 

 

２ 専門科目 

日本経済団体連合会の「グローバル人材の育成に向けた提言」（平成 23（2011）年

6 月）によると、「グローバル人材育成や、世界トップレベルの研究者・教育者の育

成に重点を置く大学に求める取り組み」の一つとして、「グローバルに活躍する日本

人人材は、異なる文化や価値観への関心を持つとともに、日本の文化や歴史、哲学

などの学習を通じて、物事を考察する際の基礎となる思考力を身につけることが求

められる。大学におけるリベラルアーツ教育の拡充を通じて、文科系、理科系の専

門科目に捉われず、幅広い視野や、基礎的思考力を身につけさせることが重要であ

る」ことが指摘されている。 

本学部の専門科目はまさにこうした社会的ニーズに応えることを目指しており、

さまざまな領域の理解を深める 4つの「クラスター（科目群）」と、それらのクラス

ター間をつなげることで現代社会や現代人のさらなる理解の深化を目指した 4 つの

「パースペクティブ（観点）」を設置した二重構造になっている。前者はグローバル

社会に生きる現代人、現代社会における地域や経済、グローバルな視点から見た文

化や言語、そして地球規模で刻一刻と変化し続ける国際社会を理解する上で必要な

知識と教養を、幅広く身につけてもらうための科目を用意した。また、後者では、

それぞれの領域で身につけた知識を統合し、より高度な教養に昇華することを目指

した「国際教養総合講座」（4 科目）と「国際教養総合演習」（6 科目）を設置する。

履修の順序としては、基本的には「必修科目」から「選択科目」であるが、必修科

目の目的を明確にするため、以下では選択科目、必修科目の順序で説明する。 

 

a) 選択科目 

今日のグローバル社会における現象や問題を、①個人の発達や心理的メカニズ

ムの理解、②地域と企業の関わりとそれらの発展の仕方の理解、③多様な文化や

言語の理解、④国際情勢やボーダレスな情報社会の理解を深めるため、複数の専

門領域から多角的にアプローチを試みる。 
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1) 4 つのクラスター（科目群） 

 

ⅰ) 人間理解科目群 

グローバル社会の構成員としての人間の心理的メカニズムの理解を目指す。

現代社会が我々の心に及ぼす影響を発達、教育、パーソナリティ、医学、宗

教、死生観など、人に関わるさまざまな観点から人間を探索し、現代社会に

おける「人」を理解することを目指す。 

 

ⅱ) 地域・経済理解科目群 

グローバル社会におけるコミュニティの形成と役割や機能について、家族、

学校、産業、労働、経済、経営、法律など、いわゆる社会科学領域から幅広く

学修し、生活の基盤としての地域社会がどのように人と人を結びつけているか

といった社会の仕組みについての理解を目指す。 

 

ⅲ) 文化・言語理解科目群 

グローバル社会における多種多様な価値観を文化、文学、言語、芸術、歴史

などを通して学び、境界を越えた国や地域のバックグラウンドの違いや価値を

理解し、グローバルな価値観を再構築することを目指す。 

 

ⅳ) 国際社会理解科目群 

グローバル社会における情勢の変化を、国際経済、国際法、国際貢献、情

報、メディアなどの観点から学ぶ。グローバル社会における現実問題として

の世界の動きを理解し、新たなグローバル化の姿を模索し、それに対応する

スキルを獲得することを目指す。 

 

2) 4 つのパースペクティブ（観点） 

各クラスターは、心理学、教育学、文学、芸術学、社会学、宗教学、言語学、

経営学、経済学、法学、情報学など複数の専門領域で構成されており、「専攻」

という従来の枠組からの脱却と総合的な教養教育を目指している。さらに、これ

らクラスターは、組み合わせることで相互補完的に機能し、以下のような、より

複合的・巨視的観点から研究が進められることが期待される（図④－1: 次頁を参

照）。 

 

ⅰ) 人間理解科目群と文化・言語科目群のコンビネーションによる 

Human Studies 
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ⅱ) 地域・経済科目群と国際社会科目群のコンビネーションによる 

Social Studies 

ⅲ) 人間理解科目群と地域・経済科目群のコンビネーションによる 

Local & Regional Studies 

ⅳ) 文化・言語科目群と国際社会科目群のコンビネーションによる 

Global Studies 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b) 必修科目（図④－1 参照）: ゼミナールⅠ～Ⅳは除く 

上記のような複合的・巨視的観点の取得は、本学部が育成を目指す人材（「さま

ざまな専門領域を横断する（連続した）知識と多角的視点を有する人材」）にとっ

て必要不可欠なものである。そこで、多領域の専門的視点をどのように活用して、

グローバル社会における現象や問題を検討できるかを具体的に学生に明示するた

め、上記の 4 つの観点に沿った「国際教養」の「総合講座」の「○○ Studies」

という 4つの講義科目と、「総合演習」の「○○ Studies 演習」、「国際貢献研究」、

「地域貢献研究」の 6つの演習科目（12 単位のうち 4単位）、および「文化・言語

理解科目群」から 8 科目（16 単位のうち 4 単位）を国際教養学科の必修科目とし

て設置する。      

Human Studies 

（人間理解 ＋ 文化・言語）

Social Studies 

（地域・経済 ＋ 国際社会）

Local & Regional Studies 

（人間理解 ＋ 地域・経済） 

Global Studies 

（文化・言語 ＋ 国際社会）

図④－1 国際教養学部の専門カリキュラムの構造 
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「総合講座」はすべて、専門領域の異なる教員が特定のテーマについてそれぞ

れの観点からオムニバス形式で行う。「総合演習」は、それらの講義科目で得た知

識を用い、調査や研究を通して、実践的に身につけていく。 

 

1) 国際教養総合講座 

ⅰ) Human Studies 特論：人と文化・言語の密接なつながりなどについて理解を

深める。 

ⅱ) Social Studies 特論：折々の時事問題の複雑な背景などについて理解を深

める。 

ⅲ) Local & Regional Studies 特論：地域と経済の関係性や地域の発展と停滞

などについて理解を深める。 

ⅳ) Global Studies 特論：紛争、戦争、移民、食料危機などの国際問題につい

て理解を深める。 

 

2) 国際教養総合演習 

     ⅰ) Human Studies 演習：人と文化・言語のつながりの理解を実践的・体験的

に深める。 

ⅱ) Social Studies 演習：時事問題の複雑性を実践的・体験的に深める。 

ⅲ) Local & Regional Studies 演習：地域社会の形成や発展についての理解を

実践的・体験的に深める。 

ⅳ) Global Studies 演習：国際社会で生じているさまざまな問題についての理

解を実践的・体験的に深める。 

ⅴ) 国際社会貢献活動：国際社会においてどのように社会貢献が可能かを研究

する。 

ⅵ) 地域社会貢献活動：地域社会においてどのように社会貢献が可能かを研究

する。 

 

3) 文化・言語理解科目群 

     ⅰ) 現代日本の生活と文化 

ⅱ) イギリスと生活と文化 

ⅲ) アメリカの生活と文化 

ⅳ) ドイツの生活と文化 

ⅴ) フランスの生活と文化 

ⅵ) ロシアの生活と文化 

ⅶ) インドの生活と文化 

ⅷ) 中国の生活と文化 
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各科目は身の回りの問題や現象が専門領域ごとに分断されていないことを示す

モデル・ケースとして機能し、選択科目において学修する、より専門的な知識が

つながりをもって、すなわち統合的な教養として定着するきっかけになることを

目指す。 

 

イ 履修順序（配当年次）の考え方（カリキュラム・ポリシー） 

国際教養学部国際教養学科では、上記のように 4 つのクラスター（科目群）の組み

合わせ方により構成される 4 つのパースペクティブ（観点）を中心に、グローバル社

会を生き抜く多様な人材の育成を目指す。科目の配当年次にあたっては、理論的理解

を中心とした「基礎」、演習科目を中心とした「応用」、実践的な科目を中心とした「実

践」の 3 つの段階を経て、各パースペクティブを、よりミクロな視点からよりマクロ

な視点で、知的な理解から体験的な理解につながるよう体系的に編成する（次頁以降

の表 4－2～－5）。 
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表 4－2 Human Studies 

 

 

 

 

 

 

 

 

パースペクティブ Human Studies 

クラスター 人間理解科目群＋文化・言語理解科目群 

学修水準 配当年次 ねらい 内容 

基礎 1〜2 年次 

人の心や、文化・社会の成り立

ちや構造を理解し、それらを研

究対象とする学修態度と思考方

法を修得する。 

 

・高校から大学へと学修内容や学修

アプローチが変化したことを理解

し、本学部が目指すグローバル社会

を生き抜くことの意味や理念的目

標を理解する。 

・国際教養総合講座やさまざまな国

の「生活と文化」といった必修科目

を中心に「人」と「生活や文化」が

いかにつながっているかを理論

的・概念的に理解する。 

応用 3 年次 

フィールドワークや研究プロジ

ェクトを通して、人の心、生活

や文化、言語に触れ、研究対象

の発見とそれを研究するための

方法を修得する。 

・国際教養総合演習を軸に、人や文

化に関する研究の「問い」を理論的

枠組みから、応用・実践的枠組みへ

と移行させる。 

・各クラスターに設けてある演習科

目を中心に、理論的理解から体験的

理解へと理解の質を向上させる。 

実践 4 年次 

多種多様な心理的・文化的・言

語的背景を有する「人」を理解

し続ける精神と態度をグローバ

ル社会での一つの生き方として

修得する。 

・実習やゼミ／卒業論文を中心に、

多角的視点から「人」や「文化」が

常に探究し続ける価値のある存在

や対象であることを理解し、国際人

としてのアイデンティティを確立

する。 
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表 4－3 Local & Regional Studies 

 

 

 

 

 

 

 

 

パースペクティブ Local & Regional Studies 

クラスター 人間理解科目群＋地域・経済理解科目群 

学修水準 配当年次 ねらい 内容 

基礎 1〜2 年次 

人と地域と経済がどのように関

係しあい、発展するかのプロセ

スを理解する視点を修得する。 

 

・高校から大学へと学修内容や学修

アプローチが変化したことを理解

し、本学部が目指すグローバル社会

を生き抜くことの意味や理念的目

標を理解する。 

・国際教養総合講座や様々な国の

「生活と文化」といった必修科目を

中心に、人が作る「地域」や「経済」、

地域や経済が作り出す「人と人との

つながり」を理論的・概念的に理解

する。 

応用 3 年次 

地域社会の構造を、フィールド

ワークを通して学習し、地域社

会における課題の発見とそれら

を研究するための方法を修得す

る。 

・国際教養総合演習を軸に、地域社

会における課題を研究の「問い」と

して昇華させ、応用・実践的枠組み

へと移行させる。 

・各クラスターに設けてある演習科

目を中心に、理論的理解から体験的

理解へと理解の質を向上させる。 

実践 4 年次 

グローバル社会におけるコミュ

ニティの形成と役割・機能を理

解し、地域社会の発展に貢献す

るスキルと思考力を養う。 

・実習やゼミ／卒業論文を中心に、

多角的視点から「人」と「コミュニ

ティ」と「経済」が織りなす地域社

会に貢献できる自由な発想力や問

題解決力を修得させる。 
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表 4－4 Social Studies 

 

 

 

 

 

 

 

 

パースペクティブ Social Studies 

クラスター 地域・経済理解科目群+国際社会理解科目群 

学修水準 配当年次 ねらい 内容 

基礎 1〜2 年次 

グローバル時代における各国経

済や企業活動について理解し、

それらを研究対象とする学修態

度と思考方法を修得する。 

 

・高校から大学へと学修内容や学修

アプローチが変化したことを理解

し、本学部が目指すグローバル社会

を生き抜くことの意味や理念的目

標を理解する。 

・国際教養総合講座や様々な国の

「生活と文化」といった必修科目を

中心に、「地域」と「経済」と「国

際社会」がいかにつながっているか

を理論的・概念的に理解する。 

応用 3 年次 

フィールドワークや研究プロジ

ェクトを通して、グローバル時

代における各国の経済事情や企

業の活動に触れ、研究対象の発

見とそれを研究するための方法

を修得する。 

・国際教養総合演習を軸に、各国経

済、企業活動、国際社会に関する研

究の「問い」を理論的枠組みから、

応用・実践的枠組みへと移行させる。

・各クラスターに設けてある演習科

目を中心に、理論的理解から体験的

理解へと理解の質を向上させる。 

実践 4 年次 

グローバル時代における各国の

経済事情や多国籍企業の活動を

理解し、地域から世界を、また

世界から地域を分析する能力を

修得する。 

・実習やゼミ／卒業論文を中心に、

世界をまたいで「地域」の発展や「経

済」の動きに関心を持ち、グローバ

ル社会における問題の分析と解決

策の提案ができる能力を身につけ

る。 
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表 4－5 Global Studies 

 

  

パースペクティブ Global Studies 

クラスター 国際社会理解科目群＋文化・言語理解科目群 

学修水準 配当年次 ねらい 内容 

基礎 1〜2 年次 

グローバル社会における文化や

言語、世界の動きについて知り、

それらを研究対象とする学修態

度と思考方法を修得する。 

 

・高校から大学へと学修内容や学修

アプローチが変化したことを理解

し、本学部が目指すグローバル社会

を生き抜くことの意味や理念的目

標を理解する。 

・国際教養総合講座や様々な国の

「生活と文化」といった必修科目を

中心に各国の「生活や文化」と「国

際社会」の結び付きについて理論

的・概念的に理解する。 

応用 3 年次 

フィールドワークや研究プロジ

ェクトを通して、多様な文化・

言語に触れ、研究対象の発見と

それを研究するための方法を修

得する。 

・国際教養総合演習を軸に、各国の

文化事情や国際社会に関する研究の

「問い」を理論的枠組みから、応用・

実践的枠組みへと移行させる。 

・各クラスターに設けてある演習科

目を中心に、理論的理解から体験的

理解へと理解の質を向上させる。 

実践 4 年次 

多種多様な文化的・言語的背景

の中で、人々が相互に理解し、

コミュニケーションを図る精神

と態度をグローバル社会での一

つの生き方として修得する。 

・実習やゼミ／卒業論文を中心に、

異文化の本質的理解を深めた「グロ

ーバルリテラシー」を身につけ、国

際社会に貢献できる力を身につけ

る。 
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⑤ 教員組織の編成の考え方及び特色 

 

ア 専任教員の配置 

専任教員は、学生の入学定員 78 名に対して 14 名を配置する。専任教員は全員、現

行のリベラルアーツ学部に所属する教員が転籍する。 

78 名の入学定員に対し 14 名の専任教員を配置しているため、教員 1人あたりの学生

数は、入学定員ベースでは 5.6 人、収容定員ベースでは 22.3 名となり、日常的な学生

指導や学習ニーズに対応するため、あるいはきめ細かな少人数教育を保証するために

も充分な教員数を保持している。平成 21（2009）年の改組により、入学定員を少なく

し、「少人数教育」が徹底してできるような教育体制を採ってきた。今回の改組でも、

この考え方を踏襲し、「少人数教育」を徹底して実行できるような教育環境の実現に努

めている。小規模大学であるからこそ実現可能な「教育内容」や「教育方法」を大切

にしていくためにも、教員組織の編成にも意を尽くしている。 

 

イ 教育課程における中核的な科目等に対する教員配置 

教員組織の編成について、 (1) 必修科目及び中枢科目は専任教員が担当する。 (2) 

「卒業研究」と深い関連がある「ゼミナールⅢ」、「ゼミナールⅣ」は、学生の選択範

囲が広がるように、原則として全専任教員が担当することを基本方針として、学生が

落ち着いて学べる環境を大切にしている。 

 

ウ 研究分野及び研究体制 

   表⑤－1（次頁）のように、本学部・学科の専任教員は、教授 8名、准教授 4名、講

師 2名の計 14 名である。また、取得学位は、博士 8名、修士 6名である。性別で見る

と、男性 6名、女性 8名である。 

専門分野で専任教員を区分すると、文学 4名、心理学 2名、英語教育 2名、社会学 1 

名、経済学 2 名、経営学 2 名、情報科学 1 名、である。このような教員構成は、国際

教養学部の「人間理解」「地域・経済」「文化・言語」「国際社会」の 4つのクラスター

（科目群）に対応しているものである。すなわち、「人間理解」は心理学、社会学を中

心とした科目群であり、「地域・経済」は、心理学、経営学、経済学を中心とした科目

群である。さらに、「文化・言語」は文学、英語教育を、「国際社会」は経済学、情報

科学を中心とした科目群である。国際教養学部に設置されている多彩な科目に比例し

て、専任教員の専門分野も多彩である。 

なお、研究をより活性化する観点から、研究推進機能を持つ「研究・図書・紀要委

員会」を平成 24（2012）年度から組織の一部として新たに位置づけた。 
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表⑤－1 国際教養学部国際教養学科専任教員の内訳（様式第 3 号（その 3）と同一） 
（完成年度時） 

専任教員の年齢構成・学位保有状況 

職位 学位 29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 合計 備考

教
授 

博士  3 2  5

修士  2 1 3

学士   

短期大学士   

准
教
授 

博士  1 1  2

修士  1 1 2

学士   

短期大学士   

講
師 

博士  1  1

修士  1  1

学士   

短期大学士   

助
教 

博士   

修士   

学士   

短期大学士   

合
計 

博士  1 2 3 2  8

修士  1 1 3 1 6

学士   

短期大学士   

 

エ 教員組織の年齢構成 

   教員の年齢構成を見ると、表⑤-1（完成年度の年齢構成）に示しているように、30

歳代 1（男性 1）名、40 歳代 3（男性 1、女性 2）名、50 歳代 4（男性 2、女性 2）名、

60 歳代 5（男性 2、女性 3）名、70 歳代 1（女性 1）名である。 

本学の定年（本学の規程では、「停年」の漢字を用いているが、本文では一般的な「定

年」の漢字を用いる）は 65 歳であり、完成年度に定年を超えているのは 4名（男性 2、

女性 2）である（停年規程第 3 条により、平成 28 年 2 月 19 日に理事会で承認済み）。

そのうちの 1名（女性）は学長職にある（停年規程は資料 1）。 

完成年度以降も教育指導の質を維持・向上できるよう、FD 等を積極的に推進し、次

代を担う教員や若手の教員の育成を図る。このことが将来の学内昇任者増加に結びつい

ていくと考える。定年を迎える教員の補充人事は、公募を原則とする。 
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⑥ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

 

ア 授業の方法、学生数の設定、配当年次等 

 

１ 授業の内容に応じた授業の方法 

 

 a)  アクティブラーニング（AL） 

国際教養学部は 1学年収容定員 78 名、専任教員 14 名で計画している小規模な学

部である。そのため多くの授業は、クラス・サイズの小さい授業となる。その特質

を生かして、学生が主体となって取り組めるよう、授業方法にはさまざまな工夫を

凝らしていく。 

授業の形態は、学生の自由な発想を基に、講義テーマをディスカッションやグル

ープ・ワーク、プロブレム・ベイズド・ラーニング（PBL）などを通して探索的に

追究することを目的とした思考重視型と、概論や基礎科目に代表されるような知識

の蓄積を目的とした知識修得型に大別される。国際教養学部においては、人間理解

に基づいた国際的な視野をもった文化人・社会人・国際人の育成を目指す。その目

標を実現すべく、AL を中心とした思考重視型で授業を進める。思考重視型の科目は

もとより、知識修得型の科目においても、教員からの一方通行にならないように、

質疑応答によって進行する授業展開や個人ワークを積極的に導入したり、ピア・イ

ンストラクション（PI）を導入したりするよう、FD 推進センターが研究の中心とな

って進めていく。 

このような取り組みは、例えば平成 27（2015）年度よりシラバスに「質疑応答」

「グループ・ワーク」「グループ・ディスカッション」「技能修得」などの授業形態

を明記し（表⑥－1）、学生の授業選択に資するようにしたことに代表されるように、

本学では継続的に行われてきた授業改革の一端であるが、改組を大きなきっかけと

して、さらに加速させていく。 

 

表⑥－1 シラバスに明記されている授業形態 

講義 質疑応答 技能修得 個人ワーク
グループ
ワーク 

グループ 
ディスカッション

プロジェクト メディア利用 その他 

○   △  ◎    

※ ◎(かなり頻繁に行う)・○(頻繁に行う)・△(ときどき行う)で大体の実施の割合を示している（全体

で 3ヶ所まで） 

 

また、上記のような ALを目指したさまざまな方法論を円滑に展開できるように、

平成 27（2015）年度より、小教室 2室、中教室 2室、大教室 1室を、いわゆる AL
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型の教室に全面改装した他、ほとんどの教室の机を可動式のものに取り換えた。

さらに平成 27（2015）年度には小教室 1室を AL 仕様にした。しかしながら、どう

いう授業方法を採用するかは授業目標によるため、むやみにグループ・ワーク等

を奨励するものではない。学生の主体的な取り組みを確保するために、いろいろ

な方法論があってしかるべきと考えている。但し、AL を広義に捉えた場合、すな

わち頻繁な質疑応答や対話型授業、個人ワーク等も含めて、全ての科目において

AL に向かって取り組んでいく。 

AL 型の典型的な授業に関しては、従来からも、共通科目における「キャリアデザ

イン」科目群や「インターンシップ」、総合文化学科の教職課程における「教育実

習」、人間心理学科における「臨床心理実地実習」、学芸員資格取得課程における「博

物館実習」などが堅実に実践されてきた。そのような経験を踏まえて、国際教養学

部においては「異文化体験」「プロジェクト演習」「イベント・プロデュース A・B」

など、社会体験型の授業も積極的に用意し、実社会や異文化での活動を通して、社

会を知るとともにグローバル化を肌で感じ、より実践的な力を身につけられるよう

な科目を設定している。 

 

   b) ICT の活用 

     上述した AL を促進かつ効率化するため、以前からも簡易電子黒板的な機能をも

つ短焦点型プロジェクターが 3 台あった。平成 27（2015）年には可動式の電子黒

板 1 台を試験的に導入し、平成 28（2016）年には、新たに本格的なものを 2 台設

置した。これを受けて、同年 6 月には学内研修を行い、全ての教員が有効利用で

きるよう努めている。ただ、ICT を利用して授業実践をすることは、学生の理解に

資するだけでなく、そこに AL が重ね合わされることによって、学生自身が ICT を

駆使できるようにする、という目的もある。 

      

c)  英語による授業 

一部の共通科目や専門科目においては、英語による授業を実施する。これは 1・2

年次の英語の必修科目、及び e-learning や English Lounge，留学生との日常的な

交流等を通じて、日常的に英語と接触することによって可能となる。文化・言語理

解科目群には多くの英語による授業を導入し、英語によるディスカッションや英語

によるグループ・ワークが展開される。さまざまな社会的場面において、英語によ

るコミュニケーションを円滑に行える人材の育成を目指す。 

加えて、より実践的な英語の修得の場が「海外研修 AⅠ・AⅡ・BⅠ・BⅡ・CⅠ・C

Ⅱ」において用意されている。このようなカリキュラム設定及びカリキュラム外の

さまざまな取り組みを通して、徐々に学内の国際化を図っていく。本学は国際的な

視野を有した人材の育成を目標としているが、科目の性格上、日本語による授業運
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営が有効と判断される場合も多く、学生の英語力によっては科目内容の修得に支障

をきたす場合もある。よって教育実践の成果を検証しつつ、英語による授業の割合

を段階的に高めていきたい。 

 

d)  学際的思考を促すオムニバス授業と履修指導 

「学際的思考」の啓発のため、単一の理解科目群に偏ることなく幅広く学習を

進められるよう、必修科目として、「④」の項で紹介したような複数の理解科目群

を組み合わせたオムニバス形式の授業を設定する。それによって、一つの事象や現

象に対して、複眼的にアプローチできる人材の養成を目指す。汎用力の高い人材の

育成である。少人数制のメリットを生かし、個々の将来像に従って的確な履修指導

を行うことによって、計画的に学習を進め、社会で即戦力となり得る人材、いかな

る社会的な変化にも適応できる人材を育成する。 

その他、学生が無目的に授業を履修することがないよう、履修指導は細やかに

行っていく。個々の学生が描く将来像は多様であるため、履修モデルの雛形を示し

て選択させるという形ではなく、「ゼミナールⅠ・Ⅱ」を通して、学生個々のプロ

グラムを学生とともに構築するという考え方である。このような指導方法は、本学

のような小規模大学だからこそ実現できる利点である。また、個々のプログラムを

不断にモニターし、修正しながら卒業までのマップが描けるようにしていく。 

 

２ 学生数の設定 

1・2 年次の必修科目である「英語 A～E」については、入学時のプレイスメント・

テストによる習熟度別クラス編成を採用し、その後、習熟度に応じてクラスを再編し

ていく。78 名の定員に対し 4 クラスを設置し、1 クラス 20 名以内となるようにして

いる。授業は、原則として英語を第一言語とするネイティブ教員が担当し、リスニン

グやスピーキングの能力育成を中心に、基本的には英語で行う。 

情報系の科目や実験系、データ処理系の科目など、コンピュータを利用する科目に

ついては、1教室のコンピュータの台数に依存するため、30 名を上限としている。将

来的にはタブレット等の活用により、収容人数増も可能となる一方で、こういった分

野における学生のスキルの個人差を活用しての、ピア・インストラクションなどの授

業展開も視野に入れている。このことを強力に後押しし得るのが「アクティブラーニ

ング型」の教室である。 

入学定員からすると、一部の必修科目では教育学部の学生と合わせて 100 名～150

名という規模のクラスができてしまうが、1. で述べた AL 型の大教室での授業展開

を開発していく。現在実施されている「キャリアデザイン基礎」及び「キャリアデ

ザインⅠ」における運営経験から、授業効果の可否は、必ずしも人数の関数ではな

いとの実感は得ている。コーディネート方法の問題と捉え、FD 推進センターを中心
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に全学的に教育研究を進めていく。 

 

３ 配当年次 

各科目の配当年次については、基礎力や教養を養う共通科目（英語、論理的思考

／表現、リベラルアーツ基礎、キャリア、スポーツ・健康、情報）のほとんどを 1

年次からの開講としている。中でも英語は 1 年次に週 4 コマが必修となっており、

使える英語を目指した科目を入学直後から設置している。コマ数は減るものの、2年

次にも引き継がれる。また、リベラルアーツ基礎の中の「グローバル社会を生きる A」

という必修科目は、入学者全員に対して、大学生としての社会的責任や将来的展望

について考える機会を、初年次教育の一環として設置している。 

学部専門科目の多くは 2年次より開講するが、早い段階での専門的基礎知識の修得

が期待されるものは 1年次から開講し、実習など、修得したものを実践する科目等に

関しては 3年次からの開講としている。こうした配当年次の違いは、学習が円滑に且

つ効果的に達成されるよう設定されたものである。 

 

イ 卒業要件 

本課程の卒業要件は以下の通りである。 

 

１ 総単位数 

本学に 4年以上在籍し、126 単位以上を修得する。 

 

２ 必修科目 

共通科目から、1年次の「英語」8単位及び 2年次の「英語」2単位、「総合」の「グ

ローバル社会を生きる A」2単位、及びリベラルアーツ基礎の 5分野の中から 3分野

以上にわたって、必修科目である「グローバル社会を生きる A 」以外に 10 単位が必

修科目である。 

専門科目においては、人間及び人間の活動に関する総合的な知識や思考力を養う

ため、4つの理解領域でカリキュラムが構成されているが、それらは複合的に学ばれ

ることが期待されている。よって各クラスター（科目群）を組み合わせた「Human 

Studies 特論」「Social Studies 特論」「Local & Regional Studies 特論」「Global 

Studies 特論」の 4つの講義科目全てと、さらなる理解の統合と深化を目指した６つ

の演習科目「Human Studies 演習」「Social Studies 演習」「Local & Regional Studies

演習」「Global Studies 演習」「国際社会貢献研究」「地域社会貢献研究」の中から 2

科目 4 単位を必修科目として設定している。加えて、自国の文化の相対化と異文化

の理解のために、「文化・言語理解科目群」の中の「○○の生活と文化」8科目 16 単

位の中から、2科目 4単位が必修である。 
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また、専門科目として「ゼミナールⅠ～Ⅳ」が必修科目となっている。「ゼミナー

ルⅠ」では、大学生活への適応や大学の授業への適応が、中心的な課題となる。「ゼ

ミナールⅡ」では、人間の認知の特徴を踏まえた上での、思考の訓練を行う。「ゼミ

ナールⅢ」では、学生が 1 人の教員を選択し、その教員の専門領域や周辺領域につ

いて深く学ぶ。「ゼミナールⅣ」は、「ゼミナールⅢ」での学修を引き継ぎつつ、最

終的には「卒業研究」として研究成果を執筆し、発表し、合格することが卒業のた

めの要件となる科目である。 

 

３ 選択科目 

自学部の専門選択科目 76 単位以上を含む、90 単位以上を修得する。ただし、自学

部の専門選択科目 50 単位を超えた分については、共通科目から修得することができ

る。 

以上の事項は、表 ⑥－2 にまとめられている。 

 

表 ⑥－2 卒業要件 

 卒業要件単位数 （①＋②） 126 単位 

① 必修科目 

50 単位 

共通科目 

英語 10 単位 

リベラルアーツ基礎 

12 単位 

（3分野以上 10 単位 

＋「グローバル社会を生き

る A」2単位） 

専門科目 

国際教養総合講座 8 単位 

国際教養総合演習 4 単位 

文化・言語理解科目群 4 単位 

ゼミナールⅠ～Ⅳ 12 単位 

② 選択科目 

76 単位 

専門科目 50 単位以上 

共通科目 
26 単位以上 

専門科目 

 

ウ 履修モデル（資料 2） 

 

１ 人間そのものに焦点を当てた学び 

人間理解科目群を中心に、文化・言語理解科目群からも積極的に履修する。学修

対象は人間そのものであり、個としての人間がいかに集団や文化を形成するか、ま

た個々人が直面する社会問題や精神的問題がいかにその社会の特徴を反映している

のかを理解することを目指す。第 186 回通常国会および第 187 回臨時国会において
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衆議院提出法律案として提出された公認心理師法案では、人間の心理的問題を理解

するためには心理学の基礎科目から応用科目まで幅広い領域に精通していることが

必要不可欠であることを謳っている。この見解は、日本心理学諸学連合をはじめ、

多くの心理学団体・学会が賛同しており、今後の社会における人間理解に必要な視

座と考えられる。それに倣い、人間理解科目群では幅広い心理学的領域の科目を用

意しているが、こうしたグローバル社会の構成員である「人間」そのものを考える

ミクロな視点は、人を相対的にマクロに捉える地域・経済理解科目群と相互的に作

用し合い、深い学びにつながることが期待される。 

 

２ 即戦力となる社会人に焦点を当てた学び 

地域・経済理解科目群を中心に、社会人としての即戦力となれるよう学習を進め、

「現場」での的確な判断力・行動力を持つ人材育成を目指す。相対的には知識ベー

スではなく、なぜそうするのか、なぜそうしなければならないのか、という問いを

中心に、問題発見・問題解決型の思考回路を醸成すべく履修モデルを作っていく。

さらに、地域社会・経済及びビジネスについて深い専門性を身につけ、コミュニテ

ィに貢献できるような人材育成を目指す。本学部での学びが、現在の日本の社会の

みならず、大きく変動する社会にも十分対応し得る力となるよう学習を進めていく。

もちろんグローバル社会にも対応できるよう、国際社会理解科目群からもバランス

よく学んでいくことになる。 

 

３ 比較文化に焦点を当てた学び 

       文化・言語理解科目群の日本文化関連の科目を中心に、人間理解科目群も学修す

る。日本の文化や経済などに精通し、英語で日本を語れる人材育成を目指す。3年次

までは、人間一般の特徴を理解するとともに、日本史・日本文化・日本の政治・経

済など、日本についての造詣を徹底的に深める一方、1・2 年次の必修の英語や 2 年

次以降の英語による授業によって英語力を強化していく。この履修モデルでは、日

本についてもっと広く知る、あるいは日本人としてのアイデンティティを確立する

ことに主眼が置かれている。また、他国の文化についても広く知ることで、日本を

相対化する見方を身につける。 

  

４ 国際社会での活躍に焦点を当てた学び 

国際社会理解科目群を中心にするが、主に(ⅰ)自国に対する深い認識（日本人とし

てのアイデンティティ）、(ⅱ)高度なコミュニケーション能力、(ⅲ)問題解決型を基盤

としている論理的思考、(ⅳ)国際社会に通用するビジネス•リテラシー、(ⅴ)専門知識

を育成することを目指す。とりわけ、国際的な舞台に立つための最低限のスキルと

しての英語運用能力の育成に重きを置く。それは日常的な英会話のみならず、さま
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ざまな国際ビジネス社会で必要とされる英語コミュニケーション能力である。さら

に、国内外で起きている社会問題について国際的な視点から学び、グローバル社会

における適応力の育成に努める。そのためには、社会経験として早い段階での海外

研修を奨励し、語学の修得のみならず、異文化に接することで自身の現状を見つめ、

多様性を認識し、これからの学びをどのように進め、卒業後どのように社会に貢献

していけるのかについてのヒントを得ることを期待する。また、「イベント・プロデ

ュース」に代表されるように、社会に仕掛けていく体験を通じて、物事に対する積

極的なコミットメントの姿勢を養う。 

 

   以上 4 つの履修モデルを示したが、実際には学生は、自身の将来設計に向けてこれ

らのモデルを組み合わせたり修正したりしながら履修をしていくことになると思われ

る。 

 

エ 履修科目の年間登録上限、他大学における科目の履修等 

適切な学習時間を確保するために、国際教養学部においては、1 年次から 3 年次は

年間 42 単位を上限としている。AL の実践となると，その形態によっては授業時間外

の学修が必然的に多くなる。単位をとるための学修ではなく，学生自身が描く将来像

に繋がる学修となるよう，適切な履修指導を行う。また、4年次については 50 単位を

上限としている。 

他大学における科目の履修等については、学則に「教育上有益と認められるときは、

他の大学または短期大学との協議に基づき、学生に当該他大学または短期大学の授業

科目を履修させることができる」とある。本学は、千葉県私立大学短期大学間単位互

換制度（26 大学・10 短期大学加盟）に加盟しており、この制度によって加盟校にて修

得した単位が、本学での卒業のための単位として認められる。 

また、平成 26（2014）年度に、名桜大学（沖縄県）・札幌国際大学（北海道）と単

位互換協定を締結した。それにより半年及び 1 年の国内留学をし、単位を修得するこ

とができる。なお、留学期間中も本学在学の扱いとなるため、本学の卒業要件を満た

せば 4年間で卒業することが可能である。 
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⑦ 施設、設備等の整備計画 

 

ア 校地、運動場の整備計画 

本学は、JR 常磐線・東武アーバンパークライン柏駅から約２キロの徒歩圏内に位置

している。校地の面積は、25,783 ㎡であり、収容定員 600 名（国際教養学部 312 名、

設置認可申請中で併設予定の教育学部 288 名）の大学として、大学設置基準を十分に

充たしている。この校地に 1号館、2号館、図書館棟、体育館の各施設が学生の休息等

に利用する中央広場を囲む形で配置されている。また、校地内に複数のベンチ等を設

けて学生に交流の場を提供している。屋外の運動施設としては、体育館に隣接して体

育実技の授業等に使用している運動場（1,610 ㎡）が整備されている。大学が開学した

平成 12 (2000)年度の入学定員が 250 名であったことに比して、国際教養学部の入学定

員 78 名、設置認可申請中で併設予定の教育学部の入学定員は 72 名、計 150 名の入学

定員（▲40％）であるため、余裕を持った各種運用が可能であり、教育研究環境は良

好である。このことから、今回の改組に伴う校地等について整備状況は十分であると

考えている。 

 

イ 校舎等施設の整備計画 

本学の校舎は、すべて 2階建てで、1号館、2号館、図書館棟からなり、全体の校舎

面積は大学設置基準第 36 条第 5 項（体育館）の面積を除いて 8,079 ㎡となっている。 

今回の国際教養学部設置については、現在のリベラルアーツ学部を発展させる形態

であるため、特別な教室改修工事は実施しないが、平成 26 (2014)年度に AL 対応が可

能となるよう５教室を改装、併せて、１号館の教室を中心にキャスター付き机に入れ

替え、平成 27 (2015)年度には更に AL 対応可能教室を 1 教室増設するなど、改組に向

けた準備を進めてきた。また、平成 28（2016）年度中に語学学習システム（e-learning）

の導入、一部教室のプロジェクター設置を行い、学習環境をより充実させる。 

教員研究室は一人一室を前提に大学全体で 40 室あるため、国際教養学部教員 14 名

分を充たしており、設置認可申請にて併設予定の教育学部教員 20 名分を含めても増設

の必要は生じない。 

届出年度である平成28(2016)年度における大学全体の設定科目数357科目に対して、

国際教養学部の完成年度である平成 32 (2020)年度における大学全体の設定科目数（設

置認可申請にて併設予定の教育学部の設定科目を合算したもの）は、312 科目を予定し

ているため、15 人前後のクラスが相当数存在しても問題は生じないと判断する。また、

授業時限を現行の５時限制から６時限制とするため、教室運用に余裕が生まれるだけ

でなく、科目重複が減り、学生が希望する授業を履修しやすい環境となる。前述のよ

うに、平成 12 年度に入学定員 250 名の大学として設置されたため、改組後の入学定員

150名（国際教養学部78名、設置認可申請中で併設予定の教育学部72名）体制（▲40％）
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においては、併設予定の教育学部ならではの必要施設を考慮しても余裕を持った運用

が可能である（資料 3・4 として時間割表及び教員別出講日一覧を付した）。 

これらのことから、国際教養学部については、現行の施設で対応可能と考えている。 

なお、今回の改組を良い機会と捉え、学習環境及び研究環境を整えるために、1号館、

2号館、図書館全ての建物について、空調更新工事を実施し、１号館及び図書館につい

ては、さらに屋上防水工事を実施する。 

 

既存の施設の概要については次のとおりとなる。 

 

1 号館には管理棟と教室棟があり、管理棟には学長室、教員研究室(14)、会議室、大

学事務局等がある。教室棟には、大教室(マルチメディアルーム)・一般教室(7)、AL 対

応教室(5)、コンピュータ教室(4)等の他、教員研究室(16)、キャリアセンター、学生

ホール、学生食堂等が設置されている。キャリアセンターは、平成 24 (2012)年度に学

生がより利用しやすい学生ホール近くに移動させ、更に規模も従来の約２倍に整備拡

張し、キャリア支援体制の向上を図っている。また、学生食堂は、食事時間帯以外も

学生に開放しており、屋内における学生の休憩、交流の場としても活用している。 

2 号館は、主に教室棟として中教室(4 室のうち 2 室は教育学部用の理科実験室、家

庭科（調理）室に改装予定)、一般教室(4 室のうち 1室は教育学部用の図工室に改装予

定)の他、非常勤講師室、保健室等が設置されている。 

図書館棟は、１階に学習図書閲覧室と資料検索等に利用される情報コーナーを設置

し、2階には教室(2)、教員研究室(10)の他、教室として使用している｢こもれびホール｣

(収容人員 144 名、関係器具設置のうえ教育学部用の音楽室として使用予定)がある。

大学地域開放の一環として、｢こもれびホール｣は授業に支障をきたさない範囲内で、

地域の団体や住民に貸出しをし、地域住民との関係を深めている。 

 

ウ 図書等の資料及び図書館の整備計画 

 

１ 図書館全体 

図書館の総延面積は 1,105 ㎡であり、1階にはサービススペースと事務管理スペー

ス、地下には書庫がある。学習図書閲覧室には閲覧席が 142 席あり、収容定員に対

する座席数の割合は約 22％である。 

また、DVD やビデオ視聴のための AV ブースが 6 席ある。蔵書検索（OPAC）は館内

に 4台設置し、図書館で登録した書誌情報は全てデータベース化しており、「開智国

際大学図書館蔵書目録（OPAC）」として、インターネット上でも広く公開している。

他にはオンラインデータベースの専用端末が 2台ある。 

なお、大学地域開放の一環として、平成 19（2007）年 10 月より 15 歳以上の一般
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の方の図書館利用を認め、身分証明証等の確認後、登録手続きをすることで、閲覧

のみならず図書の貸出も行なっている。現在、登録者数約 1,300 名、貸出冊数約 2,300

冊の実績がある。今後とも更に広報活動を強化して、地域住民への開放に努めたい。 

 

２ 図書・資料の整備 

大学全体の蔵書冊数は現在 103,336 冊（うち洋書 13,689 冊）であり、蔵書構築は

次の通りである。 

 

蔵書構築 
 

  和 洋 和洋合計 構成比 

 0 (総記・図書館・叢書） 3,930 279 4,209 4.1% 

 1 （哲学・心理学・宗教） 6,389 1,080 7,469 7.2% 

 2  （歴史・地理・伝記） 6,962 380 7,342 7.1% 

 3  （社会科学・社会・教育） 17,742 1,773 19,515 18.9% 

 4  （自然科学・数学・医学） 4,485 1,242 5,727 5.6% 

 5  （技術・工学・家政学） 2,002 142 2,144 2.1% 

 6  （産業・商業・交通・観光） 1,391 99 1,490 1.4% 

 7  (芸術・美術・音楽・体育） 9,831 1,462 11,293 10.9% 

 8  （言語） 5,508 2,520 8,028 7.8% 

 9  （文学） 23,682 2,504 26,186 25.3% 

      その他（整理中資料） 7,725 2,208 9,933 9.6% 

                計 89,647 13,689 103,336 100.0% 

 

今回の改組（国際教養学部及び認可申請中の教育学部）に伴い、開設前年度であ

る平成 28（2016）年度から完成年度である平成 32（2020）年度まで図書を毎年継続

購入し、合計 8,197 冊の専門書を追加する予定である。 

また、大学全体で学術雑誌は、雑誌 610 種（うち洋雑誌 121 種）を所蔵しており

（資料 5）、そのうち定期購読数は 29 種である。定期購読新聞は 4紙でうち１紙は英

字新聞である。その他、視聴覚資料 2,461 点を所蔵している。 

デジタルデータベースとしては、新聞系のデータベースである「ヨミダス歴史館」、

論文情報ナビゲータの「CiNii 機関定額制」、さらに図書館向けデジタル化資料送信
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サービスである「国立国会図書館デジタルコレクション」を活用している。 
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⑧ 入学者選抜の概要 

 

ア どのような学生を受け入れようとしているか（アドミッションポリシー） 

開智国際大学国際教養学部は、「グローバル化が進む変化の激しい社会にあって、国

際的な広い視野を有し、論理的に考察し、問題を発見し解決する意欲と能力を兼ね備

えた，主体的に行動できる人材の養成を主たる目的」として、以下に掲げる特性を有

する者を求める。 

 

a) 人間やその営為に対して幅広い関心を有する者 

b) 現代社会における課題の発見と解決に積極的に貢献しようとする意欲を有する者 

c) 国際英語に関心を有する者 

d) ディスカッションに積極的に参加できる者 

e) 自分の言葉で自分の考えを述べることのできる者 

 

    入学試験に際しては、上記のような観点から面接や調査書を吟味し、また、学科試験を評価

して選抜する。 

 

イ 入学者選抜方法及び選抜体制 

入学希望者の多様な資質、能力を見極めるために、入試選抜の方法を多様にするこ

とで、多様な学生が入学できる選抜方法を実施する。 

 

１ AO 入学試験選抜 

高校までの成績だけでは評価し得ない受験生の可能性や将来性を評価して、その

受験生の意欲･個性･資質等を詳細な書類審査と時間をかけた丁寧な面接等により、

設置の趣旨や目的に合致した者を選抜する。 

 

２ 推薦入学試験選抜（指定校推薦・公募推薦） 

本学が指定する高校の卒業予定者であって、本学部・学科設置の趣旨や目的を理

解し、人物及び学業ともに優秀であると学校長より推薦された者に面接を課し、そ

れに出願書類の審査を加えた上で、選抜する（指定校推薦）。また、指定する高校

以外の高校の卒業予定者であっても、学校長より推薦された者に面接等を課し、そ

れに出願書類の審査を加えた上で、選抜する（公募推薦）。 

 

３ 特待生入試 

本学の出願までに勉学を通して身につけた、格別の能力を入学後さらに伸長させ、

本学学生の模範となって良い影響を与え、本学の活性化を図る趣旨で行う入試であ
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る。総合型の問題、出願書類等の審査により、選抜する 

 

４ 一般入学試験選抜 

本学部・学科における教育内容に対応可能な学力を検査するために、科目試験を

実施し、その成績及び出願書類等の審査により、選抜する。 

 

５ 大学入試センター試験利用入試 

本学が指定する教科・科目のうち、受験者が選択した科目を選考の対象として審

査、選抜する。 

 

６ 特別入学試験選抜 

・帰国子女 

海外に 2 年以上継続して在住し、当該国公認の学校で教育を受け、帰国後 5 年以

内の者を対象に選抜を行う。選抜の方法は、AO 入試に準じる。 

・社会人 

高等学校卒業後 5年以上経過した者若しくはそれに準じる者を対象に選抜を行う。

選抜の方法は、AO 入試に準じる。 

 

区分 募集人員 選抜方法 

AO 入試 
前期 

10 名 
プレゼンテーション、面接によって国際教養学

部への適性と幅広い知識と学力を測る。 後期 

推薦入試 

（指定校・公募） 

前期 
29 名 

書類審査と面接等によって国際教養学部への

適性と幅広い知識と学力を測る。 後期 

特待生入試 

一般入試 

前期 

35 名 

一般判定：①総合型の問題 ②国語、英語 

特待判定：①総合型の問題 ②国語、英語に加

えて、数学、理科、社会より 1科目選択 後期 

大学入試センター試験

利用入試 

前期 

4 名 

一般判定：国語、英語の 2科目又は英語 1科目

特待判定：国語・英語、及び数学・社会・理科

各教科からいずれか 1科目選択。 
後期 

 

 

ウ 科目等履修生の受け入れ 

正規の学生に影響が及ばない範囲で、科目等履修生を若干名受け入れる。履修可能

科目数は数科目以内とし、その決定は学長が行う。ただし、一部実習科目等について

は、対象科目から除外する。  
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⑨ 取得可能な資格 

国際教養学部に設置されている「人間理解」の科目群を中心に，表⑨－1 に示すように

単位修得することによって，公益社団法人・日本心理学会が認定する「認定心理士」資

格が取得できる。 

認定心理士資格とは，「心理学の専門家として仕事をするために必要な，最小限の標準

的基礎学力と技能を修得している（日本心理学会ホームページより）」ことを証明するも

のである。 

 

表⑨－1 認定心理士資格取得に必要な単位数と該当する科目(例) 

 領 域 必要単位 科目名(単位数) 

基
礎
科
目 

心理学概論 4 心理学概論(2) 教育心理学(2)  

心理学研究法 4 心理学研究法Ａ(2) 心理学研究法Ｂ(2) 心理統計学基礎(4) 

心理学実験・実習 3 心理学基礎実験(3)   

選
択
科
目 

知覚・学習 ３
領
域
各
４
単
位
以
上
、

合
計
16
単
位
以
上 

知覚心理学(2) 認知心理学(2)  

生理・比較    

教育・発達 発達心理学(2) 青年心理学(2) 学校心理学(2) 

臨床・人格 臨床心理学(2) パーソナリティ心理学(2) 精神分析学(2) 

社会・産業 社会心理学(2) コミュニティ心理学(2) 家族心理学(2) 

その他 － 発達支援論(2) 臨床心理実務倫理(2)  

※ 各要件を満たしたうえで、総単位数 36 単位以上 
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⑩ 企業実習や海外語学研修等の学外実習を実施する場合の具体的計画 

 

ア 企業実習 

 

１ 実習先確保の状況 

インターンシップの実習先は、正課授業および正課外での実習の両方を含めて、

主に千葉県経営者協会（以下、協会と呼ぶ）に登録している受入先企業リストの中

から学生が希望企業を選び、協会を通してエントリーシートを提出し、協会が企業

とのマッチングを行なう。 

実習先となる受入先企業リストは、協会の「インターンシップ」ホームページに

掲載されている（http://www.chibakeikyo.jp/intern.html）。 

協会からの希望先企業の情報提供をもとに授業内（正課外の場合はキャリアセン

ターを通して）で学生に連絡、手続き等の指導を行う。なお、このシステムによっ

て、インターンシップ実習先が確実に確保され、過去の実習状況や個別実習先との

直接の信頼関係に基づき、毎年学生を受け入れてくださる企業が確保できている。 

    これまでの主な実習先で引き続き受入先可能な実習先は表⑩－1 に示した。 

 

表⑩－1 受け入れ可能な実習先のリスト 

 実習先 所在地 受入人数 

1 松戸公共職業安定所  千葉県松戸市 3 

2 ちば国際コンベンションビューロー  千葉県千葉市 2 

3 柏市役所  千葉県柏市 1 

4 ㈻くるみ学園（くるみ幼稚園）  千葉県柏市 2 

5 ㈱ホンダカーズ中央神奈川  神奈川県大和市 3 

6 (有）太陽 グループホーム おひさま流山  千葉県流山市 3 

7 (社)真和会 特別養護老人ホーム  四季の里  千葉県柏市 3 

8 石井食品㈱  千葉県八千代市 2 

9 写楽館  千葉県千葉市 2 

10 空間情報サービス㈱  千葉県千葉市 2 

11 東邦オート㈱  千葉県千葉市 2 

12 ファッションルーム OKUO  千葉県柏市 2 

13 市川公共職業安定所  千葉県市川市 1 

14 柏警察署（千葉県警）  千葉県柏市 3 

 

２ 実習先との連携体制 

正課授業で実施されるインターンシップは、授業内で担当教員が直接実習先と連
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絡をとり、事前・事後の書類等を取り交わす。 

 

      ・学長名の依頼状（申請書）送付 

 ・覚書（学長印）取り交し 

 ・本人誓約書、履歴書送付 

      ・評価表および依頼状送付 

      ・「学研災付帯賠償責任保険」番号通知 

 ・お礼状送付 

 

その他、電話、メールによる担当者との直接連絡、確認等を行い、実習期間中の

緊急連絡がとれる体制をとる。 

     なお、正課外で行うインターンシップは、キャリアセンターを窓口にして、正課

授業に準じて同様な手続きをとる。 

 

３ 成績評価体制および単位認定方法（シラバス掲載内容どおり：表⑩－2・次頁） 

      通年 30 回の授業（内、12 回分は実習）に出席し、インターンシップに参加する意

義を理解し、必要な知識とスキルを身につけ、実習終了後の振返りと発表のための

まとめを行うことが評価の対象となる。 

     単位認定に関しては、実習への参加が必須であることと、授業内での課題への取

り組み、実習先の評価、および発表内容を総合して、担当の 2 名の教員で協議して

成績評価および単位認定を行う。 
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表⑩－2 「インターンシップ」のシラバス 

     

なお成績評価の項目については、授業内課題提出状況(30％)、研修レポート(20％)、

受入れ企業による評価(10％)、実習報告資料(30％)および発表(10％)を総合的に評

価する。 

 

イ 海外語学研修の具体的計画 

国際的な相互理解と文化交流の態度を養うために、オーストラリア、インドネシア、

中国の本学と提携関係がある大学で、海外研修を行い、「海外研修 AⅠ・Ⅱ」、「海外研

修 BⅠ・Ⅱ」、「海外研修 CⅠ・Ⅱ」（共に選択科目）を設定する。 

外国語研修のほか、インドネシア、中国の提携先では、学生の多様なニーズ（提携

先大学で実施するインターンシップ、ボランティア、国際 NGO 等への参加など）に応

えることも可能となっている。これは本学が小規模大学で、参加する絶対人数に限り

があるために可能となった研修方法である。履修当初に担当教員と学生が研修形態（外

国語研修、インターンシップ、ボランティア、国際 NGO 等）を決定して、事前指導を

経て、休業期間中に海外で研修、帰国後に事後指導として海外研修成果報告書の作成

及び発表を求め、現地からの成績報告書と合わせて評価を行う。 

研修中の管理体制として、担当教員と学生との間で SNS を介して一週間に一度状況

の確認を行い、必要に応じて直接連絡をとる体制とする。また、本学と派遣先の大学

第 1 回 オリエンテーション： インターンシップの意義、授業目的、授業の進め方、評価に関する

第 2 回 インターンシップ参加動機、希望業種・職種研究、参加目的の明確化①： 候補リストの

第 3 回 インターンシップ参加動機、希望業種・職種研究、参加目的の明確化②： 候補先の絞り

第 4 回 インターンシップ先（候補企業）の決定： ビジネスマナー①（電話のかけ方、面接の受け

第 5・6 回 インターンシップ先（候補企業）の決定： ビジネスマナー②（履歴書の作成） 

第 7 回 インターンシップ先（候補企業）の企業研究（つづき） 

第 8 回 ビジネスマナー③： 敬語の練習、会社訪問のマナー 

第 9 回 インターンシップの目標設定・活動計画作成 

第 10 回 インターンシップ研修準備①： 研修ノート・報告書の書き方、お礼状の書き方 

第 11 回 インターンシップ研修準備②： 事前準備チェックリストの作成 

第 12 回 受入れ企業紹介のパワーポイント資料作成 

第 13 回 受入れ企業紹介プレゼンテーション 

第 14～25 回 インターンシップ実習 

第 26 回 インターンシップ実習報告書作成 

第 27 回 インターンシップ実習報告、パワーポイント資料作成 

第 28,29 回 インターンシップ実習報告プレゼンテーション（授業内） 

第 30 回 インターンシップ実習報告プレゼンテーション（学部内） 
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との間でも適宜連絡をとり万全を期す。さらに、海外旅行傷害保険の加入を義務付け、

保険会社による現地サービスも利用できるようにして、緊急時の体制を整える（研修

先一覧は資料 6）。 
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⑪ 管理運営 

 

ア 教授会 

本学の教育研究に関する重要事項等を審議するため教授会を置き、原則月 1 回、第 3

水曜日に開催する。教授会は、学則第 8条第 1項及び第 2項に基づき、学長、副学長、

教授、准教授、専任講師及び助教をもって構成する。また、本学は小規模大学であり、

設置認可申請中の教育学部と合わせても専任教員は 34 名（国際教養学部 14 名、教育

学部 20 名）であるため、2学部合同で教授会を行う。 

教授会は教授会規程第 3 条に基づき、次に掲げる事項等を審議する。最終的にはそ

の審議内容を参考に、決定権者である学長が意思決定を行う（教授会規程は資料 7）。 

 

（審議し、意見を述べる事項） 

a) 学生の入学、卒業に関すること。 

b) 学位の授与に関すること。 

c) その他教育研究に関する重要事項で、教授会の意見を聴くものとして学長が

定めるもの。 

 

（審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる事項） 

a) 教育課程に関すること。 

b) 学生の試験に関すること。 

c) 学生の団体及び学生生活に関すること。 

d) 学生の賞罰に関すること。 

e) 学則及び教育・研究に係わる規則の制定に関すること。 

f) 教員の教育研究業績等の審査に関すること 

g) その他、学長が必要と認める事項。 

 

なお、教授会規程第 4条に基づき、議長は学長が務める。内容については、会議を欠

席した教員を含め、全教職員に報告することにより共通理解を図っている。 

 

イ 教授会の関連委員会 

各種運営の円滑化を図るため、教授会の下部組織として各種委員会を置き、問題点

の確認及び検討等を行う。なお、各種委員会は、学長が指名する複数の教員及び事務

職員をもって構成する。委員会は原則月 1回、水曜日を中心に開催する。 
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※（ ）は主たる役割 

a) 人事委員会（教育研究業績の審査等に関すること） 

b) アドミッション委員会（入試等に関すること） 

c) 教務委員会（教務に関すること） 

d) 学生委員会（学生生活等に関すること） 

e) キャリア委員会（進路支援に関すること） 

f) 研究・図書・紀要委員会（研究、図書館運営に関すること） 

g) 自己評価委員会（自己評価に関すること） 

h) 国際交流委員会（国際交流、各種研修に関すること） 

 

なお、教職センター、FD 推進センター、危機管理委員会等については、その性格上、

教授会に関連する組織とするのではなく、学長直轄のものとして位置づけている。 

 

ウ 学部長会議 

教授会運営の円滑化を図るため、学部長会議を置き、原則月 1 回、第 2 水曜日に開

催する。学部長会議は、学長、副学長、学部長及び学長の指名する教員で構成し、次

に掲げる事項を審議、共有する。 

 

a) 教育研究に関する基本方針等、本学運営に関する全学的な事項 

b) 教授会の審議に関する事項 

c) その他学長が検討を求めた事項 

 

なお、学部長会議の議長は、学長が務める。また、内容に応じて更に教授会におい

て審議するものとする。 

 

エ 学部会議 

学部運営の円滑化を図るため、学部会議を置き、原則月 1 回、第 1 水曜日に開催す

る。学部会議は、学部に所属する教員で構成し、学部に関する各種事項について、意

見交換等を行う。 
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⑫ 自己点検・評価 

 

ア 自己点検・評価 

本学は平成 12（2000）年 4月に開学されたが、１期生が卒業する直前の平成 15（2003）

年に、１期生と全教職員(事務系管理職を含む)を対象に自己点検・評価を実施した。

その結果は、自己点検・評価報告書「日本橋学館大学の現状と課題：平成 12（2004）

年開学からの 3 年間を顧みて」（平成 16（2008）年 3月発行）にまとめられている（日

本橋学館大学は、本学の旧名称）。 

平成 22（2010）年（平成 21（2009〕年度分）からは、自己点検・評価委員会を中心

に、毎年、「年次報告書」という形で自己点検・評価を実施してきている。 

 

イ 外部評価 

本学は平成 22（2010）年度に、日本高等教育評価機構による大学機関別認証評価を

受けた。その結果、専任教員数に関しての改善要求を受け判定が保留となっていたが、

平成 24（2012）年度に再審査を受け、「機構が定める大学評価基準を満たしている」と

認定された（平成 22（2010〕年 4月 1日から平成 29（2017〕年 3月 31 日まで）。 

来る平成 29（2017）年度には、2回目の外部評価を受ける予定である。 

 

ウ 学生による授業評価及び同僚による授業評価 

平成 18（2006）年度の試行期間を経て、平成 19（2007）年度より学生による授業評

価を実施している。当初は紙媒体であったが、平成 24（2012）年度から、授業開講期

間、教員に対して随時コメントすることができるよう、Web（ホームページ上の学内ポ

ータル）を介した授業アンケートを実施している。専任教員の授業のみならず兼任教

員の授業も対象となる。アンケートでは、学生が自由に意見や要望を書き込むことが

できるようになっている。学生からのコメントは、授業担当教員だけでなく学長・副

学長・各学科長・FD 推進センター長にも、その職位に応じて同時配信されている。現

在は、専任教員に対するものは各学科長に、兼任教員に対するものは副学長に、学科

長や副学長に対するものは学長に、FD 推進センター長には全ての書き込みが配信され

る、という構造になっている。 

また、平成 20（2008）年度より、教職員による授業見学を実施している。現在は、

各学期の中間に約 2 ヶ月の見学期間（前期はゴールデンウィーク明けから 6 月、後期

は 10・11 月）を設け、専任教員は、他の教員の授業を最低１科目見学し、授業担当者

と FD 推進センターに、見学報告を文書にて行うことになっている。 

このような取組みにより、限定的ではあるが、全ての授業の運営状況が学生や別の

教員の目線からチェックできている。教学面での自己点検作業をさらに強化するため

に、新学部設置予定の平成 29（2017）年度からは、全ての授業の全面公開を目指して



46 
 

いく。 

 

エ 研究業績の開示 

平成 21（2009）年度より、本学ホームページの専任教員紹介欄に、主たる過去の研

究業績が開示されている。また、同じく平成 21（2009）年度より、本学研究紀要（日

本橋学館大学紀要（現・開智国際大学紀要））の巻末に、各専任教員のその年度の研究

業績一覧を掲載している。 

このような取組みにより、各専任教員がどのような研究活動を行い、どのような研

究成果を挙げているのかを社会に開示しており，また，教員相互に不断に知ることが

でき，各教員の研究活動の管理という面からは、ある意味で自己点検活動であると考

えられる。また学外にも広く開示されることによって、教員の研究意欲を鼓舞できて

いることと考えている。 

 

オ 学外活動の開示 

教授会資料の最後に、各教員の出張の概要の報告を添付し、全教員が共有できるよ

うになっている。しかしながら、ここに記載するためには、現在のところ「出張申請

書」とは別に書類を提出しなければならず、網羅されている訳ではなく、申告した一

部の教員の報告に留まっており、全ての動向を相互に共有するには至っていない。出

張申請書と連動させることにより、各教員の動向がオープンになるようにしていく。

とりわけ学会参加や発表、研修会への参加等、教育研究活動・社会貢献活動の実績に

関して、教員間で共有できるシステムを構築していく。 

 

カ 教員の在学時間のチェック 

平成 27（2015）年度より、学生サービスの充実のために、週 4 日勤務の教員におい

ては、週 30 時間以上の研究室在室時間の確保を義務づけた。これまでもほとんどの教

員は、授業時間やオフィスアワー（最低週１コマ分、学生が自由に研究室を訪問し、

質問や相談できる時間）以外にも、学内にいて学生対応をして来ていたのであるが、

各教員の裁量に委ねられていた。学生サービスを全学的な取組みとして制度化するた

めの一環として実施され、一定の成果を得ている。 

 

キ 教職員に対する総合的人事評価 

平成 28（2016）年 1 月に、「人事評価準備委員会」が開かれ、平成 28（2016）年度

に、教員の人事評価を試験的に実施することになった。平成 28（2016）年度の試験的

実施の結果を受けて、評価項目、評価基準、評価プロセス等の見直しを図り、平成 29

（2017）年度には本格的な導入に入る予定である。教員においては、教育や研究業務

以外にも、勤務状況や委員会活動等の学内業務への取組み、社会貢献活動等、多肢に
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わたって評価する予定である。 

一方の職員においては、勤務状況を時間だけで把握することは容易ではあるが、な

かなか査定しにくい面がある。いずれにしても、何らかの評価基準を設けて、適切に

評価し、それをもとに運営していけるよう、今後検討していく。 

人事評価の結果の扱いに関しても慎重に論議しながら、法人本部とも相談し、場合

によっては規定に明記するなどの方法で、各部署における職務が円滑に進むように整

備していく。 

 

大学全体としての自己評価に関わることは、学長・副学長・事務局長を中心に、「自

己点検・評価委員会」や「FD 推進センター」「研究・図書・紀要委員会」が窓口となっ

て行っている。 

 

ク 入試方法の検討 

入試の段階での生徒に対する評価と入学後の状況との相関を見ることによって、入

試のあり方を改善していく。教務委員会・アドミッション委員会・FD 推進センターが

連携しながら、不断に入試改革を進めていく。 
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⑬ 情報の公表 

高等教育機関として、社会に対する説明責任を果たし、教育研究の質をより向上させ

ていくため、大学のホームページに教育情報を公表している。項目は以下のとおりであ

る。 

 ※教育情報トップページ http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/kyoikujyoho/ 

a) 大学の教育研究上の目的に関すること 

        http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/kyoiku_mokuteki/ 

b) 教育研究上の基本組織に関すること 

        http://www.kaichi.ac.jp/faculty/ 

c) 教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

1. 教員組織、教員の数 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/kyoinsosiki/ 

2. 学位及び業績 

http://www.kaichi.ac.jp/faculty/academic/ 

d) 入学者に関する受入方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業

又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況

に関すること 

1. 受入方針 

http://www.kaichi.ac.jp/exam/policy/ 

2. 入学者の数 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/gakuseidata/ 

3. 収容定員 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/teiin/ 

4. 在学する学生の数 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/gakuseidata/ 

5. 卒業、進学者数等 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/gakuseidata/#sotugyo 

e) 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

        http://www.kaichi.ac.jp/life/handbook_3c/#syllabus 

f) 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

1. 学修の成果に係る評価 

http://www.kaichi.ac.jp/wp-content/themes/nihonbashigakkan/pdf/han

dbook_3c/h06_3c.pdf 

2. 卒業の認定に当たっての基準 

http://www.kaichi.ac.jp/wp-content/themes/nihonbashigakkan/pdf/han

dbook_3c/h07_3c.pdf 
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g) 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

1. 校地、校舎等の施設 

http://www.kaichi.ac.jp/life/shisetsu/ 

2. 学生の教育研究環境 

http://www.kaichi.ac.jp/life/shisetsu/#gakushukankyo 

h) 授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

        http://www.kaichi.ac.jp/exam/fee/ 

i) 大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

1. 修学、進路選択支援 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/syugaku_shinro/ 

2. 学修支援体制 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/gakusyusien/ 

3. 学生相談室 

http://www.kaichi.ac.jp/life/counseling/ 

4. 健康管理 

http://www.kaichi.ac.jp/life/health/ 

j) その他 

1. 教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

(1) 修得すべき知識等 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/chishiki_noryoku/ 

(2) 主要科目一覧 

http://www.kaichi.ac.jp/wp-content/themes/nihonbashigakkan/images/

page/kamoku_ichiran.pdf 

(3) カリキュラムポリシー等 

http://www.kaichi.ac.jp/aboutus/policy/ 

2. 財務情報 

http://www.njk.ed.jp/annual-report/ 

 

 また、「大学ポートレート（私学版）」〈日本私立学校振興・事業団〉に参加し、教育情報

を公開している。 

        http://up-j.shigaku.go.jp/ 
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⑭ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 

 

FD 推進センター 

  平成 22（2010）年度に発足した、FD(Faculty Development)推進センターが中心となっ

て，不断に授業研究・授業改善に向けての取り組みを行っている。これまで継続的に行

われてきた活動の具体的内容は、授業アンケート(授業評価)、授業見学、授業公開、授

業実態調査である。 

さらに、平成 27（2015）年度においては、授業実践検討会、AL 型教室使用教員報告会、

ICT 用いた教育研修会を新たに開き、授業改善のさらなる推進を図った。また，平成 28

（2016）年度からは，AL そのものについて研究する機会を設けることになっている。 

 

ア 授業アンケート 

従来は、各教員、最低１科目において、各期の授業の後半に質問紙票を配布し、学

生からの回答を得る、というものであった。しかし、授業の後半に実施しても、実際

に授業の改善の恩恵を受けるのは来年度以降の受講者ということになる。加えて授業

時間も多少ではあるが圧迫される。 

そこで、平成 24（2012）年度からは、授業開講期間、教員に対して随時コメントす

ることができるよう、Web（ホームページ上の学内ポータル)を介した授業アンケート

を実施している。専任教員の授業のみならず兼任教員の授業も対象となる。学生から

のコメントは、担当教員だけでなく学長・副学長・各学科長にも、その職位に応じて

同時配信される。現在は、全てのコメントは FD 推進センター長に，専任教員に対する

ものは各学科長に、兼任教員に対するものは副学長に、学科長や副学長に対するもの

は学長に、という階層構造的な同時配信の構造になっている。それによって，各授業

は学科のものであり，各学科の授業は大学のものである，という意識のもと，授業運

営がなされることを期待している。 

加えて，学生から寄せられたコメントに対しては、授業担当者が、授業あるいは掲

示板を通して、必ず回答するようになっている。 

これまでのところ、問題となるような事案は発生していないが、もし発生した場合

どのように対応するのかについては、まだ十分には検討されていない。先の「⑬ 自

己点検・評価」にも記した「教職員に対する総合的人事評価」の検討とリンクさせな

がら、今後議論していかなければならない。 

 

イ 授業見学 

平成 21（2019）年度に開始したものであるが、現在は、各学期の中間に約 2 ヶ月の

見学期間（前期はゴールデンウィーク明けから 6 月、後期は 10・11 月)を設け、専任

教員は、他の教員の授業（最低１科目）を見学し、授業担当者と FD 推進センターに見
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学報告を文書にて行うことになっている。見学対象となる科目は、原則として全ての

開講科目である。即ち兼任教員の授業も含まれる。これは、下記(3)の全面的な授業公

開が実現すれば、廃止する予定である。 

 

ウ 授業公開と授業の工夫集 

   全ての開講授業の常時公開と、全教員の授業の工夫集の作成を目指している。この 2

つの取り組みによって、各教員が自身の授業に対して明確な目的・意図を意識し、そ

れを客観的にモニターできるような仕組みが期待できる。また、他の教員の授業の工

夫から情報を得たり、授業を自由に見学できたりすることにより、授業方法に対する

ヒントを随時入手でき、それを授業に即座に反映させることが可能となる。 

授業公開は、平成 24（2012）年度より既に着手されており、まずは、有志の教員か

らの参加を募った。平成 27（2015）年度は，専任教員 32 名中 11 名(34.4％)と，まだ

少数ではあるが、この取り組みに賛同し、参加する教員が増えてきている。兼任の教

員からも、１名ではあるが公開の申し出があった。最終的には授業内容や方法にもよ

るが、全面公開へと発展させていく。そのためには，「見ること」「見られること」に

対する免疫をつける期間が必要かと考えている。各授業間の風通しの良さを目指して

いるため，トップダウン的に進めるものではない，という判断からである。 

一方の授業の工夫集であるが，書式を自由にしていて書きにくいのか，現状，数名

の教員からの協力が得られたのみである。一度棚上げし，FD 推進センターでの(8)の「開

智国際型 active learning 研究」での議論を中心に，フォーマットを作成し，仕切り

直す予定である。授業の工夫集は，ホームページの学内ポータルを通じて，学生にも

公開する予定である。それによって，各教員が何を意図して授業運営をしているか，

それを意識して受講してもらいたいという思いとともに，学生が FD に関わるきっかけ

作りとしても，円滑に実現したい。 

 

エ 授業実態調査 

    平成 26（2014）年度より、AL の推進に着手した。そのための現状の実態把握として、

平成 26（2014）年度より，前・後期２回にわたって、全専任教員から各自の授業方法

について報告をしてもらっている。その結果をもとに、さらに AL を意識して授業内容

を再考し授業を展開するよう、進めているところである。平成 26（2014）年度の前・

後期と平成 27（2015）年度前期の調査結果を表⑭－1（次頁）に示す。教員からの自己

報告ではあるが、全体として、教員のレクチャーの割合が減り、学生のワークの割合

が増えてきていることが示されており，着実に AL 型の授業に移行してきていることが

分かる。 
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表⑭－1 平成 26（2014）年度と平成 27（2015）年度の授業時間の割合の推移 

2014 年度前期 集計 
経営 心理 文化 全体 

平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ

・受講者数（人数） 25.3 15.3 21.1 9.4 22.5 17.3 23.1 15.0

・教員のレクチャー時間割合（％） 67.2 22.8 60.8 25.6 66.9 18.9 65.4 22.3

・学生によるワーク時間割合（％） 32.8 22.8 39.2 25.6 33.1 18.9 34.6 22.3

2014 年度後期 集計 
経営 心理 文化 全体 

平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ

・受講者数（人数） 11.8 8.5 15.2 8.8 14.5 14.6 13.9 12.0

・教員のレクチャー時間割合（％） 62.6 25.9 45.0 22.9 57.4 24.4 56.4 25.4

・学生によるワーク時間割合（％） 37.4 25.9 55.0 22.9 42.6 24.4 43.6 25.4

2015 年度前期 集計 
経営 心理 文化 全体 

平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ

・受講者数（人数） 11.3 8.0 12.6 7.5 19.2 14.7 13.9 10.8

・教員のレクチャー時間割合（％） 45.8 20.8 54.2 21.0 66.3 21.1 54.0 22.6

・学生によるワーク時間割合（％） 54.2 20.8 45.8 21.0 33.7 21.1 46.0 22.6

2015 年度後期 集計 
経営 心理 文化 全体 

平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ 平均 ＳＤ

・受講者数（人数） 9.2 6.3 13.2 6.3 9.3 7.9 9.7 7.2 

・教員のレクチャー時間割合（％） 49.2 18.8 49.6 19.2 55.5 20.1 49.9 21.1

・学生によるワーク時間割合（％） 50.8 18.8 50.4 19.2 44.5 20.1 50.1 21.1

 

加えて、平成 27（2015）年度より、各授業のシラバスに以下のような欄を設け、◎(か

なり頻繁に行う)・○(頻繁に行う)・△(ときどき行う)で大体の実施の割合を示すこと

により（全体で 3ヶ所まで）、学生の履修選択に資するとともに、各授業の実態を把握

できるようにした(記号の種類に関わらず３個まで記入)（表⑭－2)。 

 

表⑭－2 授業形態のシラバス上での開示の例 

講義 質疑応答 技能修得 個人ワーク
グループ
ワーク 

グループ 
ディスカッション

プロジェクト メディア利用 その他 

○   △  ◎    

 

 平成 27（2015）年度においては，表⑭－3（次頁）のような結果となった。このような集

計を行うことにより，本学全体の授業の形態を把握することができている。 

 

 



53 
 

表⑭－3 シラバスで宣言された授業形態の割合(％) 

 講義 質疑応答 技能習得 個人ワ グルワ ディスカ プロジェ メティア その他

◎率 22.5 10.9 15.0 9.4 8.3 8.3 2.2 7.5 0.0 

◎○率 58.8 38.2 23.6 32.6 19.9 19.5 3.4 17.2 0.4 

◎○△率 63.3 47.6 23.6 56.2 27.3 31.5 4.5 26.6 1.9 

※ 個人ワ：個人ワーク  グルワ：グループワーク  ディスカ：ディスカッション 

プロジェ：プロジェクト  メディア：メディア利用 

 

オ 授業実践検討会 

   平成 26（2014）年度には、典型的な AL を実践している教員が、全教員を受講者に見

立てて授業実践を行った。平成 27（2015）年度からの新たな取り組みであるが、基本

的には，月１回の定例会を教授会後に設け、専任教員に１回１名ずつ、授業方法と上

手く機能している点や機能していない点等の報告を行ってもらっている。それによっ

て、他の教員がどのような考えのもとにどのような授業を行っているのかについての

発表を通じて，各教員が，自身の授業に積極的に生かしてもらうことが目的である。

平成 27（2015）年度は，７回開催されたが，毎回 80％強の教員参加率であった。平成

28（2016）年度も，同等の実施を予定している。 

 

カ AL 教室使用教員報告会 

   本学では、平成 26（2014）年度から、5 教室を AL 仕様の教室に変えた。すなわち，

可動式の個人用の椅子と机に入れ替え，教壇を排除し，教室内から前後左右といった

概念を失くし，自由に利用できる空間として設計した。3教室においては，教室内の壁

3 面がホワイトボードとして使えるようになっている。また電子黒板も 1 基導入した。

平成 27（2015）年度にはさらに 1教室を増やし、電子黒板を 2基増設した。 

それを受けて、2015（平成 27）年度からの新たな取り組みであるが、当該教室を使

用する授業については教職員に全面公開すること(AL の実態を全教員に広く理解して

もらうため)、使用する教員間で年度の終わりに意見交換を行い(各教室の利用方法の

工夫、展開方法の可能性や難点を探るため)、FD 推進センターに報告するように義務づ

けられている。 

 

キ ICT を用いた教育のための研修会 

   AL 推進の一環として、電子黒板を 3基、平成 26（2014）年末及び平成 28（2016）年

度当初に購入した。ただ、これまで本学には電子黒板はなかったため、電子黒板を十

分に使える教員がいない。よって平成 28（2016）年度、電子黒板の利用のための研修

会を実施した。それによって、授業で電子黒板を利用できる教員を育成し、授業内容

や授業方法にバリエーションを持たせることが可能となる。 
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   電子黒板は教員の育成状況と利用状況や必要性に応じて、段階的に増設することも

視野に入れている。 

   また、電子ペンによる書き込みが可能な短焦点型のプロジェクターを平成 27（2015）

年に 3台購入し，実際の授業での活用が始まっている。 

 

ク 開智国際型 active learning 研究 

   2016(平成 28)年度より，FD 推進センターを中心に，「開智国際型 AL」を目指す研究

会を発足させる。これは，平成 27 年度の FD 推進センター会議(2015.12.9)において承

認されたものであり，FD 推進センターのセンター員を中心に，有志教員を募って，方

法論に偏った AL そのものを問い直し，「高等教育」における目的と方法の連動性とい

う観点から，独自の AL を考究していこうとする活動である。 活動自体は不定期であ

る。この活動に関する報告は，当面，紀要等を通して発信していくつもりである。こ

の活動に先立って、平成 28（2016）年 1月に 9名の教員が集まり、「学生のモチベーシ

ョンをいかにして導くか」というスタートラインが確認された。 

 

 付記すべきは，FD 推進センターの組織的位置づけであるが，教授会に属している訳では

なく，学長直属の独立した組織である点である。それゆえ、さまざまな授業改革に対して，

積極的に取り組むことか可能となっている。 
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⑮ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

ア 教育課程内の取組について 

     本学では、学生の社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培うために、初年

次より、図 ⑮－1（次頁）のようなコンセプトで、4 年間の教育課程を通じて取り組ん

でいる。 

   教育課程全体を通じて、1 年次生を対象とした「ゼミナールⅠ」「ゼミナールⅡ」に

おいて、大学での学びのための基礎力を高めていく。さらに、ゼミナールと連動させ

ながら、選択科目として「キャリアデザインⅠ」を設け、学外の社会人との対話を通

して、社会に向き合い、大学で学ぶ目的と働く目的を考える機会を与えている。2 年次

には、社会の課題に向き合い、どのような貢献・役立ちができるのか、地域の活動団

体や志を持った人々との交流体験を通じて、気づきや学びの機会を設けている。 

   1 年次では、社会人との対話を行うワークショップ型の「ハタモク」を導入し、社会

人との対話を通して学生の話す力と自己効力感を高める効果が認められ、社会人イメ

ージもポジティブなものに変化することで、その後の学習姿勢や大学生活の充実を通

して将来のキャリアを考える機会となっている。 

2 年次対象のキャリアデザイン科目では、地域社会や地域で活動する社会人たちとの

交流などを含め、グループワークを多く取り入れた AL を取り入れている。 

3 年次では就職環境の理解と活動・面接対策等を指導する実践的なキャリアデザイン

科目を配置している。また、3・4 年次を対象の正課科目として「インターンシップ」

に参加した学生は、最終回では 1・2年次生を対象に報告会を行って、体験を通して学

んだことを人に伝えることによって定着させている。 

   このような社会や地域との接点において学生自身が自ら考え、行動する機会を通じ

て、社会に出るための能力開発と動機づけを行い、3年次においてインターンシップの

実習体験や就職準備のためのスキルアップを図っていくことで、自分を知り、社会に

出ていくための自立を促すことができると考えたキャリア教育を行っている（当該授

業科目一覧を次頁の表⑮－1 に示す）。 
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図⑮－1 キャリア教育コンセプト ～ 自分と向き合い、人と向き合い、将来を拓く～ 

 

 

表 ⑮－1 キャリア関係科目一覧 

科目名 
学
年  

単
位 概  容 備考 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅰ 

1 
前

期 
2 

自分の将来の生き方を考え、どのような可能性があるのかを探

し、これからの大学生活を通して目指す方向に近づいていくた

めに必要な考え方とスキルを学ぶ。大学で有意義な時間を過ご

すためには、いろいろなことが「わかる」ことが大切である。

自分自身のこと、他の人のこと、科目内容や大学のこと、社会

のしくみなどについて、さまざまな角度から「わかる」ことに

より、課題解決に役立て、人に伝えていけるようにする。授業

は個人ワーク、グループワーク、外部の社会人とのディスカッ

ション、グループ発表など、体験し、考え、学ぶことを重視し

た構成となっている。 

  

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅱ 

2 
前

期 
2 

自分は、何を通して他人の役に立てるのか。自分の住む町や地

域にはどのような課題があるのか。その課題や課題に取組む人

たちの志や活動を知り、自分に何ができるのかを考えてみる。

小さなことから、各自が「お役立ち」の経験を通して自分の強

みややりがいを発見し、自己の存在意義と向き合う機会を通し

て、将来の方向性や生き方を考える。授業は、講義、ワークシ

ョップ形式の演習、地域活動団体の活動への参加、および振り

返りと発表で構成され、受講生の積極参加により、体験を通し

て学んでいく。 

柏市民活動

フェスタ参

加／地域貢

献活動 
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キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅲ 

2 
後

期 
2 

社会や組織では、グループメンバーが相互に理解を深め、話し

合いで何かを計画し、合意を形成して実際に実行していく場面

が多い。話し合いを通して企画をまとめあげ、対外的に交渉し、

実行までの計画をたてて成果を出す一連のプロセスを経験す

る。地域活動団体の活動内容を大学祭で紹介するために、企画

から当日の運営までを主体的に行い、PDCA サイクルを回すこと

で、チームワーク、リーダーシップの発揮、企画力、交渉力、

コミュニケーション力等を実践を通して高め、自分のキャリア

につなげていく。 

市民活動団

体の柏学祭

企画招聘 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
Ⅳ 

3 
後

期 
2 

自分がどんな働き方をして、どんな人生を送りたいのかを総合

的に考えたうえで、自分の適性の再確認、自己分析を通して、

就職活動の具体的準備と実践スキルを身につける。やりたい仕

事に向けての業界研究、具体的な企業を選択し、企業情報を入

手して分析する方法を学ぶ。仕事（職種）を研究し、企業選択

の視野を養うとともに、就職活動に必須の履歴書・エントリー

シートなどの作成と、基本的なマナー、ルールを確認する。さ

らに、筆記試験対策、グループ討議、面接の実践的な方法を習

得することで、就職活動の準備を行う。 

 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

3

･

4 

通

年 
2 

 企業や官公庁での就業体験を通じて、社会の実情を知り、働

くことに対する関心を高め、また勉学の意味を問い直して学習

意欲の向上に結びつける。自らの適性や適職を知る機会とし

て、職業観を広げ、働くことの意味を理解し、自分の能力や資

質がどんな仕事に向いているかを学ぶ 

 実習にあたって必要な知識やマナーを身につけるために、実

習先の選定過程において少人数グループ学習方式で業界・企業

研究を行い、自己 PR や実習先との面接を通してプレゼンテー

ションや交渉のスキルを身につけていく。また、実習前後に具

体的な課題について意見交換し、振り返りにより内省すること

で、今後の各自のキャリアについて自己課題を設定する。また、 

実習体験の発表を通じて同級生や後輩に情報提供し、さらに、

学んだことを自分たちの進路や就職活動の実践に結び付けて

いく。 

夏の 3～10

日の実習体

験を活かし

て、後期は

3月の就活

解禁前の 1 

day インタ

ーンシップ

にも対応す

る。 

 

イ 教育課程外の取組について 

    教育課程外における，社会的・職業的自立を図るために必要な能力を培うための具

体的な取組内容については、主にキャリアセンターとキャリア委員会の企画提案に基

づき行っている。 

    キャリアセンターの主な取り組みとしては次の点が特筆される。 

 

１ 3 年次を対象とする「個人登録カード」による進路調査を起点に、ゼミの担当教員、

キャリア委員、キャリアセンター職員から相談・助言できる体制を構築している。

キャリアセンターでは、「個人登録カード」をもとに学生の名前と顔を一致させ、学

生の顔が見える face to face の対応を心掛け、学生の個別就職相談に応じる体制を
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整えている。小規模大学の利点を活かし、長期休み中も一人ひとりに電話を掛けて

連絡をとり、面談等を行っている。 

 

２ 4 年次生および 3年次後期を対象に「就職支援講座」をシリーズとして実施し、出

席学生状況・その感想記録、SPI 模擬テストの結果、適性検査の結果等、指導上有効

に活用できる資料を常備して、当該学生の相談・助言の際の資料としている。4年次

生には、「進路支援セミナー」として、学内外の支援体制を総動員した「就活フェア」

を年 2 回開催し、学生の活動への動機づけを行っている。また、「学内合同企業説明

会」および選考解禁後には「学内合同面接会」に企業を招いて、学生の就職活動を

支援している。 

 

３ 学期中の週一日、3・4 年生を対象にキャリアカウンセラーによるキャリア相談を

実施し、ゼミを通してほぼ全員の学生が利用している。相談記録はキャリアセンタ

ー、キャリア委員長で共有し、状況に応じてゼミ担当教員と連携を図っている。 

 

４ 4 年生を対象にハローワークのジョブサポーターによる就職相談を長期休みを含

む毎週 2 回学内にて開催し、年間延べ 300 名以上の学生が利用している。個別企業

を対象とした就活プロセスだけではなく、ハローワークによる職業紹介のマッチン

グの活用により、相談型の就職活動の支援が行われ、実績をあげている。また、就

職に際し、特別な配慮を要する学生に関しては、保護者も交えてハローワークの専

門家による継続的な就職支援が行われている。 

 

５ 就職活動中の 4 年次生に対しては、活動プロセスに応じて、履歴書の書き方、面

接の受け方など、専門家による個別指導を行う「就活塾」を週 1回午後半日開催し、

確実に成果をあげている。 

 

６ その他、入学式後および年１回の保護者説明会向けにキャリア支援に関する説明

を行い、「保護者対象進路個別相談会」を実施し、希望者と面談を行っている。 

 

７ また、1・2 年次からのキャリアに対する意識づけとして、前期・後期 1 回ずつ、

全員に「キャリアサポートカード」を作成させている。このカードは、学生がキャ

リアについて早くから考える機会をつくることと、進路を決める上で重要な学生生

活上の情報（単位取得状況、アルバイト状況等）を把握し、教員とキャリアセンタ

ーが適切なサポートを行えることを目的としている。ゼミ担当教員および留学生の

メンターの教員が、担当学生の状況把握、面談等の資料として活用している。 
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８ 資格取得に関しては、学生たちの受検に向けて情報提供と動機付けを行うため、

教員が専門分野において指導可能な検定試験等について、昼休みに説明会を行う「資

格取得ランチタイムセミナー」を開催し、サポートアワー等を使って個別指導を行

っている。 

 

ウ 適切な体制の整備について 

   教育課程内外にわたる社会的・職業的自立に関する指導等の実施に向けた学内の体

制の整備や学内の関係組織の有機的・緊密な連携については、図⑮－2に示したように、

学内のあらゆる資源を学生のキャリア意識および能力を高める機会と捉え、委員会、

教授会、ゼミ担当教員を通じて協力体制を構築している。 

学生に対する就職・進学支援は、キャリアセンター、キャリア委員会、ゼミの担当

教員の全学的な取り組みで行われている。毎月のキャリア委員会では、求人状況、内

定状況、支援講座等への出席状況の分析を行い、教授会で委員会報告を行い、本学の

進路体制の統一性を維持している。また、各学科会議において、キャリア委員が各学

科の進路問題に対処している。 

 

 

図 ⑮－2 学内の体制の整備や学内の関係組織の有機的・緊密な連携 

 

 

共通科目 

・論理的思考

・キャリア相談 ・キャリアガイダンス
・ハローワーク就職相談 
（ジョブ・サポーター）
･学内合同企業説明会 
・就活塾 ・就活フェア

⾃分を⾒つめ、
社会と関わる 

教員との信頼関係
を通した個別指導

基礎⼒ 

学⽣⽬線の機会提供、
施策 、個別 フォロー 
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○学校法人日本橋女学館停年規程 
 

(昭和 45 年 4 月１日制定) 

 
（目的) 

第１条  この規程は、学校法人日本橋女学館教職員就業規則第 45 条の規定に基づき教職員の停年に関す

る事項を定めることを目的とする。 

  

（停年) 

第２条  教職員は、満 63 歳に達した学年度を終了したとき停年とする。ただし、大学の専任教育職員に

ついては、満 65 歳とする。 

  

（停年延長) 

第３条  理事会において特に必要があると認めた者については、停年を延長することがある。この場合

においては、原則として１年毎に契約を更新する。 

    

 

附 則 

 この規程は、昭和 45 年４月１日から施行する。 

   

     附 則 

 この規程は、昭和 60 年 11 月 19 日から施行する。 

    

附 則 

 この規程は、昭和 62 年４月１日から施行する。 

    

附 則 

 この規程は、平成 12 年４月１日から施行する。 

  

附 則 

 この規程は、平成 13 年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成 22 年４月１日から施行する。 



≪国際教養学部国際教養学科／人間そのものに焦点を当てた学びの履修モデル≫

※○印：必修科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 必修 選択 合計

○英語ＡⅠ 1 ○英語ＥⅠ 1

○英語ＡⅡ 1 ○英語ＥⅡ 1

○英語ＢⅠ 1

○英語ＢⅡ 1

○英語ＣⅠ 1

○英語ＣⅡ 1

○英語ＤⅠ 1

○英語ＤⅡ 1

論理的思考法 2 プレゼンテーションＢ（English） 2

論理的表現法 2

心理学概論 2 哲学 2

社会学 2

生物学 2

中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

○グローバル社会を生きるＡ 2

キャリアデザインⅠ 2 キャリアデザインⅡ 2

スポーツ実技Ⅰ 1

スポーツ実技Ⅱ 1

情報機器の操作Ⅰ 2

○Human Studies特論 2 ○Local & Regional Studies特論 2

○Social Studies特論 2 ○Global Studies特論 2

Human Studies演習 2

Local & Regional Studies演習 2

心理学研究法Ａ 2 神経心理学 2 心理学基礎実験 3 臨床心理実地実習 5

心理学研究法Ｂ 2 心理統計学基礎 4 発達心理学 2

教育心理学 2 臨床心理実務倫理 2

青年心理学 2 精神分析学 2

臨床心理学 2 心理アセスメント演習Ｂ 2

心理アセスメント演習Ａ 2 心理面接基礎演習Ａ 4

医学概論 2 心理面接基礎演習Ｂ 4

精神医学 2

学校心理学 2 家族心理学 2 産業・組織心理学 2

社会心理学 2 発達支援論 2

現代日本の生活と文化 2 日本のサブ・カルチャー 2

アメリカの生活と文化 2

グローバル化と日本社会 2 マスコミ論 2

○ゼミナールⅠ 2 ○ゼミナールⅢ 4 ○ゼミナールⅣ 4

○ゼミナールⅡ 2

42 40 33 11 32 94 126合計単位数

90

人間理解 0 46

地域・経済 0 10

文化・言語 0

6
(選択

必修

4含む)

ゼミナール 12 0

国
際
教
養
学
部
専
門
科
目

8

4
(選択

必修

4含む)

国際社会 0 4

国
際
教
養

総合講座

総合演習

共
通
科
目

英語 10 0

0 2

情報 0 2

36

論理的思考／表現 0 6

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人文科学

2

10
(選択

必修

10含

む)

社会科学

自然科学

外国語

総合

キャリア 0 4

スポーツ／健康

－ 1 －



≪国際教養学部国際教養学科／即戦力となる社会人に焦点を当てた学びの履修モデル≫

※○印：必修科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 必修 選択 合計

○英語ＡⅠ 1 ○英語ＥⅠ 1 英語ＦⅠ 1

○英語ＡⅡ 1 ○英語ＥⅡ 1 英語ＦⅡ 1

○英語ＢⅠ 1

○英語ＢⅡ 1

○英語ＣⅠ 1

○英語ＣⅡ 1

○英語ＤⅠ 1

○英語ＤⅡ 1

プレゼンテーションＡ（日本語 2 プレゼンテーションＢ(English) 2

哲学 2

法学 2

数学 2

物理学 2

○グローバル社会を生きるＡ 2

グローバル社会を生きるＢ 2

キャリアデザインⅠ 2 キャリアデザインⅡ 2

キャリアデザインⅢ 2 インターンシップ 2

情報機器の操作Ⅰ 2 情報機器の操作Ⅱ 2

○Human Studies特論 2 ○Local & Regional Studies特論 2

○Social Studies特論 2 ○Global Studies特論 2

Social Studies演習 2

Global Studies演習 2

精神医学 2

会計学 2 産業・組織心理学 2 アジア経済とビジネス 2 ヨーロッパ経済論 2

簿記 2 経済学Ⅰ 2 人的資源管理論 2 企業の社会的責任 2

経済学Ⅱ 2 経営組織論 2

経営学概論 2 コーポレート・ファイナンス 2

マーケティング論 2 ビジネスと法 2

ビジネス・プレゼンテーション 2

アメリカの生活と文化 2 イギリスの生活と文化 2 東アジア交渉史 2

ビジネス統計 2 国際関係論 2 国際経済学 2 国際金融論 2

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2 国際ビジネス・リテラシー 2 国際政治経済学 2

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2 海外研修ＡⅠ 4 情報処理演習Ⅱ 2

情報処理演習Ⅰ 2

○ゼミナールⅠ 2 ○ゼミナールⅢ 4 ○ゼミナールⅣ 4

○ゼミナールⅡ 2

42 36 32 16 32 94 126

44

論理的思考／表現 0 4

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人文科学

10
(選択

必修

10含

む)

社会科学

自然科学

外国語

総合

キャリア 0 8

共
通
科
目

英語 10 2

スポーツ／健康 0 0

情報 0 4

2

4
(選択

必修

4含む)

国際社会 0 24

国
際
教
養

総合講座

総合演習

合計単位数

90

人間理解 0 2

地域・経済 0 30

文化・言語 0

6
(選択

必修

4含む)

ゼミナール 12 0

国
際
教
養
学
部
専
門
科
目

8

－ 2 －



≪国際教養学部国際教養学科／比較文化に焦点を当てた学びの履修モデル≫

※○印：必修科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 必修 選択 合計

○英語ＡⅠ 1 ○英語ＥⅠ 1

○英語ＡⅡ 1 ○英語ＥⅡ 1

○英語ＢⅠ 1

○英語ＢⅡ 1

○英語ＣⅠ 1

○英語ＣⅡ 1

○英語ＤⅠ 1

○英語ＤⅡ 1

論理的思考法 2 プレゼンテーションＢ（English 2

プレゼンテーションＡ（日本語） 2

宗教学 2 哲学 2

政治学 2

人間工学 2

フランス語Ⅰ 1

フランス語Ⅱ 1

○グローバル社会を生きるＡ 2

キャリアデザインⅠ 2 キャリアデザインⅡ 2

スポーツ実技Ⅰ 1

○Human Studies特論 2 ○Local & Regional Studies特論 2

○Social Studies特論 2 ○Global Studies特論 2

Local & Regional Studies演習 2

地域社会貢献研究 2

発達心理学 2 宗教人類学 2 青年心理学 2

死生学 2 臨床心理学 2

認知心理学 2 パーソナリティ心理学 2

心身の発達と学習過程 2

コミュニティ心理学 2 アジア経済とビジネス 2

ヨーロッパ経済論 2

日本経済と社会 2

世界近現代史 2 日本史通論 2 日本政治史 2 異文化コミュニケーション 2

現代日本の生活と文化 2 日本文化史 2 ドイツの生活と文化 2

フランスの生活と文化 2 東アジア交渉史 2 ロシアの生活と文化 2

比較芸術論 2 日本人論 2 フランス語会話Ⅱ 1

日本のサブ・カルチャー 2 Interactive EnglishⅠ　 1

インドの生活と文化 2 Interactive EnglishⅡ 1

フランス語会話Ⅰ 1 English and Culture 1

Practical Reading in English 1

Practical English Listening 1

グローバル化と日本社会 2 海外研修ＡⅠ 4

海外研修ＡⅡ 4

○ゼミナールⅠ 2 ○ゼミナールⅢ 4 ○ゼミナールⅣ 4

○ゼミナールⅡ 2

41 39 32 14 32 94 126合計単位数

95

人間理解 0 16

地域・経済 0 8

文化・言語 0

35
(選択

必修

4含む)

ゼミナール 12 0

国
際
教
養
学
部
専
門
科
目

8

4
(選択

必修

4含む)

国際社会 0 10

国
際
教
養

総合講座

総合演習

共
通
科
目

英語 10 0

0 1

情報 0 0

33

論理的思考／表現 0 6

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人文科学

2

10
(選択

必修

10含

む)

社会科学

自然科学

外国語

総合

キャリア 0 4

スポーツ／健康

－ 3 －



≪国際教養学部国際教養学科／国際社会での活躍に焦点を当てた学びの履修モデル≫

※○印：必修科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次 必修 選択 合計

○英語ＡⅠ 1 ○英語ＥⅠ 1

○英語ＡⅡ 1 ○英語ＥⅡ 1

○英語ＢⅠ 1

○英語ＢⅡ 1

○英語ＣⅠ 1

○英語ＣⅡ 1

○英語ＤⅠ 1

○英語ＤⅡ 1

プレゼンテーションＢ（English) 2

宗教学 2

社会学 2

地球科学 2

フランス語Ⅰ 1

フランス語Ⅱ 1

○グローバル社会を生きるＡ 2

グローバル社会を生きるＢ 2

キャリアデザインⅠ 2 キャリアデザインⅡ 2 インターンシップ 2

スポーツ実技Ⅰ 1

情報機器の操作Ⅰ 2 情報機器の操作Ⅱ 2

○Human Studies特論 2 ○Local & Regional Studies特論 2

○Social Studies特論 2 ○Global Studies特論 2

Global Studies演習 2

国際社会貢献研究 2

宗教人類学 2

経済学Ⅰ 2

経済学Ⅱ 2

経営学概論 2

世界近現代史 2 日本文化史 2 異文化コミュニケーション 2 日本政治史 2

アメリカの生活と文化 2 日本人論 2 Practical Reading in English 1 東アジア交渉史 2

フランスの生活と文化 2 フランス語会話Ⅰ 1 Interactive EnglishⅠ 1 Career English 1

フランス語会話Ⅱ 1 Interactive EnglishⅡ 1 Media English 1

English through Content 1 Debates in English 1 Assertion Training 1

English and Culture 1

ビジネス統計 2 マスコミ論 2 国際社会論 2 イベント・プロデュースＡ 2

グローバル化と日本社会 2 国際政治経済学 2 情報システム論 2

国際関係論 2 グローバル・ビジネス論Ⅰ 2

ネットワーク論 2 グローバル・ビジネス論Ⅱ 2

国際ビジネス・リテラシー 2

海外研修ＡⅠ 4

海外研修ＡⅡ 4

○ゼミナールⅠ 2 ○ゼミナールⅢ 4 ○ゼミナールⅣ 4

○ゼミナールⅡ 2

41 36 34 15 32 94 126

25

論理的思考／表現 0 2

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
基
礎

人文科学

10
(選択

必修

10含

む)

社会科学

自然科学

外国語

総合

キャリア 0 6

スポーツ／健康

共
通
科
目

英語 10 0

0 1

情報 0 4

2

4
(選択

必修

4含む)

国際社会 0 32

国
際
教
養

総合講座

総合演習

合計単位数

60

人間理解 0 2

地域・経済 0 6

文化・言語 0

27
(選択

必修

4含む)

ゼミナール 12 0

国
際
教
養
学
部
専
門
科
目

8

－ 4 －



時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

共通 選択 得丸 日本語能力試験対策Ⅰ 12 1 前期

共通 選択 高橋 健康づくり運動論 234 2 前期
専門 選択 寺本 発達支援論 234 2 前期

専門 選択 宮入 経営学概論 234 2 前期

共通 選択 得丸 日本語能力試験対策Ⅱ 12 1 後期

専門 選択 佐久間 認知行動療法 234 2 後期

共通 選択 Lange 英語ＦⅠ 234 1 前期

専門 選択 柴原 心理学研究法Ａ 1234 2 前期
専門 選択 菊島 神経心理学 234 2 前期
専門 選択 寺本 障がい児・者の心理学 234 2 前期

共通 選択 Lange 英語ＦⅡ 234 1 後期

専門 選択 寺本 心理学研究法Ｂ 1234 2 後期
専門 選択 庄司 歴史社会学 234 2 後期

共通 選択 Lange 英語ＧⅠ 234 1 前期
共通 選択 飯森 芸術学 1234 2 前期
共通 選択 得丸 日本語能力試験対策Ⅰ 12 1 前期
専門 選択 柴原 心理統計学基礎 234 4 前期

専門 選択 又吉 Interactive EnglishⅠ 234 1 前期
専門 選択 久米 情報処理演習Ⅰ 34 2 前期

共通 選択 Lange 英語ＧⅡ 234 1 後期
共通 選択 得丸 日本語能力試験対策Ⅱ 12 1 後期

専門 選択 菊島 心理学基礎実験 234 3 後期
専門 選択 柴原 心身の発達と学習過程 1234 2 後期
専門 選択 又吉 Interactive EnglishⅡ 234 1 後期
専門 選択 久米 情報処理演習Ⅱ 34 2 後期

共通 選択 佐々木 日本文学史 1234 2 前期
共通 必修 符 情報機器の操作Ⅰ 1 2 前期
共通 必修 久米 情報機器の操作Ⅰ 1 2 前期
専門 選択 柴原 心理統計学基礎 234 4 前期

専門 選択 宮入 経営組織論 234 2 前期

共通 必修 符 情報機器の操作Ⅱ 1 2 後期
共通 必修 久米 情報機器の操作Ⅱ 1 2 後期
専門 選択 宮入 国際社会貢献研究 34 2 後期
専門 選択 菊島 心理学基礎実験 234 3 後期
専門 選択 飯森 比較芸術論 1234 2 後期

共通 選択 三枝 中国語Ⅰ 12 1 前期
専門 選択 佐久間 学校心理学 234 2 前期

専門 選択 安田 Practical Reading in English 234 1 前期

共通 選択 宮入 経営学 1234 2 後期
共通 選択 三枝 中国語Ⅱ 12 1 後期

専門 選択 菊島 心理学基礎実験 234 3 後期
専門 選択 佐久間 健康心理学 234 2 後期
専門 選択 安田 イギリスの生活と文化 1234 2 後期

共通 選択 符 情報処理概論 1 2 前期
専門 選択 佐久間 心理アセスメント演習Ａ 234 2 前期

専門 選択 飯森 Debates in English 234 1 後期
専門 選択 符 情報管理 1234 2 後期

月６

18：00～

月４

14：40～

月５

16：20～

月３

13：00～

月２

10：40～

月１

9：00～

- 1 -



時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

共通 必修 Lange 英語ＡⅠ 1 1 前期
共通 必修 Bauman 英語ＡⅠ 1 1 前期
共通 必修 Garcia 英語ＡⅠ 1 1 前期
共通 必修 Begley 英語ＡⅠ 1 1 前期
専門 選択 Gorshkov 国際経済学 34 2 前期

共通 必修 Lange 英語ＡⅡ 1 1 後期
共通 必修 Bauman 英語ＡⅡ 1 1 後期
共通 必修 Garcia 英語ＡⅡ 1 1 後期
共通 必修 Begley 英語ＡⅡ 1 1 後期
専門 選択 北垣 異文化コミュニケーション 234 2 後期

専門 選択 鳥越 心理面接基礎演習Ｂ 234 2 通年

共通 必修 Lange 英語ＢⅠ 1 1 前期
共通 必修 Crancy 英語ＢⅠ 1 1 前期
共通 必修 Graham 英語ＢⅠ 1 1 前期
共通 必修 Begley 英語ＢⅠ 1 1 前期
専門 選択 鳥越 精神分析学 234 2 前期
専門 選択 松井 日本史通論 234 2 前期
専門 選択 久米 ネットワーク論 234 2 前期

共通 必修 Lange 英語ＢⅡ 1 1 後期
共通 必修 Crancy 英語ＢⅡ 1 1 後期
共通 必修 Graham 英語ＢⅡ 1 1 後期
共通 必修 Begley 英語ＢⅡ 1 1 後期
専門 選択 鳥越 Human Studies演習 34 2 後期
専門 選択 松井 日本政治史 234 2 後期
専門 選択 符 マルチメディア演習 234 2 後期

共通 必修 符 情報機器の操作Ⅰ 1 2 前期
共通 必修 久米 情報機器の操作Ⅰ 1 2 前期
共通 選択 古賀 倫理学 1234 2 前期

専門 選択 小池 経済学Ⅰ 234 2 前期
専門 選択 松井 世界近現代史 1234 2 前期

共通 選択 古賀 社会学 1234 2 後期
共通 必修 符 情報機器の操作Ⅱ 1 2 後期
専門 選択 鳥越 心理アセスメント演習Ｂ 234 2 後期
専門 選択 小池 経済学Ⅱ 234 2 後期
専門 選択 松井 東アジア交渉史 234 2 後期
専門 選択 又吉 Assertion Training 234 1 後期
専門 選択 久米 情報イノベーション 234 2 後期

共通 必修 Lange 英語ＥⅠ 2 1 前期
共通 必修 Bauman 英語ＥⅠ 2 1 前期
共通 必修 Crancy 英語ＥⅠ 2 1 前期
共通 必修 Garcia 英語ＥⅠ 2 1 前期
共通 選択 松井 史学概論 1234 2 前期
専門 選択 Gorshkov 国際政治経済学 34 2 前期

共通 必修 Lange 英語ＥⅡ 2 1 後期
共通 必修 Bauman 英語ＥⅡ 2 1 後期
共通 必修 Crancy 英語ＥⅡ 2 1 後期
共通 必修 Garcia 英語ＥⅡ 2 1 後期
専門 選択 久米 ビジネス統計 1234 2 後期

共通 選択 阿部 ドイツ語Ⅰ 12 1 前期
共通 選択 原田 フランス語Ⅰ 12 1 前期
共通 選択 遠藤 日本語能力試験対策Ⅰ 12 1 前期
専門 選択 菊島 知覚心理学 234 2 前期
専門 選択 三枝 中国語会話Ⅰ 234 1 前期
専門 選択 又吉 Practical English Listening 234 1 前期
専門 選択 符 情報システム論 34 2 前期

共通 選択 阿部 ドイツ語Ⅱ 12 1 後期
共通 選択 原田 フランス語Ⅱ 12 1 後期
共通 選択 遠藤 日本語能力試験対策Ⅱ 12 1 後期

専門 選択 菊島 認知心理学 234 2 後期
専門 選択 三枝 中国語会話Ⅱ 234 1 後期
専門 選択 Gorshkov Career English 234 1 後期

共通 選択 菊島 論理的思考法 1 2 前期
専門 選択 阿部 ドイツ語会話Ⅰ 234 1 前期
専門 選択 原田 フランス語会話Ⅰ 234 1 前期

共通 選択 菊島 論理的表現法 1 2 後期
専門 選択 阿部 ドイツ語会話Ⅱ 234 1 後期
専門 選択 原田 フランス語会話Ⅱ 234 1 後期

火６

18：00～

火４

14：40～

火５

16：20～

火３

13：00～

火２

10：40～

火１

9：00～
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時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

共通 必修 北垣・土屋 グローバル社会を生きるＡ 1 2 前期
専門 選択 平間 犯罪非行心理学 234 2 前期
専門 選択 林 グローバル・ビジネス論Ⅰ 234 2 前期

共通 選択 大塚 グローバル社会を生きるＢ 1 2 後期
専門 選択 古賀 Local & Regional Studies演習 34 2 後期
専門 選択 林 グローバル・ビジネス論Ⅱ 234 2 後期
専門 選択 寺本 コミュニティ心理学 234 2 後期

専門 選択 佐久間 心理面接基礎演習Ａ 234 4 通年

専門 選択 小池 日本経済と社会 34 2 前期
専門 選択 塩澤 日本文化史 234 2 前期
専門 選択 平野 国際ビジネス・リテラシー 234 2 前期
専門 必修 古賀・菊島・鳥越・阿部・飯森・宮入・林 ゼミナールⅠ 1 2 前期

専門 選択 小池 ヨーロッパ経済論 34 2 後期
専門 選択 赤尾 マーケティング論 234 2 後期
専門 選択 平野 アントルプレナー論 34 2 後期
専門 必修 古賀・菊島・鳥越・阿部・飯森・宮入・林 ゼミナールⅡ 1 2 後期

共通 選択 島田 数学 1234 2 前期
専門 必集 小池・鳥越・安田・阿部 Human Studies特論 1 2 前期
専門 選択 田近 アメリカの生活と文化 1234 2 前期
専門 選択 鈴木 グローバル化と日本社会 234 2 前期
専門 選択 石田 イベントプロデュースＡ 234 2 前期

前期

専門 選択 宮入 産業・組織心理学 234 2 後期
専門 選択 古賀 インドの生活と文化 1234 2 後期
専門 選択 安田 Media English 234 1 後期
専門 選択 鈴木 マスコミ論 234 2 後期

共通 選択 門松 政治学 1234 2 前期
専門 選択 鈴木 現代日本の生活と文化 1234 2 前期
専門 選択 大塚 国際社会論 34 2 前期

専門 選択 中里 医学概論 234 2 後期
専門 選択 尾澤 ビジネスプレゼンテーション 234 2 後期
専門 選択 田中 日本のサブカルチャー 234 2 後期

共通 選択 尾澤 プレゼンテーションＢ(English) 234 2 前期
共通 選択 山崎 憲法 1234 2 前期
専門 選択 谷口 簿記 1234 2 前期

専門 選択 鈴木 日本人論 234 2 前期
専門 選択 大塚 国際関係論 234 2 前期

共通 選択 尾澤 プレゼンテーションＡ(日本語) 1 2 後期
共通 選択 山崎 法学 1234 2 後期
専門 選択 中里 精神医学 234 2 後期

専門 選択 谷口 会計学 1234 2 後期

専門 選択 赤尾 マーケティング論 234 2 後期
専門 選択 平野 アントルプレナー論 34 2 後期

水５

16：20～

水６

18：00～

水４

14：40～

水３

13：00～

水２

10：40～

水１

9：00～
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時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

専門 選択 古賀 宗教人類学 234 2 前期
専門 選択 林 地域経済 34 2 前期
専門 選択 Gorshkov ロシアの生活と文化 1234 2 前期
専門 選択 符 情報管理演習Ⅰ 234 2 前期

専門 必修 飯森・小池・菊島 Social Studies特論 1 2 後期
専門 選択 古賀 死生学 234 2 後期
専門 選択 林 経営管理論 234 2 後期
専門 選択 符 情報管理演習Ⅱ 234 2 後期

専門 必修 林・寺本・原田 Local & Regional Studies特論 2 2 前期
専門 選択 飯森 Social Studies演習 34 2 前期

専門 必修 林・鳥越・Gorshkov・原田・阿部 Global Studies特論 2 2 後期
専門 選択 松永 ビジネスと法 34 2 後期

専門 選択 鳥越 パーソナリティ心理学 234 2 前期

専門 選択 林 アジア経済とビジネス 34 2 前期

共通 選択 久保田 地球科学 1234 2 後期
専門 選択 鳥越 臨床心理実務倫理 234 2 後期
専門 選択 林 人的資源管理論 234 2 後期

専門 選択 三枝 中国の生活と文化 1234 2 後期

共通 選択 久保田 物理学 1234 2 前期

共通 必修 高橋 スポーツ実技Ⅰ 1 1 前期

共通 選択 久保田 人間工学 1234 2 後期
共通 必修 高橋 スポーツ実技Ⅱ 1 1 後期

専門 必修 古賀・菊島・飯森・宮入・小池・GorshkovゼミナールⅢ 3 4 通年

共通 選択 柴原 心理学概論 1234 2 前期
専門 選択 寺本 青年心理学 1234 2 前期

専門 選択 柴原 発達心理学 1234 2 後期
専門 選択 寺本 家族心理学 234 2 後期

専門 必修 古賀・菊島・飯森・宮入・小池・GorshkovゼミナールⅣ 4 4 通年

共通 選択 小池 経済学 1234 2 前期

専門 選択 高橋 プロジェクト演習 234 4 通年

木５

16：20～

木６

18：00～

木４

14：40～

木３

13：00～

木２

10：40～

木１

9：00～
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時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

共通 選択 宮入 キャリアデザインⅠ 1 2 前期
専門 選択 飯森 地域社会貢献研究 34 2 前期
専門 選択 佐久間 臨床心理学 234 2 前期

共通 選択 柳瀬 キャリアデザインⅣ 3 2 後期
専門 選択 寺本 教育心理学 1234 2 後期

専門 選択 飯森 English and Culture 234 1 後期
専門 選択 Gorshkov 国際金融論 34 2 後期

共通 選択 宮入・柳瀬 キャリアデザインⅡ 2 2 前期
共通 選択 得丸 日本語能力試験対策Ⅰ 12 1 前期
専門 選択 Gorshkov Global Studies演習 34 2 前期
専門 選択 原田 フランスの生活と文化 1234 2 前期

共通 選択 後藤 生物学 1234 2 後期
共通 選択 得丸 日本語能力試験対策Ⅱ 12 1 後期

共通 選択 宮入・柳瀬 キャリアデザインⅢ 2 2 後期
専門 選択 小池 コーポレートファイナンス 34 2 後期
専門 選択 阿部 ドイツの生活と文化 1234 2 後期

専門 選択 寺本・佐久間 臨床心理実地実習 34 5 通年

共通 選択 古賀 哲学 1234 2 前期
共通 必修 高橋 スポーツ実技Ⅰ 1 1 前期
専門 選択 小池 企業の社会的責任 34 2 前期

共通 選択 古賀 宗教学 1234 2 後期
共通 必修 高橋 スポーツ実技Ⅱ 1 1 後期
専門 選択 小池 経済学史 34 2 後期
専門 選択 Gorshkov English through Content 234 1 後期
専門 選択 飯森 イベント・プロデュースＢ 234 2 後期

共通 選択 宮入・林・柳瀬 インターンシップ 34 2 通年

共通 必修 Lange 英語ＣⅠ 1 1 前期
共通 必修 Crancy 英語ＣⅠ 1 1 前期
共通 必修 Graham 英語ＣⅠ 1 1 前期
共通 必修 Begley 英語ＣⅠ 1 1 前期
共通 必修 高橋 スポーツ実技Ⅰ 1 1 前期

共通 必修 Lange 英語ＣⅡ 1 1 後期
共通 必修 Crancy 英語ＣⅡ 1 1 後期
共通 必修 Graham 英語ＣⅡ 1 1 後期
共通 必修 Begley 英語ＣⅡ 1 1 後期
共通 必修 高橋 スポーツ実技Ⅱ 1 1 後期

専門 必修 得丸・鳥越・阿部・林 ゼミナールⅢ 3 4 通年

共通 必修 Lange 英語ＤⅠ 1 1 前期
共通 必修 Crancy 英語ＤⅠ 1 1 前期
共通 必修 Graham 英語ＤⅠ 1 1 前期
共通 必修 Begley 英語ＤⅠ 1 1 前期

共通 必修 Lange 英語ＤⅡ 1 1 後期
共通 必修 Crancy 英語ＤⅡ 1 1 後期
共通 必修 Graham 英語ＤⅡ 1 1 後期
共通 必修 Begley 英語ＤⅡ 1 1 後期
専門 選択 柴原 社会心理学 1234 2 後期

専門 必修 得丸・鳥越・阿部・林 ゼミナールⅣ 4 4 通年

金５

16：20～

金６

18：00～

金４

14：40～

金３

13：00～

金２

10：40～

金１

9：00～
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時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

土６

18：00～

土５

16：20～

土４

14：40～

土２

10：40～

土３

13：00～

土１

9：00～
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時間割表

曜日時限 科目区分 必・選 担当教員名 科目名 配当年次 単位 開講期

専門 選択 林・阿部・古賀・原田 海外研修ＡⅠ 1234 4 集中
専門 選択 林・阿部・古賀・原田 海外研修ＡⅠ 1234 4 集中
専門 選択 林・阿部・古賀・原田 海外研修ＢⅠ 34 4 集中
専門 選択 林・阿部・古賀・原田 海外研修ＢⅡ 34 4 集中
専門 選択 林・阿部・古賀・原田 海外研修ＣⅠ 1234 4 集中
専門 選択 林・阿部・古賀・原田 海外研修ＣⅡ 1234 4 集中

集中
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教員別出講日一覧

：教育学部 ：国際教養学部 ：学部共通

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後
前
後

氏　名 開講期
月 火

兼担

石田　修一

遠藤　真司

符　儒徳

得丸　智子

集中
木 金水

原田　操

三枝　秀子

佐久間　祐子

佐々木　さよ

柴原　宜幸

島田　和昭

高橋　早苗

専任

阿部　雄一

飯森　豊水

菊島　正浩

北垣　日出子

小池　裕子

古賀　万由里

Gorshkov, V.

又吉　弘那

宮入　小夜子

Lange, E.

鳥越　淳一

林　リレイ

安田　比呂志

寺本　妙子
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雑誌名 出版社

1  SANZUI 芸団協CPRA

2 Accounting review American Accounting Association

3 ACM Computing surveys ACM

4 Aera 朝日新聞社

5
Afro-Asian writings : quarterly review of the Permanent
Bureau of Afro-Asian Writers

Permanent Bureau of Afro-Asian Writers

6 AINO JOURNAL Aino Gakuin

7 American educational research journal American Educational Research Assonciation

8 American journal of audiology American Speech-Language-Hearing Association

9 American journal of orthopsychiatry American orthopsychiatric association

10 American journal of psychiatry American Psychiatric Association

11 American journal of speech-language pathology American Speech-Language-Hearing Association

12 Applied linguistics Oxford Univ.Press

13 Archives of general psychiatry American Medical Association

14 ASHA American Speech and Hearing Association

15 Australian and New Zealand journal of psychiatry Blackwell Science

16 Behaviormetrika Japan Publications Trading

17 bit 共立出版

18 bit 別冊 共立出版

19 British journal of psychiatry Royal College of Psychiatrists

20 Burlington magazine Burlington Magazine Publications

21 Child development Blackwell

22 Child development perspectives 日経ＢＰ社

23 Clinical neuroscience 中外医学社

24 Collage 女子美術大學 ： 女子美術大學短期大学部

25 Communication theory Guilford Publications

26 Computer today サイエンス社

27 Computing reviews ACM

28 Contemporary sociology American Sociology Association

29 CUC view & vision Southeast Asian Development Center

30 Cut ロッキング・オン

31 Daily Yomiuri 読売新聞社

32 Dementia 世界保健通信社

33 Der Kieselstein Bundesvereinigung Stotterer-Selbsthilfe e.V.

学術雑誌リスト

1



雑誌名 出版社

34 Der Nervenarzt Springer-Verlag

35 Der Spiegel Spiegel-Verlag

36 Dialogues in Clinical Neuroscience Servier

37 Ecological economics Elsevier Science Pub

38 Economist The Economist Newspaper

39 Economist The Economist Newspaper

40 ELT Journal Oxford Univ.Press

41 English today Cambridge Univ.Press

42 Etudes de langue et litterature francaises 白水社

43 Euvreprendre Euvreprendre

44 Evidence-based mental health ヘスコインターナショナル

45 Far eastern economic review Dow Jones

46 Folia psychiatrica et neurologica Japonica Japanese Society of Psychiatry and Neurology

47 Foreign affairs Council on Foreign Relations

48 Frontiers in Finance and Economics Lille Graduate School of Management

49 Fukuoka style 福博綜合印刷

50 General hospital psychiatry Elsevier

51 Geriatric medicine today Med Publishing

52 Go！ gol. ゴーゴル

53 Hippocampus Wiley-Liss

54 Human communication research Oxford U.P.

55 Human relations Plenum Press

56 Imago 青土社

57 Information & management North-Holland Publishing

58 International financial statistics Dow Jones

59 International psychogeriatrics Springer Publishing Company

60 Japan Times Japan Times

61 Japanese journal of psychiatry and neurology Folia Publishing Society

62 Japanese psychological research Japanese Psychological Association

63 JIU経営情報 城西国際大学学会経営情報学会

64 JIU女性学 城西国際大学学会女性学会

65 JIU人文 城西国際大学学会人文学会

66 JIU福祉総合 城西国際大学学会

67 JMAジャーナル 日本能率協会
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雑誌名 出版社

68 Journal of child language Cambridge Univ.Press

69 Journal of communication Annenberg School Press

70 Journal of consulting and clinical psychology American Psychological Association

71 Journal of counseling psychology American Psychological Association

72 Journal of economic literature American Economic Association

73 Journal of educational psychology American Psychology Association

74 Journal of existentialism Libra Publishers

75 Journal of experimental psychology American Psychological Association

76 Journal of human stress Opinion Publications

77 Journal of phonetics Academic Press

78 Journal of practical psychiatry and behavioral health Williams & Wilkins

79 Journal of social psychology Heldref Pub.

80 Journal of speech and hearing research American Speech-Language-Hearing Association

81 Journal of the Acoustical Society of Japan (E). Japan Acoustical Society of Japan

82 Journal of the American Society for Information Science American Society for Information Science

83 Journal of the American Statistical Association American Statistical Association

84 Journal of the society of architectural historians Society of Architectural Historians

85 JR時刻表 弘済出版社

86 JSLHR American Speech-Language-Hearing Association

87 Keio journal of medicine 慶應義塾大学医学部

88 Keio SFC Journal 慶應義塾大学湘南藤沢学会

89 Language issues Reader's Digest Asia

90 Language learning Univ. of Michigan

91 Language speech and hearing services in schools American Speech and Hearing Association

92 Language teaching Cambridge Univ. Press

93 Language testing Edward Arnord

94 LD ; 学習障害 日本文化科学社

95 LD研究 日本LD学会

96 Le nouvel observateur le point

97 L'Express L'Express

98 L'express international L'express international

99 Magazine litteraire Magazine Litteraire

100 Magazine litteraire : hors-serie Magazine Litteraire

101 Medical practice 文光堂
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雑誌名 出版社

102 MIT Sloan management review Sloan Management Review

103 Mobile society review エヌ・ティ・ティ・ドコモモバイル社会研究所

104 Modern language journal
National Federation of Modern Language Teachers
Associations

105 Monographs of the society for research in child development
Society for Research in Child Development,
National Research Counci

106 Museum 大塚巧芸社

107 Museum Kyushu : 文明のクロスロード 博物館等建設推進会議

108 Musical times Musical Times Publication

109 National geographic magazine National Geographical Soc.

110 New theatre quarterly Cambridge U.P.

111 New York Times 研究社

112 New yorker New Yorker Magazine

113 Newsletter of the Society of Architectural Historians The Society of Architectural Historians

114 Newsweek Newsweek Inc.

115 Newton ニュートンプレス

116 NHKきょうの健康 日本放送協会

117 Number 文芸春秋

118 Personnel journal Williams & Wilkins

119 Psychiatry and clinical neurosciences Blackwell

120 Psychosomatics American Psychiatric Press

121 Review of English studies Oxford Univ.Press

122 RIP Journals on Stroke and Dementia Excerpta Medica

123 Rockin'on ロッキング・オン

124 Rockin'on JAPAN 株式会社ロッキング・オン

125 Schizophrenia bulletin U.S. Department of Health and Human Services

126 Science
American Association for the Advancement of
Science

127 SD 鹿島研究所出版会

128 SD. 別冊 鹿島研究所出版会

129 Secretry Professional Secretaries Int.

130 Simulation & gaming Sage Publications

131 Social psychology quarterly American Sociological Association

132 Sociology British Sociological Association

133 Studies in English literature 1500-1900 Rice University Press

134 SYNAPSE ジ アース教育新社

135 Tel quel Seuil
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雑誌名 出版社

136 TESOL journal
Teachers of English to Speakers of Other
Languages

137 TESOL quarterly TESOL

138 The American economic review American Economic Association

139 The Japan times ST ジャパンタイムズ

140 The Japanese journal of psychiatry and neurology Folia Pub. Society

141 The journal of business University of Chicago Press

142 The Journal of economic abstracts American Economic Association

143 The Journal of economic perspectives American Economic Association

144 The Journal of neuropsychiatry and clinical neurosciences American Psychiatric Press

145 The Journal of speech and hearing disorders American Speech and Hearing Association

146
The report of the criticality accident in a uranium conversion
test plant in Tokai-mura

National Institute of Radiological Sciences

147 Time Time Life

148 Time Life Time

149 Training journal ; 月刊 トレーニング・ジャーナル ブックハウスHD

150 Transactional analysis journal International Transactional Analysis Association

151 U.S. news and world report U.S.News＆World Report

152 Variety VARIETY

153 Working papers in language education  Elsevier Applied

154 World economic outlook International Monetary Fund

155 アジア文化研究所論集 中京大学・アジア文化研究所

156 あそび文化研究 : こども・こころ・からだ 東京純心女子大学こども文化学科準備委員会

157 いきいき : 50代からの生きかた・暮らしかた応援雑誌 ユーリーグ

158 インターナショナル・ヘラルドトリビューン 朝日新聞社

159 エコノミスト 毎日新聞社

160 エコノミスト 毎日新聞社

161 エッセ 扶桑社

162 えとのす 新日本教育図書

163 カウンセリング研究 日本カウンセリング学会

164 からだの科学 日本評論社

165 からだの科学 : 増刊 日本評論社

166 カリタス女子短期大学研究紀要 カリタス女子短期大学

167 かりんかりん 城西国際大学大学院,

168 キネマ旬報 キネマ旬報社

169 キネマ旬報 大修館
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雑誌名 出版社

170 きょうの健康 日本放送出版協会

171 コーチング・クリニック ベースボール・マガジン社

172 こころの科学 日本評論社

173 こころの臨床ア・ラ・カルト 星和書店

174 コミュニティ心理学研究 コミュニティ心理学研究刊行会

175 コンピュートピア コンピュ－タエ－ジ社

176 ジャズ批評 ジャズ批評社

177 シラバス ; Syllabus 日本橋学館大学

178 ストレスと臨床 フジメディカル出版

179 ストレス科学 日本ストレス学会

180 すばる 日本青年館

181 ダイヤモンド・ハーバード・ビジネス 東京

182 テアトロ テアトロ

183 デザイン 美術出版社

184 トップポイント パーソナルブレーン

185 ナショナルジオグラフィック 日経BP出版センター

186 ニューズウィーク TBSブリタニカ

187 ハーバード・ビジネス・レビュー ダイヤモンド社

188 ハーバード・ビジネス・レビュー ダイヤモンド社

189 ハンドブック 日本橋学館大学

190 ぴあ ぴあ株式会社

191 プライマリ・ケア 日本プライマリ・ケア学会

192 ふらんす 白水社

193 フランス文学研究 日本フランス文学会

194 まつり 国際アートコンパニオンまつり同好会

195 みづゑ 日本美術出版

196 むらさき 武蔵野書院

197 メディア教育研究 メディア教育開発センター

198 メディカル朝日 朝日新聞社

199 ユリイカ 青土社

200 リハビリテーション医学 日本リハビリテーション医学会

201 リュミエール 筑摩書房

202 ルドルフシュタイナー研究 アディン書房

203 医学と薬学 自然科学社
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雑誌名 出版社

204 医療と福祉 日本医療社会事業協会

205 医療研究レポート 日本プライマリ・ケア学会

206 英語教育 大修館

207 英語教育 大修館

208 英語教育 大修館

209 英語青年 研究社

210 英米文学 : English and American literature 神戸山手女子短期大学

211 炎芸術 阿部出版

212 横光利一研究 横光利一文学会

213 岡山商大論叢 岡山商科大学学会

214 音楽の友 音楽之友社

215 音楽知覚認知研究 日本音楽知覚認知学会

216 音声言語医学 日本音声言語医学会

217 化粧文化 ポーラ文化研究所

218 家族問題相談研究 聖徳大学家族問題相談センター

219 科学 岩波書店

220 歌への招待 日本放送出版会

221 会計 森山書店

222 会計監査のあらまし 会計検査院

223 会社四季報 ; ワイド版 東洋経済新報社

224 会社四季報別冊 東洋経済新報社

225 会社四季報未上場会社版 東洋経済新報社

226 外国貿易概況 （財）日本関税協会

227 学位研究 大学評価・学位授与機構

228 学海 上田女子短期大学国語国文学会

229 学術情報データベース実態調査報告書 国立情報学研究所

230 鎌ヶ谷市史研究 鎌ケ谷市教育委員会

231 鎌倉女子大学学術研究所報 鎌倉女子大学

232 環太平洋・アイヌ文化研究
苫小牧駒澤大学：アイヌ文化及び環太平洋先住民
族文化研究所

233 看護技術 メジカルフレンド社

234 看護研究 医学書院

235 観世 檜書店

236 関西外国語大学教育研究報告 関西外国語大学

237 関西外国語大学研究論集 関西外国語大学
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雑誌名 出版社

238 関東学院女子短期大学短大論叢 関東学院女子短期大学

239 企業会計 中央経済社

240 企業診断 同友社

241 基礎心理学研究 日本基礎心理学会

242 季刊デザイン 美術出版社

243 季刊どるめん 萩書房

244 季刊みづゑ 日本美術出版

245 季刊教育法 エイデル研究所

246 季刊考古学 雄山閣出版

247 季刊精神療法 金剛出版

248 季刊民族学 民族学振興会千里事務局

249 季刊藝術 季刊藝術出版

250 京都マネジメント・レビュー 京都産業大学マネジメント研究会

251 共愛学園前橋国際大学論集 共愛学園前橋国際大学

252 教育 かもがわ出版

253 教育ジャーナル 学習研究社

254 教育と施設 アウゲ・リブロ・サ－ビス

255 教育と情報 文部省

256 教育と情報 第一法規

257 教育科学・ 国語教育 明治図書出版

258 教育研究 初等教育研究会

259 教育心理学研究 国土社

260 教育心理学年報 国土社

261 教員養成セミナー 時事通信社

262 教員養成学研究 弘前大学教育学部教員養成学研究開発センター

263 教室年報 聖マリアンナ医学大学神経精神科教室

264 教職課程 共同出版

265 教職課程 協同出版

266 金沢経済大学論集 金沢経済大学経済学会

267 金沢星陵大学論集 金沢星陵大学

268 金沢文庫研究 金沢文庫

269 金蘭国文 金蘭短期大学国文研究室

270 金蘭短期大学研究誌 金蘭短期大学

271 九州情報大学研究論集 九州情報大学
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雑誌名 出版社

272 熊本保健科学大学保健科学研究誌 熊本保健科学大学

273 群像 講談社

274 慶應医学 慶應医学会

275 慶應義塾外国語教育研究 慶応義塾外国語教育センター

276 慶應義塾大学アート・センターブックレット 慶應義塾大学アート・センター

277 慶應義塾大学アート・センター年報 慶應義塾大学アート・センター

278 慶應保健研究 慶應義塾大学保健管理センター

279 敬愛大学国際研究 敬愛大学

280 敬和学園大学人文社会科学研究所年報 敬和学園大学

281 経営倫理 経営倫理実践研究センター

282 経済セミナー 日本評論新社

283 経済セミナー 日本評論社

284 経済研究 岩波書店

285 芸術新潮 新潮社

286 月刊Indust 全国産業廃棄物連合会

287 月刊ナーシング 学研

288 月刊教職研修 教育研究所

289 月刊言語 大修館

290 月刊言語 大修館書店

291 月刊高校教育 学事出版

292 月刊国語教育 東京法令出版

293 月刊国語教育 東京法令出版

294 月刊国語教育研究 日本国語教育学会

295 月刊詩とメルヘン : the gift magazine サンリオ

296 月刊新医療 エム・イー振興協会

297 月刊世論調査 大蔵省

298 月刊生徒指導 学事出版

299 月刊生徒指導 学事出版

300 月刊総務 総合経営管理協会

301 建築雑誌 日本建築学会

302 検査と技術 医学書院

303 研究業績年報 笹川医学医療研究財団

304 研究集録 日本秘書教育学会

305 賢治研究 宮沢賢治研究会
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雑誌名 出版社

306 幻影城 絃映社

307 現行法規総覧追録 第一法規出版

308 現代のエスプリ 至文堂

309 現代のエスプリ ; 別冊 至文堂

310 現代の図書館 日本図書館協会

311 現代医療 現代医療社

312 現代英語教育 研究社

313 現代経営経済研究 東洋学園大学

314 現代思想 青土社

315 現代詩手帖 思潮社

316 現代文学 現代文学編集員会

317 言語教育研究 神田外語大学

318 考古 科学出版社

319 行動計量学 日本行動計量学会

320 講座日本文学 至文堂

321 高次脳機能研究 日本高次脳機能障害学会

322 高知短期大学研究報告社会科学論集 高知短期大学

323 高度先進医療 健康医学協会

324 国華 國華社

325 国語と国文学 東京大学国語文学会

326 国語学 武蔵野書院

327 国際関係研究 日本大学国際関係学部国際関係研究所

328 国際税制研究 納税協会連合会

329 国税庁統計年報書 国税庁

330 国文学 學燈社

331 国文学 : 解釈と鑑賞 至文堂

332 国文学 : 解釈と鑑賞 : 別冊 至文堂

333 国文学 : 解釈と教材の研究 学燈社

334 国文学 ; 解釈と鑑賞 至文堂

335 国民の福祉の動向 厚生統計協会

336 国民衛生の動向 厚生統計協会

337 国立女性教育会館研究紀要 国立女性教育会館

338 国立精神・神経センター神経研究所年報 国立精神・神経センター神経研究所

339 最新精神医学 世論時報社
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雑誌名 出版社

340 最新醫學 最新醫學社

341 三井美術文化史論集 三井文庫

342 三田評論 慶應義塾大学

343 三田文學 三田文學会

344 山陽論叢 山陽学園大学

345 産業・組織心理学研究 産業・組織心理学会

346 産業技術短期大学誌 産業技術短期大学

347 産業精神保健 日本産業精神保健学会

348 産婦人科の世界 医学の世界社

349 産婦人科治療 永井書店

350 史料編集室紀要 沖縄県教育委員会

351 四季 劇団四季

352 四次元 矢立出版

353 子どもの虹情報研修センター紀要
社会福祉法人横浜博萌会 子どもの虹情報研修セ
ンター

354 子どもの虹情報研修センター紀要 子どもの虹情報研修センター

355 子ども英語 アルク

356 事務と経営 日本経営協会

357 事務管理 日刊工業新聞社

358 児童心理 金子書房

359 児童精神医学とその近接領域 児童精神医学とその近接領域編集部

360 児童青年精神医学とその近接領域 児童青年精神医学とその近接領域編集部

361 時事英語 研究社

362 時事英語研究 研究社出版

363 時事英語研究 研究社

364 滋賀医科大学精神科年報 滋賀医科大学

365 治療 南山堂

366 自己点検・評価報告書 日本橋学館大学

367 自殺予防と危機介入 日本自殺予防学会

368 自然 中央公論社

369 失語症研究 日本失語症研究会

370 実験医学 羊土社

371 実験社会心理学研究 日本グループ・ダイナミックス学会

372 社会教育 全日本社会教育連合会

373 社会心理学研究 日本学会事務センター
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雑誌名 出版社

374 社会精神医学 星和書店

375 授業力＆学級経営力 明治図書出版株式会社

376 周産期医学 東京医学社

377 宗教情報 鈴木出版

378 週刊ダイヤモンド ダイヤモンド社

379 週刊絵巻で楽しむ源氏物語 ; 五十四帖 朝日新聞出版

380 週刊朝日百科 朝日新聞社

381 週刊朝日百科. 植物の世界 朝日新聞社

382 週刊朝日百科. 植物の世界. 別冊, キノコの世界 朝日新聞社

383 週刊東洋経済 東洋経済新報社

384 週刊東洋経済 = Weekly toyo keizai 東洋経済新報社

385 週間ST Japan Times

386 集団精神療法 星和書店

387 渋沢研究 渋沢史料館

388 諸君！ 文藝春秋社

389 女子教育 目白学園女子教育研究所

390 女性学評論 神戸女学院大学

391 小児 東京医学社

392 小児科臨床 日本小児医事出版社

393 情況 情況出版

394 情報管理 日本科学情報センタ－

395 情報処理 オーム社

396 心と社会 日本精神衛生会

397 心身医学 日本心身医学会

398 心身医療 医薬ジャーナル社

399 心理学ワールド 日本心理学会

400 心理学研究 岩波書店

401 心理学評論 心理学評論刊行会

402 心理臨床の広場 日本心理臨床学会

403 心理臨床学研究 日本心理臨床学会

404 新英語教育 三友社

405 新潮 新潮社

406 森田療法学会雑誌 森田療法学会

407 神経研究の進歩 医学書院
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雑誌名 出版社

408 神経心理学 日本神経心理学会

409 神経精神薬理 星和書店

410 神経内科 科学評論社

411 神戸女学院大学論集 神戸女学院大学

412 神田外語大学言語教育研究 神田外語大学

413 神奈川県立博物館研究報告. 人文科学 神奈川県立博物館

414 神奈川県立歴史博物館年報 神奈川県立歴史博物館

415 診断と治療 診断と治療社

416 診療録管理 : 日本診療録管理学会会誌 日本診療録管理学会

417 進路指導 日本進路指導協会

418 進路指導 日本職業指導協会

419 人間として 筑摩書房

420 人間工学 日本人間工学会

421 図書館雑誌 日本図書館協会

422 数理科学 ダイヤモンド社

423 世界の動き 世界の動き社

424 世界週報 東京

425 世界知識画報 世界知識出版社

426 世界美術全集月報 平凡社

427 星陵論苑 星稜女子短期大学

428 生きがい研究 : 長寿社会開発センター 長寿社会開発センター

429 生物の科学 裳華堂

430 精神医学 医学書院

431 精神医学レビュー ライフ・サイエンス

432 精神医学研究所業績集 精神医学研究所

433 精神医療 精神医療委員会

434 精神科治療学 星和書店

435 精神科診断学 日本評論社

436 精神健康研究 漢陽大学校

437 精神神経学雑誌 日本精神神経学会

438 精神身体医学 医学書院

439 精神分析研究 日本精神分析学会

440 精神分裂病研究の進歩 星和書店

441 精神薬療基金研究年報 精神神経系薬物治療研究基金
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雑誌名 出版社

442 精神療法 金剛出版

443 精神療法研究 岩崎学術出版社

444 聖泉論叢 聖泉短期大学学会

445 聖徳大学言語文化研究所論叢 聖徳大学言語文化研究所

446 青山心理学研究 青山学院大学院心理学会

447 青年心理 金子書房

448 千葉日報 千葉日報社

449 戦略コンピュータ 日刊工業新聞社

450 選択 選択出版

451 選択 選択出版

452 組織科学 丸善

453 組織行動研究 慶應義塾大学産業研究所

454 総合教育技術 小学館

455 総合税制研究 納税協会連合会

456 総合病院精神医学 医学図書出版株式会社

457 綜合医学 医学書院

458 綜合臨床 永井書店

459 太陽 平凡社

460 体育の科学 杏林書院

461 体育の科学 杏林書院

462 大月短大論集 大月短期大学

463 大阪学院大学外国語論集 大阪学院大学

464 大阪女子大学女性学研究センター論集 大阪女子大学

465 大阪樟蔭女子大学学芸学部論集 大阪樟蔭女子大学

466 大阪電気通信大学研究論集 大阪電気通信大学

467 大手前大学社会文化学部論集 大手前大学

468 大手前大学人文科学部論集 大手前大学人文科学部

469 淡交 淡交社

470 男女共同参画研究 日本橋学館大学池木研究室

471 中央公論 中央公論新社

472 中央史壇 雄山閣

473 中学教育 小学館

474 中等教育資料 ぎょうせい

475 彫塑 日本彫塑家倶楽部
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雑誌名 出版社

476 朝日新聞 朝日新聞社

477 聴覚言語障害 聴覚言語障害研究会

478 長寿科学総合研究 長寿科学総合研究費中央事務局

479 哲學 丸善

480 電話相談学研究 全国電話相談研究会

481 東京プライマリ・ケア研究会誌 東京プライマリ・ケア研究会

482 東京精神医学会誌 東京精神医学会

483 東京電力病院医報 東京電力病院

484 東京都医師会雑誌 東京都医師会

485 東大阪大学・東大阪大学短期大学部教育研究紀要 東大阪大学

486
東洋大学21世紀ヒューマン・インタラクション・リサーチ・セン
ター研究年報

東洋大学21世紀ヒューマン・インタラクション・リ
サーチ・センター

487 道徳と特別活動 文溪堂

488 道徳教育 明治図書

489 道徳教育 明治図書出版

490 特殊教育学研究 日本特殊教育学会

491 特別支援教育 東洋館出版社

492 読者 甘?人民出版社

493 読売新聞 読売新聞社

494 内科 南江堂

495 内外教育 時事通信社

496 日経PC21 日経BP出版センター

497 日経エンタテインメント 日経BP社

498 日経パソコン 日経BP社

499 日経パソコン 日経BP社

500 日経パソコン号外 日経BP社

501 日経ビジネス 日経ＢＰ社

502 日経ビジネスStyle magazine 日経ＢＰ社

503 日経ビジネス特別版 日経ＢＰ社

504 日経ビジネス特別編集版 日経ＢＰ社

505 日経メディカル 日経マグロウヒル社

506 日本アルコール精神医学雑誌 日本アルコール精神医学会

507 日本プライマリ・ケア学会誌 日本プライマリ・ケア学会

508 日本医師会雑誌 日本医師会

509 日本医事新報 日本医事新報社
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雑誌名 出版社

510 日本音響学会誌 日本音響学会

511 日本教育新聞 日本教育新聞社

512 日本教育新聞

513 日本橋学館大学紀要 日本橋学館大学

514 日本橋学研究 日本橋学館大学日本橋学研究所

515 日本経済新聞 日本経済新聞社

516 日本語の研究 武蔵野書院

517 日本語教育振興協会ニュース 日本語教育振興協会

518 日本国際秘書学会研究年報 日本国際秘書学会

519 日本児童英語教育学会研究紀要 日本児童英語教育学会

520 日本社会精神医学会雑誌 日本社会精神医学会

521 日本心理学会大会発表論文集 日本心理学会大会準備委員会

522 日本神経学会総会 日本神経学会

523 日本精神神経学会総会プログラム・抄録集 日本精神神経学会

524 日本精神身体医学会総会 日本精神身体医学会

525 日本精神病院協会雑誌 日本精神病院協会

526 日本精神病理学会プログラム・抄録集 日本精神病理学会

527 日本東洋医学雑誌 東洋医学会

528 日本美容外科学会誌 日本美容外科学会

529 日本病跡学雑誌 日本病跡学懇話会

530 日本文化大学柏樹論叢 日本文化大学

531 日本文学 日本文学協会

532 日本臨床 日本臨床社

533 日本臨床精神腫瘍学会誌 日本臨床精神腫瘍学会誌

534 認知科学 日本認知科学会

535 年次報告書 ; 日本橋学館大学年次報告書 日本橋学館大学

536 能楽研究 法政大学能楽研究所

537 脳21 金芳堂

538 脳と神経 医学書院

539 脳と精神の医学 医学新興社

540 脳神経 医学書院

541 脳神経外科集中ケースカンファレンス 神戸大学・藤田保健衛生大学脳神経外科

542 発達心理学研究 日本発達心理学会

543 版画芸術 阿部出版
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雑誌名 出版社

544 秘書 日本秘書協会

545 秘書教育研究 日本秘書教育学会

546 美学 美術出版社

547 美術史 美術史学会 : 便利堂

548 美術手帖 美術出版社

549 武蔵野美術 武蔵野美術大学

550 風土と芸術 日本橋大学人文経営学部美学芸術専修

551 仏教芸術 毎日新聞社

552 文学 岩波書店

553 文学 岩波書店

554 文学界 文芸春秋

555 文芸 河出書房新社

556 文芸春秋 文芸春秋社

557 文部科学時報 ぎょうせい

558 文藝春秋 文藝春秋社

559 別冊・医学のあゆみ 医歯薬出版

560 別冊みづゑ 日本美術出版

561 別冊現代詩手帖 思潮社

562 別冊国文学 学燈社

563 別冊新評 新評社

564 暮しの手帖 暮しの手帖社

565 放送文化 NHK

566 法と精神医療 法と精神医療学会

567 法律のひろば ぎょうせい

568 法學研究 應義塾大学法学研究会

569 貿易と関税 日本関税協会

570 北海道言語障害児教育研究協議会研究紀要 北海道言語障害児教育研究協議会

571 本の手帖 昭森社

572 毎日ライフ 毎日ライフ

573 毎日新聞 毎日新聞社

574 慢性疼痛 日本医学館

575 民俗芸能 日本青年館

576 夜想 ペヨトル工房

577 薬物療法 医事日報社
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雑誌名 出版社

578 遊 工作舎

579 理想 理想社

580 立教異文化コミュニケーション研究 立教大学大学院

581 流行通信 流行通信社

582 旅 日本交通公社

583 臨床スポーツ医学 文光堂

584 臨床医 中外医学社

585 臨床科学 世界保健通信社

586 臨床心理学 金剛出版

587 臨床神経学 日本神経学会

588 臨床成人病 東京医学社

589 臨床精神医学 国際医書出版

590 臨床精神医学 国際医書出版

591 臨床精神病理 星和書店

592 臨床統計集 慶應義塾大学医学部

593 臨床評価 臨床評価刊行会

594 臨床婦人科産科 医学書院

595 臨床薬理 臨床薬理学研究会

596 歴史公論 雄山閣

597 歴代宝案研究 沖縄県立図書館

598 労政時報 労務行政研究所

599 労政時報 労務行政研究所

600 労働科学 労働科学研究所

601 老化と疾患 医薬ジャーナル社

602 老年期痴呆 老年期痴呆臨床研究会

603 老年期痴呆研究会誌 老年期痴呆研究会

604 老年精神医学 情報開発研究所

605 老年精神医学雑誌 ワールドプランニング

606 老年精神障害懇話会記録集 老年精神障害懇話会

607 老年問題研究 医療と福祉総合研究会

608 國士館大學教養論集 國士館大學教養学会

609 藝能東西 新しい芸能研究室

610 藝文研究 慶應義塾大学藝文学会
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海外研修先一覧 

 

研修先名称 所在地 受入可能人数 

蘇州大学 

http://www.suda.edu.cn/ 

中国、江蘇省蘇州市滄浪十梓街 1 号

（本部） 
本学が小規模大学であるため、特になし。 

ぺトラ クリスチャン大学 

http://www.petra.ac.id/?lang=en 

Siwalankerto121-131 Surabaya 

Indonesia 
本学が小規模大学であるため、特になし。 

フリンダース大学（語学研修センター） 

（Flinders University, Intensive English Language 

Institute (IELI) 

http://www.gogoadelaide.com.au/out_feature/flinders/

GPO Box 2100, Adelaide, SA 5001, 

Australia 
20 名程度（増員可能） 
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○開智国際大学教授会規程 
 

(平成 11 年 9 月 29 日制定) 

 

第１条  開智国際大学学則第９条により、この規程を定める。 

 

第２条  教授会は、学長、教授をもって構成する。 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、教授会に准教授その他の教職員を加えるこ

とができる。 

 

第３条  教授会は、次の事項について審議し、意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学、卒業に関すること。 

（２）学位の授与に関すること。 

（３）その他教育研究に関する重要事項で、教授会の意見を聴くものとして学長が定めるもの。 

２ 教授会は、次の事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができるものとす

る。 

（１）教育課程に関すること。 

（２）学生の試験に関すること。 

（３）学生の団体及び学生生活に関すること。 

（４）学生の賞罰に関すること。 

（５）学則及び教育・研究に係わる規則の制定に関すること。 

（６）教員の人事に関すること（人事配置は除く）。 

（７）その他、学長が必要と認める事項 

 

第４条  教授会は、学長が招集し、その議長となる 

２  学長に事故があるとき、又は学長が欠けたときは、教授会が選出した教授がその議長となる。 

３  学長が退任する時期が近いとき、円滑な業務引き継ぎを行うため、次期学長予定者がその議長を務

めることができる。 

 

第５条  教授会は、構成員の 3分の 2以上の出席で成立し、議決には出席者過半数の賛成を必要とする。 

 

第６条  各種運営を円滑にするため、教授会の下部組織として次の委員会を置く。 

（１）人事委員会 

（２）アドミッション委員会 

（３）教務委員会 

（４）学生委員会 

（５）キャリア委員会 

（６）研究・図書・紀要委員会 

（７）自己評価委員会 

（８）国際交流委員会 

２  前項の委員会に必要な事項は、開智国際大学組織及び運営に関する規程において定める。 

 

 

 

附 則 

 この規程は、平成 12 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 19 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 20 年 4 月 1日から施行する。 
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附 則 

 この規程は、平成 21 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 23 年 7 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 23 年 12 月 21 日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 24 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 25 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 27 年 4 月 1日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成 29 年 4 月 1日から施行する。 
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学生確保の見通し等を記載した書類 

 

 

１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

 ① 学生の確保の見通し 

 

  ア 定員充足の見込み 

 

   a) 入学定員設定の考え方 

      今回設置を届出する開智国際大学国際教養学部は、入学定員を 1学年 78 名（収

容定員 312 名）とし、学生募集をする予定である。この入学定員は、現在設置認

可申請中の教育学部の入学定員 72 名と合わせて，これまでのリベラルアーツ学部

の入学定員 150 名に変更を加えない人数として設定されたものである（国際教養

学部 78 名、教育学部 72 名）。 

本学国際教養学部には、専任教員 14 名が配属される予定であり、教員 1人当た

りの学生数は、入学定員ベースでは 5.6 名、収容人員ベースでは 22.4 名となり、

本学が掲げる少人数教育による密な指導が可能な人数である。加えて、本学が推

進するアクティブラーニングを円滑に進めるのにも妥当な数字であり、本学部が

もつ教育力を発揮できるものと考えている。 

現行のリベラルアーツ学部は定員超過率が 0.7 未満ではあるが、以下に挙げる

理由により、今回届出による設置申請を行う国際教養学部の定員は充足されるこ

とが見込まれる。 

 

   b) 既存学部の定員未充足の原因分析 

     平成12（2000）年に日本橋学館大学（平成28（2016）年、開智国際大学に校名

変更：以下、開智国際大学として統一する）開校後、完成年度の翌年からの学生

数の推移は、表1（次頁）のとおりである。一方、18歳人口は平成4（1992）年度

の約205万人をピークに減少し、平成21（2009）年度～平成32（2020）年度頃まで

は約120万人前後と横ばいで推移するものの、平成33（2021）年度頃から再び減少

すると推計されている（平成24（2012）年度「文部科学白書」）。他方で、大学

への進学率が年々微増しているが、減少分を補えない状況にある。 

          本学は 18 歳人口の減少を踏まえ、短期大学から大学への改組、大学のカリキュ

ラムの見直し、学部の改組などを行ってきたが、その効果が現れる前に、下記に

述べるさまざまな問題が発生し、大幅な定員未充足の状態になった。 
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表 1 本学への入学者数、在籍学生数等の年次推移 

年度 入学定員 入学者数
在籍学生数 

収容定員(b) 
収 容 定 員 充 足 率

(b / a× 1 0 0 ) 合計(a) 日本人 外国人

平 16(2004) 257 272 952 849 103 1,047 91 

平 17(2005) 257 296 966 750 216 1,054 92 

平 18(2006) 257 242 935 674 261 1,047 89 

平 19(2007) 257 198 867 580 287 1,040 83 

平 20(2008) 257 105 714 485 229 1,040 69 

平 21(2009) 225 91 573 420 153 1,008 57 

平 22(2010) 225 162 506 394 112 976 52 

平 23(2011) 150 158 463 388 75 878 53 

平 24(2012) 150 109 438 379 59 780 56 

平 25(2013) 150 85 404 360 44 705 57 

平 26(2014) 150 59 334 299 35 630 53 

平 27(2015) 150 51 267 236 31 630 42 

平 28(2016) 150 117 297 203 94 620 48 

 

1) 留学生の問題 

本学では、平成 19（2007）年をピークにして大幅に留学生が増えてきた。留

学生が在籍することそのものが問題なのではないが、留学生の質的な担保（日

本語の運用能力や勉学意欲等）を充分に取れずに入学させたために、授業の質

のみならず、大学生活全般にわたりさまざまな問題が起きた。特に近隣住民か

らの学生のマナーが悪いというクレームが多く、近隣地域での本学に対するイ

メージが悪くなっていった。その対策として、留学生の入学者数を減らすこと

にした。その結果、留学生が減少しただけでなく、評判の悪化した本学への日

本人の入学者も呼応して減少した。 

 

2) 併設中・高の経営悪化による法人の大学へのガバナンスの低下 

学校法人日本橋女学館の法人本部は東京都中央区の日本橋女学館高等学校内

にあり、平成 20（2008）年以前から、併設の中学・高等学校の経営が著しく悪

化したために、法人本部は他の法人などとの提携や合併を行うことを平成 20

（2008）年ころから検討し始めた。そのため法人の大学へのガバナンスがはた

らきにくい状態にあり、その結果、大学の学生数減少への対応を適切に行うこ

とができなった。このような状態は、学校法人開智学園との法人合併が具体化

する平成 27（2015）年まで続くことになった。 
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3) リベラルアーツ学部の設置 

平成 21（2009）年度には、人文経営学部を「リベラルアーツ学部」に全面改

組した。しかしながら、当時の高校生にとっては魅力ある学部とは映らず、む

しろ資格志向の強い高校生や保護者、高等学校の進路指導の先生方には、メリ

ットのない大学と捉えられたようで、大幅な定員割れの状況を食い止めること

ができなかった。 

 

4) リメディアル教育の週刊誌問題 

留学生の入学者を抑え、日本人の入学者を増やそうとしたために、著しく学

力の低い日本人も入学させることになった。そのため、大学での授業の中にリ

メディアル教育を取り入れた。平成 23（2011）年（平成 24（2012）年度学生募

集年）に、このことがインターネット上を賑わすことになり、さらにそのこと

を週刊誌も採り上げ、その結果、本学のイメージがさらに悪化した。高等学校

の先生からも「大変ですね」「大丈夫ですか」という声を頂くことが多々あった。

それだけこの問題は、高等学校の教員のみならず、高校生を持つ保護者等、少

なくとも受験関係者には広く知られるところとなり、学生募集にとってかなり

大きなマイナスの要因として作用し、悪い意味で「日本橋学館大学」の名前が

近隣を中心として広く知られることとなった。 

 

5) カリキュラム改定の問題 

平成 26（2014）年度より、「グローバル化」に向けて英語力を重視するカリキ

ュラムへと改訂が行われた。英語の授業数の増加のみならず、一般の授業科目

における英語による授業の実施を、段階を追って推進していく旨、オープンキ

ャンパス等を通じて受験生に伝えてきた。しかしながら、アドミッションポリ

シーを上手く伝えることができず、結果的には、なぜ英語に力を入れるのかと

いうことに対して魅力を感じる受験生を集めることができず、逆に英語に苦手

意識をもつ従来の受験者層に敬遠されることになったと考えられる。従来本学

に入学してくる者の中には、英語が苦手という者が多かったのは、入試科目に

必ずしも英語を必要としなかったことが影響していたものと思われる。それが

平成 26（2014）年度のさらなる減少につながったと推察できる。 

      平成 27（2015）年度の入試からは、英語力を意識した入試改革を実行しては

いるが、受験対象となり得る生徒の質とのマッチングに難を残しており、広報

や入試のあり方等、改善の余地がある。今回設置申請を届出する国際教養学部

にあっては、国際教養科目の充実とともに、カリキュラムの上でも英語教育を

しっかりと行う。そのためにも、適切な広報とアドミッションポリシーに則っ

た妥当性のある入試を行っていく。その効果は、平成 28（2016）年度の入試結
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果において表れ始めている。 

 

6) 学生の質を確保するための入試の厳格化による入学者減 

平成 26（2014）年度より、入学者数は減っても学生の質の確保を優先するよ

う、アドミッションの方向性を変更した。そのため、入学者数は 50 名前後とな

っているが、入学者の学力レベルは上がってきていることを実感している。 

 

c) 定員充足の見込み 

 

1) 平成 28（2016）年度入学試験の結果 

      日本橋学館大学から開智国際大学への校名変更後、最初の入試となった平成

28（2016）年度の入学者は 117 名を数えた。この数字は、現行のリベラルアー

ツ学部の入学定員 150 名からすると定員未充足の状態であるが、平成 27（2015）

年度の入学者 51 名に対して、2.3 倍の入学者を得ることができた。 

 

    2) 本学周辺の都市の高校卒業者数の推移 

高校卒業者の数は、全国でも平成 23（2011）年から平成 27（2015）年にかけ

て微増であり（表 4, p. 10）、千葉県においても 6.7％増加している（表 5, p. 10）

し、本学がある柏市やその近隣 4 市（松戸市・野田市・我孫子市・流山市）に

おいても増加しており（表 6, p. 11）、本学周辺の自治体では、高等学校卒業者

が急激に減少することはない。 

 

    3) 本学周辺の都市の 18 歳人口の予測 

18歳人口は、将来的には15年先前後には全国的に8.5％減少する（表7, p. 13）。

上記 5市の合計でも、15 年先前後には 7.4％減少する（表 7, p. 13）。しかしな

がらこの数値は、人口の移動が起こらないという前提のものであり、例えば流

山市は、新線が通ったことで未成年者を養育中の世帯が増加したためか、15 年

後には 18 歳人口は約 20％増となる見込みである（表 7, p. 13）。 

 

4) 一定数の留学生の積極的受け入れ 

  国際教養学部では、入学定員の約 50％を留学生で確保したいと考えている。

それは、国際教養学部という学部の性質上、教育環境として重要だと考えての

積極的受け入れであり、定員確保のための留学生による埋め合わせではない。

学内にいながらにして異文化体験ができ、異文化理解が促され、日本語が上手

く通じない相手に対峙した時にどのようにコミュニケーションを図っていくか、

英語によるコミュニケーションを積極的に図らなければならない状況に置かれ



5 
 

ること等、カリキュラム外でのアクティブラーニングの重要な機会であると考

えられる。このような環境は、日本人学生だけでなく、留学生にとっても大き

なメリットである。そういった意味からも、78 名の定員の約 50％、すなわち 40

名前後の留学生を獲得できるように努める。 

 

     上記 1)～4)を踏まえた上で、今回設置の届出をする国際教養学部は、現行のリ

ベラルアーツ学部を母体としており、入学定員を現行の150名から78名に削減（▲

48％）することを考慮すると日本人学生と留学生を合わせて、国際教養学部 78 名

の定員の確保に向けて一層の努力をする。 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

国際教養学部では、入学定員の 78 名のうち、日本人学生と留学生の割合が 1：1

程度を理想と考えている。また、留学生の出身国が多様化していくことにより、日

本人のみならず留学生にとっても異文化接触の機会が日常化し、国際的な舞台にお

いても力を発揮できる人材を育成していく環境が整うこととなる。日本人と留学生

との関わりは、少しずつではあるが深まっており、平成 28（2016）年度入学の日本

人学生からは、「海外の人と接しても物怖じしなくなった」という声も聞かれる。 

グローバル化に対応できる人材を育成することによって、社会的なニーズという

観点からも、発展していくものと期待している。 

 

a)  平成 28（2016）年度入学試験の結果 

校名変更後，最初の入試となった平成 28（2016）年度の入学者は 117 名であり、

その内訳は、日本人 43 名、留学生 74 名であった。この人数は、設置の届出をす

る国際教養学部の入学定員 78 名の 1.5 倍の人数である。さらに、日本人約 40 名、

留学生約 40 名という入学者の理想的な割合という観点からも、平成 28（2016）年

度入試において既に達成されている。留学生に関しては、2倍弱の潜在的な入学者

数を得ており、今後は、入学者の更なるレベルアップの方途を探っていける状況

にある。 

日本人学生に関しては量的な確保だけでなく、これまでなかなか入学につなが

らなかったような、偏差値レベルにして 50 前後あるいはそれ以上の高等学校から

の入学者も増えてきており、質的にも向上している。例えば、開智日本橋教育グ

ループの系列校である、開智高等学校や開智未来高等学校からの入学者 5 名をは

じめ、全体的な学力レベルが上がってきており、そのことは、ここまでの本年度

のオープンキャンパス（平成 29（2017）年度入試に向けた）への来校者の在籍高

等学校の傾向からも、伺い知ることができる。 

一方、上述のような、これまでよりも学力レベルの高い日本人学生の入学はも
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とより、留学生の入学者にも質的な変化がある。「b)－1) 留学生の問題」のとこ

ろで、留学生の量的・質的な問題に触れたが、その際に問題になっていたのは、

日本語による面接だけという入試を経た、ほとんどが中国という一国からの留学

生で占められていたことである。平成 28（2016）年度入試で入学した外国人は、

ベトナム・ネパール・スリランカ・バングラディッシュ・ウズベキスタン・中国・

ブラジルといった、さまざまな国からの者である。また、前回の留学生問題への

反省から、面接に加えて思考力を問うような入試科目（小論文）を追加し、合格

基準を高めに設定した。留学生の中には，母国で大学を卒業した者もいれば大学

院を卒業した者もいる。このような実績は，本学の国際化や教育水準が向上しつ

つあることの一端を示している。 

平成 28（2016）年度の入試は、平成 27（2015）年度と学部構成が変わっていな

い中での学生募集（リベラルアーツ学部としての募集）であったにも関わらず、

51 名から 117 名へと約 2.3 倍に入学者が増加したのは、学校法人としてのガバナ

ンスの影響の大きさを反映しているものと考えられる。平成 28（2016）年度入試

においては、平成 29（2017）年度の学校法人日本橋女学館と学校法人開智学園の

法人合併に備えて、開智学園によるガバナンスが機能した結果である。法人合併

の認可が下りた際には、さらに学生募集の体制を強化していく。平成 29（2017）

年度の入試に向けて、既にアドミッション・オフィス（募集担当セクション）の

強化（職員の異動や採用）が行われ、毎週 1 回、アドミッション・オフィスの職

員に理事長、学長、副学長を交えて会議を開いている。 

 

b) 高校生及び留学生対象アンケートの回答結果 

本学国際教養学部の教育方針等を理解してもらった上で、進学する意思がある

かどうかを調べる目的で、平成 28（2016）年 4 月から 5 月にかけて高校 3 年生を

対象にしたアンケート調査、及び平成 28（2016）年 6 月に日本語学校に在学する

留学生を対象にしたアンケート調査を実施した。調査はいずれも第三者機関によ

るものである。 

 

1) 日本人生徒に対する調査概要（資料 1） 

     本学国際教養学部への進学意志を調べる目的で、千葉県・茨城県・埼玉県・

東京都東部から 118 の高等学校を抽出し、平成 28（2016）年 5 月から 6 月にか

けて調査を実施した。抽出された高等学校は、a) 本学の最寄り駅である千葉県

柏駅から公共交通機関を利用して約 1時間を通学圏内と想定し、b) ある程度の

大学進学を希望する在籍者が見込め、事前に調査協力を依頼し承諾が得られた

高等学校である。加えて、通学に１時間以上の高等学校であっても、c) 本学が

推進しているアクティブラーニング型の授業を積極的に採り入れている高等学
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校である。 

調査は、一般財団法人・日本開発構想研究所によって実施された。調査票の

高等学校への搬送は本学職員によって行われたが、調査の実施は現場の教員に

よるものであり、調査票の作成・回収・集計はすべて同研究所によるものであ

る。実施にあたっては、本学を紹介したリーレット（資料 2）を調査票と同時に

配布した。 

     結果、78 校（回収率 66.1％）、9,526 票を回収することができた（男性 3,886

名・女性 5,640 名）。 

 

調査結果 

     本学国際教養学部への進学意志を示した生徒数は、表 2に示した通りである。 

 

表 2 本学国際教養学部への進学意志（実数） 

 国際教養学部 

 男性 女性 合計 

進学を希望する 9 14 23

 

（参考） 

一応進学を考える 26 47 73

 

    2) 日本人学校に在学する留学生対象の調査概要（資料 3） 

      本学国際教養学部では、定員 78 名のうち 40 名程度の留学生の入学を見込ん

でいる。そのため、本学の近隣にある日本語学校やこれまでに本学に進学実績の

ある日本語学校の留学生を対象に、本学国際教養学部への進学意志を調べる目的

で調査を実施した。設問の意図の誤解を避けるために、調査票は、日本語バージ

ョン（漢字・カタカナへのルビ付き）と英語バージョンを用意した。 

      調査は、一般財団法人・日本開発構想研究所によって実施された。調査票の

日本語学校への搬送は本学職員によって行われたが、調査の実施は現場の教員

によるものであり、調査票の作成・回収・集計はすべて同研究所によるもので

ある。実施にあたっては、本学を紹介したリーフレット（資料 2）を調査票と同

時に配布した。 

      結果、6 校（回収率 85.7％）、94 票を回収することができた（男性 43 名・女

性 51 名）。 

 

     調査結果 

      本学国際教養学部への進学意志を示した者は、表 3（次頁）に示した通りであ
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る。 

 

表 3 本学国際教養学部への進学意志（実数） 

 国際教養学部 

 男性 女性 合計 

進学を希望する 5 10 15

 

（参考） 

一応進学を考える 8 9 17

 

3) 定員充足の見通し 

上記調査においては、「進学を希望する」と回答したのは、日本人 23 名、留

学生 15 名の合計 38 名であり、本調査においては厳しい結果となった。その一

方で、前述のように平成 28（2016）年度の国際教養学部の母体となるリベラル

アーツ学部の入試において、日本人 43 名、留学生 74 名の合計 117 名が入学し

ていること、今回入学定員を母体となるリベラルアーツ学部の 150 名から 78 名

へ削減すること、本年度から募集担当セクションを強化しているなど法人とし

てのガバナンスが機能してきたこと等，定員が充足する要素は整ってきている

ため、今後も定員充足に努めていく。 

なお、直接の立証材料とはならないが、「一応進学を考える」と回答したのが

日本人 73 名、留学生 17 名の合計 90 名であったことを付記しておく。 

 

c) 高校生の進学決定要因 

平成 25（2013）年に株式会社リクルートマーケティングパートナーズが、高校

卒業生を対象に実施したアンケート結果を、過去 2 回（平成 21（2009）年・平成

23（2011）年）の結果とともに公表している。その結果、高校生の志望校検討時

の重要項目として、「学びたい学部・学科・コースがあること」がトップとなって

いる（選択率は、平成 21（2009）年：73.8％、平成 23（2011）年：75.3％、平成

25（2013）年：74.8％）。ただ、資料 4 に示したように、「自分の興味や可能性が

広げられること（44.8％→46.5％）」「社会で役立つ力が身につくこと（23.6％→

25.6％）」「国際的なセンスが身につくこと（13.7％→15.0％）」といった教養的な

側面や、「自宅から通えること（35.3％→40.7％）」「交通の便が良いこと（22.7％

→25.6％）」「学費が高くないこと（19.4％→21.6％）」といった経済的な側面に関

して、調査を経るごとにポイントが上昇している。 
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d) 全国の国際教養系学部（学科）への志願者の動向 

日本私立学校振興・共済事業団による「私立大学・短期大学等入学志願動向」に

よると、国際教養系学部（国際学部・国際教養学部・国際関係学部・国際コミュ

ニケーション学部・教養学部・リベラルアーツ学部）への志願者は、平成 23（2011）

年から平成 27（2015）年の 5年間で図 1 のように推移している。 

 

 

図 1 国際教養系学部への志願者数の推移 

 

国際関係学部・国際コミュニケーション学部・教養学部・リベラルアーツ学部

では横ばいか微減傾向にあるが、国際学部・国際教養学部においては、この 5 年

間で約 1.3 倍に増加している（国際学部：平成 23（2011）年・1,2371 人⇒平成 27

（2015）年・16,937 人、国際教養学部：平成 23（2011）年・10,749 人⇒平成 27

（2015）年・14,187 人）（資料 5）。学部名から判断すると、「国際関係学部」は政

治・経済的色彩が、「国際コミュニケーション学部」は語学・異文化交流的色彩が

中心になっていると想定される。「国際教養学部」はそれらの融合的な位置づけで

あろうと思われる。 

これらの学部の定員充足率は、リベラルアーツ学部を除いた 5 学部で、安定し

て 100％を超えているが、「教養学部」では減少傾向にある（資料 6）。このことは、

国際教養学部に対する高校生のニーズは増加しており、文部科学省や日本経済団

体連合会が示すこれからの人材像が、今後、高校生に浸透するに従ってさらに上

昇するものと考えられる。付言すれば、「教養学部」「リベラルアーツ学部」で定

員充足率が減少傾向にあるということは、やはり「国際」という観点がキーワー
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ドになりつつあることを示唆している。「リベラルアーツ学部」という学部名が、

現代の日本人の高校生には響かなかったという、本学の学生募集の失敗の証左と

もなる数値である。 

 

e) 高等学校卒業者数の状況 

高等学校卒業者数を大学進学の可能性のある 18 歳人口とみなし、高校卒業者数

の推移を調べた。全国では、平成 27（2015）年の学校基本調査（確定値）による

と、平成 23（2011）年の高校卒業者数は 1,064,074 人であり、平成 27（2015）年

には 1,068,989 人となっている（増加率 0.5％）（表 4）。 

 

表 4 全国の高等学校卒業者数の過去 5 年間の推移 

  高等学校卒業者数（人） 

平成 23 年 1,064,074 

平成 24 年 1,056,387 

平成 25 年 1,091,614 

平成 26 年 1,051,343 

平成 27 年 1,068,989 

 

本学が位置する千葉県が報告している高等学校卒業者の推移（平成 27 年度学校

基本統計速報）によると、過去 5 年で 6.7％増加しており（表 5）、全国の増加率

を上回っている。 

  

表 5 千葉県の高等学校卒業者数の過去 5 年間の推移 

  高等学校卒業者数（人） 

平成 23 年 45,990 

平成 24 年 46,565 

平成 25 年 49,111 

平成 26 年 47,553 

平成 27 年 49,065 

 

さらに本学は、千葉県の北西部の千葉県柏市にある。柏市を含む近隣 5 市は東

葛地区と呼ばれ、JR 常磐線や東武アーバンパークライン、つくばエクスプレス、

JR 武蔵野線、JR 成田線といった鉄道網で繋がっている。本学は地域密着型を目指

しており、県内、とりわけ東葛地区の受験生をターゲットにしている。その東葛

地区においても、過去 5 年、高等学校卒業者の 18 歳人口は、19.5％増加している

（表 6・図 2：次頁）。 
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加えて、茨城県つくば市から東京・秋葉原を結ぶ「つくばエクスプレス」の開

通に伴い、本学の近隣地域である流山市では、過去 10 年（平成 17（2005）年～平

成 27（2015）年）で 30～40 歳の人口が 2 万人以上増加している（流山市調べ）。

このことは、未成年の子どもを持つ世帯が増加していることを意味している。地

域密着型の小規模大学である本学にとって、こうした近隣地域の高等学校卒業者

数の増加や新興住宅地域における若い世代の世帯数の増加は、当面、千葉県や近

隣地域での本学への入学候補者が急激に減少することはないことを示唆している。 

 

表 6 東葛地区の高等学校卒業者数の過去 5 年間の推移 

  柏市 松戸市 野田市 我孫子市 流山市 合計 

平成 23 年 3,813 2,582 765 984 722 8,816 

平成 24 年 3,914 2,623 816 952 769 9,074 

平成 25 年 4,209 2,950 759 976 924 9,818 

平成 26 年 4,057 2,901 779 944 855 9,536 

平成 27 年注） 4,507 3,126 885 1,050 966 10,534

注）平成 27（2015）年度の卒業者数は、平成 24（2012）年度の入学者数より推定 

 

 

       ＊平成 27（2015）年度の卒業者数は、平成 24（2012）年度の入学者数より推定 

図 2 東葛地区の高等学校卒業者数の過去 5 年間の推移 
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f) 18 歳人口の将来的推移 

過去5年の推移を見てきた結果では、高等学校卒業者数には、全国的には減少は

みられず、千葉県や東葛地域においてはむしろ上昇傾向がみられている。しかし

ながら、ここで問題にした18歳人口は、平成21（2013）年から平成32（2020）年

頃までほぼ横ばいで推移している状態のなかでの変動であり、平成33（2021）年

頃から減少することが予測されている（平成25（2013）年「学校基本調査（高等

教育機関編）」を内閣府がまとめた資料：

http://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon5/1kai/siryo6-2-7.pdf）。そして、

政府統計「全国：年齢（5階級）、男女別人口（平成27（2015）年9月1日現在）」

からは、平成31（2019）年～平成35（2023）年に18歳を迎える人口と平成41（2029）

年～平成45（2033）年に18歳を迎える人口とでは、7.4％の減少となる（表7：次

頁）。 

一方、東葛地区における18歳人口は、平成31（2019）年～平成35（2023）年に

18歳を迎える人口と平成41（2029）年～平成45（2033）年に18歳を迎える人口と

では、7.4％の減少となる（表7：次頁）。しかしながらこの推定値は、人口の移

動が起こらないという前提のものである。そこで、市別で見てみると、流山市で

は約1.2倍となっている。平成17（2005）年に開業のつくばエキスプレス（つくば

⇔秋葉原）が、流山市内に3駅を有している影響ではないかと考えられる。平成27

（2015）年度には東京上野ラインが開通し、品川駅と我孫子市・柏市・松戸市を

通る常磐線との直通運転がなされており、都心への通勤時間が短縮している。さ

らに野田市が、東京直結鉄道（仮称）の誘致運動を現在積極的に進めている。こ

れらの鉄道網が整備されることにより、野田市からの都心への往来が便利になる。

それによって流山市のように、未成年の子どもを有する世帯が、他の4市において

も増加し、将来的に18歳人口が増加する可能性がある。 
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以上、c)～f)のデータからは、潜在的な受験生の絶対数は、当面、急激に減少

することはないと考えられる。 

 

g) 競合校の入試状況 

本学は、教育学部の設置認可が下りると、今回届出申請をする国際教養学部と

合わせて 2 学部 2 学科、両学部の入学定員合計が 150 名という小規模な大学とな

る。平成 28（2016）年度に校名変更をしたばかりで知名度も低いことから、当面

は地元密着型の大学を目指している。そのため、本学の最寄り駅である千葉県柏

駅から公共交通機関を利用して約 1 時間を通学圏内と想定し（柏駅から本学まで

徒歩 20 分）、圏内の国際教養系の学部を有する私立大学を競合校とした。早稲田

大学等のいわゆる有名私大もこれに該当するが、競合とはなり得ないため除外し

た。結果、千葉県にある敬愛大学国際学部・千葉商科大学国際教養学部、埼玉県

にある獨協大学国際教養学部、東京都にある順天堂大学国際教養学部の 4 大学が

対象となる。 

これらの大学の入学者等の状況については資料 7 に示した。そのデータによる

と、獨協大学や順天堂大学に関しては、安定的に学生確保できていると考えられ

18歳人口の推移予想
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表 7 東葛地区における 18 歳人口 
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る。千葉商科大学の定員充足率は 100％を切っているものの、入試倍率は 1.6 倍あ

り、歩留まりの読み違えか、敢えて入学許可者を厳選したための数値かと考えら

れる。全国的な国際教養系学部への志願者の増加に加えて、千葉県周辺部におい

ても、国際教養系学部へのニーズは高いと考えられる。 

 

h)  受験生のニーズに対する本学の位置づけ 

平成 25（2013）年に、株式会社リクルートマーケティングパートナーズが高等

学校卒業生を対象に行った調査（調査対象者 3,256 名）によれば、志望校検討時

の重要視する項目において、「イメージ」や「雰囲気」といった抽象的な項目から

実利的項目に近年推移していることが指摘されている。 

前々回の平成 21（2009）年度の調査と前回の平成 23（2011）年の調査から 2回

連続で上昇している項目は、「教育内容に関する項目（「自分の興味や可能性が広

げられること」「教育方針・カリキュラムが魅力的であること」「専門分野を深く

学べること」「社会で役立つ力が身につくこと」「国際的なセンスが身につくこと」）

と「地元進学・学費に関する項目（「自宅から通えること」「交通の便が良いこと」

「学費が高くないこと」「寮や奨学金が充実していること」）があった（資料 4）。

一方で、2回連続で減少している項目は、「校風・伝統・知名度に関する項目（「校

風や雰囲気が良いこと」「将来の選択肢が増えること」「伝統や実績があること」「有

名であること」など）であった。 

この結果から、教育内容以外では、地元進学志向と経済的負担が進学先を決定

する要因として重視されていることが伺える。教育内容とは異なり、交通の便の

良さや納付金は客観的に把握することができる。納付金に関しては、資料 7 に競

合校をリストアップしてあるが、本学は廉価な学費等の設定となっている（次項

で詳述）。 

     またキャンパスのある場所であるが、本学は、千葉県柏市（人口約 41 万人を抱

える中核市）の柏駅より徒歩 20 分あるいは公共バス 10 分（10 分～20 分に 1 本）・

徒歩 3 分という位置にある。柏駅は、JR 常磐線（1 日の乗車人数およそ 12 万人）

と東武アーバンパークライン（1 日の乗車人数およそ 14 万人）が交差する、交通

の要所となる駅であり、千葉県内の柏市や東葛地域以外の主要都市（千葉市・船

橋市）のみならず、東京都・埼玉県・茨城県からも、上記 2 線を経由することに

より、余裕をもった通学範囲にある。 

 

  ウ 学生納付金の考え方 

 

    現在の本学リベラルアーツ学部においては、初年度納付金が、入学金 350,000 円、

授業料 690,000 円、施設設備費 360,000 円、学生会費の合計 1,407,000 円である。
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よって 2 年次以降は学納金が 1,050,000 円となり、諸会費を合わせると 4 年間で

4,601,000 円の納付額である。 

今回設置の届出をする国際教養学部においては、入学金 250,000 円、授業料

900,000 円、施設設備費 80,000 円の 1,230,000 円が初年度納付金であり、2 年次以

降年間 980,000 円、4年間で 4,170,000 円となる。但し、諸会費等を含めた納入金額

は初年度で 1,237,000 円、4年間で 4,221,000 円である。施設設備費がかなり低額と

なっている。本学では休学中にあっても施設設備費を納入しなければならない。例

えば、1年間の海外留学等で休学すると、これまでは 360,000 円かかっていた。でき

るだけ負担を軽くし、留学体験を奨励するために、施設設備費を抑えた次第である。 

一方競合校である私立大学 4 校においては、初年度納入金は 1,293,660 円～

1,550,000 円であり、本学の 1,237,000 円という初年度納入金は、最も低い値とな

っている。また、4 年間納入金の合計においても最も廉価である。 

   以上のデータから、本学国際教養学部は、併設校や近隣の高等学校からだけでな

く、通学可能範囲の高等学校からの生徒のニーズに合致した条件（交通の便が良い、

経済的負担が小さい、特待制度がある（後述）等）が整っており、78 名という定員

の充足が見込まれる。 

 

 ② 学生確保に向けた具体的な取り組み状況 

 

ア 国際教養学部の定員設定 

国際教養学部の定員は、リベラルアーツ学部を「教育学部」と「国際教養学部」

への全面改組を同時に行うことをもとに組み立てられている。本学部の入学定員は、

大学全体を考えた場合、現在設置認可申請中の教育学部の入学定員 72名と合わせて，

これまでのリベラルアーツ学部の入学定員 150 名に変更を加えない人数として設定

されたものである（国際教養学部 78 名、教育学部 72 名）。 

 

現在のリベラルアーツ学部は 0.7 倍未満の定員割れ状態であるが、今回設置の届出

をする国際教養学部においては、定員を 78 名に設定している。加えて、日本人学生

と留学生それぞれ約 40 名を理想としている。平成 28（2016）年度の入試においては、

43 名の日本人、74 名の留学生の合計 117 名が入学しており、国際教養学部の定員 78

名を上回る人数である。リベラルアーツ学部の部分的な改組で継承される国際教養学

部の 78 名という定員を充足するよう努めていく。 

  

  イ オープンキャンパス 

    高校生に本学に来校してもらい、大学紹介をしたり大学の授業体験をしてもらっ

たりする、いわゆるオープンキャンパスは、平成 27（2015）年度には年間 9回実施さ
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れた。平成 28（2016）年度は 13 回を予定している。開催の案内は、大学案内やホー

ムページ及び、後述する高等学校訪問の際に持参するチラシにて行われている。オー

プンキャンパスには、全事務職員と毎回約 3分の 1の専任教員が交代で対応にあたっ

ている。参加生徒への案内や応対には、オープンキャンパススタッフとして、在学生

があたっている。 

オープンキャンパスの内容としては、大学・学部説明、授業体験、個別相談、入試

相談等、教職員が対応するものもあるが、学生によるキャンパスの案内や学生目線で

の個別対応などが実施されている。さらに平成 27（2015）年度からは、在学生による

研究発表の場を設けるなど、本学の教育システムやカリキュラムのみならず、在学生

の学修の様子を知ってもらうために、魅力的なオープンキャンパスを目指して、在学

生の活動の成果を可視化できるような取り組みを行っている。このような取り組みが

行えるのは、本学に学ぶ学生の成長に対して、本学が自信を持っているからである。 

 

  ウ 高等学校訪問 

    本学の特徴を広報し、高等学校側の受験動向を把握する目的で、アドミッション

センターの職員が、通学可能圏を中心に、約 300 校程度の高等学校の進路指導室を何

回か直接訪問してきた。また全ての専任教員（外国人教員を除く）も、1 人 3 校くら

いを担当校として、年間 2～3 回訪問してきた。高等学校訪問から得られた情報は、

全教員に添付メールで配信されており、共有されている。 

    また、主に近隣校との関係強化という観点から、学長と大学事務局長が平成 27

（2015）年度に 42 校の校長訪問をしており、本学の実情と将来的な展開についての

理解をお願いした（資料 8 に訪問校のリストを示した）。平成 28（2016）年度は、ア

ドミッションセンターを強化し、教員は授業等の学内業務や研究に専念することで、

授業の質を高め、在学生のアメニティを高めることに尽力する方向で動いている。具

体的には、高等学校の進路指導に精通した者を 2名、新たに職員として採用し、従来

の職員とともにエリア広報を行っている。 

 

  エ 内部進学の推進 

    学校法人開智学園の高等学校である、開智高等学校・開智未来高等学校（以上、

埼玉県）・日本橋女学館高等学校（東京都）からの進学希望者に対しては、「内部進学

特待制度」を利用しての入学を推進している。この制度を利用して受験し合格すれば、

入学金と前期の授業料の免除等の優遇が受けられる。内部進学に該当する高等学校の

卒業生は、定員ベースで 870 名（開智高等学校 500 名、開智未来高等学校 240 名、日

本橋女学館高等学校 130 名：平成 30 年度より開智日本橋学園高等学校）おり、平成

28（2016）年度入試（リベラルアーツ学部としての募集）においては、全 21 名の受

験生があり、5 名の入学者がいた。今後は内部進学についての説明会を充実させて、
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学部の説明だけでなく、優遇制度等についても更に周知していく。 

 

  オ 特別指定校 

    指定校推薦入試の対象となる高等学校の中から，次に該当する高等学校を特別指

定校とする。a) 近隣の高等学校を中心に柏駅から約 1 時間の範囲にある高等学校、

b) アクティブラーニングを積極的に推進している高等学校、c) これまで本学への入

学実績がある程度ある高等学校、d) 高等学校訪問に行った際に、本学の教育方針に

共感を示してくれた高等学校である。それらの高等学校との関係を強化するために、

特別指定校として 108 校を指定し（資料 9 に特別指定校になっている高等学校を示し

た）、内部進学生と同等の優遇が受けられるというメリットを提示しながら、学生募

集を行っている。 

 

  カ 特待生入試 

 平成 28 年度入試では、特待生入試を充実させた。本学の入学試験は、AO 入試、推

薦入試（指定校・公募）、特待生入試・一般入試、大学入試センター試験利用入試の

4区分からなる。このうち，特待生の候補となるのは、特待生入試・一般入試と大学

入試センター試験利用入試である。これらの入試の募集定員は，特待生入試・一般

入試では 35 名，大学入試センター試験利用入試では 4名である。特待生には優遇の

程度に応じて 6ランクあるが，そのうち上位の 3つのランクでは，4年間の学納金が

国立大学の学納金 2,425,200 円を下回ることになる。これに該当する入学者は，10

名以上とする予定である。なお、公募推薦入試においても、人材発掘という観点か

ら、特に優秀な生徒には特待生としての入学を許可するつもりである。 

    このような特待生制度を設けるのは，勉学意欲が高くても経済的理由により大学

進学を躊躇する生徒の支援という側面だけでなく，国立大学や入試倍率の高い獨協

大学の受験に失敗し，浪人は許されないという状況にある生徒を受け入れることで，

入学者の学力レベルの向上を図ることも目的である。 

 

  キ 広報 

    昨年度（平成 27（2015）年度）は、ホームページを一新した。さらに柏駅に広告

看板を出すとともに、期間限定ではあるが、JR 常磐線、JR 武蔵野線、東武アーバン

パークライン、つくばエクスプレスで車内広告を展開した。また、本学を取り上げた

メディア（東洋経済、サンデー毎日、リクルート、リビングかしわ、マイナビ進学）

の記事をホームページ上にアップ（メディアクリップ）したり、7つの教育情報誌に

大学紹介案内を掲載したり、知名度のアップと大学に関する情報発信に努めている。

平成 28（2016）年度は、昨年度の広報の効果を見極めながら展開していく。 

    これまでは、財政的な面からうまく展開できなかった先行投資を必要とする広報
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活動が可能となったのは、学校法人開智学園との合併を前提とし、理事会による運営

方針が明確になったことによる。また理事長、学長が広報活動の方針や方向性を示し

たことによって、積極的に広報を行うための基盤ができた。    

 

２ 人材需要の動向等社会の要請 

 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

   本学国際教養学部では、以下のような人材の育成を目指している。 

 

1. 国際人としてのアイデンティティを確立し、異文化に柔軟に対応するグローバル

リテラシーを有する人材 

2. さまざまな専門領域を横断する知識と多角的視点を有する教養豊かな人材 

3. 高い対人関係能力・コミュニケーション能力を有する人材 

4. 常に社会に関心をもち、高い職業意識と自己管理能力を有する人材 

5. 自由な発想で問題発見・問題解決能力を有し、時代の変化に適応できる人材 

6. 上記の能力を発揮して、グローバル社会に貢献できる人材 

 

このような人材は、ますますグローバル化が進行し、変動の激しい社会にあっても、

自己を見失うことなく、グローバルな視点からの柔軟な思考力や、確かな論理に裏打

ちされた発想力をもって、社会に貢献していけるものと考えている。 

 

② ①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的根拠 

 

ア 量的社会的ニーズ 

    本学が目指す国際教養の教育は現代社会から重視され、その社会的必要性を外部

資料から確認することができる。 

    一般社団法人日本経済団体連合会が平成 27（2015）年 3 月 17 日に公開した「グ

ローバル人材の育成・活用に向けて求められる取組に関するアンケート結果」では、

グローバルに活動できる人材不足が大きな経営課題としてあげられ（資料 10）、グロ

ーバル人材に求められる知識・能力として、とりわけ、「海外との社会・文化、価値

観の差に興味・関心を持ち、柔軟に対応する姿勢」、「既成概念にとらわれず、チャ

レンジ精神を持ち続ける」こと、「英語をはじめ、外国語によるコミュニケーション

能力を有する」ことが指摘されている（資料 11）。同アンケート調査からは、主体性、

コミュニケーション能力、実行力，チームワーク・協調性などが、産業界が卒業時

に大学生が身につけていることを期待する素質・能力・知識として重視されている

ことが明らかとなった（資料 12）。総じて、本調査からは、産業界が大学に教育方法
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やカリキュラム改革を求め、その中でアクティブラーニングや教養教育の拡充が重

要視されていることがわかった（資料 13）。 

    また、経済産業省の「企業活動基本調査」及び「外資系企業活動調査」からは、

海外活動を行っている国内外企業は増加していることがわかる。平成 25（2013）年

度では日本企業の海外子会社・関連会社数は 43,146 社であり、平成 21（2009）年

と比べると、29％の増加率が見られた（表 8：次頁）。日本国内の外資系企業も増加

傾向にあり、平成 21（2009）～平成 26（2014）年度間では 20％の増加率を示して

いる（表 9）。そして外資系企業は日本人人材確保の阻害要因として、英語でのビジ

ネスコミュニケーションの困難さ（平成 27（2015）年調査- 54.9%）を挙げている。 

 

表8 日本企業の海外子会社・関連会社数の推移（平成21年度〜平成25年度） 

平成 21 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 

33,521 34,901 37,585 40,173 43,146 

出所：経済産業省の「平成 26 年企業活動基本調査」第２巻、第８表 産業別，事業系大

別、子会社・関連会社保有企業数、議決権所有割合、国内・海外別、子会社・関

連会社数」より抜粋 

 

表 9 日本国内の外資系企業数の推移（平成 21 年度〜平成 26 年度） 

平成 21 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 

2,796 2,965 3,194 2,976 3,151 3,332 

出 所 ： 経 済 産 業 省 の 「 外 資 系 企 業 動 向 調 査 」 の 概 要 （ 各 年 ） よ り 抜 粋 

http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/gaisikei/index.html 

 

    以上のことから、グローバル人材を求めている企業が増えている中で、国際教養

の教育の重要性がさらに高まっていくと言える。第 25 回教育再生実行会議（平成 26

（2014）年 9 月）の答申をはじめ文部科学省の各種審議会答申でも、教育に関する

国際的な動向を常に見極め、日本の教育の国際化の必要性が謳われており、グロー

バル人材の育成を目指した教育体系の確立は現在日本が直面している大きな課題だ

と述べられている。グローバル人材に関する共通意識が産官学レベルで成立してお

り、その中で大学が担う役割は極めて大きい。本学が目指すディプロマポリシー（国

際人としてのアイデンティティーを確立し、異文化に柔軟に対応出来るグローバ

ル・リテラシーを有する人材、自由な発想で問題発見・解決能力を有し、時代の変

化に適応できる人材、高い対人関係能力・コミュニケーション能力を有する人材）

は、まさに産業界のニーズに応えようとしていることもあり、企業側が求めるグロ

ーバル人材像に沿ったディプロマポリシーを定めている。 
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イ 質的社会的ニーズ 

    国際教養学部に対する高校生のニーズの高まりは、①－イ－c) において示した。

それは社会的ニーズを反映したものである。中教審は「新しい時代における教養教

育の在り方について」の答申（平成 14（2002）年 2月 21 日）において、教養を「個

人が社会とかかわり、経験を積み、体系的な知識や知恵を獲得する過程で身につけ

る、ものの見方、考え方、価値観の総体」と定義し、21 世紀の変化の激しい流動的

な社会を生きるために私たちに必要な資質や能力として（１）他者の立場に立って

考えることができる想像力、（２）異なる国や地域の伝統や文化を理解し、互いに尊

重し合うことのできる資質・態度と世界の人々と外国語で的確に意思疎通を図る能

力、（３）自然や物の成り立ちを理解し、倫理的に対処する能力と環境問題を含めた

科学技術の功罪両面についての正確な理解力や判断力、（４）読み、書き、考え、論

理的思考力や表現力の根源である国語力、（５）礼儀や作法をはじめ、私たちの思考

や行動の規範となり、教養の基盤を形成する生活文化や伝統文化の価値の見直し、

などを挙げている。また、これらの教養教育を実現するにあたり、大学が果たす役

割として、学生一人一人が社会の中での自己の役割や在り方を認識し、より高いも

のを目指して行くことを意識した知的訓練を行なうことが求められている。   

    こうした教養教育の重要性は、「学士課程教育の構築に向けて（審議のまとめ）」（平

成 20（2008）年 3 月 25 日 中央教育審議会大学分科会）でも指摘されており、国境

を越えた多様で複雑な課題に直面する現代社会において、「グローバル化する知識基

盤社会、学習者会にあって、国民の強い進学需要に応えつつ、国際通用性を備えた、

質の高い教育」が大学に求められている。その中で示されている具体的な改革の方

策にて、多様な学問分野の俯瞰を可能とする教育課程の工夫を行なうなど、学生の

幅広い学びを保証するための意図的・組織的な取り組みを推奨している。同じく、

日本経済団体連合会も「世界を舞台に活躍できる人作りのために―グローバル人材

の育成に向けたフォローアップ提言」（平成 25（2013）年 6 月 13 年）で、高等教育

における教養教育（リベラルアーツ）の拡充や ASEAN 諸国、アフリカ・中東諸国、

その他新興国との留学生の交流を提言し、グローバル社会における教養の重要性を

訴えている。 

    本学の国際教養学部国際教養学科は、まさにこうした社会的ニーズに基づいた教

育への質的転換を目指し、細やかな人間理解から、多様な文化・言語の理解、地域・

経済の動きや国際社会における様々な問題の理解とそれらを解決に導く思考力の育

成を掲げている。加えて、40 名程度の留学生を受け入れ、大学教育を実践する中で

国際交流を拡充することで、グローバル人材の養成に努めていく。 
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３ 卒業生の進路に関する事項 

  

 ① 平成 27（2015）年度の就職状況 

   毎年、就職希望者数を上回る求人数が企業から得られている。平成 27（2015）年度

は、6月現在で 716 社から求人票が届いていた。結果的には就職率（就職者／就職希望

者）は 91％であり、最近 5 年間を通して大卒の就職率を下回っている（表 10）。しか

しながら就職率に関しては、全国平均に近づきつつあることがデータから読み取れる。

１－①－ア－2)「併設中・高の経営悪化による法人本部の大学のガバナンスの低下」

で述べたように、大学のガバナンスがうまく機能していなかったことも影響していた

と考えられる。すなわち、専門性のない現有職員の配置転換のみでセンターを任せて

いる状況にあった。本年度（平成 28（2016）年）、キャリアセンターに、企業での採用

担当の豊富な実績をもつ専門の職員を配し、卒業生全員が、1人 1人の特性にマッチし

た就職ができるような体制を整えているところである。受験生にとっては、就職率は

入学動機につながる大きな意味をもつ数値であるため、このような体制作りの強化が、

副次的に定員確保にも繋がってくると考えられる。 

なお、未就職者に対しては、キャリアセンターで引き続き就職活動の支援及び求人

の案内等を行っている。 

 

表 10 過去５年間の求人社数と就職率 

 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 

求人社数 973 972 1,000 646 716 

本学の就職率（％） 73.2 80.6 83.8 85.7 91.3 

大卒の就職率（％） 93.6 93.9 94.4 96.7 97.3 

本学／大卒（％） 78.2 85.8 88.8 88.6 93.8 

 

 ② 今後想定される進路 

   国際教養学部のカリキュラムは、従来のリベラルアーツ学部と比して、英語力の強

化や国際色の強いものとなっている。よって、設置後の進路は、さらに広範なものと

なることが予想される（上記 2－②・③を参照）。これまでは、国内の一般企業や地方

公務員が中心であったが、今後は、グローバル企業もしくはグローバル展開を図ろう

とする企業、国際交流等を行う公的機関、NPO・NGO といった民間の非営利団体、国内

にある外資系の民間企業、観光・レジャー・通訳など英語運用能力を活かせる職業、

国内外の大学院進学などが想定できる。そのために資料 14 に示したような、学内での

各部署に有機的な機能をもたせたキャリア教育を実践していく。 

留学生に関しては、日本国内での就職、母国に戻っての就職、他国での就職、日本

の大学院への進学、母国あるいは他国の大学院への進学といったさまざまなニーズが
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ある。 

定員 78 名という小規模な学部ならではのフットワークの軽さは、日本人・留学生問

わず、学生個々が有するさまざまな状況に対応できる土壌である。そこに大学のガバ

ナンスがはたらくことにより、適材適所、有能な人材の輩出ができるものと考えてい

る。 
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート調査の目的 

開智国際大学では、平成 29年 4月に「教育学部」の設置、及びリベラルアーツ学部を

「国際教養学部」へ改組する準備を進めており、学生確保の見通しについて高校生の進

学意向等を把握するために、関東 4都県の高校を対象にアンケート調査を実施した。 

 

２. 実施アンケート 

「開智国際大学「教育学部／国際教養学部」に関するアンケート調査」 

 

３. 調査対象 

千葉県、茨城県、埼玉県、東京都の 4 都県に所在する 118 校を選定し、各高等学校に

在籍する高校 3年生を対象に、アンケート調査を実施した。（回収状況は P.13を参照） 

 

４. 調査実施 

平成 28年 4月から 5月にかけて調査を実施した。 

 

５. 調査方法 

開智国際大学よりアンケート調査票の配布を行い、アンケート票の回収に当たっては、

一般財団法人日本開発構想研究所が行った。 

 

６. 回収状況 

回答高校数 78校：有効回答票 9,526票 

回収率 66.1％（回答高校数 78校÷依頼高校数 118校×100） 

（回収表は P.11～P.13を参照） 
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＜新学部進学意向＞ 

高校生アンケートによる新学部への進学意向について、実数での回答は以下の通りである。 

問６ あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの

学部への進学を希望しますか。 
実 数 

１ 進学を希望する 160人 

２ 一応進学を考える 244人 

計 404人 

 

問７ 問６で「１ 進学を希望する」「２ 一応進学を考える」を選択いただいた方にお

たずねします。 

あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの学部へ進学する場

合、以下の教育学部の 2 専攻・国際教養学部の 1 学科のうち、どちらに進学した

いですか。 

第１希望 合 計 

教育学部 

教育学科 

初等教育 

専攻 

教育学部 

教育学科 

中等教育 

専攻 

国際教養 

学部 

国際教養 

学科 

不 明 

全 体 404人 146人 126人 96人 36人 

１ 進学を希望する 160人 85人 34人 23人 18人 

２ 一応進学を考える 244人 61人 92人 73人 18人 

※ 詳細なアンケート集計結果は P.14～P.23 
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〔問６「1 進学を希望する」と回答した 160人の調査高校ごとの結果〕 （単位：人） 

 

1 進学を 

希望する 

    

 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

全  体 160 85 34 23 18 

１ 柏市立柏高等学校 9 2 5 2 - 

３ 習志野市立習志野高等学校 - - - - - 

４ 船橋市立船橋高等学校 11 6 2 2 1 

５ 千葉県立東葛飾高等学校 3 2 - 1 - 

６ 千葉県立柏高等学校 1 - 1 - - 

８ 千葉県立柏中央高等学校 - - - - - 

９ 千葉県立柏の葉高等学校 - - - - - 

11 千葉県立小金高等学校 - - - - - 

12 千葉県立成田北高等学校 - - - - - 

13 千葉県立成田国際高等学校 - - - - - 

14 千葉県立柏陵高等学校 1 1 - - - 

15 千葉県立我孫子高等学校 2 1 1 - - 

16 千葉県立鎌ケ谷高等学校 - - - - - 

17 千葉県立印旛明誠高等学校 - - - - - 

18 千葉県立実籾高等学校 3 2 - - 1 

19 千葉県立船橋芝山高等学校 10 6 2 1 1 

21 千葉県立松戸高等学校 2 1 - 1 - 

22 千葉県立松戸向陽高等学校 - - - - - 

23 千葉県立松戸国際高等学校 1 1 - - - 

24 千葉県立松戸六実高等学校 2 2 - - - 

25 千葉県立富里高等学校 - - - - - 

26 千葉県立流山おおたかの森高等学校 1 1 - - - 

27 日本体育大学柏高等学校 5 3 1 - 1 

28 専修大学松戸高等学校 2 1 - 1 - 

29 二松学舎大学附属柏高等学校 3 3 - - - 

30 八千代松陰高等学校 4 2 2 - - 

31 千葉聖心高等学校 1 - - 1 - 

32 中央学院高等学校 3 2 - - 1 

33 千葉英和高等学校 11 6 2 3 - 

34 川口市立川口高等学校 4 2 2 - - 

35 埼玉県立大宮東高等学校 1 1 - - - 

38 埼玉県立春日部東高等学校 - - - - - 

40 埼玉県立浦和北高等学校 1 1 - - - 

41 埼玉県立浦和東高等学校 1 1 - - - 

42 埼玉県立川口高等学校 5 2 2 - 1 

43 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 2 1 - - 1 

44 埼玉県立岩槻高等学校 1 1 - - - 

45 埼玉県立越ケ谷高等学校 - - - - - 

47 埼玉県立越谷南高等学校 - - - - - 

48 埼玉県立越谷西高等学校 - - - - - 

49 埼玉県立草加高等学校 1 - - - 1 

50 埼玉県立草加東高等学校 1 - - 1 - 

51 埼玉県立草加南高等学校 2 1 - - 1 

54 昌平高等学校 - - - - - 

56 山村学園高等学校 6 2 3 - 1 

57 浦和学院高等学校 1 - 1 - - 

58 叡明高等学校 4 2 1 - 1 

60 茨城県立守谷高等学校 - - - - - 

61 茨城県立藤代高等学校 - - - - - 
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1 進学を 

希望する 

    

 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

62 茨城県立藤代紫水高等学校 2 2 - - - 

64 茨城県立取手第一高等学校 4 2 2 - - 

66 茨城県立取手松陽高等学校 3 3 - - - 

68 茨城県立土浦第三高等学校 3 2 1 - - 

69 茨城県立麻生高等学校 - - - - - 

70 茨城県立波崎柳川高等学校 - - - - - 

71 茨城県立牛久高等学校 - - - - - 

72 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 - - - - - 

74 茨城県立中央高校高等学校 - - - - - 

75 茨城県立佐和高等学校 - - - - - 

76 霞ヶ浦高等学校 - - - - - 

77 水戸女子高等学校 1 1 - - - 

78 開智高等学校 一貫部 3 3 - - - 

79 開智高等学校 高等部 - - - - - 

80 開智未来高等学校 1 - - 1 - 

81 日本橋女学館高等学校 10 4 2 4 - 

82 両国高等学校 1 1 - - - 

90 深川高等学校 1 1 - - - 

93 飛鳥高等学校 - - - - - 

95 足立新田高等学校 4  1 1 2 

97 千早高等学校 2 1 1 - - 

98 小山台高等学校 2   2 - 

99 八潮高等学校 1 1 - - - 

102 獨協埼玉中学高等学校 3 1 1 1 - 

104 晴海総合高等学校 5 3 - - 2 

107 工学院大学附属高等学校 4 2  1 1 

116 文化学園大学杉並高等学校 4 2   2 

117 三田国際学園高等学校 1 - 1 - - 

118 八雲学園高等学校 - - - - - 

※ 回収のあった高校のみ掲載 
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＜アンケート調査票＞ 
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開智国際大学「教育学部／国際教養学部」に関するアンケート調査票 

開智国際大学では、この度、現代の教育課題に柔軟に対応できる教員養成を目指した「教育学部」と、高い外

国語能力や異文化への繊細な感受性を身に付けた国際教養・企業人養成を目指す「国際教養学部」を開設する計

画を進めています。このアンケート調査は、高校生の皆さんの高校卒業後の進路などについてお聞きし、新学

部の設置の基礎資料とするものです。ご協力をお願いいたします。 

なお、このアンケートの結果はコンピュータにより処理され、統計資料としてのみ用い、外部の人に見せ

たりすることはありません。また、本アンケートは、新学科への受験を約束させるものではありません。率

直なご意見をおたずねします。 

回答は設問の順に該当する番号等を回答欄に直接記入してください。 
 

◆学部・学科名（予定）：教育学部 教育学科 

                 初等教育専攻（入学定員 48人） 

※小学校教諭一種免許状取得可能 

◆設置予定学部：芸術            中等教育専攻（入学定員 24人） 

※中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語）又は中学校教諭一種 

免許状（国語）、高等学校教諭一種免許状（国語）取得可能 

：国際教養学部 国際教養学科（入学定員 78人） 

※認定心理士資格取得可能 

＊学部・学科名称は正式に決まったものではありません。 
 

◆設置時期：2017年 4月（平成 29年 4月）  

◆場  所：千葉県柏市柏１２２５-６（現在の開智国際大学キャンパス内） 

＊柏駅（JR常磐線・東武ｱｰﾊﾞﾝﾊﾟｰｸﾗｲﾝ）から徒歩約 20分、もしくはバス 10分・徒歩 3分です。 

◆初年度の学費（予定）≪２学部共通≫ 入学金 25万円（初年度のみ）、授業料・施設設備資金 98万円（年額） 

 

問１ あなたの性別についておたずねします。 【回答欄】 

１ 男性    ２ 女性 
 

問２ あなたがお住いの都道府県についておたずねします。次の中から１つだけ選んでください。 

１ 千葉県 ３ 埼玉県 

２ 茨城県 ４ その他（具体的に          ） 
 

問３ あなたの進路についておたずねします。                         

あなたは高校卒業後どのような進路を希望していますか。次の中からもっとも希望に近い進路

を１つだけ選んでください。 

１ 大学進学 ３ 専門学校進学 ５ その他 

（具体的に           ） ２ 短期大学進学 ４ 就 職 

   ⇒１、２を選択された方は問４に進んでください。 

   ⇒３，４，５を選択された方は問８に進んでください。 
 

問４ あなたが進学したいと考えている分野はどれですか。次の中から第２希望まで選んでください。 

１ 文学・外国語関係（史学・哲学含む） 10 家政学関係（被服・住居） 

２ 心理学関係 11 理学関係 

３ 法学・政治学関係 12 工学関係 

４ 教育学・保育学関係 13 農学関係 

５ 商学・経済学・経営学関係 14 医学・歯学・薬学関係 

６ 社会学・福祉学関係 15 看護学関係 

７ 美術学・デザイン学関係 16 医療技術学関係（理学療法、作業療法等） 

８ 音楽学関係 17 体育学・スポーツ関係 

９ 食物学・栄養学関係 18 その他（具体的に             ） 

第１希望 

第２希望 

（裏面に続く） 
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問５ あなたが進学先を決定する際に重視することは何ですか。次の中から３つまで選んでください。 

１ 学部･学科の専攻分野  9 教員の充実度 

２ 学校の所在地 10 入試難易度･入試科目 

３ 資格を取得できる 11 担任や進路指導教員の意見 

４ 就職実績 12 家族(親や兄弟)の意見 

５ 設置形態(国･公･私立) 13 現役大学生や卒業生等の意見 

６ 校舎･施設の充実度 14 特色ある教育研究 

７ 学費(入学金･授業料) 15 クラブ活動･学生生活の充実度 

８ 大学の伝統･知名度 16 その他(具体的に         ) 

 

 

【設置計画中の開智国際大学の教育学部／国際教養学部についておたずねします。】 

アンケートに同封しているリーフレットをご覧いただきながらご回答ください。 

 

問６ あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの学部への進学を希望しますか。 

１つだけ選んでください。 

１ 進学を希望する        ３ 進学を希望しない 

２ 一応進学を考える       ４ わからない 

 

 

問７ 問６で「１ 進学を希望する」「２ 一応進学を考える」を選択いただいた方におたずねします。 

あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの学部へ進学する場合、 

以下の教育学部の 2専攻・国際教養学部の 1学科のうち、どちらに進学したいですか。 

第１希望から第 3希望まで、それぞれ１つずつご記入ください。 

 

 

１ 教育学部 教育学科 初等教育専攻 
※小学校教諭一種免許状取得可能 

 
 

２ 教育学部 教育学科 中等教育専攻 
※中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語） 
又は中学校教諭一種免許状（国語）、高等学校教諭一種免許状（国語）取得可能 

 

３ 国際教養学部 国際教養学科 
※認定心理士資格取得可能 

 

 

問８ 設置予定の開智国際大学 教育学部／国際教養学部について、ご意見等がありましたら、ぜひお聞かせくだ

さい。 

 

 

 

 

 

  

＊＊＊ これでアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 ＊＊＊ 

 

＊＊＊ これでアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 ＊＊＊ 

第１希望 

第２希望 

第３希望 
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＜アンケート集計結果＞ 
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開智国際大学「教育学部／国際教養学部」に関するアンケート調査 回収表 

回収日 
県 

№ 
所在県 

高校 

№ 
高 校 名 ナンバリング 回収数 

5.16 1 千葉県 1 柏市立柏高等学校 972 1070 99 

 1 千葉県 2 松戸市立松戸高等学校    

5.06 1 千葉県 3 習志野市立習志野高等学校 4571 4610 40 

5.09 1 千葉県 4 船橋市立船橋高等学校 4920 5295 376 

5.02 1 千葉県 5 千葉県立東葛飾高等学校 3293 3406 114 

4.21 1 千葉県 6 千葉県立柏高等学校 677 760 84 

 1 千葉県 7 千葉県立柏井高等学校    

4.25 1 千葉県 8 千葉県立柏中央高等学校 1259 1338 80 

5.02 1 千葉県 9 千葉県立柏の葉高等学校 3407 3481 75 

 1 千葉県 10 千葉県立柏南高等学校    

5.18 1 千葉県 11 千葉県立小金高等学校 6887 6985 99 

4.21 1 千葉県 12 千葉県立成田北高等学校 761 875 115 

5.13 1 千葉県 13 千葉県立成田国際高等学校 6469 6586 118 

4.26 1 千葉県 14 千葉県立柏陵高等学校 2146 2300 155 

4.15 1 千葉県 15 千葉県立我孫子高等学校 1 234 234 

5.16 1 千葉県 16 千葉県立鎌ケ谷高等学校 6735 6772 38 

5.02 1 千葉県 17 千葉県立印旛明誠高等学校 3482 3602 121 

5.19 1 千葉県 18 千葉県立実籾高等学校 7064 7311 248 

5.02 1 千葉県 19 千葉県立船橋芝山高等学校 3603 3833 231 

 1 千葉県 20 千葉県立船橋啓明高等学校    

4.28 1 千葉県 21 千葉県立松戸高等学校 2991 3095 105 

4.25 1 千葉県 22 千葉県立松戸向陽高等学校 1339 1374 36 

5.02 1 千葉県 23 千葉県立松戸国際高等学校 3834 3914 81 

5.02 1 千葉県 24 千葉県立松戸六実高等学校 3915 3993 79 

5.09 1 千葉県 25 千葉県立富里高等学校 5296 5368 73 

5.11 1 千葉県 26 千葉県立流山おおたかの森高等学校 5971 6046 76 

5.02 1 千葉県 27 日本体育大学柏高等学校 3994 4111 118 

4.26 1 千葉県 28 専修大学松戸高等学校 2301 2446 146 

4.25 1 千葉県 29 二松学舎大学附属柏高等学校 1375 1703 329 

5.09 1 千葉県 30 八千代松陰高等学校 5369 5539 171 

5.12 1 千葉県 31 千葉聖心高等学校 6427 6468 42 

4.20 1 千葉県 32 中央学院高等学校 235 409 175 

4.25 1 千葉県 33 千葉英和高等学校 1704 1922 219 

5.11 3 埼玉県 34 川口市立川口高等学校 6047 6312 266 

5.09 3 埼玉県 35 埼玉県立大宮東高等学校 5540 5576 37 

 3 埼玉県 36 埼玉県立杉戸高等学校    

 3 埼玉県 37 埼玉県立庄和高等学校    

5.11 3 埼玉県 38 埼玉県立春日部東高等学校 6313 6426 114 

 3 埼玉県 39 埼玉県立春日部女子高等学校    

5.18 3 埼玉県 40 埼玉県立浦和北高等学校 6986 7063 78 

4.28 3 埼玉県 41 埼玉県立浦和東高等学校 3096 3171 76 

5.06 3 埼玉県 42 埼玉県立川口高等学校 4611 4769 159 

5.13 3 埼玉県 43 埼玉県立鳩ヶ谷高等学校 6587 6734 148 

4.25 3 埼玉県 44 埼玉県立岩槻高等学校 1923 1996 74 

4.25 3 埼玉県 45 埼玉県立越ケ谷高等学校 1997 2072 76 

 3 埼玉県 46 埼玉県立越谷東高等学校    

5.06 3 埼玉県 47 埼玉県立越谷南高等学校 4770 4809 40 

4.28 3 埼玉県 48 埼玉県立越谷西高等学校 3172 3253 82 

5.16 3 埼玉県 49 埼玉県立草加高等学校 6773 6850 78 

5.02 3 埼玉県 50 埼玉県立草加東高等学校 4112 4188 77 

5.02 3 埼玉県 51 埼玉県立草加南高等学校 4189 4455 267 

 3 埼玉県 52 埼玉県立草加西高等学校    



12 

回収日 
県 

№ 
所在県 

高校 

№ 
高 校 名 ナンバリング 回収数 

 3 埼玉県 53 埼玉県立三郷北高等学校    

4.20 3 埼玉県 54 昌平高等学校 410 479 70 

 3 埼玉県 55 武南高等学校    

4.27 3 埼玉県 56 山村学園高等学校 2634 2858 225 

5.09 3 埼玉県 57 浦和学院高等学校 5577 5702 126 

5.10 3 埼玉県 58 叡明高等学校 5703 5826 124 

 2 茨城県 59 茨城県立水海道第一高等学校    

5.06 2 茨城県 60 茨城県立守谷高等学校 4810 4850 41 

5.10 2 茨城県 61 茨城県立藤代高等学校 5827 5896 70 

4.26 2 茨城県 62 茨城県立藤代紫水高等学校 2447 2518 72 

 2 茨城県 63 茨城県立伊奈高等学校    

4.20 2 茨城県 64 茨城県立取手第一高等学校 480 543 64 

 2 茨城県 65 茨城県立取手第二高等学校    

4.25 2 茨城県 66 茨城県立取手松陽高等学校 2073 2145 73 

 2 茨城県 67 茨城県立土浦湖北高等学校    

4.22 2 茨城県 68 茨城県立土浦第三高等学校 1071 1189 119 

5.06 2 茨城県 69 茨城県立麻生高等学校 4851 4919 69 

5.02 2 茨城県 70 茨城県立波崎柳川高等学校 4456 4490 35 

5.02 2 茨城県 71 茨城県立牛久高等学校 4491 4531 41 

5.16 2 茨城県 72 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 6851 6886 36 

 2 茨城県 73 茨城県立石岡第一高等学校    

5.02 2 茨城県 74 茨城県立中央高校高等学校 4532 4570 39 

4.28 2 茨城県 75 茨城県立佐和高等学校 3254 3292 39 

4.22 2 茨城県 76 霞ヶ浦高等学校 1190 1258 69 

4.27 2 茨城県 77 水戸女子高等学校 2859 2990 132 

4.20 3 埼玉県 78 開智高等学校 一貫部 544 676 133 

4.21 3 埼玉県 79 開智高等学校 高等部 876 971 96 

5.10 3 埼玉県 80 開智未来高等学校 5897 5970 74 

4.26 4 東京都 81 日本橋女学館高等学校 2519 2633 115 

5.27 4 東京都 82 両国高等学校 8255 8422 168 

 4 東京都 83 国際高等学校    

 4 東京都 84 竹早高等学校    

 4 東京都 85 白鴎高等学校    

 4 東京都 86 小松川高等学校    

 4 東京都 87 上野高等学校    

 4 東京都 88 墨田川高等学校    

 4 東京都 89 文京高等学校    

5.30 4 東京都 90 深川高等学校 8423 8532 110 

 4 東京都 91 江北高等学校    

 4 東京都 92 高島高等学校    

5.27 4 東京都 93 飛鳥高等学校    

 4 東京都 94 小岩高等学校    

5.30 4 東京都 95 足立新田高等学校 8533 8795 263 

 4 東京都 96 忍岡高等学校    

5.23 4 東京都 97 千早高等学校 7312 7504 193 

5.23 4 東京都 98 小山台高等学校 7505 7660 156 

5.25 4 東京都 99 八潮高等学校 8072 8254 183 

 4 東京都 100 大崎高等学校    

 4 東京都 101 上野学園高等学校    

5.23 3 埼玉県 102 獨協埼玉中学高等学校 7661 7795 135 

 3 埼玉県 103 浦和明の星女子中学･高等学校    

5.31 4 東京都 104 晴海総合高等学校 9071 9304 234 

 4 東京都 105 かえつ有明高等学校    

 4 東京都 106 共立女子高等学校    



13 

回収日 
県 

№ 
所在県 

高校 

№ 
高 校 名 ナンバリング 回収数 

5.23 4 東京都 107 工学院大学附属高等学校 7796 8071 276 

 4 東京都 108 佼成学園女子高等学校    

 4 東京都 109 桜丘高等学校    

 4 東京都 110 順天高等学校    

 4 東京都 111 聖徳学園高等学校    

 4 東京都 112 聖学院高等学校    

 4 東京都 113 聖パウロ学園高等学校    

 4 東京都 114 東京女子学園高等学校    

 4 東京都 115 富士見丘高等学校    

5.30 4 東京都 116 文化学園大学杉並高等学校 8796 9070 275 

5.31 4 東京都 117 三田国際学園高等学校 9305 9358 54 

5.31 4 東京都 118 八雲学園高等学校 9359 9526 168 

計 78校      計 9526 

※ №93 飛鳥高等学校は高校側でアンケート票を編集し直した為、無効票とする 

 

 

◆アンケート回収状況：高校所在地別 

№ カテゴリ 依頼校数 回収校数 回収率 回収枚数 

1 千葉県 33校 29校 87.9% 3877票 

2 茨城県 19校 14校 73.7% 899票 

3 埼玉県 30校 22校 73.3% 2555票 

4 東京都 36校 13校 36.1% 2195票 

 計 118校 78校 66.1% 9526票 

※ 回収率＝（回収校数÷依頼校数）×100 
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開智国際大学「教育学部／国際教養学部」に関するアンケート調査 集計表 

〔有効回答票：9,526 票〕 

問１ あなたの性別についておたずねします。 

 

カテゴリ 件数 ％ 

1 男 性 3886 40.8 

2 女 性 5640 59.2 

N （％ﾍﾞｰｽ） 9526 100.0 

 

 

問２ あなたがお住いの都道府県についておたずねします。 

 

上段:人 

下段:％ 
合 計 

1 

千葉県 

2 

茨城県 

3 

埼玉県 

4 

その他 
不明 

全体 
9526 3769 1011 2493 2248 5 

100.0 39.6 10.6 26.2 23.6 0.1 

男性 
3886 1628 397 1110 748 3 

100.0 41.9 10.2 28.6 19.2 0.1 

女性 
5640 2141 614 1383 1500 2 

100.0 38.0 10.9 24.5 26.6 - 

「4 その他」の回答 

東京都 1855人 東京都北区 品川区 シャンデルナゴル 

神奈川県 114人 東京都江東区 練馬区 パキスタン 

栃木県 11人 東京都世田谷区 葛飾区 モンゴル 

沖縄 4人 東京都江戸川区 石川県 逆になんで東京という選択肢がないの？ 

群馬県 3人 東京府中市 鹿児島県 エジプト ピラミッドの一番上 

大阪府 2人 東京練馬 HAWAII 以上各 1人 

東京都足立区 2人 足立区   

北海道 2人    
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問３ あなたは高校卒業後どのような進路を希望していますか。 

 

上段:人 

下段:％ 

合 計 

1 

大学 

進学 

2 

短期大学

進学 

3 

専門学校

進学 

4 

就 職 

5 

その他 不 明 

全体 
9526 7045 382 1421 553 117 8 

100.0 74.0 4.0 14.9 5.8 1.2 0.1 

男性 
3886 3278 18 323 226 40 1 

100.0 84.4 0.5 8.3 5.8 1.0 - 

女性 
5640 3767 364 1098 327 77 7 

100.0 66.8 6.5 19.5 5.8 1.4 0.1 

「5 その他」の回答 

未定 18人 公務員 6人 

留学 16人 フリーター 2人 

ブライダル 海外進学 大学か専門か決めてない 

ホームレス 海外留学 専門か大学でまよってる 

ポリテク 劇団ひまわり 通信で美容の学校に通い、就職もする 

ムームー職人 考え中です 海外大学に進学 

わからない 消防士 防衛医科大学校 

通信大学 大学校 自宅警備員 

看護学校 教育学校 バイト・芸能活動 

芸能活動 公務員 警察 旅でまーす 

迷ってる 養成所通い 宝塚音楽学校      以上 各 1人 
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（以降、問４～問７は問３で「1 大学進学」7,045人＋「2 短期大学進学」382人のいずれかを選択した回答

者 7,427人への設問） 

 

問４ あなたが進学したいと考えている分野はどれですか。 

 

 
第 1希望 第 2希望 

上段:人 

下段:％ 
合計 男性 女性 合計 男性 女性 

全  体 
7427 3296 4131 7427 3296 4131 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

1 文学・外国語関係（史学・哲学含む） 
1664 587 1077 1000 434 566 

22.4 17.8 26.1 13.5 13.2 13.7 

2 心理学関係 
351 97 254 779 285 494 

4.7 2.9 6.1 10.5 8.6 12.0 

3 法学・政治学関係 
545 368 177 602 378 224 

7.3 11.2 4.3 8.1 11.5 5.4 

4 教育学・保育学関係 
867 249 618 766 338 428 

11.7 7.6 15.0 10.3 10.3 10.4 

5 商学・経済学・経営学関係 
1226 761 465 744 415 329 

16.5 23.1 11.3 10.0 12.6 8.0 

6 社会学・福祉学関係 
297 109 188 473 195 278 

4.0 3.3 4.6 6.4 5.9 6.7 

7 美術学・デザイン学関係 
211 45 166 255 49 206 

2.8 1.4 4.0 3.4 1.5 5.0 

8 音楽学関係 
81 21 60 193 45 148 

1.1 0.6 1.5 2.6 1.4 3.6 

9 食物学・栄養学関係 
214 10 204 207 21 186 

2.9 0.3 4.9 2.8 0.6 4.5 

10 家政学関係（被服・住居） 
93 1 92 157 4 153 

1.3 - 2.2 2.1 0.1 3.7 

11 理学関係 
253 206 47 327 266 61 

3.4 6.3 1.1 4.4 8.1 1.5 

12 工学関係 
419 343 76 232 200 32 

5.6 10.4 1.8 3.1 6.1 0.8 

13 農学関係 
117 51 66 119 66 53 

1.6 1.5 1.6 1.6 2.0 1.3 

14 医学・歯学・薬学関係 
128 46 82 113 39 74 

1.7 1.4 2.0 1.5 1.2 1.8 

15 看護学関係 
205 15 190 118 27 91 

2.8 0.5 4.6 1.6 0.8 2.2 

16 医療技術学関係（理学療法・作業療法等） 
181 92 89 164 56 108 

2.4 2.8 2.2 2.2 1.7 2.6 

17 体育学・スポーツ関係 
322 212 110 403 224 179 

4.3 6.4 2.7 5.4 6.8 4.3 

18 その他 
230 68 162 170 51 119 

3.1 2.1 3.9 2.3 1.5 2.9 

不明 
23 15 8 605 203 402 

0.3 0.5 0.2 8.1 6.2 9.7 
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「18 その他」の回答 

第 1希望    

観光       16人 ビジネス系   2人 メディア学部 文芸 

国際関係     11人 国際観光    2人 情報工学 生物 

観光学     11人 映像      2人 サービス業、商業 情報メディア系統 

演劇       6人 地理      2人 舞台美術系 国際観光学部 

国際       4人 水産      2人 植物 コミュニティデザイン 

メディア学    4人 美容      2人 舞踊 映画、映像 

メディア     3人 人間科学    2人 ホテル・観光 人文 

映像関係     3人 ビジネス関係 法学部、経済学部 総合政策 

観光系      3人 服飾・美容 建築 情報・メディア 

情報系      3人 国際関係法 ＰＣ 情報・文化 

ブライダル    3人 文化人類学 民俗学 映像など 運輸関係 

ホスピタリティ  3人 芸術関係 司書 外国語 

情報学      2人 地理系 芸能関係 人間総合 

国際系      2人 総合グローバル 運輸科 教養 

防衛       2人 情報学関係 海洋生物系 演劇関係 

情報       2人 義肢装具士 総合 保育 

医療事務     2人 情報処理・IT 製菓 舞台系 

服飾       2人 芸術系が何故ない 演劇学 建築・インテリア 

公務員      2人 芸術、演劇 観光学部 芸術（演劇） 

表現学      2人 消防士 情報連携学科 演劇学・舞台学 

情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ   2人 リベラルアーツ 動物関係 服装 

メディア系    2人 危機管理 芸術学（演劇） 映像・芸術 

放送       2人 現代政策学部 舞踊科 演劇系 

国際教養     2人 ホテル関係 生物系統 映像系 

情報関係     2人 観光、医療秘書 福祉 ホテルの人 

芸術       2人 自動車、芸能マスコミ関係 地球環境 芸術学 

ホテル      2人 写真学科 獣医学系 総合文化 

美容関係     2人 放送、映画 メディア表現 国際文化 

観光関係     2人 建築関係 国際教養関係 獣医系 以上 各 1人 

第 2希望    

国際     6人 システムデザイン 学際系 情報パソコン関係 

観光     5人 しゅうしょく 観光ビジネス 情報系 

観光学    4人 ダンス 観光科 食品 

国際関係   4人 バレエ 観光学系 人文 

国際系    4人 ビジネス 観光学部 総合政策関係 

美容     4人 ブライダル 危機管理 地理学 

メディア   3人 ブライダルの専門 教育 動物にかかわるもの 

芸術     3人 ブライダル系 教養国際 日本の伝統に関わる 

情報     3人 マーケティング 芸術学関係 日本文化学 

ファッション 2人 まだ未定 芸術系 俳優 

演劇     2人 マッサージ 芸術工学 美容・理容 

環境     2人 医療事務 芸能関係 舞台 

国際観光   2人 映画 研究系 仏教 

国際教養   2人 映画関係 公務員 未定 

動物関係   2人 演劇学 国際学関係 養護 

美容系    2人 演劇関連 国際観光学 理工 

福祉     2人 菓子系の専門 歯科技工士 旅行関係 

IT 海外の大学 社会科学 以上 各 1人 

インテリア 絵に関わる学科 情報システム  
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問５ あなたが進学先を決定する際に重視することは何ですか。（複数回答：3つまで選択） 

 

上段:人 

下段:％ 
合計 男性 女性 

全  体 
7427 3296 4131 

100.0 100.0 100.0 

1 学部・学科の専攻分野 
4666 1966 2700 

62.8 59.6 65.4 

2 学校の所在地 
3148 1375 1773 

42.4 41.7 42.9 

3 資格を取得できる 
2254 878 1376 

30.3 26.6 33.3 

4 就職実績 
2794 1244 1550 

37.6 37.7 37.5 

5 設置形態（国・公・私立） 
522 273 249 

7.0 8.3 6.0 

6 校舎・施設の充実度 
1287 538 749 

17.3 16.3 18.1 

7 学費（入学金・授業料） 
1571 629 942 

21.2 19.1 22.8 

8 大学の伝統・知名度 
1324 678 646 

17.8 20.6 15.6 

9 教員の充実度 
338 154 184 

4.6 4.7 4.5 

10 入試難易度・入試科目 
1722 853 869 

23.2 25.9 21.0 

11 担任や進路指導教員の意見 
147 70 77 

2.0 2.1 1.9 

12 家族（親や兄弟）の意見 
361 168 193 

4.9 5.1 4.7 

13 現役大学生や卒業生等の意見 
280 105 175 

3.8 3.2 4.2 

14 特色ある教育研究 
249 117 132 

3.4 3.5 3.2 

15 クラブ活動・学生生活の充実度 
709 337 372 

9.5 10.2 9.0 

16 その他 
71 29 42 

1.0 0.9 1.0 

不明 
143 76 67 

1.9 2.3 1.6 

（複数回答のため合計値は 100％にならない） 

「16 その他」の回答 

留学制度  10人 講義内容 通いやすさ 

留学    5人 自分のやりたいことができる 入試方法 

雰囲気   2人 自分の夢を叶えるため 病院があること 

その先の就職にかかわるので 実技 偏差値 

ブランド 実習がある 名前 

一緒に行きたい人がいる 将来のため 目標 

家からかよえる 場所 留学・インターンシップの充実 

学校のふんいき 情報に関わる設備 留学の充実 

学食のおいしさ 生徒と先生の距離 留学の有無 

学生の性格、傾向 卒業率 留学等 

教わりたい先生がいる 直感 以上 各 1人 
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問６ あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの学部への進学を希望し

ますか。 

 

上段:人 

下段:％ 

合計 

1 

進学を希望 

する 

2 

一応進学を 

考える 

3 

進学を希望 

しない 

4 

わからない 不明 

全体 
7427 160 244 5066 1814 143 

100.0 2.2 3.3 68.2 24.4 1.9 

男性 
3296 111 116 2158 844 67 

100.0 3.4 3.5 65.5 25.6 2.0 

女性 
4131 49 128 2908 970 76 

100.0 1.2 3.1 70.4 23.5 1.8 
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問７ 問６で「1 進学を希望する」「2 一応進学を考える」を選択いただいた方におたずね

します。 

あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの学部へ進学する場

合、以下の教育学部の 2専攻・国際教養学部の 1学科のうち、どちらに進学したいで

すか。 

（問７は、問６「1 進学を希望する」160人＋「2 一応進学を考える」244人の合計 404人への設問） 

〔全体〕 問７ 進学したい新学部学科専攻（第１希望） 

問６ 開智国際大学 

教育学部／国際教養

学部への進学希望 

合 計 

1 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

2 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

3 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

全 体 
404 146 126 96 36 

100.0 36.1 31.2 23.8 8.9 

１ 進学を希望する 
160 85 34 23 18 

100.0 53.1 21.3 14.4 11.3 

２ 一応進学を考える 
244 61 92 73 18 

100.0 25.0 37.7 29.9 7.4 

 

〔男性〕 問７ 進学したい新学部学科専攻（第１希望） 

問６ 開智国際大学 

教育学部／国際教養

学部への進学希望 

合 計 

1 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

2 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

3 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

全 体 
227 95 79 35 18 

100.0 41.9 34.8 15.4 7.9 

１ 進学を希望する 
111 73 20 9 9 

100.0 65.8 18.0 8.1 8.1 

２ 一応進学を考える 
116 22 59 26 9 

100.0 19.0 50.9 22.4 7.8 

 

〔女性〕 問７ 進学したい新学部学科専攻（第１希望） 

問６ 開智国際大学 

教育学部／国際教養

学部への進学希望 

合 計 

1 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

2 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

3 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

全 体 
177 51 47 61 18 

100.0 28.8 26.6 34.5 10.2 

１ 進学を希望する 
49 12 14 14 9 

100.0 24.5 28.6 28.6 18.4 

２ 一応進学を考える 
128 39 33 47 9 

100.0 30.5 25.8 36.7 7.0 
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〔参考〕 

 
問７ 進学したい新学部学科専攻（第２希望） 

上段:人 

下段:％ 

合 計 

1 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

2 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

3 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

全体 
404 119 182 29 74 

100.0 29.5 45.0 7.2 18.3 

男性 
227 72 103 13 39 

100.0 31.7 45.4 5.7 17.2 

女性 
177 47 79 16 35 

100.0 26.6 44.6 9.0 19.8 

 

 
問７ 進学したい新学部学科専攻（第３希望） 

上段:人 

下段:％ 

合 計 

1 

教育学部 

教育学科 

初等教育専攻 

2 

教育学部 

教育学科 

中等教育専攻 

3 

国際教養学部 

国際教養学科 

 

不 明 

全体 
404 83 35 200 86 

100.0 20.5 8.7 49.5 21.3 

男性 
227 35 11 135 46 

100.0 15.4 4.8 59.5 20.3 

女性 
177 48 24 65 40 

100.0 27.1 13.6 36.7 22.6 
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問８ 設置予定の開智国際大学 教育学部／国際教養学部について、ご意見等がありました

ら、ぜひお聞かせください。 

 

自由回答意見 

enjoy life time 

fight 

flyerを見せていただきましたが、「子ども達が頼れる教師」とはどんな像であると考えていらっしゃるのでしょう

か？ 

S特待制度があるのは、ありがたいです。学費で悩んでいたので、安いのはとても嬉しいです。 

アクティブ・ラーニング。 

アンケートがだるい。専松生は行かないと思う。 

アンケートが細やかで、意見をよく聞いていただけるところはありがたいのですが、こまやかすぎます。一年に 1回

位のアンケートが一番好ましいと思います。 

イスラム系が学べるといいと思う。 

いろんな言語が学べたらよかった。韓国語や中国語など。 

がんばってください！ 

がんばってください。 

がんばって下さい！ 

がんばって下さい。 

ゴミみたいな大学をつくるな。 

すごくいいと思う。とくに教育がすばらしい。 

すばらしいとおもいます。 

すばらしいとおもう！ 

ゼミがあるのは魅力的だと思います。 

つくってあげてください。 

どこにあるのか分からない。 

どこにできるんですか？学費は？食堂は？ 

へんさちはどれくらいあるんですか？ 

むだなアンケートをやめて下さい。 

ムダなことに金を使うな。 

もっと都心に近いところのほうがいいと思う。 

やめた方がいい！ 

英語をすごくいかせて生きていけそう。 

海外で役に立つからいいと思う。 

学ぶ。 

学校の先生を目指していたので本校のパンフレットをみて魅力的で良いと思いました。 

学費はどれくらいですか？ 

学部が増えることはとても良いことだと思います。 

学部開設おめでとうございます。 

楽しそう。 

楽しそうではある。 

鎌ヶ谷市に住んでいるので遠くて通えません。自分は柏市にライバル精神を持っていて貴校に入学する気は全くあり

ません。学力的にはまだマーチを狙うレベルですが、これから勉学を励み、早慶を狙えるレベルに行きます。そこで

提案なのですが、僕みたいな生徒をたくさん入れて偏差値を上げてみてはどうでしょうか。 

頑張ってください。 

頑張って下さい。 

頑張ります！ 

頑張れ。 

教育学部に幼稚園や保育士があったらよかった。 

教育実習はどこで行いますか？（母校 or付近の学校） 

教師は仕事と給料のバランスが悪いのでアレです。 

興味が沸きません。 

興味はある。 

興味を引かれる学部だと思います。 
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自由回答意見 

慶應を狙っているので、アルファベットを教えるような大学には興味がありません。ごめんなさい。問５の８を高め

てください。 

公務員で消防士になる。 

行きたい！ 

高い外国語能力や異文化への感受性を身に付けた国際教養・企業人養成を目指す「国際教養学部」はとても興味がわ

きました。 

国際はいいと思う。 

国際教養学部でアジアの語学はあるでしょうか。その中でも韓国語学があるといいなと思っています。 

国際教養学部はコースが沢山あり、いいと思った。 

今、英語を頑張りたいと思っているので興味はある。 

施設内容を細かく教えてください。 

私が目指す学校は専門分野です。具体的にはまだ決まっていませんが、資格を取りたいです。 

私は初等教育学に興味を持っているので、頑張ってください。 

資格が取れるのは魅力的です。 

実績がないので少し心配。金額が少ないのは個人的に嬉しい。 

受験者は校舎の設備のきれいさまで見ているので、施設設備費を安く抑えて費用も安くしても、設備は他の私立並み

にはきれいにしておいた方が良いと思う。 

初等、中等、高等の資格を取得できる専攻がありますが、幼児や保育などの資格などが取得可能であればよかったと

思います。 

所詮定員割れ。 

奨学金についてとやかく言われる世の中で、特待制度は私達にとってとても良いものだと思いました。 

情報系の学部がない大学に未来はない。 

設置しないべき。 

設備費、安くないですか？ 

早く行きたいですね～。 

大学ではなく開智中学高等学校に金をまわして設備を良くして下さい。 

大学に金を使ってないで岩槻キャンパスをきれいにして欲しい。 

知らない。 

知名度を高くした方がいいですよ。ＣＭ流せ！ 

特に興味ない。 

内部進学の状況を教えてください。 

入りません。入る人いるんですか？ 

入るとどんなメリットがありますか？ 

偏差値を上げるべき。 

保育士増やすために作ったほうが良いと思います。 

本当に有名な大学にさせたい気持ちあんの？ 

魅力的で興味はあるが募集 78人は少なすぎて入れる気がしない。もうすこし調べてみようと思った。 

有名になって下さい。いい意味で。 

理系にしてください。 

裏口入学の方法を教えてください。（お金のかからない方法で）。 

良いと思います。 

良いと思う。 
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート調査の目的 

開智国際大学では、平成 29 年 4 月に、「国際教養学部」を開設する計画を進めており、

学生確保の見通しについて、外国人学生の進学意向等を把握するために、千葉県及び東

京都の日本語学校を対象にアンケート調査を実施した。 

 

２. 実施アンケート 

「開智国際大学「国際教養学部」に関するアンケート調査」 

「Questionnaire regarding the planned Faculty of International Liberal Arts at 

Kaichi International University」（日本語のアンケート票を英訳） 

 

３. 調査対象 

千葉県、東京都に所在する日本語学校 7 校を選定し、各学校に在籍する外国人学生を

対象に、アンケート調査を実施した。（回収表は P.11を参照） 

 

４. 調査実施 

平成 28年 6月に調査を実施した。 

 

５. 調査方法 

開智国際大学よりアンケート調査票の配布を行い、アンケート票の回収に当たっては、

一般財団法人日本開発構想研究所が行った。 

 

６. 回収状況 

回答学校数 6校：有効回答票 94票 

回収率 85.7％（回答学校数 6校÷依頼学校数 7校×100） 

（回収表は P.11を参照） 
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＜新学部進学意向＞ 

日本語学校アンケートによる新学部への進学意向について、実数での回答は以下の通りで

ある。 

問７ あなたは開智国際大学 国際教養学部への進学を希望しますか。 実 数 

１ 進学を希望する 15 人 

２ 一応進学を考える 17 人 

計 32 人 

※ 詳細なアンケート集計結果は P.12～P.18 

 

〔参考〕平成 28年 6月実施の高校生アンケートの集計結果 

問７ あなたは開智国際大学 教育学部／国際教養学部のいずれかの学部へ進学する場

合、以下の教育学部の 2 専攻・国際教養学部の 1 学科のうち、どちらに進学した

いですか。 

第１希望 合 計 

教育学部 

教育学科 

初等教育 

専攻 

教育学部 

教育学科 

中等教育 

専攻 

国際教養 

学部 

国際教養 

学科 

不 明 

全 体 404人 146人 126人 96人 36人 

１ 進学を希望する 160人 85人 34人 23人 18人 

２ 一応進学を考える 244人 61人 92人 73人 18人 

 

〔調査学校ごとの結果〕 （単位：人） 

 
1 

進学を希望する 

2 

一応進学を考える 
合 計 

全  体 15 17 32 

ダイナミックビジネスカレッジ 3 5 8 

東京国際朝日学院 - - - 

東京インターナショナル外語学院 2 2 4 

YIEA東京アカデミー 2 4 6 

成田日本語学校 2 3 5 

朝日国際学院 - 3 3 

明友日本語学院 6 - 6 
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＜アンケート調査票＞ 
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開 E

かい

AAE智 E

ち

AAE国際 E

こくさい

AAE大学 E

だいがく

A「AE国際 E

こくさい

AA E教養 E

きょうよう

AAE学部 E

が く ぶ

A」に AE関 E

かん

Aする AEアンケート E

あ ん け ー と

AA E調査票 E

ちょうさひょう

 

AE開 E

かい

AAE智 E

ち

AAE国際 E

こくさい

AAE大学 E

だいがく

Aでは、AE高い E

た か い

AAE外国語 E

が いこく ご

AA E能力 E

のうりょく

Aや AE異文化 E

い ぶ ん か

Aへの AE繊細 E

せんさい

Aな AE感受性 E

かんじゅせい

Aを AE身 E

み

Aに AE付けた E

つ   

AAE国際 E

こくさい

AA E教養 E

きょうよう

A・AE企業人 E

きぎょうじん

 

AE養成 E

ようせい

Aを AE目指す E

め ざ す

A「AE国際 E

こくさい

AA E教養 E

きょうよう

AAE学部 E

が く ぶ

A」を AE開設 E

かいせつ

Aする AE計画 E

けいかく

Aを AE進 E

すす

Aめています。この AEアンケート E

あ ん け ー と

AAE調査 E

ちょうさ

Aは、AE日本語 E

に ほ ん ご

AAE学校 E

がっこう

 

に在籍
ざいせき

する皆
み な

さんの進路
し ん ろ

などについてお聞
き

きし、新学部
し ん が く ぶ

の設置
せ っ ち

の基礎
き そ

資料
しりょう

とするものです。ご 

協力 E

きょうりょく

Aを AEお願 E

 ね が

Aいいたします。 

なお、このアンケートの結果
け っ か

はコンピュータにより処理
し ょ り

され、統計
とうけい

資料
しりょう

としてのみ用い
も ち  

、外部
が い ぶ

 

の人
ひ と

に見
み

せたりすることはありません。また、本
ほ ん

アンケートは、新学科
し ん が っ か

への受験
じゅけん

を約束
やくそく

させる 

ものではありません。率直
そっちょく

なご意見
ご い け ん

をおたずねします。 

回答 E

かいとう

Aは AE設問 E

せつもん

Aの A E順 E

じゅん

Aに AE該当 E

がいとう

Aする AE番号 E

ばんごう

AAE等 E

とう

Aを AE回答欄 E

かいとうらん

Aに A E直接 E

ちょくせつ

AAE記入 E

きにゅう

Aしてください。 

 

◆学部
が く ぶ

・学
がっ

科名
か め い

（予定
よ て い

）： 国際
こくさい

教養
きょうよう

学部
が く ぶ

 国際
こくさい

教養
きょうよう

学科
が っ か

（入学
にゅうがく

定員
ていいん

78
７８

人
にん

） 

※認定
にんてい

心理士
し ん り し

資格
し か く

取得
しゅとく

可能
か の う

 

＊学部
が く ぶ

・学科
が っ か

名称
めいしょう

は正式
せいしき

に決
き

まったものではありません。 

◆設置
せ っ ち

時期
じ き

：2017年
ねん

4月
がつ

（平成
へいせい

29年
ねん

4月
がつ

）  

◆場
ば

  所
しょ

：千葉県
ち ば け ん

柏市
かしわし

柏
かしわ

１２２５-６（現在
げんざい

の開
かい

智
ち

国際
こくさい

大学
だいがく

キャンパス内
き ゃ ん ぱ す な い

） 

＊柏駅
かしわえき

（JR常磐
じょうばん

線
せん

・東武
と う ぶ

ｱｰﾊﾞﾝﾊﾟｰｸﾗｲﾝ）から徒歩
と ほ

約
やく

20分
ふん

、もしくはバス10分
ぷん

・徒歩
と ほ

3分
ぷん

です。 

◆初年度
し ょねん ど

の学費
が く ひ

（予定
よ て い

） 入学
にゅうがく

金
きん

免除
めんじょ

（なし）、授業料
じゅぎょうりょう

62万円
まんえん

、施設
し せ つ

設備
せ つ び

資金
し き ん

8万円
まんえん

（年額
ねんがく

） 

＊上記
じょうき

の金額
きんがく

は、授業料
じゅぎょうりょう

、施設
し せ つ

設備
せ つ び

資金
し き ん

を除く
の ぞ く

仕送り
し お く り

額
がく

が月
つき

平均
へいきん

9万円
まんえん

 

以下 E

い か

A、AE在日 E

ざいにち

AAE扶養者 E

ふ ようし ゃ

Aの A E年収 E

ねんしゅう

Aが500AE万円 E

まんえん

AAE未満 E

み ま ん

Aの AE場合 E

ば あ い

Aに AE適用 E

てきよう

Aされます。 

 

問１ あなたの性別
せいべつ

についておたずねします。 【回答欄
かいとうらん

】 

１ 男性
だんせい

    ２ 女性
じょせい

 

 

 

問２ あなたの国籍
こくせき

を教
おし

えてください。 

 

 

問３ あなたがお住
す ま

いの都道府県
と ど う ふ け ん

についておたずねします。次
つ ぎ

の中
な か

から１つだけ選ん
え ら  

でください。 

１ 千葉県
ち ば け ん

 ３ 埼玉県
さいたまけん

 

２ 茨城県
いばらきけん

 ４ その他
そ の ほ か

（具体的
ぐたいてき

に          ） 

 

問４ あなたの 進路
し ん ろ

についておたずねします。 

あなたは卒業後
そつぎょうご

どのような進路
し ん ろ

を希望
き ぼ う

していますか。次
つ ぎ

の中
な か

からもっとも希望
き ぼ う

に 

近い E

ち か い

AAE進路 E

し ん ろ

Aを１つだけ AE選 E

え ら

Aんでください。 

１ 大学
だいがく

進学
しんがく

 ３ 専門
せんもん

学校
がっこう

進学
しんがく

 ５ その他
 ほ か

 

（具体的
ぐ たいて き

に          ） ２ 短期
た ん き

大学
だいがく

進学
しんがく

 ４ 就
しゅう

 職
しょく

 

   ⇒１、２を選択
せんたく

された方
かた

は問５に進
すす

んでください。 

   ⇒３，４，５を選択
せんたく

された方
かた

は問８に進
すす

んでください。 
 

 

 

  
（裏面

うらめん

に続く
つづく

） 
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問５ あなたが進学
しんがく

したいと 考
かんが

えている分野
ぶ ん や

はどれですか。次
つ ぎ

の中
な か

から第２
だい  

希望
き ぼ う

まで選
え ら

んでくださ 

い。 

１ 文学
ぶんがく

・外国語
がいこくご

関係
かんけい

(史学
し が く

・哲学
てつがく

含む
ふ く む

) 10 家政学
かせいがく

関係
かんけい

（被服
ひ ふ く

・住居
じゅうきょ

） 

２ 心理学
しんりがく

関係
かんけい

  11 理学
り が く

関係
かんけい

 

３ 法学
ほうがく

・政治学
せいじがく

関係
かんけい

  12 工学
こうがく

関係
かんけい

 

４ 教育学
きょういくがく

・保育学
ほいくがく

関係
かんけい

  13 農学
のうがく

関係
かんけい

 

５ 商学
しょうがく

・経済学
けいざいがく

・経営学
けいえいがく

関係
かんけい

  14 医学
い が く

・歯学
し が く

・薬学
やくがく

関係
かんけい

 

６ 社会学
し ゃ か い が く

・福祉学
ふ く し が く

関係
か ん け い

  15 看護学関係
か ん ご が く か ん け い

 

７ 美術学
び じ ゅ つ が く

・デザイン学
         が く

関係
か ん け い

  16 医療技術学関係
い り ょ う ぎ じ ゅ つ が く か ん け い

（理学療法
り が く り ょ う ほ う

、作業療法等
さ ぎ ょ う り ょ う ほ う な ど

） 

８ 音楽学
お ん が く が く

関係
か ん け い

  17 体育学
た い い く が く

・スポーツ関係
か ん け い

 

９ 食物学
し ょ く も つ が く

・栄養学
え い よ う が く

関係
かんけい

  

18 その他 E

   ほ か

A（AE具体的 E

ぐ たいて き

Aに             ） 

 

問６ あなたが進学先
しんがくさき

を決定
けってい

する際
さ い

に重視
じゅうし

することは何
な ん

ですか。次
つ ぎ

の中
な か

から３つまで選
え ら

んでくださ 

い。 

１ 学部
が く ぶ

･
・

学科
が っ か

の専攻
せんこう

分野
ぶ ん や

   9 大学
だいがく

の伝統
でんとう

･
・

知名度
ち め い ど

 

２ 学校
がっこう

の所在地
しょざいち

  10 教員
きょういん

の充実度
じゅうじつど

 

３ 学費
が く ひ

の安さ
や す さ

(奨学
しょうがく

金
きん

、学費
が く ひ

減免
げんめん

制度
せ い ど

)  11 入試
にゅうし

難易度
な ん い ど

･
・

入試
にゅうし

科目
か も く

 

４ 少人数
しょうにんずう

教育
きょういく

  12 家族
か ぞ く

(親
おや

や兄弟
き ょ う だ い

)の意見
い け ん

 

５ いろいろな国
く に

からの留学生
り ゅ う が く せ い

がいる  13 友人
ゆ う じ ん

の意見
い け ん

 

６ 校舎
こ う し ゃ

･
・

施設
し せ つ

の充実度
じ ゅ う じ つ ど

  14 クラブ活動
か つ ど う

･学生生活
が く せ い せ い か つ

の充実度
じ ゅ う じ つ ど

 

７ 資格
し か く

を取得
しゅとく

できる  15 その他
そ の ほ か

(具体的
ぐたいてき

に       ) 

８ 就職
しゅうしょく

実績
じっせき

  

 

 

【設置
せ っ ち

計画中
けいかくちゅう

の開
かい

智
ち

国際
こくさい

大学
だいがく

 国際
こくさい

教養
きょうよう

学部
が く ぶ

についておたずねします。】 

アンケート E

あ ん け ー と

Aに AE同封 E

どうふう

Aしているリーフレットを AEご覧 E

  らん

Aいただきながら AEご回答 E

  かいとう

Aください。 

 

問７ あなたは開
か い

智
ち

国際
こくさい

大学
だいがく

 国際
こくさい

教養
きょうよう

学部
が く ぶ

への進学
しんがく

を希望
き ぼ う

しますか。１つだけ選
え ら

んでください。 

１ 進学
しんがく

を希望
き ぼ う

する ３ 進学
しんがく

を希望
き ぼ う

しない 

２ 一応
いちおう

進学
しんがく

を考える
か んがえ る

 ４ わからない 

 

 

問８ 設置
せ っ ち

予定
よ て い

の開
か い

智
ち

国際
こくさい

大学
だいがく

 国際
こくさい

教養
きょうよう

学部
が く ぶ

について、ご意見
ご い け ん

等
な ど

がありましたら、ぜひお聞
 き

かせ 

ください。 

 

 

 

  

第１希望 

第２希望 

＊＊＊ これでアンケートは終
お

わりです。ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。 ＊＊＊ 
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Questionnaire regarding the planned Faculty of International Liberal Arts  
at Kaichi International University 

 
Kaichi International University is creating an Faculty of International Liberal Arts to offer students 
specialist courses in foreign cultures and languages. This questionnaire is aimed at students attending 
Japanese language schools and is intended to provide important information to assist in the development of 
this new faculty. Your cooperation is much appreciated. The questionnaire results will be 
computer-processed to create statistics and will not be shared with any third party. Filling out this 
questionnaire in no way binds you into attending the entrance examinations at Kaichi International 
University. Please feel free to give your honest opinions. Please write the appropriate number or your 
response for each question in the answer boxes on the right hand side.  
 

The Department of International Liberal Arts under the Faculty of International Liberal Arts 
Student capacity: 78 

the faculty and department names are planned and subject to change 
(enrolled students may sit for Japanese Psychological Association certificates) 

Classes commence in April 2017 (planned and subject to change) 
Location:  Kaichi International University, 1225-6 Kashiwa, Kashiwa City, Chiba Pref. 

(Approximately 10 minutes by bus or 20 minutes on foot from Kashiwa Station) 
 

 
First-year Tuition: 

Enrollment Fee (¥0), Lessons (¥620,000), Facility Contribution (¥80,000) 
 

(The above first-year tuition applies to an international student who only receives a living  
allowance of ¥90,000 or less per month from their family, or to an international student who is  
a dependent of a Japan-based supporter whose yearly salary in Japan is ¥5,000,000 or less.) 

 

 
 
Q１ Your gender?                                                【Answers】 

1. male    2.  female 
 

Q2   Your nationality 

 

 

Q3  In which prefecture or city do you live? 

 1.  Chiba   3. Saitama 

 2.  Ibaraki   4. Elsewhere (please state                    )               ) 
 
 

Q4  What do you plan to do after graduating Japanese language school? 

    1.  Enter a 4-year university  3.  Enter a technical college 

2.  Enter a 2-year university  4.  Enter the workforce  

5.  Other (please state                    ) 
In Q4 if you selected 1 or 2, then proceed to Q5 
In Q4 if you selected 3 or 4 or 5, then proceed to Q8 

 

Continued on the reverse side 
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Q5  Choose two fields that you interested in studying at university 
 

1. arts/languages/history/philosophy 10. home economics (clothing/housing) 
2. psychology   11. physical sciences 
3. law / political science   12. Engineering 
4. education / childcare   13. agriculture / farming 
5. commerce/economics/management  14. medicine / dentistry / pharmaceutics 
6. social studies / welfare   15. Nursing 
7. fine arts / design   16. physiotherapy / occupational therapy 
8. music   17. physical education, sports science 
9. food science / nutrition   18. other (please state                              ) 

 
 
 

Q6  Choose up to three factors that you consider important  
when deciding which school/college/university to enter 

 
1. faculties and departments (majors)  9.  school reputation  
2. school location   10. quality of instructors 
3. tuition fees (scholarships)    11. entrance examinations 
4. teach-to-student ratio   12. opinion of your family 
5. international students   13. opinions of your friends 
6. facilities and equipment  14. student life / sports clubs 
7.qualifications support   15. other (please state                              ) 
8. employment prospects 

 
   

Q7  After reading the attached leaflet, would you consider enrolling in the planned  
Faculty of International Liberal Arts at Kaichi International University? 

 
      1.  YES, I would consider it    3.   NO, I would not consider it  
      2.  MAYBE, I would think about it 4.   I am not sure 
 
 

 

Q8  Any opinions, feedback, questions or thoughts about the planned faculty or questionnaire. 
 
 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊ Thank you very much for your cooperation ＊＊＊ 

 

first 

second 
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＜アンケート集計結果＞ 
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開智国際大学「国際教養学部」に関するアンケート調査 回収表 

回収日 所在地 
学校 

№ 
学 校 名 ナンバリング 回収数 

6.20 東京都 1 ダイナミックビジネスカレッジ 1 38 38 

 東京都 2 東京国際朝日学院    

6.24 東京都 3 東京インターナショナル外語学院 39 47 9 

6.23 東京都 4 YIEA東京アカデミー 48 61 14 

6.24 千葉県 5 成田日本語学校 62 71 10 

6.16 千葉県 6 朝日国際学院 72 84 13 

6.20 千葉県 7 明友日本語学院 85 94 10 

計 6校     計 94 
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開智国際大学「国際教養学部」に関するアンケート調査 集計表 

〔有効回答票：94票〕 

問１ あなたの性別についておたずねします。Your gender? 

 

カテゴリ 件数 ％ 

1 男 性 male 43 35.1 

2 女 性 female 51 64.9 

N （％ﾍﾞｰｽ） 94 100.0 

 

 

問２ あなたの国籍を教えてください。Your nationality 

 

 アンケート結果   国籍のまとめ 

国籍 合 計 男 性 女 性  国籍 合 計 男 性 女 性 

中国 33人 13人 20人  中国 35人 14人 21人 

ベトナム 30人 14人 16人  ベトナム 35人 16人 19人 

Nepalese 4人 4人   ネパール 8人 7人 1人 

Vietnam 4人 2人 2人  ミャンマー 6人 2人 4人 

Myanmar 3人 2人 1人  フィリピン 2人 1人 1人 

Nepali 3人 3人   スリランカ 2人 2人  

ミャンマー 3人  3人  タイ 2人  2人 

Srilankan 2人 2人   インドネシア 1人  1人 

Thai 2人  2人  モンゴル 1人  1人 

CHN 1人 1人   マレーシア 1人  1人 

Filipono 1人 1人   無回答 1人 1人  

Indonesia 1人  1人  計 94人 43人 51人 

Mongolia 1人  1人      

Vietnamese 1人  1人      

チャイナ 1人  1人      

ネパール 1人  1人      

フィリピン 1人  1人      

マレーシア 1人  1人      

無回答 1人 1人       

計 94人 43人 51人      
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問３ あなたがお住いの都道府県についておたずねします。In which prefecture or city 

do you live? 

 

上段:人 

下段:％ 

合 計 

1 

千葉県 

Chiba 

2 

茨城県 

Ibaraki 

3 

埼玉県 

Saitama 

4 

その他 

Elsewhere 

全体 
94 40 2 6 46 

100.0 42.6 2.1 6.4 48.9 

男性 
43 17 1 2 23 

100.0 39.5 2.3 4.7 53.5 

女性 
51 23 1 4 23 

100.0 45.1 2.0 7.8 45.1 

「4 その他」の回答 

東京都 18人 沖縄県那覇市 1人 

Tokyo 7人 日本列島 1人 

東京 5人 文京区 1人 

東京都荒川区 1人 Koiwa 1人 

Tokyo,30 minutes near from Akihabara 1人 

Tokyo,30 minutes near from Shinjuku 1人 
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問４ あなたの進路についておたずねします。 

あなたは卒業後どのような進路を希望していますか。What do you plan to do after 

graduating Japanese language school? 

 

上段:人 

下段:％ 

合 計 

1 

大学 

進学 

Enter a  

4-year 

university 

2 

短期大学 

進学 

Enter a  

2-year 

university 

3 

専門学校

進学 

Enter a 

technical 

college 

4 

就 職 

 

Enter the 

workforce 

5 

その他 

 

Other 
不 明 

全体 
94 44 12 15 8 13 2 

100.0 46.8 12.8 16.0 8.5 13.8 2.1 

男性 
43 21 7 6 3 5 1 

100.0 48.8 16.3 14.0 7.0 11.6 2.3 

女性 
51 23 5 9 5 8 1 

100.0 45.1 9.8 17.6 9.8 15.7 2.0 

「5 その他」の回答 

大学院 6人 

大学院進学 1人 

enter 2year university or enter technical school 1人 

Master degree 1人 

帰国 1人 

留学 1人 

 

 

（以降、問５～問７は問４で「1 大学進学」44人＋「2 短期大学進学」12人のいずれかを選択した

回答者 56人への設問） 
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問５ あなたが進学したいと考えている分野はどれですか。Choose two fields that you 

interested in studying at university 

 

 
第 1希望 第 2希望 

上段:人 

下段:％ 
合計 男性 女性 合計 男性 女性 

全  体 
56 28 28 56 28 28 

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

1 文学・外国語関係（史学・哲学含む） 

arts/languages/history/philosophy 

18 8 10 4 2 2 

32.1 28.6 35.7 7.1 7.1 7.1 

2 心理学関係 

psychology 

2 1 1 6 2 4 

3.6 3.6 3.6 10.7 7.1 14.3 

3 法学・政治学関係 

law/political science 

2 1 1 1 1 - 

3.6 3.6 3.6 1.8 3.6 - 

4 教育学・保育学関係 

education/childcare 

- - - 1 - 1 

- - - 1.8 - 3.6 

5 商学・経済学・経営学関係 

commerce/economics/management 

21 12 9 6 4 2 

37.5 42.9 32.1 10.7 14.3 7.1 

6 社会学・福祉学関係 

social studies/welfare 

2 - 2 6 2 4 

3.6 - 7.1 10.7 7.1 14.3 

7 美術学・デザイン学関係 

fine arts/design 

2 1 1 3 1 2 

3.6 3.6 3.6 5.4 3.6 7.1 

8 音楽学関係 

music 

- - - - - - 

- - - - - - 

9 食物学・栄養学関係 

food science/nutrition 

- - - 3 2 1 

- - - 5.4 7.1 3.6 

10 家政学関係（被服・住居） 

home economics(clothing/housing) 

- - - 1 - 1 

- - - 1.8 - 3.6 

11 理学関係 

physical sciences 

1 - 1 - - - 

1.8 - 3.6 - - - 

12 工学関係 

Engineering 

4 3 1 4 4 - 

7.1 10.7 3.6 7.1 14.3 - 

13 農学関係 

agriculture/farming 

- - - 3 2 1 

- - - 5.4 7.1 3.6 

14 医学・歯学・薬学関係 

medicine/dentistry/pharmaceutics 

1 - 1 3 - 3 

1.8 - 3.6 5.4 - 10.7 

15 看護学関係 

Nursing 

1 - 1 1 - 1 

1.8 - 3.6 1.8 - 3.6 

16 医療技術学関係（理学療法・作業療法等） 

physiotherapy/occupational therapy 

- - - 1 - 1 

- - - 1.8 - 3.6 

17 体育学・スポーツ関係 

physical education,sports science 

- - - - - - 

- - - - - - 

18 その他 

other 

2 2 - 7 5 2 

3.6 7.1 - 12.5 17.9 7.1 

不明 
   6 3 3 

   10.7 10.7 10.7 

 

「18 その他」の回答 

第 1希望  第 2希望    

ソフトウェア 1人 世界 1人 International communication course 1人 

  電子・電工業 1人 Software Engineering 1人 
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問６ あなたが進学先を決定する際に重視することは何ですか。（複数回答：3つまで選択） 

Choose up to three factors that you consider important when deciding which 

school/college/university to ener 

 

上段:人 

下段:％ 
合計 男性 女性 

全  体 
56 28 28 

100.0 100.0 100.0 

1 学部・学科の専攻分野 

faculties and departments(majors) 

24 10 14 

42.9 35.7 50.0 

2 学校の所在地 

school location 

20 10 10 

35.7 35.7 35.7 

3 学費の安さ（奨学金、学費減免制度） 

tuition fees(scholarships) 

32 18 14 

57.1 64.3 50.0 

4 少人数教育 

teach-to-student ratio 

3 2 1 

5.4 7.1 3.6 

5 いろいろな国からの留学生がいる 

international students 

7 2 5 

12.5 7.1 17.9 

6 校舎・施設の充実度 

facilities and equipment 

6 2 4 

10.7 7.1 14.3 

7 資格を取得できる 

qualifications support 

18 13 5 

32.1 46.4 17.9 

8 就職実績 

employment prostects 

21 10 11 

37.5 35.7 39.3 

9 大学の伝統・知名度 

school reputation 

10 4 6 

17.9 14.3 21.4 

10 教員の充実度 

quality of instructors 

4 - 4 

7.1 - 14.3 

11 入試難易度・入試科目 

entrance examinations 

10 7 3 

17.9 25.0 10.7 

12 家族（親や兄弟）の意見 

opinion of your family 

2 1 1 

3.6 3.6 3.6 

13 友人の意見 

opinion of your friends 

- - - 

- - - 

14 クラブ活動・学生生活の充実度 

student life/sports clubs 

6 4 2 

10.7 14.3 7.1 

15 その他 

other 

1 1 - 

1.8 3.6 - 

不明 
1 - 1 

1.8 - 3.6 

（複数回答のため合計値は 100％にならない） 

「15 その他」の回答 

Supportive school environment to international student 1人 
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問７ あなたは開智国際大学 国際教養学部への進学を希望しますか。Would you consider 

enrolling in the planned Faculty of International Liberal Arts at Kaichi 

International University? 

 

上段:人 

下段:％ 

合計 

1 

進学を希望 

する 

YES, I would 

consider it 

2 

一応進学を 

考える 

MAYBE, I 

would think 

about it 

3 

進学を希望 

しない 

NO, I would 

not consider 

it 

4 

わからない 

 

I am not 

sure 

不明 

全体 
56 15 17 6 15 3 

100.0 26.8 30.4 10.7 26.8 5.4 

男性 
28 5 8 1 13 1 

100.0 17.9 28.6 3.6 46.4 3.6 

女性 
28 10 9 5 2 2 

100.0 35.7 32.1 17.9 7.1 7.1 
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問８ 設置予定の開智国際大学 国際教養学部について、ご意見等がありましたら、ぜひお

聞かせください。Any opinions, feedback, questions or thoughts about the 

planned faculty or questionnaire. 

 

自由回答意見 

After graduating, Japanese language school, I would like to study in University. 

I need to study 2 year course something related to the business side. Since I want to be a 

businessman I think a course like international business & marketing would be a good option 

for me. 

In my opinions, they are rather important and necessary for me to decide to choose the 

university which is the best to me. I would think about applying in Kaichi International 

University. 

Kaichi International University, I intend to be part of your faculty if there are good 

chances to be. I pursued the same specialization that your university has and offering 

(particularly in the field of political science, history and public administration). Are 

there career opportunities that can be offered by your university on this matter? I look 

forward to your feedback on this. Thank you very much and more powers! 

Now, I am thinking about to study IT in Computer Science and Mobile Phones. After graduated 

from the university I wanna to use my qualification experience to the field of job may be in 

Japan or my country. So, I would like to think about university after getting more 

information about my study field. 

いいと思います。頑張ってください。 

がんばってください。 

もし、貴校が進学率を高めたいなら、学費の安さと就職実績について詳しく説明したほうがいいと思い

ます。 

大学院の科目も設置してほしい。 

文系の学部と思ったが、「ICT」などの理工学の勉強もできることに驚きました。しかし、難しい知識

を授かるには教師の能力も高く要ります。学生数を増やす同時に、優秀な教員たちを招かなければなり

ません。 

聞いたことがないですが、わかりません。 

留学試験日本語 300点以上取った人限りに入学できたほうがいい。 

良い提案ですけど、我々は何を身に付けることができるのでしょうか。チラシで書いてあるのは抽象的

であります。学費は魅力的だけど、なんでそんなに安いのちょっと不安です。 

 



資料 4 

 

1. 書類等の題名 ： 株式会社リクルートマーケティングパートナーズによる調査 

 

2. 出典 ： 株式会社リクルートマーケティングパートナーズホームページ 

 

3. 引用範囲 ： 大学進学者の志望校検討時の重視項目 “教育内容”と“地元進学・学費”

への関心が高まる－高校生の進路選択に関する調査「進学センサス2013」

より、進路選択意識について－ 

       http://www.recruit-mp.co.jp/news/library/pdf/20130704_01.pdf, p. 4. 

 

4. その他の説明 ： 3 回の調査で連続して上昇している項目を抜粋し，表にした。 

 

 



資料 5 

 

1. 書類等の題名 ： 国際教養系学部における平成 23（2011）～平成 27（2015）年の志願者数 

 

2. 出典 ： 日本私立学校振興・共済事業団ホームページ 

 

3. 引用範囲 ： 平成 23 年度（2011）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/nyuugakushigan_2011.pdf, p. 23 

平成 24 年度（2012）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou24.pdf, p. 23 

平成 25 年度（2013）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou25s.pdf, p. 23 

平成 26 年度（2014）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou26.pdf, p. 23 

平成 27 年度（2015）日本私立大学・短期大学等入学志願動向

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou271.pdf, p. 23 

 

4. その他の説明 ： 上記 5 年分のデータの「国際学部」「国際教養学部」「国際関係学部」「国際コ

ミュニケーション学部」「教養学部」「リベラルアーツ学部」の「志願者」の数値を

1 つの表にした。 

 



資料 6 

 

1. 書類等の題名 ： 国際教養系学部における平成 23（2011）～平成 27（2015）年の定員充足率 

 

2. 出典 ： 日本私立学校振興・共済事業団ホームページ 

 

3. 引用範囲 ： 平成 23 年度（2011）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/nyuugakushigan_2011.pdf, p. 23 

平成 24 年度（2012）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou24.pdf, p. 23 

平成 25 年度（2013）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou25s.pdf, p. 23 

平成 26 年度（2014）日本私立大学・短期大学等入学志願動向 

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou26.pdf, p. 23 

平成 27 年度（2015）日本私立大学・短期大学等入学志願動向

http://www.shigaku.go.jp/files/shigandoukou271.pdf, p. 23 

 

4. その他の説明 ： 上記 5 年分のデータの「国際学部」「国際教養学部」「国際関係学部」「国際コ

ミュニケーション学部」「教養学部」「リベラルアーツ学部」の「定員充足率」の

数値を 1 つの表にした。 

 

 



資料 7 

 

1. 書類等の題名 ： 競合校における定員・納入金等 

 

2. 出典 ： ①旺文社大学受験パスナビ 

            ②リストアップされている各大学のホームページ 

 

3. 引用範囲 ： ①検索条件に，リストアップされている各大学を投入 

           https://passnavi.evidus.com/ 

                 ②省略 

 

4. その他の説明 ： 特記事項なし 



資料 8 
 

学長と事務局長による高等学校の校長訪問先一覧 

 

正式名称 都道府県 正式名称 都道府県 

県立東葛飾高等学校 千葉県 柏日体高等学校 千葉県 

県立柏高等学校 千葉県 柏市立柏高等学校 千葉県 

専修大学松戸高等学校 千葉県 県立野田中央高等学校 千葉県 

県立小金高等学校 千葉県 県立流山高等学校 千葉県 

麗澤高等学校 千葉県 我孫子二階堂高等学校 千葉県 

県立鎌ケ谷高等学校 千葉県 県立鎌ケ谷西高等学校 千葉県 

流通経済大学付属柏高等学校 千葉県 県立松戸馬橋高等学校 千葉県 

県立柏南高等学校 千葉県 県立流山南高等学校 千葉県 

県立松戸国際高等学校 千葉県 県立松戸向陽高等学校 千葉県 

県立柏中央高等学校 千葉県 県立我孫子東高等学校 千葉県 

県立柏の葉高等学校 千葉県 県立沼南高柳高等学校 千葉県 

西武台千葉高等学校 千葉県 県立清水高等学校 千葉県 

県立我孫子高等学校 千葉県 県立流山北高等学校 千葉県 

県立松戸六実高等学校 千葉県 県立沼南高等学校 千葉県 

二松学舎大学附属柏高等学校 千葉県 県立関宿高等学校 千葉県 

中央学院高等学校 千葉県 県立松戸南高等学校 千葉県 

県立松戸高等学校 千葉県 県立成田国際高等学校 千葉県 

県立柏陵高等学校 千葉県 千葉英和高等学校 千葉県 

県立流山おおたかの森高等学校 千葉県 八千代松陰高等学校 千葉県 

松戸市立松戸高等学校 千葉県 水戸女子高等学校 茨城県 

聖徳大学附属女子高等学校 千葉県 昌平高等学校 埼玉県 

 

  



資料９ 

 

１．書類等の題名 ： 特別指定校リスト 

 

２．出典 ： 入学試験に係る学内関係資料 

 

３．その他の説明 ： 資料内容の一部を抜粋 



資料 10 

 

1. 書類等の題名 ： グローバル経営を進める上での課題 

 

2. 出典 ： 経済団体連合会ホームページ 

 

3. 引用範囲 ： グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取組に関するアンケート結果 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2015/028_honbun.pdf, p. 6 

 

4. その他の説明 ： 特記事項なし 



資料 11 

 

1. 書類等の題名 ： グローバル事業で活躍する人材に求められる素質、知識・能力 

 

2. 出典 ： 経済団体連合会ホームページ 

 

3. 引用範囲 ： グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取組に関するアンケート結果 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2015/028_honbun.pdf, p. 7 

 

4. その他の説明 ： 特記事項なし 



資料 12 

 

1. 書類等の題名 ： 産業界が大学卒業時に学生が身につけていることを期待する素質、能力、

知識 

 

2. 出典 ： 経済団体連合会ホームページ 

 

3. 引用範囲 ： グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取組に関するアンケート結果 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2015/028_honbun.pdf, p. 15 

 

4. その他の説明 ： 特記事項なし 



資料 13 

 

1. 書類等の題名 ： 大学に取り組んでほしい教育方法やカリキュラム改革 

 

2. 出典 ： 経済団体連合会ホームページ 

 

3. 引用範囲 ： グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取組に関するアンケート結果 

https://www.keidanren.or.jp/policy/2015/028_honbun.pdf, p. 17 

 

4. その他の説明 ： 特記事項なし 



資料 14 
 

学内の体制の整備や学内の関係組織の有機的・緊密な連携 

 

 

 

 

共通科目 

・論理的思考

・キャリア相談 ・キャリアガイダンス
・ハローワーク就職相談
（ジョブ・サポーター）
･学内合同企業説明会 
・就活塾 ・就活フェア

⾃分を⾒つめ、 
社会と関わる 

教員との信頼関係
を通した個別指導

基礎⼒ 

学⽣⽬線の機会提供、
施策、個別 フォロー 



フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

1 学長
ｷﾀｶﾞｷ　ﾋﾃﾞｺ
北垣　日出子

＜平成24年4月＞

修士
(国際ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ)

開智国際大学
学長

（平24.4）

現　職
（就任年月）

別記様式第３号（その１）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

- 1 - 



フリガナ

氏名 担当 年間

＜就任（予定）年月＞ 単位数 開講数

グローバル社会を生きるＡ　※ 1 前 1.1 1

異文化コミュニケーション 2･3･4 後 2 1

芸術学 1･2･3･4 前 2 1

Social Studies 特論　※ 1 後 0.6 1

Social Studies 演習 3･4 前 2 1

地域社会貢献研究 3･4 前 2 1

比較芸術論 1･2･3･4 後 2 1

English and Culture 2･3･4 後 1 1

Debates in English 2･3･4 後 1 1

イベント・プロデュースＢ 2･3･4 後 2 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

ドイツ語Ⅰ 1･2 前 1 1

ドイツ語Ⅱ 1･2 後 1 1

Human Studies 特論　※ 1 前 0.5 1

Global Studies 特論　※ 2 後 0.4 1

ドイツの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

ドイツ語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

ドイツ語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＡⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅠ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅡ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

経営学 1･2･3･4 後 2 1

キャリアデザインⅠ 1 前 2 1

キャリアデザインⅡ　※ 2 前 1.3 1

キャリアデザインⅢ　※ 2 後 0.9 1

インターンシップ　※ 3･4 通 0.9 1

国際社会貢献研究 3･4 後 2 1

産業・組織心理学 2･3･4 後 2 1

経営学概論 2･3･4 前 2 1

経営組織論 2･3･4 前 2 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 3 3

日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 3 3

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

経済学 1･2･3･4 前 2 1

Human Studies 特論　※ 1 前 0.4 1

Social Studies 特論　※ 1 後 0.6 1

ヨーロッパ経済論 3･4 後 2 1

日本経済と社会 3･4 前 2 1

経済学Ⅰ 2･3･4 前 2 1

経済学Ⅱ 2･3･4 後 2 1

経済学史 3･4 後 2 1

コーポレート・ファイナンス 3･4 後 2 1

企業の社会的責任 3･4 前 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平28.4）

4日5 専 教授
ﾄｸﾏﾙ  ｻﾄｺ
得丸　智子

＜平成29年4月＞

博士
(人文科

学)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平26.4）

4日

3 専 教授
ｱﾍﾞ　ﾕｳｲﾁ
阿部　雄一

＜平成29年4月＞
文学修士※

6 専 教授
ｺｲｹ　ﾋﾛｺ

小池　裕子
＜平成29年4月＞

博士
(総合政策)

4日

4 専 教授
ﾐﾔｲﾘ(ｲﾊﾞﾗｷ)　ｻﾖｺ
宮入(茨城) 小夜子
＜平成29年4月＞

博士
(総合社会

文化)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

4日

2 専 教授
ｲｲﾓﾘ　ﾄﾖﾐ
飯森　豊水

＜平成29年4月＞
文学修士※

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

4日

4日

別記様式第３号（その２の１）

教 員 の 氏 名 等

（国際教養学部国際教養学科）

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

1 専
学長
教授

ｷﾀｶﾞｷ　ﾋﾃﾞｺ
北垣　日出子

＜平成29年4月＞

修士
(国際ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部
学長・教授
（平21.4）

- 1 - 



フリガナ

氏名 担当 年間

＜就任（予定）年月＞ 単位数 開講数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

情報機器の操作Ⅰ 1 前 4 2

情報機器の操作Ⅱ 1 後 4 2

情報処理概論 1 前 2 1

情報管理 1･2･3･4 後 2 1

情報管理演習Ⅰ 2･3･4 前 2 1

情報管理演習Ⅱ 2･3･4 後 2 1

情報システム論 3･4 前 2 1

マルチメディア演習 2･3･4 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

インターンシップ　※ 3･4 通 0.5 1
Local & Regional Studies 特論　※ 2 前 0.9 1

Global Studies 特論　※ 2 後 0.4 1

地域経済 3･4 前 2 1

アジア経済とビジネス 3･4 前 2 1

経営管理論 2･3･4 後 2 1

人的資源管理論 2･3･4 後 2 1

グローバル・ビジネス論Ⅰ 2･3･4 前 2 1

グローバル・ビジネス論Ⅱ 2･3･4 後 2 1

海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＡⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅠ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅡ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

英語ＡⅠ 1 前 1 1

英語ＡⅡ 1 後 1 1

英語ＢⅠ 1 前 1 1

英語ＢⅡ 1 後 1 1

英語ＣⅠ 1 前 1 1

英語ＣⅡ 1 後 1 1

英語ＤⅠ 1 前 1 1

英語ＤⅡ 1 後 1 1

英語ＥⅠ 2 前 1 1

英語ＥⅡ 2 後 1 1

英語ＦⅠ 2･3･4 前 1 1

英語ＦⅡ 2･3･4 後 1 1

英語ＧⅠ 2･3･4 前 1 1

英語ＧⅡ 2･3･4 後 1 1

Practical English Listening 2･3･4 前 1 1

Interactive English Ⅰ 2･3･4 前 1 1

Interactive English Ⅱ 2･3･4 後 1 1

Assertion Training 2･3･4 後 1 1

Human Studies 特論　※ 1 前 0.5 1

Global Studies 特論　※ 2 後 0.4 1

Human Studies 演習 3･4 後 2 1

パーソナリティ心理学 2･3･4 前 2 1

心理アセスメント演習Ｂ 2･3･4 後 2 1

臨床心理実務倫理 2･3･4 後 2 1

精神分析学 2･3･4 前 2 1

心理面接基礎演習Ｂ 2･3･4 通 4 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

Global Studies 特論　※ 2 後 0.4 1

Global Studies 演習 3･4 前 2 1

ロシアの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

Career English 2･3･4 後 1 1

English through Content 2･3･4 後 1 1

国際経済学 3･4 前 2 1

国際金融論 3･4 後 2 1

国際政治経済学 3･4 前 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平25.8）

4日

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平28.4）

4日

10 専 准教授
ﾏﾀﾖｼ   ﾋﾛﾅ
又吉　弘那

＜平成29年4月＞

 M.Ed in
Applied
Linguis
tics

（TESOL）

9 専 准教授
ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ　ﾗﾝｷﾞ
Elizabeth Lange
＜平成29年4月＞

MA in TESOL
(ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝ

ﾄﾞ)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平26.4）

4日

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

3日8

7 専 教授
ﾌ ｼﾞｭﾄｸ
符　儒徳

＜平成29年4月＞

博士
(理学)

博士
(経済学)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平26.6）

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平24.4）

4日11 専 准教授
ﾄﾘｺﾞｴ　ｼﾞｭﾝｲﾁ
鳥越　淳一

＜平成29年4月＞

Doctor of
Psychoana

lysis
(ｱﾒﾘｶ)

4日12 専 准教授
ﾋﾞｸﾄﾙ　ｺﾞﾙｼｺﾌ
Victor Gorshkov
＜平成29年4月＞

専 教授
ﾊﾔｼ　ﾘﾚｲ

林　リレイ
＜平成29年4月＞

博士
(経営学)

- 2 - 



フリガナ

氏名 担当 年間

＜就任（予定）年月＞ 単位数 開講数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

論理的思考法 1 前 2 1

論理的表現法 1 後 2 1

Social Studies 特論　※ 1 後 0.6 1

神経心理学 2･3･4 前 2 1

知覚心理学 2･3･4 前 2 1

認知心理学 2･3･4 後 2 1

心理学基礎実験 2･3･4 後 3 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

哲学 1･2･3･4 前 2 1

倫理学 1･2･3･4 前 2 1

宗教学 1･2･3･4 後 2 1

社会学 1･2･3･4 後 2 1

Local & Regional Studies 演習 3･4 後 2 1

宗教人類学 2･3･4 前 2 1

死生学 2･3･4 後 2 1

インドの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＡⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅠ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅡ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

ゼミナールⅠ 1 前 2 1

ゼミナールⅡ 1 後 2 1

ゼミナールⅢ 3 通 4 1

ゼミナールⅣ 4 通 4 1

数学 1･2･3･4 前 2 1

日本文学史 1･2･3･4 前 2 1

フランス語Ⅰ 1･2 前 1 1

フランス語Ⅱ 1･2 後 1 1
Local & Regional Studies 特論　※ 2 前 0.9 1

Global Studies 特論　※ 2 後 0.4 1

フランスの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

フランス語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

フランス語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

海外研修ＡⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＡⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅠ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＢⅡ 3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅠ 1･2･3･4 通 0.5 1

海外研修ＣⅡ 1･2･3･4 通 0.5 1

心理学概論 1･2･3･4 前 2 1

心理学研究法Ａ 1･2･3･4 前 2 1

心理統計学基礎 2･3･4 前 4 1

発達心理学 1･2･3･4 後 2 1

心身の発達と学習過程 1･2･3･4 後 2 1

社会心理学 1･2･3･4 後 2 1

Human Studies 特論　※ 1 前 0.5 1

イギリスの生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

Practical Reading in English 2･3･4 前 1 1

Ｍedia English 2･3･4 後 1 1

臨床心理学 2･3･4 前 2 1

心理アセスメント演習Ａ 2･3･4 前 2 1

認知行動療法 2･3･4 後 2 1

心理面接基礎演習Ａ 2･3･4 通 4 1

臨床心理実地実習　※ 3･4 通 2.1 1

学校心理学 2･3･4 前 2 1

健康心理学 2･3･4 後 2 1

20 兼担 教授
ｻｸﾏ　ﾕｳｺ

佐久間　祐子
＜平成30年4月＞

博士
(医学)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

16 兼担 教授
ｻｻｷ　ｻﾖ

佐々木　さよ
＜平成29年4月＞

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

19 兼担 教授
ﾔｽﾀﾞ　ﾋﾛｼ

安田　比呂志
＜平成29年4月＞

文学修士※

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部
副学長・教授
（平21.4）

ﾊﾗﾀﾞ　ﾐｻｵ
原田　操

＜平成29年4月＞

Doctorat
(Diplôme
national

de
docteur
en litté
rature et
civilisat
ion franç
aises)
(ﾌﾗﾝｽ)

文学修士※

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平21.4）

15 兼担 教授
ｼﾏﾀﾞ　ｶｽﾞｱｷ
島田　和昭

＜平成29年4月＞

教育学修士※

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

専任講師
（平28.4）

4日

元 千葉大学
教育学部

教授
（平28.3まで）

13 専 講師
ｷｸｼﾏ　ﾏｻﾋﾛ
菊島　正浩

＜平成29年4月＞

修士※
(心理学)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

専任講師
（平26.4）

4日

14 専 講師
ｺｶﾞ    ﾏﾕﾘ
古賀　万由里

＜平成29年4月＞

博士
(社会学)

18 兼担 教授
(副学長)

ｼﾊﾞﾊﾗ　ﾖｼﾕｷ
柴原　宜幸

＜平成29年4月＞

教育学修士※

17 兼担 教授
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フリガナ

氏名 担当 年間

＜就任（予定）年月＞ 単位数 開講数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等

月額
基本給
（千円）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

Local & Regional Studies 特論　※ 2 前 0.9 1

心理学研究法Ｂ 1･2･3･4 後 2 1

教育心理学 1･2･3･4 前 2 1

青年心理学 1･2･3･4 前 2 1

障がい児・者の心理学 2･3･4 前 2 1

臨床心理実地実習　※ 3･4 通 2.1 1

家族心理学 2･3･4 後 2 1

コミュニティ心理学 2･3･4 後 2 1

発達支援論 2･3･4 前 2 1

イベント・プロデュースＡ 2･3･4 前 2 1

日本語能力試験対策Ⅰ 1･2 前 1 1

日本語能力試験対策Ⅱ 1･2 後 1 1

スポーツ実技Ⅰ 1 前 3 3

スポーツ実技Ⅱ 1 後 3 3

健康づくり運動論 2･3･4 前 2 1

プロジェクト演習 2･3･4 通 4 1

中国語Ⅰ 1･2 前 1 1

中国語Ⅱ 1･2 後 1 1

中国の生活と文化 1･2･3･4 後 2 1

中国語会話Ⅰ 2･3･4 前 1 1

中国語会話Ⅱ 2･3･4 後 1 1

マーケティング論 2･3･4 後 2 1

グローバル社会を生きるＢ 1 後 2 1

国際社会論 3･4 前 2 1

国際関係論 2･3･4 前 2 1

プレゼンテーションＡ（日本語） 1 後 2 1

プレゼンテーションＢ（English） 2･3･4 前 2 1

ビジネス・プレゼンテーション 2･3･4 後 2 1

政治学 1･2･3･4 前 2 1

人間工学 1･2･3･4 後 2 1

物理学 1･2･3･4 前 2 1

地球科学 1･2･3･4 後 2 1

情報機器の操作Ⅰ 1 前 4 2

情報機器の操作Ⅱ 1 後 2 1

ビジネス統計 1･2･3･4 後 2 1

情報処理演習Ⅰ 3･4 前 2 1

情報処理演習Ⅱ 3･4 後 2 1

ネットワーク論 2･3･4 前 2 1

情報イノベーション 2･3･4 後 2 1

生物学 1･2･3･4 後 2 1

日本文化史 2･3･4 前 2 1

歴史社会学 2･3･4 後 2 1

現代日本の生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

日本人論 2･3･4 前 2 1

マスコミ論 2･3･4 後 2 1

グローバル化と日本社会 2･3･4 前 2 1

アメリカの生活と文化 1･2･3･4 前 2 1

国際連合工業開発
機関（UNIDO）

上級顧問
（平27.6）

ﾊﾟﾜｰﾄﾞｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚ
ｲﾄ株式会社
代表取締役
（平8.10）

工学士31

27 兼任 講師
ｵｵﾂｶ　ﾀｶｵ
大塚　孝夫

＜平成29年4月＞

修士(国際ｱ
ﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮ

ﾝ)

兼任 講師
ｸﾒ　ﾏｻﾋﾛ

久米　正浩
＜平成29年4月＞

34

22 兼担 准教授
ｲｼﾀﾞ　ｼｭｳｲﾁ
石田　修一

＜平成30年4月＞
芸術学士

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平27.4）

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平23.4）

兼任 講師
ｼｮｳｼﾞ　ﾀｹｼ
庄司　武史

＜平成30年4月＞

博士
(学術)

早稲田大学
社会科学総合学術院

助教
（平28.4）

津田塾大学
学芸学部

教授
（昭64.4）

36 兼任 講師
ﾀﾁﾞｶ　ﾋﾛｺ
田近　裕子

＜平成29年4月＞

Linguisti
cs Ph.D.
(ｱﾒﾘｶ)

35 兼任 講師
ｽｽﾞｷ　ﾏﾘ

鈴木　真理
＜平成29年4月＞

経営修士
(MBA)

日本経済新聞社
グルーバル事業局

部長
（平27.4）

33 兼任 講師
ｼｵｻﾞﾜ　ﾋﾛｷ
塩澤　寛樹

＜平成30年4月＞

博士
(美学)

群馬県立女子大学
文学部
教授

（平26.4）

32 兼任 講師
ｺﾞﾄｳ　ｱｷﾗ
後藤　章

＜平成29年4月＞

修士※
(農学)

学校法人開智学園
専門講師

（平27.4）

30 兼任 講師
ｸﾎﾞﾀ　ﾐﾉﾙ
久保田　実

＜平成29年4月＞
理学博士

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平27.4）

准教授
ｻｲｸﾞｻ(ｱｵｷ)　ﾋﾃﾞｺ
三枝(青木)　秀子
＜平成29年4月＞

博士
(中国学)

早稲田大学
人間科学学術院

准教授
（平22.4）

29 兼任 講師
ｶﾄﾞﾏﾂ　ﾋﾃﾞｷ
門松　秀樹

＜平成29年4月＞

博士
(法学)

尚美学園大学
総合政策学部
非常勤講師
（平23.4）

28 兼任 講師
ｵｻﾞﾜ　ｼｹﾞﾄ
尾澤　重知

＜平成29年4月＞

博士
(知識科学)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平21.4）

英国国立ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑ
ｼｬｰﾆｭｰ大学（MBA
top up ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）

教授
（平26.8）

練馬区立
光が丘夏の雲小学校

校長
（平24.4）

24 兼担 准教授
ﾀｶﾊｼ　ｻﾅｴ
髙橋　早苗

＜平成29年4月＞

修士
(体育学)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平21.4）

26 兼任 講師
ｱｶｵ　ｺｳﾒｲ
赤尾　広明

＜平成30年4月＞

経営管理学
修士(MBA)

23 兼担 准教授
ｴﾝﾄﾞｳ　ｼﾝｼﾞ
遠藤　真司

＜平成29年4月＞
法学士

21 兼担 教授
ﾃﾗﾓﾄ　ﾀｴｺ
寺本　妙子

＜平成29年4月＞

博士
(看護学)

兼担25
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フリガナ

氏名 担当 年間

＜就任（予定）年月＞ 単位数 開講数

調書
番号

専任等
区分

職位 年齢
保有

学位等
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（千円）

担当授業科目の名称
配 当
年 次

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従事する週当
たり平均日数

日本のサブ・カルチャー 2･3･4 後 2 1

会計学 1･2･3･4 後 2 1

簿記 1･2･3･4 前 2 1

グローバル社会を生きるＡ　※ 1 前 0.9 1

医学概論 2･3･4 後 2 1

精神医学 2･3･4 後 2 1

国際ビジネス・リテラシー 2･3･4 前 2 1

アントルプレナー論 3･4 後 2 1

犯罪非行心理学 2･3･4 前 2 1

史学概論 1･2･3･4 前 2 1

日本史通論 2･3･4 前 2 1

日本政治史 2･3･4 後 2 1

東アジア交渉史 2･3･4 後 2 1

世界近現代史 1･2･3･4 前 2 1

ビジネスと法 3･4 後 2 1

キャリアデザインⅡ　※ 2 前 0.7 1

キャリアデザインⅢ　※ 2 後 1.1 1

キャリアデザインⅣ 3 後 2 1

インターンシップ　※ 3･4 通 0.5 1

憲法 1･2･3･4 前 2 1

法学 1･2･3･4 後 2 1

英語ＡⅠ 1 前 1 1

英語ＡⅡ 1 後 1 1

英語ＥⅠ 2 前 1 1

英語ＥⅡ 2 後 1 1

英語ＢⅠ 1 前 1 1

英語ＢⅡ 1 後 1 1

英語ＣⅠ 1 前 1 1

英語ＣⅡ 1 後 1 1

英語ＤⅠ 1 前 1 1

英語ＤⅡ 1 後 1 1

英語ＥⅠ 2 前 1 1

英語ＥⅡ 2 後 1 1

英語ＡⅠ 1 前 1 1

英語ＡⅡ 1 後 1 1

英語ＥⅠ 2 前 1 1

英語ＥⅡ 2 後 1 1

英語ＢⅠ 1 前 1 1

英語ＢⅡ 1 後 1 1

英語ＣⅠ 1 前 1 1

英語ＣⅡ 1 後 1 1

英語ＤⅠ 1 前 1 1

英語ＤⅡ 1 後 1 1

英語ＡⅠ 1 前 1 1

英語ＡⅡ 1 後 1 1

英語ＢⅠ 1 前 1 1

英語ＢⅡ 1 後 1 1

英語ＣⅠ 1 前 1 1

英語ＣⅡ 1 後 1 1

英語ＤⅠ 1 前 1 1

英語ＤⅡ 1 後 1 1

48 兼任 講師
ｸﾞﾚﾝ　ｸﾗﾝｼ

Glen S.Clancy
＜平成29年4月＞

MA in
Jounalism
(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ)

元　日本橋学館大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

兼任講師
（平27.8まで）

51

50

Ph.D. in
Education/
Linguistics

(ｶﾅﾀﾞ)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

兼任講師
（平28.4）

文学修士

兼任 講師
ﾀﾅｶ　ﾀｸﾔ

田中　卓也
＜平成30年4月＞

修士※
(教育学)

共栄大学
教育学部
准教授

（平24.4）

40 兼任 講師
ﾅｶｻﾞﾄ　ｺｳ
中里　弘

＜平成30年4月＞

39 兼任 講師
ﾂﾁﾔ　ﾖｳｽｹ
土屋　陽介

＜平成29年4月＞

修士※
(文学)

37

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

客員教授
（平28.4）

兼任 講師
ﾀﾞｰﾚﾝ　ﾍﾞｸﾞﾘｰ
Darren G.Begley
＜平成29年4月＞

Masters of
Arts in
Politics
(ｲｷﾞﾘｽ)

開智望小学校
ＡＬＴ

（平28.4）

兼任 講師
ｻﾑｴﾙ　ｸﾞﾗﾊﾑ

Samuel M.Graham
＜平成29年4月＞

49 兼任 講師
ﾄﾗﾋﾞｽ　ｶﾞﾙｼｱ
Travis Garcia
＜平成29年4月＞

MA in
Internation
al and Inte
rcultural
Communica

tion (ｱﾒﾘｶ)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

兼任講師
（平28.4）

47 兼任 講師
ｼﾞｮﾝ　ﾊﾞｳﾏﾝ
John L.Bauman
＜平成29年4月＞

MA in
Linguis

tics,TESOL
(ｱﾒﾘｶ)

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

兼任講師
（平28.4）

博士
(法学)

明治大学
法学部

兼任講師
（昭62.4）

45 兼任 講師
ﾔﾅｾ　ﾏｻﾀｶ
柳瀬　昌孝

＜平成30年4月＞

学士
(政治経済

学)

44 兼任 講師
ﾏﾂﾅｶﾞ　ﾐﾂｵ
松永　光雄

＜平成31年4月＞

法務博士
(専門職)

株式会社きずな
代表取締役
（平26.6）

46

兼任 講師
ﾏﾂｲ　ﾖｼｱｷ
松井　吉昭

＜平成29年4月＞
文学修士

玉川大学
経営学部

非常勤講師
（昭25.4）

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

教授
（平27.4）

兼任 講師
ﾔﾏｻﾞｷ　ﾌﾐｵ
山﨑　文夫

＜平成29年4月＞

43

福知山公立大学
地域経営学部

教授
（平28.4）

42 兼任 講師
ﾋﾗﾏ　ｻﾕﾘ

平間　さゆり
＜平成30年4月＞

修士
(心理学)

41 兼任 講師
ﾋﾗﾉ　ﾏｺﾄ
平野　真

＜平成30年4月＞

博士
(学術)

元　日本橋学館大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

兼任講師
（平27.3まで）

立教大学
全学共通カリキュラム

兼任講師
（平24.4）

38 兼任 講師
ﾀﾆｸﾞﾁ　ｶﾂﾉﾘ
谷口　勝則

＜平成29年4月＞
経営学修士

開智国際大学
ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部

准教授
（平26.4）
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職 位 学 位 29 歳 以 下 30 ～ 39 歳 40 ～ 49 歳 50 ～ 59 歳 60 ～ 64 歳 65 ～ 69 歳 70 歳 以 上 合 計 備 考

博 士 人 人 人 3 人 2 人 人 人 5 人

修 士 人 人 人 人 人 2 人 1 人 3 人

学 士 人 人 人 人  人  人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1 人 1 人 人 人 人 人 2 人

修 士 人 人 1 人 人 人 1 人 人 2 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 1 人 人 人 人 人 1 人

修 士 人  人 人 1 人 人 人 人 1 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 人 人 人 人 人 人 人

修 士 人 人 人 人 人 人 人 人

学 士 人 人 人 人 人 人 人 人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

博 士 人 1 人 2 人 3 人 2 人 人 人 8 人

修 士 人  人  1 人 1 人  人 3 人  1 人  6 人

学 士 人 人 人 人  人  人  人  人

短 期 大
学 士

人 人 人 人 人 人 人 人

そ の 他 人 人 人 人 人 人 人 人

准 教 授

別記様式第３号（その３）

専任教員の年齢構成・学位保有状況

教 授

講 師

助 教

合 計
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